
科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

家政学原論I
家政学部　共通
科目

1 2

あなたにとって「家庭」「家族」とはいかなる存在
であろうか。そもそも家政学という学問名称に付さ
れた「家政」とは何を意味しているのだろうか。ま
た、人として「生活」するということには、他の生
物にはないどのような独自の世界があるのだろう
か。本科目では、まず家政学を支えるこれらの用語
の根源的な意味について考えを深める。そして、そ
の上で、家庭を中心とした生活世界の構造を考え、
そこに貫かれている精神と文化について考察する。
さらに、これらを家政学研究の今と重ね、その可能
性について考える。家政学文献の精査と討論を重ね
るなかで、家政学的世界の独自性とその限界、さら
には可能性について考えることになろう。

1.家政学の存在意義について、理解できるようにな
る。（知識・理解）
2.家政学を学ぶ学生にとり、自己の学問へ向かう姿
勢とまなざしを得ることができるようになる。(関
心・意欲・態度）
3.家政学の歴史と現況を知ることによって、家政学
が抱えている諸問題を認識しながら、一方でその可
能性を自らの中に確認し、家政学が果たすべき世界
を実現することができるようになる。（思考・判
断・表現）

1.家政学の存在意義について、基礎的な事柄を理解
できるようになる。（知識・理解）
2.家政学を学ぶ学生として、自己の学問へ向かう基
礎的なまなざしを得ることができるようになる。
(関心・意欲・態度）
3.家政学の歴史と現況を知ることによって、家政学
が抱えている諸問題を認識しながら、一方でその可
能性を自らの中に確認し、家政学が果たすべき世界
を実現することができるようになる。（思考・判
断・表現）

家政学原論II
家政学部　共通
科目

1 2

あなたにとって「家庭」「家族」とはいかなる存在
であろうか。そもそも家政学という学問名称に付さ
れた「家政」とは何を意味しているのだろうか。ま
た、人として「生活」するということには、他の生
物にはないどのような独自の世界があるのだろう
か。本科目では、まず家政学を支えるこれらの用語
の根源的な意味について知る。そして、その上で、
家庭を中心とした生活世界の構造を考え、そこに貫
かれている精神と文化について考える。さらに、こ
れらを家政学研究の今と重ね、その可能性について
考えてゆく。家政学文献の精査と討論を重ねるなか
で、家政学的世界の独自性とその限界、さらには可
能性について考えることになろう。

1.家政学が目指す世界を概観し、探求することがで
きるようになる。(関心・意欲・態度）
2.家政学は学問として家族・家庭・生活・人間につ
いてどのように見つめているのかというような家政
学が学問として成立するためのまなざしの独自性を
理解することができるようになる。（知識・理解）
3.家政学が対象とする普遍的課題において、自己と
のかかわりを不可分にしながら、なお自らの精神と
文化の礎になっている家庭生活の意義や構造に言及
し、自らが置かれている時空を創造する力を身につ
けることができるようになる。（思考・判断・表
現）
4.上記の事柄について、自らの思考に基づいて論を
展開し、適切に発言、意見交換、表現する能力を身
につけることができるようになる。（思考・判断・
表現）

1.家政学が目指す基本的な世界を概観し、探求する
ことができるようになる。(関心・意欲・態度）
2.家政学は学問として家族・家庭・生活・人間につ
いてどのように見つめているのかというような家政
学が学問として成立するための基本的なまなざしの
独自性を理解することができるようになる。（知
識・理解）
3.家政学が対象とする普遍的課題において、自己と
のかかわりを不可分にしながら、なお自らの精神と
文化の礎になっている家庭生活の意義や構造に言及
し、自らが置かれている時空を創造する力を身につ
けることができるようになる。（思考・判断・表
現）
4.上記の事柄について、自らの思考に基づいて論を
展開し、適切に発言、意見交換、表現する能力を身
につけることができるようになる。（思考・判断・
表現）

家庭経営学I
家政学部　共通
科目

1 2

現代の家庭は、情報化、国際化、少子高齢化、男女
共同参画社会へといった社会の変化の中で、ＩＴ
化、文化間交流、世代間交流、ワーク・ライフ・バ
ランスといった具体的な変化を求められている。こ
のような現代社会の変化が家庭に及ぼす影響や問題
点を整理し、よりよく家庭経営をしていくために利
用しうる人的・物的社会資源、法律や行政の施策に
ついての知識を習得し、今後の家庭経営や社会政策
についての課題を見出す。また、現代は個人の多様
な生き方が尊重されてきているが、社会や地域で孤
立せずに自己実現をはかり、自分らしく生きるため
には、自助・共助・公助についての生活環境を主体
的にととのえることが大切である。家庭経営上の課
題について具体的にとりあげ、問題解決に向けての
方策を考えながら、家庭経営に必要な態度や技能を
習得する。

・家族の変遷について社会学と法学から説明でき
る。(知識・理解)
・家庭経営をするうえで必要な最新の情報を調査
し、現代社会の変化に応じて課題を見出し、家族や
地域社会で課題解決に向けた提案ができる。(技能)
・家庭・地域社会・社会で、自己実現をはかりなが
ら自分らしく生きるために、自助・共助・公助の生
活環境を主体的に整えることができる。(思考・判
断・表現)

・家族の変遷を社会学と法学から理解できる。(知
識・理解)
・家庭経営に関する具体的事例について、社会の変
化に応じた課題を見出し、情報を収集して、家族や
地域社会へ解決に向けた提案ができる。(技能)
・自助・共助・公助の生活環境を主体的に整え、生
活を設計できる。(思考・判断・表現)

家庭経営学II
家政学部　共通
科目

1 2

多様化するライフスタイルのなかで、家族のライフ
ステージごとの諸問題を把握し、家庭、地域、社会
において人的・物的資源を有効に生かした家庭経営
の在りかたを、自分の生活価値観を省みながら、具
体的に考える。今後よりよく生きる行動力を養い、
社会的課題を見出す。
前半は、自分の生活を客観的に分析し把握するた
め、これまでの生活の調査、異世代へのインタ
ビューを行い、家庭経営に必要な知識を得る。後半
は、生活課題についてテーマを設定し、具体的な情
報収集を行い、生活向上のための新たな視点を見出
すことで、家庭を経営する態度と技能を具体的に養
う。

・自分自身の生活の調査、異世代へのインタビュー
から、家庭経営に必要な生活環境とライフステージ
ごとの生活課題を理解する。(知識・理解)
・グループで共通の関心事である生活課題に関する
情報を収集し、課題解決に向けた方策を具体的に提
案することができる。(技能)
・個人と家族の生活設計をライフステージごとの課
題や目標に従って計画できる。(思考・判断・表現)

・個人と家族の生活調査により、自己実現を図るた
めのライフステージごとの生活課題を理解できる。
(知識・理解)
・グルーブで共通の関心事である生活課題に関する
情報を収集し、課題解決に向けた具体的提案ができ
る。(技能)
・個人と家族の生活設計を目標に従って計画でき
る。(思考・判断・表現)

消費者経済学
家政学部　共通
科目

1 2

国民経済の循環において、労働者かつ消費者として
の国民の経済活動は重要な役割を担っている。現代
の少子高齢化、情報サービス化、国際化の中での経
済環境を理解し、それぞれの消費者が自分のライフ
スタイルに基づいて合理的な経済活動を行うための
知識を得る。１か月間、自分の家計簿を記載し、具
体的に経済活動の自己分析を行い、生活上の問題解
決方法を見出し、よりよい経済活動のための技能を
身につける。労働者であり消費者である生活者とし
て、消費者の権利ばかりでなく、環境への配慮や社
会的な責任も自覚しながら、経済活動を行う態度を
養う。

・国民経済の循環と家庭経済の関係を理解し説明で
きる。(知識・理解)
・家庭経済の収入と支出について説明できる(知
識・理解)
・家計簿の記録と消費活動の改善ができる。(技能)
・消費者の権利と持続可能な社会に向けた消費につ
いて理解し、生活行動を振り返り、改善方法を提案
できる。(思考・判断・表現)

・国民経済の循環と家庭経済の関係を理解し説明で
きる。(知識・理解)
・家庭経済の収入と支出について説明できる(知
識・理解)・家計簿の記録と消費活動の改善ができ
る。(技能)
・消費者の権利と持続可能な社会に向けた消費につ
いて理解し、生活行動を振り返り、改善方法を提案
できる。(思考・判断・表現)



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

生活関連法規
家政学部　共通
科目

3 2

インターネットやクレジットの普及にともない、商
品やサービスを提供する事業者とそれらを購入し利
用する消費者との間で様々なトラブルが生じてい
る。
　　本講義においては、消費者トラブルの未然防止
及び被害救済のために、民法による救済法理とその
限界を理解するとともに、消費者保護のための特別
法の必要性を確認し、特別法の概要及びその効力と
限界について事例を通して理解する。また、法が定
められていない問題に対し、消費者としてどのよう
に対応していくべきかについて、企業、行政、学
校、家庭の役割を含めて考える。

１ 民法による消費者被害の救済法理を理解し、そ
の限界を説明できる。（知識・理解）
２ 消費者契約法のうち被害救済に関わる制度を理
解し、その効力と限界を説明できる。（知識・理
解）
３ 特定商取引法のうち被害救済に関わる制度を理
解し、その効力と限界を説明できる。（知識・理
解）
４ 割賦販売法のうち被害救済に関わる制度を理解
し、その効力と限界を説明できる。（知識・理解）
５ 製造物責任法のうち被害救済に関わる制度を理
解し、その効力と限界を説明できる。（知識・理
解）

１ 民法のうち消費者被害の救済に関わる制度の基
本的事項を理解している。（知識・理解）
２ 消費者契約法のうち被害救済に関わる制度の基
本的事項を理解している。（知識・理解）
３ 特定商取引法のうち被害救済に関わる制度の基
本的事項を理解している。（知識・理解）
４ 割賦販売法のうち被害救済に関わる制度の基本
的事項を理解している。（知識・理解）
５ 製造物責任法のうち被害救済に関わる制度の基
本的事項を理解している。（知識・理解）

家族関係学
家政学部　共通
科目

1 2

家族関係は多くの人にとって、最も身近で、重要な
関心事であるが、この家族関係への認識は、個人的
経験や一方的に報道されるマスコミの情報によっ
て、偏って形成されがちである。本講座では、家族
の歴史、各種の統計や制度面、国際比較などから家
族関係を客観的に把握し、家族関係に関する知識を
新たにする。また、産業の変化による労働形態の変
化、少子高齢化、単独世帯の増加などの現代社会の
変化に伴う家族問題を見いだし、現代の家族のサ
ポートシステムについて行政、民間団体など各方面
から紹介をする。家族の諸問題の具体的事例につい
て、よりよい家族関係をつくっていくための考察を
行う。また、家族をサポートする社会福祉援助の態
度や技能について理解する。

・現代の家族関係の変化を各種統計や社会制度面か
ら客観的に理解できる。(知識・理解)
・具体的な現代の家族問題について、主体的対話に
よる紛争解決や家族を支える諸外国のサポートシス
テムから考察を深め、よりよい家族関係への提案が
できる。(技能)
・家族、地域社会の一員として社会福祉援助につい
て理解を深め、多様な人々との共生について主体的
に提案できる。(思考・判断・表現)

・現代の家族関係の変化を各種統計や社会制度面か
ら理解できる。(知識・理解)
・具体的な現代の家族問題の解決に向けて、主体的
対話による紛争解決や家族を支えるサポートシステ
ムから解決法を提案できる。(技能)
・社会福祉援助を理解し、多様な人々との共生につ
いて提案できる。(思考・判断・表現)

人間形成の心理
学

家政学部　共通
科目

3 2

この科目では、人間形成に関連する心理学的知識を
身につけ、自己理解を深めるための学びを行う。ま
ず、心身の発達過程、解離と心的外傷のメカニズム
について理解する。次に、虐待の定義やメカニズム
を知り、虐待を防止する方法について考える。さら
に、子どもの絵の表現や絵画療法に関する体験的学
習や、おとぎ話の意味に関する理論的学習を行う。
自己理解を深めるために、心理検査や心理劇(ロー
ル・プレイング)も活用する。

1. 人間形成に関連する心理学的知識に積極的な関
心を向け、意欲的かつ計画的に学ぶことができる。
(関心・意欲・態度)
2. 人間の心身の発達過程について体系的に理解す
ることができる。　(知識・理解)
3. 解離と心的外傷の定義やメカニズムについて包
括的に理解することができる。(知識・理解)
4. 親になることの意味、および虐待の定義やメカ
ニズムについて総合的に理解することができる。
(知識・理解)
5. 虐待の防止方法について具体的かつ適切に提案
することができる。(思考・判断・表現)
6. 遊びの象徴的意味について詳細に把握すること
が7. 絵画表現や絵画療法の幅広い世界について、
知識と実践の両面から理解することができる。(思
考・判断・表現)
8. おとぎ話の深層にある意味について総合的に理
解することができる。(知識・理解)

1. 人間形成に関連する基本的な心理学的知識に関
心を向け、計画的に学ぶことができる。(関心・意
欲・態度)
2. 人間の心身の発達過程に関する基本的知識を理
解することができる。(知識・理解)
3. 解離と心的外傷の定義やメカニズムの基本を理
解することができる。(知識・理解)
4. 親になることの意味、および虐待の定義やメカ
ニズムに関する基本的知識を理解することができ
る。(知識・理解)
5. 虐待の防止方法に関する自分なりの考えを提案
することができる。(思考・判断・表現)
6. 遊びの象徴的意味に関する基本的知識を把握す
ることができる。(知識・理解)
7. 絵画表現や絵画療法の世界について、体験的に
理解することができる。(思考・判断・表現)
8. おとぎ話の深層にある意味に関する基本的知識
を理解することができる。(知識・理解)

児童文化論
家政学部　共通
科目

3 2

児童文化とは、子どもをめぐる様々な文化や児童文
化財について学ぶ科目である。児童文化の定義及び
特色を理解し、意義について検討する。また、児童
文学、絵本、紙芝居、人形劇、ペープサート、パネ
ルシアターなどの児童文化財に実際に触れながら、
それぞれの特色を理解し、子どもの育ちを支えるた
めの活用方法について学ぶ。また子どもの遊びにつ
いて現状を理解し、考察する。さらに、子どもをめ
ぐる伝承文化について理解し、子どもの育ちにとっ
て文化的環境がいかに関わり、どのような意味を持
つのかについて考察する。

1.児童文化の定義、特色、意義について理解し、説
明できるようになる（知識・理解）。
2.さまざまな児童文化財に触れ、自ら作品を制作し
発表までできるようになる（技能）。
3.またその際、子どもの育ちを支える児童文化財の
活用の方法や文化的環境のあり方についての視点を
もって、制作・発表できるようになる（思考・判
断・表現）
4.子どもをめぐる伝承文化について成り立ち等も含
めて広く理解し、説明できるようになる（知識・理
解）

1.児童文化の定義、特色、意義について理解できる
（知識・理解）。
2.さまざまな児童文化財に触れ、選択して発表でき
るようになる（技能）。
3.またその際、子どもの育ちを支える児童文化財の
活用の方法や文化的環境のあり方について意識でき
るようになる（思考・判断・表現）。4.子どもをめ
ぐる伝承文化について理解できる（知識・理解）。

保育学
家政学部　共通
科目

3 2

家庭における保育、保育所・幼稚園・認定こども園
における集団保育の方法、内容について考える。具
体的には、子どもの発達、子育て支援、保育制度、
子どもと保健、保育史の理解など、幅広い領域を取
り上げ、子どもの発達にふさわしい環境づくりやか
かわり方を考えていく。そして、家庭や集団におい
て「共に育ち合う」保育ができる力を伸ばしていき
たい。

1.子どもの誕生と保健について総合的に説明でき
る。（知識・理解）
2.子どもの成長・発達と生活について総合的に説明
できる。（知識・理解）
3.親の役割、子育て支援について総合的に説明でき
る。（知識・理解）
4.集団保育の制度、内容等について総合的に説明で
きる。（知識・理解）
5.子どもの人権と福祉について総合的に説明でき
る。（知識・理解）

1.子どもの誕生と保健について基本的な事項を説明
できる。（知識・理解）
2.子どもの成長・発達と生活について基本的な事項
を説明できる。（知識・理解）
3.親の役割、子育て支援について基本的な事項を説
明できる。（知識・理解）
4.集団保育の制度、内容等について基本的な事項を
説明できる。（知識・理解）
5.子どもの人権と福祉について基本的な事項を説明
できる。（知識・理解）

社会福祉論
家政学部　共通
科目

1 2

この授業では、社会福祉の基礎概念について概観
し、社会保障制度、障害者福祉、児童福祉、高齢者
福祉、地域福祉、ひとり親家庭の福祉、女性福祉の
各領域について、法制度などの仕組み、課題、問題
について理解を深め、その対応策、解決策について
学ぶ。また、これらの問題について受講者自身が知
識を深め実態を知り、ソーシャルワークの展開過程
を基に、適切な支援とは何かを考えることができる
ようになることを目標とする。

1.社会福祉の価値、実践について学び、理解できる
ようになる。（知識・理解）
2.社会福祉における重要な概念について理解を深
め、現状の課題・問題点を説明し、自身の言葉で対
応策、解決策を説明することができる。（理解・関
心・態度）
3.様々な困難を抱える人に対して、支援方法として
の法制度、支援技法について理解し、実践すること
ができる。（知識・理解・態度）

1.社会福祉の価値について学び、理解できるように
なる。（知識・理解）
2.社会福祉における重要な概念について理解を深
め、現状の課題・問題点を説明することができる。
（理解・関心・態度）
3.様々な困難を抱える人に対して、支援方法として
の法制度、支援技法について理解することができ
る。（知識・理解・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

人間学
家政学部　共通
科目

1 2

この授業では、乳児期、幼児期、児童期、青年期前
期、青年期後期、成人期、老年期のそれぞれの発達
段階ごとの発達的特徴と心理的危機について扱う。
そして、人間のライフスパンを通した人生経験につ
いて心理学の視点から概観していく。受講者は自身
の発達段階である青年期後期の発達的特徴と心理的
危機について、自分自身の経験と関連付けながら学
び、現在までの育ちと将来の人生を考えることを通
して「人間学」を考える。

1.生涯発達の視点から発達段階を中心に心理学的理
論を学び、理解できるようになる。（知識・理
解）。
2.自分の過去、現在、将来を発達段階や発達課題の
視点で捉えなおし、自分の人生の見方を広げること
ができる。（関心・意欲・態度）
3.自分を取り巻く他者の人生と自分の人生を重ね合
わせ、自分の人間関係について捉えなおすことがで
きる。（関心・意欲・態度）

1.生涯発達の視点から発達段階を中心に心理学的理
論を学び、理解できるようになる。（知識・理
解）。
2.自分の過去、現在、将来を発達段階や発達課題の
視点からふりかえることができる（関心・意欲・態
度）
3.自分の人間関係についてふりかえることができ
る。（関心・意欲・態度）

高齢者論
家政学部　共通
科目

1 2

本科目は今後一層解決しなければならない課題の多
い超高齢社会において、高齢者及び高齢者をめぐる
家族、家庭、社会の諸問題への理解と関心を深め、
これらの課題に主体的に取り組むことのできる能力
を身につける。授業は大きく以下の３部から構成さ
れる。第1部では、高齢者自身への理解を深め、心
身の全体像を考察する。第２部では、高齢者の生活
行動に視座をおき、高齢者の生きる環境を食衣住な
どの生活諸相から概観する。第３部では、自らのラ
イフコースを想起しながら、高齢者をめぐる社会問
題について理解を深める。これらを通して、自らの
高齢者観を整理、構築する。

1.解決しなければならない課題の多い超高齢社会に
おいて、高齢者及び高齢者をめぐる家族、家庭、社
会の諸問題への理解を深めることができるようにな
る。（知識・理解）
2.高齢者及び高齢者をめぐる諸課題について、自ら
のこれからのライフコースに重ねて理解し考え、諸
課題解決のために主体的に実践・行動に移すことが
できる能力を身につけることができるようになる。
（関心・意欲・態度）

1.解決しなければならない課題の多い超高齢社会に
おいて、高齢者及び高齢者をめぐる家族、家庭、社
会の諸問題への基礎的な理解を深めることができる
ようになる。（知識・理解）
2.高齢者及び高齢者をめぐる諸課題について、自ら
のこれからのライフコースに重ねて理解し考え、諸
課題解決のために主体的に実践・行動に移すことが
できる基本的な能力を身につけることができるよう
になる。（関心・意欲・態度）

被服学概論
家政学部　共通
科目

1 2

被服学は材料学、管理学、染色学、衛生学、流通・
消費科学、染織文化史、服装史、造形学、デザイン
などの諸領域からなる学問であり、被服学を概観す
るにはこれらすべての概略を知る必要がある。例え
ば材料学は、品質表示、繊維の分類、主要な繊維の
生産・構造・性質、糸の性質、織物・編み物の性質
などを含む。管理学では、これらの材料を仕上げ加
工・染色し、どのように取り扱うのかを理解する。
そのほかの分野も社会における繊維・アパレル製品
の製造、流通・販売、消費など諸分野に対応してい
る。本科目では、被服学全般に関する概要を理解で
きるようになる。

1. 家政学の概略を理解したうえで、広い視野での
考察ができるようになる。（知識・理解）

1. 家政学の分野において、自らの専門領域と被服
学の違いを理解する。（知識・理解）

食物学概論
家政学部　共通
科目

1 2

日本は世界一の長寿国だと言われており、平均寿命
も健康寿命も世界ナンバーワンだとされてきた。し
かし、近年、その健康を支える「食」のあり方が、
若い世代を中心に崩れてきていることが指摘されて
いる。このことは、がんや糖尿病を含む生活習慣病
の増加として、社会的な問題となってきている。
　食事は、生活習慣病を引き起こす最も大きな要因
のひとつであると報告されている。現在わが国で
は、３人に２人が生活習慣病で亡くなっている。生
活習慣病は、正しい「食と栄養」の知識を得ること
によって、防げることが知られている。
　本授業では、私たちの身体は自然科学の一部であ
り、私たち一人一人が、自分自身の体の仕組みや
「食と栄養」について知ることで、自らの寿命を延
ばすことができるという事実を理解し、自らの健康
を守るために知っておくべき「食と栄養」の基礎に
ついて楽しく習得する。

1. 「食と栄養」と健康の関係について、基礎的な
知識を身につけ、興味を持ち、家族や他者にも説明
することができる。（知識・理解）（思考・判断・
表現）（関心・意欲・態度）
2. 食に関わる自らの身体の仕組みについて、深く
理解し、興味を持ち、説明することができる。（知
識・理解）（思考・判断・表現）（関心・意欲・態
度）
3. 自らの体質と環境因子（食と栄養）との関係に
ついて深く理解し、興味を持ち、説明することがで
きる。（知識・理解）（思考・判断・表現）（関
心・意欲・態度）

1. 「食と栄養」と健康の関係について、基礎的な
知識を身につけることができる。（知識・理解）
2. 食に関わる自らの身体の仕組みについて、深く
理解することができる。（知識・理解）
3. 自らの体質と環境因子（食と栄養）との関係に
ついて深く理解し、説明することができる。（知
識・理解）（思考・判断・表現）

住居学概論
家政学部　共通
科目

1 2

１．住生活の諸問題
２．住まいの変遷
３．家族と住要求
４．日本の住宅事情
５．住まいの設計
講義を中心に映像等も交えながら、上記５項目の理
解を目的とする。また、併行して講義内容を応用し
た簡単な製図課題を課し、空間を創造する。

・個人・家族の生活の拠点である住居について、住
生活の基本的条件をふまえ、様々な角度から知識を
関係づけることができるようになる。（知識・理
解）
・製図課題を通して、問題を類別し、解決のために
知識の応用ができるようになる。（知識・理解）

・個人・家族の生活の拠点である住居について、
様々な角度から知識を関係づけることができるよう
になる。（知識・理解）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

環境学概論
家政学部　共通
科目

2 2

今日、地球環境は、急激に変化しつつある。現代の
人間活動は、大量生産、大量消費、大量廃棄に象徴
され、地球温暖化や熱帯林減少、砂漠化など、様々
な環境問題を引き起こした。環境問題が顕在化する
現代において，人間社会とそれを取り巻く自然環境
との関係について理解することは，市民が知ってお
くべき教養の１つとして重視されている。とりわ
け，社会システムの側面から、環境問題の原因、実
態や影響等について、科学的に理解することがもと
められる。 また、近年注目されている環境保全や
循環型社会、持続可能なまちづくりの必要性が注目
されている。
 そこで、この授業では、人間の生活の舞台である
自然環境について科学的に理解する力を養うことを
ねらいとする。さらに、様々な環境問題に対する解
決方法（対策）について、自ら考える力を習得する
ことを目指す。

①地球温暖化や熱帯林の破壊など、地球規模の環境
問題について、原因、実態、影響を理解するととも
に、それらの対策や解決方法についても、主体的に
考えることができる。
②大気汚染や水質汚濁など、身近で起こっている環
境問題について、原因、実態、影響を理解するとと
もに、それらの対策や解決方法についても、主体的
に考えることができる。
③種々の自然災害（地震や気象災害など）に関し
て、メカニズムや実態などを説明できる。
④生態系や食物連鎖などについて、人間活動のかか
わりを含め、その実態や影響について説明すること
ができる。
⑤環境的な観点から、持続可能な社会を構築するた
めに、どう行動すべきかを自ら考えることができ
る。
⑥国内外の自然、環境分野における世界と日本の関
わりについて具体的に説明できる。

①地球温暖化や熱帯林の破壊など、地球規模の環境
問題について、原因、実態、影響を理解できる。
②大気汚染や水質汚濁など、身近で起こっている環
境問題について、原因、実態、影響を理解できる。
③種々の自然災害（地震や気象災害など）の実態に
ついて基礎的な知識を習得する。
④基礎的な地球のなりたちや歴史について理解でき
る。
⑤生態系のなりたちなど、環境と生物との関係につ
いて理解できる。
⑥世界の環境と人間活動の関わりについて理解でき
る。

家庭電気・機械
家政学部　共通
科目

3 2

合理的で快適な家庭生活を営む上で必要とされる電
気工学・機械工学に関連する基礎的事項および家庭
用の各種機器を取り上げて、講義をする。現在、家
庭生活においては多くの機器が使用され、また高度
化も著しく、様々な知識が必要とされている。
　本講義では電気の基礎、機械の基礎を学び、生活
の中で利用する家庭電化製品及び情報処理機器など
の仕組みとその利用方法について理解する。また、
保守点検の方法についても学ぶ。

１．電気工学に関連する各種法則やなどについて説
明できる。（知識・理解）
２．各種機構や各種機械要素などについて説明でき
る。（知識・理解）
３．家庭用各種機器の原理・構造について明確に説
明できる。（知識・理解）
４．家庭用各種機器の正しい取り扱い方法について
明確に説明できる。（知識・理解）
５．家庭用各種機器の保守・点検方法について明確
に説明できる。（知識・理解）

１．電気工学に関連する基本的な法則やなどについ
て説明できる。（知識・理解）
２．各種機構や各種機械要素などの基本的な事項に
ついて説明できる。（知識・理解）
３．家庭用各種機器の原理・構造の基本的な事項に
ついて説明できる。（知識・理解）
４．家庭用各種機器の正しい取り扱い方法について
説明できる。（知識・理解）
５．家庭用各種機器の保守・点検方法について説明
できる。（知識・理解）

１．「考古学」という学問が，どのようなことを学
ぶ学問であるかを説明できること。
２．「考古学」という授業が，なぜ家政学部で開講
されているのかという質問に，自らの考えによって
説明できること。
３．「五感」を活かして授業内容について，具体的
な授業内容を説明できること。
４．「考古学」で学んだ知識を，「家政学」で学ん
だことに応用できること。
５．「考古学」が人文科学の一分野であることを，
具体的な事例を挙げて説明できること。
６．日本の時代区分のうち「古墳時代」について説
明できること。
７．世界文化遺産について，なぜこのような条約が
あるのか説明できること。

統計学
家政学部　共通
科目

1 2

統計学とは自然科学、社会科学、人文科学等で用い
られる科学的な分析方法の一つであり、大量のデー
タの中に存在する法則性を扱う方法です。単に学問
的な研究だけでなく、身近な家計管理、企業経営、
政府の行政等の実務など幅広く使われます。
　本授業では、統計学を大学で初めて学ぶこと（配
当学年が1年に設定されていること）を考慮し、入
門書の順序や方法にならって実施します。まずは
データの基本構造を明らかにする記述統計学を理解
します。さらに、限られたデータから全体を推測す
る推測統計学を理解します。
　統計学を学ぶための姿勢として、まず、入門書を
熟読して、現実現象をモデル化するための確率と確
率分布の意味と、母集団と標本の2つの概念を十分
理解しながら、数値計算の演習を繰り返し練習する
ことで、「高度な知識」と「考える力」を身につけ
ます。本授業の最終到達点は、各分野での問題発見
と問題解決のための応用力を養う「入門」と位置づ
けます。

１．現実現象データをグラフや度数分布表で表し、
確率分布する意味を総合的に説明・実施できる。
（知識・理解，技能）
２．母集団と標本に関する、標本の意味や抽出・記
録する方法を総合的に説明・実施できる。（知識・
理解，技能）
３．標本分布に関する中心的傾向と変動の特性を得
る方法を総合的に説明・計算できる。（知識・理
解，技能）
４．さまざまな形の確率分布に関して理解し、特に
正規分布の性質と正規分布表の読み方を総合的に説
明・実施できる。（知識・理解，技能）
５．各種確率分布と信頼係数を用いた母平均と母分
散の推定の方法を総合的に説明・計算できる。（知
識・理解，技能）
６．仮説検定の考え方に沿った統計量と有意水準を
用いた母平均と母分散の検定法を総合的に説明・計
算できる。（知識・理解，技能）
７．2つの現象がペアになって変化する関係におけ
る、相関関係と回帰式による分析方法を総合的に説
明・計算できる。（知識・理解，技能）

１．現実現象データをグラフや度数分布表で表し、
確率分布する意味を基本的な事項について説明・実
施できる。（知識・理解，技能）
２．母集団と標本に関する、標本の意味や抽出・記
録する方法を基本的な事項について説明・実施でき
る。（知識・理解，技能）
３．標本分布に関する中心的傾向と変動の特性を得
る方法を基本的な事項について説明・計算できる。
（知識・理解，技能）
４．さまざまな形の確率分布に関して理解し、特に
正規分布の性質と正規分布表の読み方を基本的な事
項について説明・実施できる。（知識・理解，技
能）
５．各種確率分布と信頼係数を用いた母平均と母分
散の推定の方法を基本的な事項について説明・計算
できる。（知識・理解，技能）
６．仮説検定の考え方に沿った統計量と有意水準を
用いた母平均と母分散の検定法を基本的な事項につ
いて説明・計算できる。（知識・理解，技能）
７．2つの現象がペアになって変化する関係におけ
る、相関関係と回帰式による分析方法を基本的な事
項について説明・計算できる。（知識・理解，技
能）

考古学
家政学部　共通
科目

3 2

考古学という学問は，人間がこの地球上に残した
「モノ」，あるいは痕跡から過去の人間の行動を復
元し，人がどのように生きてきたのか，何を考えて
生活してきたのかを学ぶ学問である。そして重要な
ことは，単に過去にあった事象を学ぶだけではな
く，その結果を踏まえて，自ら今後の生き方につい
て指針を見つけることが必要である。考古学という
学問が，世間でよく誤解されるように宝探しでも，
探検でもなく，人文科学の一分野であることの理解
が大切である。さらには，単に珍しいモノ，あるい
は金銭的な価値があるモノを探し出すことが，「考
古学」という学問ではないということをしっかりと
学ぶことが必要である。特にこの授業では，単に座
学として教室で教員の話を聞くだけではなく，自ら
の足，目，手などの五感をフル活用する授業として
いきたい。授業の内容は，日本の考古学を中心とし
て講義をしていく。その中で，家政学に関する事柄
を取り上げて，共通科目として「考古学」という授
業が開講されている意義が理解できるように講義し
ていく。そのためにも受講を希望するみなさんが、
事前学習をきちんとおこない、積極的に授業に臨む
ことを希望する。

１．「考古学」という学問が，どのようなことを学
ぶ学問であるか，さらには「考古学」という学問を
学ぶ意義を自らの言葉で説明できること。
２．この授業で「何を学んだか」ということを，具
体的に例を挙げて説明できること。
３．この授業でおこなった「五感」を活かして考古
学を学習するという内容が理解できていること。
４．「考古学」で学んだ知識を，自らが専門で学ぶ
「家政学」に応用して活用できること。
５．「考古学」が人文科学の一分野であることを，
具体的な事例を挙げて説明できること。
６．日本の時代区分のうち「古墳時代」がどういう
時代であるかを，自らの言葉によって説明できるこ
と。
７．世界文化遺産について，その意味を正確に説明
できること。



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

被服材料学実験
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 1

被服材料学実験では，講義で学んだ知識を実験で体
験することで，理解と納得を深めることを目指して
いる。繊維から糸，そして布の基本的な性質を，顕
微鏡や引張り試験機などの装置を用いて計測し，実
試料で確認する。また，被服材料の性能評価法は，
日本工業規格(JIS)で定められているものも多い。
JISに準拠した測定方法についても学ぶ。実験の目
的を理解し，結果を正しくまとめ，さらに文献情報
などを活用しながら考察し，それを正しいフォー
マットとルールに従ってレポートを書けるようにな
る。

1. 各実験の目的を理解し，実験方法について説明
することができ，かつ自分の考えを加味して，より
深く実験の目的を洞察することができる。実験を安
全に行うために，危険のポイントについて理解し，
実行することができる。(知識・理解)，(技能)
2. 適切に実験結果をまとめることに加えて，実験
中の試料の様子や結果を注意深く観察し，結果のま
とめに反映することができる。(関心・意欲・態
度)，(技能)
3. 実験の目的を理解した上で，実験結果を詳しく
吟味して多くの情報を抽出することができる。さら
に，文献等を調査した情報を駆使して，結果を考察
することができる。(知識・理解),(思考・判断・表
現)
4. 実験結果から得られた事実を中心に総括し，結
論をまとめることができる。(思考・判断・表現)

1. 各実験の目的を理解し，実験方法について説明
することができる。実験を安全に行うために，危険
のポイントについて理解し，実行することができ
る。(知識・理解)，(技能)
2. 適切に実験結果をまとめることができる。(関
心・意欲・態度)，(技能)
3. 実験の目的を理解した上で，実験結果に対して
考察することができる。(知識・理解),(思考・判
断・表現)
4. 自分なりの考えで結論をまとめることができ
る。(思考・判断・表現)

被服基礎科学
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

繊維製品の性質や機能を理解するために必要な自然
科学的基礎知識を学修する。具体的には，「物質の
成り立ち」，「繊維材料の構造と性質」，「生活の
科学」というテーマで，被服学に関連する化学・物
理学の基礎について解説する。同時に，被服学に関
連する各種単位の理解および基礎的な計算力の強化
も実施する。

1. 被服学に必要な自然科学的基礎知識を十分に修
得している。(知識・理解)
2. 被服学に関連する各種単位を理解し，その運用
に必要な計算が実行できる。(技能)
3. 修得した基礎知識と計算能力を活用して，被服
に関する諸問題に科学的に正しく対処する判断力と
態度を身につけている。(思考・判断・表現) (関
心・意欲・態度)

1. 被服学に必要な自然科学的基礎知識を最低限必
要な範囲で修得している。(知識・理解)
2. 被服学に関連する各種単位を理解している。(技
能)
3. 被服に関する諸問題に科学的に正しく対処する
判断力と態度を，基本的な範囲で身につけている。
(思考・判断・表現) (関心・意欲・態度)

1. 基本的な８種類の繊維(綿，麻，羊毛，絹，レー
ヨン，ナイロン，ポリエステル，アクリル)の性質
(水に対する性質，熱に対する性質，風合い，染色
特性)について基本的な事柄を説明することができ
る。(知識・理解)
2. 糸の太さの単位について，恒長式および恒重式
の両方について説明することができる。さらに，糸
の基本的な構造を説明することができる。(知識・
理解)
3. 織物の３原組織について，基本的な定義を説明
することができる。(知識・理解)
4. 編み物の基本的な組織について説明することが
できる。(知識・理解)
5. 布の評価方法のうち，熱伝導性の評価方法につ
いて説明することができる。(知識・理解)

被服材料学II
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

被服材料学IIでは，被服材料学Iで学んだ知識を強化
し，かつ深い理解を得る学修を目指している。繊維
の種類も，被服材料学Iで学修した８種類に加え
て，被服材料として用いられている繊維を網羅的に
学ぶ。織物に関しても，綿，羊毛，長繊維のそれぞ
れの代表的な織物について，その構造と特徴や由来
について学ぶ。また，高機能性繊維や機能性加工な
どについても学び，最新の情報も網羅しながら高度
な知識を獲得してゆく。

1. 被服に用いられている天然繊維，再生繊維，半
合成繊維，合成繊維に分類される各種繊維につい
て，その化学構造，繊維構造，基本性質など総合的
に説明することができる。さらに，最新の高機能性
繊維についても具体的に説明することができる。
(知識・理解)
2. 糸の各種分類法について総合的に説明すること
できる。また，意匠糸など特殊な糸についても基本
的な特徴を説明することができる。(知識・理解)
3. 綿の織物に関して，代表的なものについて名称
と特徴を説明することができる。(知識・理解)
4. 羊毛の織物に関して，代表的なものについて名
称と特徴を説明することができる。(知識・理解)
5. 絹および長繊維の織物に関して，代表的なもの
について名称と特徴を説明することができる。(知
識・理解)
6. よこ編の代表的な編物について説明することが
できる。たて編の代表的な編物について説明するこ
とができる。(知識・理解)
7. 布の評価方法について総合的に説明することが
できる。(知識・理解)
8. 高機能繊維，機能加工について総合的に説明す
ることができる。(知識・理解)

1. 被服に用いられている天然繊維，再生繊維，半
合成繊維，合成繊維に分類される各種繊維につい
て，基本性質を説明することができる。(知識・理
解)
2. 糸の各種分類法について総合的に説明すること
できる。(知識・理解)
3. 綿の織物に関して，2?3種類例示することがで
き，それらの特徴を説明することができる。(知
識・理解)
4. 羊毛の織物に関して，2?3種類例示することがで
き，それらの特徴を説明することができる。(知
識・理解)
5. 絹および長繊維の織物に関して，2?3種類例示す
ることができ，それらの特徴を説明することができ
る。(知識・理解)
6. よこ編の編物について基本的な特徴を説明する
ことができる。たて編の編物について基本的な特徴
を説明することができる。(知識・理解)
7. 布の評価方法について基本的な内容を説明する
ことができる。(知識・理解)
8. 高機能繊維，機能加工について部分的に説明す
ることができる。(知識・理解)

被服材料学I
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

我々人類が原始的な被服を身に付けるようになった
のは，一説によると7万年ほど前である。被服の着
用により，寒冷な地域にも進出してゆくことが可能
となった。その観点で，被服の最も重要な機能は，
体温の維持である。また，我々の身体からは，1日
にペットボトル1本ほどの水分が蒸発している。被
服が水分を外部に放出する機能を備えていないと，
極めて不快な状態になる。ゆえに，被服に用いられ
る材料の熱と水に対する性質を理解することは，被
服を制作する時はもちろんのこと，被服の適切な利
用のためにも重要である。本講では，繊維，糸，布
の順に基本的な構造と性質を学修し，特に材料に対
する熱および水の関係に注目しながら，それぞれの
構造と性質の関係を理解することを目的とする。本
講では，被服に関わる全ての学術および産業活動，
そして社会生活に必要な被服材料学の基本を修得す
ることを重視する。例えば，繊維の種類は，実際に
は数十種類もあるが，代表的な8種類に限定して学
ぶ。織物や編物に関しても，基本組織をしっかり理
解・記憶することを重視し，個別の布の名称などは
代表的なものに限定して学ぶ。

1. 基本的な８種類の繊維(綿，麻，羊毛，絹，レー
ヨン，ナイロン，ポリエステル，アクリル)の性質
(水に対する性質，熱に対する性質，風合い，染色
特性)について総合的に説明することができる。(知
識・理解)
2. 糸の太さの単位について，恒長式および恒重式
の両方について正しく理解し，計算することができ
る。さらに，糸の構造について総合的に説明するこ
とができ，かつ，撚りを入れることの意味について
説明することができる。(知識・理解)
3. 織物の３原組織について，それぞれに該当する
織物名を例示でき，詳しく説明することができる。
(知識・理解)
4. 編み物の基本組織について，それぞれに該当す
る編物名を例示でき，詳しく説明することができ
る。(知識，理解)
5. 布の評価方法のうち，熱伝導性の評価方法につ
いて説明でき，かつ布の含気率と熱伝導の関係を正
しく説明することができる。(知識・理解)



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

繊維学実験
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

4 1

日本衣料管理協会のテキスタイルアドバイザーの必
須科目として，被服材料学実験Ｉ・IIでは実施して
いない実験を実施し，被服材料の性質をより深く理
解する。さらに、アパレル分野で働くとき役立つ実
用的な実験、最新の繊維の知識や測定法について理
解し説明できるようになる。

1. 各実験の目的を理解し，実験方法について説明
することができ，かつ自分の考えを加味して，より
深く実験の目的を洞察することができる。実験を安
全に行うために，危険のポイントについて理解し，
実行することができる。(知識・理解) (技能)
2. 適切に実験結果をまとめることに加えて，実験
中の試料の様子や結果を注意深く観察し，結果のま
とめに反映することができる。(関心・意欲・態
度)，(技能)
3. 実験の目的を理解した上で，実験結果を詳しく
吟味して多くの情報を抽出することができる。さら
に，文献等を調査した情報を駆使して，結果を考察
することができる。(知識・理解) (思考・判断・表
現)
4. 実験結果から得られた事実を中心に総括し，結
論をまとめることができる。(思考・判断・表現)

1. 各実験の目的を理解し，実験方法について説明
することができる。実験を安全に行うために，危険
のポイントについて理解し，実行することができ
る。(知識・理解) (技能)
2. 適切に実験結果をまとめることができる。(関
心・意欲・態度) (技能)
3. 実験の目的を理解した上で，実験結果に対して
考察することができる。(知識・理解) (思考・判
断・表現)
4. 自分なりの考えで結論をまとめることができ
る。(思考・判断・表現)

被服繊維学実験
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 1

日本衣料管理協会のテキスタイルアドバイザーの必
須科目として，被服材料学実験では実施していない
実験を実施し，被服材料の性質をより深く理解す
る。さらに、アパレル分野で働くとき役立つ実用的
な実験、最新の繊維の知識や測定法について理解し
説明できるようになる。

1. 各実験の目的を理解し，実験方法について説明
することができ，かつ自分の考えを加味して，より
深く実験の目的を洞察することができる。実験を安
全に行うために，危険のポイントについて理解し，
実行することができる。(知識・理解) (技能)
2. 適切に実験結果をまとめることに加えて，実験
中の試料の様子や結果を注意深く観察し，結果のま
とめに反映することができる。(関心・意欲・態
度)，(技能)
3. 実験の目的を理解した上で，実験結果を詳しく
吟味して多くの情報を抽出することができる。さら
に，文献等を調査した情報を駆使して，結果を考察
することができる。(知識・理解) (思考・判断・表
現)
4. 実験結果から得られた事実を中心に総括し，結
論をまとめることができる。(思考・判断・表現)

1. 各実験の目的を理解し，実験方法について説明
することができる。実験を安全に行うために，危険
のポイントについて理解し，実行することができ
る。(知識・理解) (技能)
2. 適切に実験結果をまとめることができる。(関
心・意欲・態度) (技能)
3. 実験の目的を理解した上で，実験結果に対して
考察することができる。(知識・理解) (思考・判
断・表現)
4. 自分なりの考えで結論をまとめることができ
る。(思考・判断・表現)

機器測定法
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

繊維製品の試験・検査に使用する各種分析装置の原
理および測定結果の解析方法について学修する。ま
た、講義だけでなく必要に応じて実習を行い、より
実践的な知識・技能を獲得する。

1 繊維製品の評価に必要な各種分析装置の原理に関
する知識を理解し正確に説明できる。（知識・理
解）
2 各種分析装置の正しい使用方法と、基礎的な解析
方法について理解しており，装置の基本的な操作を
行うことができる。（技能）
3. 修得した基礎知識と機器操作法を活用して，被
服に関する諸問題に科学的に正しく対処する判断力
と態度を身につけている。(思考・判断・表現) (関
心・意欲・態度)

1 繊維製品の評価に必要な各種分析装置の原理に関
する知識を理解している。（知識・理解）
2 各種分析装置の正しい使用方法と、基礎的な解析
方法について理解している。（技能）
3. 修得した基礎知識と機器操作法を活用して，被
服に関する諸問題に分析的に対処する意欲を持って
いる。(思考・判断・表現) (関心・意欲・態度)

被服管理学I
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

繊維製品は使用された後、付着した汚れなどを取り
除くための洗濯が行われ、手入れ、保管の後、また
使用される。元の性能をできるだけ変化させないよ
うな洗濯、手入れ、保管が求められる。この授業で
は、衣服に付着する汚れはどのようなものか、家庭
洗濯とドライクリーニング、衣料用洗剤の成分と働
き、洗剤と環境問題、洗濯の方法、洗濯の際の諸条
件、適正な洗濯法、漂白、蛍光増白、衣類の保存・
管理について学ぶ。

1. 衣服や繊維製品の手入れ、保存、管理の基本と
なる事項を理解して正確に説明できる。(知識・理
解)
2. 洗剤及び洗濯について正しく説明できる。(知
識・理解)
3. 洗剤及び洗濯についての基礎的知識を日常生活
に反映させることができる。(技能)
4. 修得した知識と技能により、繊維製品の保存・
管理について的確な判断が可能になる。(思考・判
断・表現)
5. ファッション素材の取り扱いに関して科学的な
視点をもつことができる。(関心・意欲・態度)

1. 衣服や繊維製品の手入れ、保存、管理の基本と
なる事項を理解する。(知識・理解)
2. 洗剤及び洗濯についての基礎的知識を身につけ
る。(知識・理解)
3. 繊維製品の保存・管理において、修得した知識
と技能を生かすことができる。(思考・判断・表現)
4. ファッション素材の取り扱いに関して関心を持
つことができる。(関心・意欲・態度)

被服管理学II
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

被服管理学Ⅰで学んだ繊維製品の洗浄、手入れ、保
存・管理に関連する基礎事項として、界面活性剤と
その特質、洗浄力試験法とその評価、保存・管理の
条件と方法について学ぶ。論文講読を行い、より新
しい研究内容を知る。

1. 論文講読を通して、繊維製品の洗濯、保存、管
理に関する専門知識を正確に説明できる。(知識・
理解)
2. 理解した内容をプレゼンテーションソフトを用
いてわかりやすく説明することができる。(技能)
3. 繊維製品のより良い管理法をまとめ、考察する
とともに、日常生活に生かすことことができるよう
になる。(技能)
4. 修得した知識と技能により、繊維製品の保存・
管理について的確な判断ができる。(思考・判断・
表現)
5. ファッション素材の取り扱いに関して科学的な
視点をもつことができる。(関心・意欲・態度)

1. 論文講読を通して、繊維製品の洗濯、保存、管
理に関する専門知識を理解する。(知識・理解)
2. 理解した内容をプレゼンテーションソフトを用
いて説明することができる。(技能)
3. 繊維製品のより良い管理法をまとめることがで
きる。(技能)
4. 繊維製品の保存・管理において修得した知識と
技能を生かすことができる。(思考・判断・表現)
5. ファッション素材の取り扱いに関して関心を持
つことができる。(関心・意欲・態度)

被服管理学実験
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 1

被服管理学Ⅰ・Ⅱで学んだ、被服の洗浄や手入れに
関する事項について、より理解を深めるために、界
面活性剤水溶液の性質、合成洗剤の分析、洗浄実
験、漂白、糊付けなどの実験を行い、レポートの作
成を行う。

1. 実験の手法、レポートの書きかた(図表の書き
方、結果のまとめ方、考察の仕方)等を理解する。
(知識・理解)
2. 適切なレポートを書くことができる。(技能)
3. 被服の洗浄、手入れに関する事柄について、適
切な実験を行うことができる。(技能)
4. 得られた結果を正しく理解し、文献を引用しな
がら考察を深めることができる。(思考・判断・表
現)
5. 界面活性剤や洗剤に関する実験に関心を持ち、
さらなる条件設定を見出すことができる。(関心・
意欲・態度)

1. 実験の手法、レポートの書きかた(図表の書き
方、結果のまとめ方、考察の仕方)等を理解する。
(知識・理解)
2. レポートを書くことができる。(技能)
3. 被服の洗浄、手入れに関する事柄について、実
験を行うことができる。(技能)
4. 得られた結果を理解し、まとめることができ
る。(思考・判断・表現)
5. 界面活性剤や洗剤に関する実験に関心を持つこ
とができる。(関心・意欲・態度)



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

染色加工学
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

染色加工とは何か、色、測色と表色、染料の種類と
性質、染色法、染着機構、染色堅牢度及びその試験
法について学ぶ。

1. 繊維製品には、各種の染色、加工がなされてい
ることを理解し、説明できる。(知識・理解)
2. 染料、染色と各種加工に関して、科学的に説明
できる。(技能)
3. 修得した知識と技能により、ファッション・ア
パレル関連業務において的確な判断ができる。(思
考・判断・表現)
4. ファッション素材の取り扱いに関して染色の観
点から科学的な視点を持つ事ができるようになる。
(関心・意欲・態度)

1. 繊維製品には、各種の染色、加工がなされてい
ることを理解する。(知識・理解)
2. 染料、染色と各種加工に関して、簡単に説明で
きる。(技能)
3. ファッション・アパレル関連業務において修得
した知識と技能を生かすことができる。(思考・判
断・表現)
4. ファッション素材の取り扱いに関して関心を持
つことができる。(関心・意欲・態度)

染色実習
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 1

合成染料を用いて染色、染着率の算出を行う。さら
に、歴史的に古くから使用されてきた代表的な天然
の素材を用いて草木染を行う。その後、自分の染め
た布を用いて染色堅牢度試験を行い、堅牢度試験法
を学ぶと同時に染色布の堅牢性を評価する。染色を
科学的興味から学びたい人、消費科学的立場から学
びたい人、染色工芸をやっていきたい人のいずれに
も知ってもらいたい内容をまとめてある。

1. 染料、染色に関する基礎的な実験を行い、その
内容を説明できる。(知識・理解)
2. 実験の手法、まとめ方、レポートの書き方を身
につけ、適切なレポートを書くことができる。(技
能)
3. 得られた結果を正しく理解し、文献を引用しな
がら考察を深めることができる。(思考・判断・表
現)
4. 染料や染色に関する実験に関心を持ち、さらな
る条件設定を見出すことができる。(関心・意欲・
態度)

1. 染料、染色に関する基礎的な実験を行い、その
内容を理解する。(知識・理解)
2. 実験の手法、まとめ方、レポートの書き方を身
につけ、レポートを書くことができる。(技能)
3. 得られた結果を理解し、まとめることができ
る。(思考・判断・表現)
4. 染料や染色に関する実験に関心を持つことがで
きる。(関心・意欲・態度)

染織品保存科学
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

衣料品は、着用や洗濯によって劣化や変退色が生
じ、適正な保存・管理が行われたかどうかがその衣
料品の耐用年数に大きく影響する。また、歴史的価
値のある染織文化財(衣服、室内装飾品、寝具など
の繊維製品すべてを含む)を、展示や保管、修復の
際に劣化させず、後世に伝えていくことは、我々の
重要な任務である。この授業では、染織品の劣化、
変退色に及ぼす要因、影響、メカニズムについて解
説する。また、染織品や染織文化財の展示、保存、
修復の実際について、アメリカ、イギリスの主要美
術館における実例を示しながら講義する。

1. 論文講読を通して、染織品の劣化、変退色の要
因、劣化の現象、その評価法について学び、適正な
保存、管理について理解する。(知識・理解)
2. 理解した内容をプレゼンテーションソフトを用
いてわかりやすく説明することができる。(技能)
3. 修得した知識と技能により、染織品を扱う際の
的確な判断ができる。(思考・判断・表現)
4. 染織品の取り扱いに関して劣化や保存方法につ
いて科学的な視点をもつことができる。(関心・意
欲・態度)

1. 論文講読を通して、染織品の劣化、変退色の要
因、劣化の現象、その評価法について学び、理解す
る。(知識・理解)
2. 理解した内容をプレゼンテーションソフトを用
いて説明することができる。(技能)
3. 染織品を扱う際に、修得した知識と技能を生か
すことができる。(思考・判断・表現)
4. 染織品の取り扱いに関して劣化や保存方法につ
いて関心をもつことができる。(関心・意欲・態度)

被服造形学
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

被服はそれを着装する人体と、被服製作の基本とな
るパターン、及び使用する材料の三つの要素が十分
に生かされた時点で良い設計が構築される。そこで
本科目では、被服造形分野学習の基礎として、人体
に関する情報を主体に、人体計測、JISサイズ規
格、体型、体型とパターンの関連についての知識を
身に着け、基本姿勢における人体の情報と衣服原型
との関係について理解する。さらに、アパレル生産
の現状やしくみについての知識も身につけることに
よって、既製服の生産についての理解も深める。

1. 人体の構成・骨格系・筋系・皮膚系など被服造
形に役立つ人体に関する情報について、機能役割も
含めて説明できる。(知識・理解)
2. 人体計測の方法について目的別に説明できる。
(知識・理解)
3. 人体の基本サイズ、いろいろな体型やサイズ変
化について説明できる。(知識・理解)
4. JISサイズについて経緯も含めて説明できる。(知
識・理解)
5. アパレル生産のしくみを理解し説明できる。(知
識・理解)
6. 体型とパターンの関係について考察し、衣服デ
ザインへの応用ができる。(思考・判断・表現)
7. アパレル設計に関して造形学視点から興味や関
心、問題点が理解できるようになる。(関心・意
欲・態度)

1. 人体の構成・骨格系・筋系・皮膚系など被服造
形に役立つ人体に関する情報について説明できる。
(知識・理解)
2. 人体計測の方法について説明できる。(知識・理
解)
3. 人体の基本サイズ、いろいろな体型やサイズ変
化について説明できる。(知識・理解)
4. JISサイズについて説明できる。(知識・理解)
5. アパレル生産のしくみを説明できる。(知識・理
解)

被服造形実習Ⅰ
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 1

アパレル製品を生産するためには、布を製品に仕上
げるまでの諸工程と品質上の意義を理解する必要が
ある。まず、人体形態と原型の関係と原型からデザ
イン展開方法などのパターン作成方法を理解する。
次に作品制作実習を行い、アパレルが設計、縫製課
程を経て完成するまでの主要な工程の要点と流れを
理解すると共に縫製技術も身につける

1. 人体と原型の関係が理解でき、原型の説明でき
る。基本的なパターンの知識、裁断・縫製技術が理
解できる。(知識・理解)。
2. スカートのデザインとパターンの関係が理解で
きる。(知識・理解)。
3. スカート制作に必要な縫製知識・技術を理解し
身に着けることができる。(技能)。
4. スカート制作を通して、身の回りの衣服につい
て理解が深められる。(思考・判断・表現)

1. 人体と原型の関係が理解できる。作品制作のた
めのパターンの知識、裁断・縫製技術が理解でき
る。(知識・理解)
2. スカートのデザインとパターンの関係が理解で
きる。(知識・理解)
3. スカート制作に必要な縫製技術を身に着けるこ
とができる。(技能)
4. スカート制作を通して、身の回りの衣服につい
て思考できる。(思考・判断・表現)

被服造形実習Ⅱ
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 1

品質の良いアパレル製品を効率的に工業生産するた
めには、科学性と合理性を追求した生産方式を理解
することが重要である。まずは基本パターンからの
デザイン展開方法を理解し、アパレル生産のための
工業用パターンメーキング、縫製仕様書について書
き方、作成方法を理解する。その後、縫製仕様書に
従った作業を通して、アパレル生産用の縫製を行
い、効率的な生産の仕組みと流れを理解する。

1.基本パターンが理解でき、デザインとパターンの
関係について理解し応用できる（知識・理解）。
2.工業用パターンの作成方法、縫製仕様書の書き方
について理解し正確に作成できるようになる（知
識・理解）。
3.ブラウス制作に必要な縫製知識・技術を理解し身
につけることができる（技能）。
4.アパレル生産の仕組みを理解し、効率的な生産の
ための縫製方法等を考えることができる（思考・判
断・表現）。

1.基本パターンが理解でき、デザインとパターンの
関係について理解できる（知識・理解）。
2.工業用パターンの作成方法、縫製仕様書の書き方
について理解し作成できるようになる（知識・理
解）。
3.ブラウス制作に必要な縫製知識・技術を理解し身
につけることができる（技能）。
4.アパレル生産の仕組みを理解することができる
（思考・判断・表現）。

被服造形実習Ⅲ
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 1

アパレル生産実習立体Ⅰ・Ⅱで修得した知識や技術
をもとに、裏付きのテーラードジャケットの制作を
行う。製図、表地、裏地の工業用パターン、裁断、
芯貼り、縫製、サイズ展開(グレーディング)等、一
連のアパレル生産方法について理解する。

1. 原型の考え方、工業製品としてのサイズの在り
方が正確に理解できる。(知識・理解)
2. ファーストパターンと工業用パターンの違いが
正確に理解できる。(知識・理解)
3. ジャケットの縫製技術を正しく身に着けること
が出来る。(技能)
4. アパレル生産技術や縫製工程について正しく理
解し実践できる。(技能)
5. 他アイテムへの応用力に繋げることができる。
(思考・判断・表現)

1. 原型の考え方、工業製品としてのサイズの在り
方が理解できる。(知識・理解)
2. ファーストパターンと工業用パターンの違いが
理解できる。(知識・理解)
3.ジャケットを仕上げることが出来る。(技能)
4. アパレル生産技術や縫製工程について理解し、
実践できる。(技能)



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

被服パターン設
計演習

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

被服造形実習Ⅰ・Ⅱで修得したノート上での作図技
術をもとに、実物大パターン及びシーチングによる
作品製作を通してより高度なパターン技術を身につ
ける。ブラウスをテーマとするが、デザイン画に基
づくパターン作成や生地の地直しの技術、立体に組
み立てるピンの打ち方法など実技を通して身につけ
る。

1. デザイン画からパターン設計が正確に理解でき
る。(知識・理解)
2. 正確なファーストパターンが描ける。(技能)
3. 地直し、ピン打ちが正しくでき、生地を使って
きれいな立体に仕上げることができる。(技能)
4. 様々な衣服パターンへの関心が高まり、制作へ
の関心・意欲が高まる。(関心・意欲・態度)

1. デザイン画からパターン設計が理解できる。(知
識・理解)
2. ファーストパターンが描ける。(技能)
3. 地直し、ピン打ちができ、生地を使って立体に
仕上げることができる。(技能)
4. 様々な衣服パターンへの関心が高まり、制作へ
の関心・意欲が高まる。(関心・意欲・態度)

被服人間工学演
習

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

被服造形学で学んだ理論と知識を更に発展させ、演
習を通して理解を深める。まず、衣服パターンの基
礎となる人体計測について、計測点のとらえ方、計
測機器の扱い方、計測項目、計測方法について人体
計測演習を通して身につける。手計測データ及び三
次元計測データなど人体に関するデータを総合的に
検討し、自己の体型及び成人女性の体型について理
解を深める。次に、動作時の人体寸法変化について
の計測を実施し、動作に伴う皮膚の伸びについて認
識し、人体が衣服に要求するゆとり量等について考
察する。

1. 計測点・計測項目を正しく理解できる。(知識・
理解)
2. 計測機器を使って正確な計測ができる。(技能)
3. 計測データの処理方法を理解し、的確にデータ
処理できる。(思考・判断・表現)
4. 動作に伴う人体サイズの変化を正しく理解し、
衣服パターンへの応用について考察できる。(思
考・判断・表現)
5. 着心地の良い衣服制作に関して人間工学的な視
点から関心を持つことができる。(関心・意欲・態
度)

1. 計測点・計測項目の名称と部位が理解できる。
(知識・理解)
2. 計測機器を使って計測ができる。(技能)
3. 計測データを使ってデータ処理できる。(思考・
判断・表現)
4. 動作に伴う人体サイズの変化を理解し、衣服パ
ターンへの応用について考えることができる。(思
考・判断・表現)
5. 着心地の良い衣服制作に関して関心を持つこと
ができる。(関心・意欲・態度)

アパレルCAD I
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

ファッション産業では、コンピュータ支援製品設
計・製造工程が一般化している。この科目では、コ
ンピュータ支援製品設計・製造工程を理解し、アパ
レルCADを用いて基本的な衣服パターンを作図す
るための知識と技術を修得する。授業では、世界的
に利用されているアパレルCADシステム(Lectra
Modaris)を実際に使用して、基本的なパターンを
作図する。体型に基づくパターン作図方法とダーツ
等を用いた立体造形の幾何的な意味を理解した上
で、スカート(タイト、フレア、セミタイト等)、身
頃原型のパターンを作図する知識と技術を修得す
る。さらに、スカートと身頃の3Dシミュレーショ
ンを行い、パターンについて考察する。

1. アパレルCADを用いた製品設計・製造の方法と
工程を理解して説明ができる。(知識・理解)
2. パターンの作図に必要なアパレルCADの基本操
作ができ、応用ができる。(技能)
3. 体型に基づくパターン作図方法を理解した上
で、アパレルCADを用いて基本的なスカートのパ
ターンを作図できる。(知識・理解)(技能)
4. ダーツ等を用いた立体造形の幾何的な意味を理
解した上で、アパレルCADを用いて身頃のパター
ンを作図ができる。(知識・理解)(技能)
5. 3Dシミュレーションの結果を理解し、パターン
の改善点を提案できる。(思考・判断・表現)

1. アパレルCADを用いた製品設計・製造の方法と
工程を理解できる。(知識・理解)
2. パターンの作図に必要なアパレルCADの基本操
作ができる。(技能)
3. アパレルCADを用いて基本的なスカートのパ
ターンを作図できる。(知識・理解)(技能)
4. アパレルCADを用いて身頃原型のパターンを作
図ができる。(知識・理解) (技能)
5. 3Dシミュレーションの結果を理解できる。(思
考・判断・表現)

アパレルCAD II
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

ファッション産業では、コンピュータ支援製品設
計・製造工程が一般化している。この科目では、コ
ンピュータ支援製品設計・製造工程を理解し、アパ
レルCADを用いて衣服パターンを作図するための
知識と技術を修得する。授業では、世界的に利用さ
れているアパレルCADシステム(Lectra Modaris)
を実際に使用して、複数の身頃原型と袖、襟を含む
ブラウスのパターンを作図し、人体計測に基づくパ
ターン生成の考え方と、立体形状の生成手法につい
て理解を深める。さらに、課題に取り組むことで、
ファッションイラストレーションからパターンを生
成するための基本的な知識と技術を修得する

1. 複数の身頃原型について造形的な特徴を把握
し、人体計測に基づく原型の作成方法を理解して説
明ができる。(知識・理解)
2. 人体計測に基づく原型の作成方法を理解した上
で、アパレルCADを用いて複数の身頃原型を作成
できる。(知識・理解、技能)
3. 人体の3D形状との対応を考慮し、アパレルCAD
を用いて袖・襟を含むブラウスのパターンを作成で
きる。(知識・理解、技能)
4. 独創的なファッションデザインを提案し、アパ
レルCADを用いてファッションイラストレーショ
ンに基づいたパターンを作成できる。(思考・判
断・表現) (技能)

1. 複数の身頃原型について造形的な特徴を理解し
て説明ができる。(知識・理解)
2. アパレルCADを用いて複数の身頃原型を作成で
きる。(知識・理解、技能)
3. アパレルCADを用いて袖・襟を含むブラウスの
パターンを作成できる。(知識・理解、技能)
4. アパレルCADを用いてファッションイラスト
レーションに基づいたパターンを作成できる。(思
考・判断・表現) (技能)

アパレルCAD III
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

ファッション産業では、コンピュータ支援製品設
計・製造工程が一般化している。この科目では、コ
ンピュータ支援製品設計・製造工程を理解し、アパ
レルCADを用いて衣服パターンを作図するための
知識と技術を修得する。授業では、世界的に利用さ
れているアパレルCADシステム(Lectra Modaris)
を実際に使用して、様々な被服のパターンを作図
し、立体形状の生成手法について理解を深める。さ
らに、課題に取り組むことで、ファッションイラス
トレーションからパターンを生成するための専門的
な知識と技術を修得する。

1. 人体計測に基づく原型の作成方法を理解した上
で、原型を応用したパターン設計を理解して説明が
できる。(知識・理解)
2. 人体の形状や運動との対応を考慮した上で、ア
パレルCADを用いてイメージした立体形状を構成
するパターンを作成できる。(知識・理解) (技能)
3. 被服における装飾的な表現と幾何的な構造の関
係を理解した上で、アパレルCADを用いて装飾的
な要素のパターンを作成できる。(知識・理解) (技
能)
4. 独創性のあるファッションデザインを提案し、
アパレルCADを用いてファッションイラストレー
ションに基づいたパターンを作成できる。(思考・
判断・表現)

1. 原型を応用したパターン設計を理解して説明が
できる。(知識・理解)
2. アパレルCADを用いてイメージした立体形状を
構成するパターンを作成できる。(知識・理解) (技
能)
3. アパレルCADを用いて装飾的な要素のパターン
を作成できる。(知識・理解) (技能)
4. アパレルCADを用いてファッションイラスト
レーションに基づいたパターンを作成できる。(思
考・判断・表現)

アパレル生産実
習立体III

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

アパレル生産実習立体Ⅰ・Ⅱで修得した知識や技術
をもとに、裏付きのテーラードジャケットの制作を
行う。製図、表地、裏地の工業用パターン、裁断、
芯貼り、縫製、サイズ展開(グレーディング)等、一
連のアパレル生産方法について理解する。

1. 原型の考え方、工業製品としてのサイズの在り
方が正確に理解できる。(知識・理解)
2. ファーストパターンと工業用パターンの違いが
正確に理解できる。(知識・理解)
3. ジャケットの縫製技術を正しく身に着けること
が出来る。(技能)
4. アパレル生産技術や縫製工程について正しく理
解し実践できる。(技能)
5. 他アイテムへの応用力に繋げることができる。
(思考・判断・表現)

1. 原型の考え方、工業製品としてのサイズの在り
方が理解できる。(知識・理解)
2. ファーストパターンと工業用パターンの違いが
理解できる。(知識・理解)
3. ジャケットを仕上げることが出来る。(技能)
4. アパレル生産技術や縫製工程について理解し、
実践できる。(技能)

立体裁断
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 1

衣服の設計図であるパターンを立体からアプローチ
する方法を身につける。立体裁断(ドレーピング)の
実習を通して、人体の形状とパターン、人体が着装
する衣服のあり方について理解を深める。授業では
ヌードボディを使用して原型やフレア?スカート等
を課題とする。人体、素材、シルエットを立体的見
地でとらえると共に平面構成の理論を踏まえてしっ
かり分析し、パターンメーキングの知識や技術をよ
り深く理解する。

1. 立体裁断で使用するボディから人体の形状が正
しく理解できる。(知識・理解)
2. 立体裁断に必要なシーチングを正しく取り扱う
ことができる。(技能)
3. マーキング、ドラフティングを通して立体裁断
からファーストパターンが正確に作成できる。(技
能)
4. 立体裁断と平面裁断の特徴を理解し、いろいろ
な衣服制作へ応用できる。(思考・判断・表現)

1. 立体裁断で使用するボディから人体の形状が理
解できる。(知識・理解)
2. 立体裁断に必要なシーチングを取り扱うことが
できる。(技能)
3. マーキング、ドラフティングを通して立体裁断
からファーストパターンが作成できる。(技能)
4. 衣服制作への応用を思考することができる。(思
考・判断・表現)



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

被服造形学実習
（教職）

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

洋裁・和裁の両方の基本的知識や技術の習得をめざ
す。まず前期にミシンの使い方を習得し、簡単な洋
服制作(裏無しスカート)を行う。後期はミシンと手
縫いを用いて、和服制作(浴衣)を行う。

1. ミシンの取り扱い方法を正しく理解し、説明が
できる。(知識・理解)
2. 課題作品の縫製手順や方法を理解し、正確に仕
上げることができる。(技術)
3. 和服の基本的知識を理解し、説明ができる。(知
識・理解)
4. 浴衣の着付けが出来、他人に着せることができ
る。(技術)

１. ミシンの取り扱い方法を理解している。(知識・
理解)
２. 課題作品を仕上げることができる。(技能)
３. 和服の基本的知識を理解し、説明ができる。(知
識・理解)
４. 浴衣の着付けができる。(技術)

アパレル消費科
学

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

多様化している衣料品に対して、製品を選び、消費
する過程で起こる諸問題を消費者サイドから考察す
る分野がアパレル消費科学である。具体的には、
（１）繊維製品の品質（品質の評価、品質保証、品
質表示、消費者苦情など）、（２）消費者行動（消
費者行動の特徴、購買行動の要因、商品・店舗と消
費者など）、（３）繊維製品の生産・流通・消費
（繊維産業の構造、繊維・繊維製品の生産、繊維製
品の流通、繊維製品の消費など）について講義す
る。

1. 繊維製品に関して、消費者が望む品質を知り、
消費者行動を学び、生産・流通・消費に関する基礎
知識を修得することによって、生産から消費に至る
構造と現状を把握し、他の人に説明ができるように
なる。(知識・理解）
2. １年次において、生産から消費に至る幅広い分
野の概要を理解し、今後、自らが探究していきた
い、専門分野の方向性を明確に検討できるようにな
る。（思考・判断・表現）

1. 繊維製品に関して、消費者が望む品質を知り、
消費者行動を学び、生産・流通・消費に関する基礎
知識を修得することによって、生産から消費に至る
構造と現状をおおむね把握できるようになる。(知
識・理解）
2. １年次において、生産から消費に至る幅広い分
野の概要を理解し、今後、自らが探究していきた
い、専門分野の方向性を検討できるようになる。
（思考・判断・表現）

消費者調査法
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

消費者調査は、社会や市場の動向を知るために、ま
た、消費者・生活者の行動の実態や意識をとらえる
ために行う調査であり、質問紙法 ( アンケート調査
法 )、面接法、観察法などは代表的な方法である。
これらの方法のうちで、質問紙法に主体をおき次の
内容について講義と演習を行う。具体的には、(１)
消費者調査とは、(２) 消費者調査の種類と方法 、
(３) 調査票の作成、(４) 調査対象者の選び方、(５)
集計と分析、(６) 調査の具体例などである。

消費者調査を正しく行う方法を理解し、調査設計か
ら分析に至る一連の方法と調査結果を考察するため
の知識を修得する。マーケティングデータの読み込
み等において、基本的理解ができるレベルを目指
す。具体的到達目標として、次の２点を挙げる。
1. 仮説構築に基づく調査設計から分析に至る、消
費者調査の流れを理解し、基本的な調査設計ができ
るようになる。（技能）
2. 第三者の作成した消費者調査票を考察して、良
い点、悪い点を指摘できるようになる。（思考・判
断・表現）

消費者調査を正しく行う方法を理解し、調査設計か
ら分析に至る一連の方法と調査結果を考察するため
の知識を修得する。マーケティングデータの読み込
み等において、基本的理解ができるレベルを目指
す。単位修得目標として、次の２点を挙げる。
1. 仮説構築に基づく調査設計から分析に至る、消
費者調査の流れをほぼ理解し、簡単な調査設計がで
きるようになる。（技能）
2. 第三者の作成した消費者調査票を考察して、良
い点、悪い点を判断できるようになる。（思考・判
断・表現）

被服心理学
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

選択・購入・着装などの被服行動の特徴と要因につ
いて、被服心理学的立場から、個人、対人、社会・
文化などの要因と関連づけながら解説する。

アパレルを中心とした被服の選択・購入・着装など
の被服行動の特徴と要因について、社会心理学的立
場からの知識を修得する。被服行動と消費者心理の
関連性を理解し、自らの社会生活に活かせるレベル
への到達を目標とする。
具体的到達目標として、次の２点を挙げる。
1. 被服行動と被服心理の関連性について理解し、
要点を説明できるようになる。（知識・理解）
2. 自らの被服行動を事例として、客観的に心理的
要因を説明できるようになる。（思考・判断・表
現）

アパレルを中心とした被服の選択・購入・着装など
の被服行動の特徴と要因について、社会心理学的立
場からの知識を修得する。被服行動と消費者心理の
関連性を理解し、自らの社会生活に活かせるレベル
への到達を目標とする。

具体的単位修得目標として、次の２点を挙げる。
1. 被服行動と被服心理の関連性について理解でき
るようになる。（知識・理解）
2. 自らの被服行動を事例として、客観的に心理的
要因を考察できるようになる。（思考・判断・表
現）

被服マーケティ
ング演習

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

被服関連企業のマーケティング戦略研究を通じて、
より実践的に知識を修得し、基本的応用力を身につ
けるため、毎授業において、ケーススタディ等を踏
まえたマーケティング演習を実施する。

ファッション関連ビジネスへの就職を希望する学生
を主対象に、企業のマーケティング戦略の基礎を理
解・修得し、基本的な応用力を身につけることを目
標とする。

具体的到達目標として、次の２点を挙げる。
1. ファッションビジネスのマーケティング戦略に
ついて、要点を理解し説明できるようになる。（思
考・判断・表現）
2. 基本的なグループディスカッション・プレゼン
テーションを主体的に展開できるようになる。（技
能）

ファッション関連ビジネスへの就職を希望する学生
を主対象に、企業のマーケティング戦略の基礎を理
解・修得し、基本的な応用力を身につけることを目
標とする。

具体的単位修得目標として、次の２点を挙げる。
1. ファッションビジネスのマーケティング戦略に
ついて、要点を理解できるようになる。（思考・判
断・表現）
2. 基本的なグループディスカッション・プレゼン
テーションに対応できるようになる。（技能）

消費衣生活論
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

消費生活全般にわたる事柄、契約などについて具体
的な事例を紹介し、消費者トラブルを解決するため
の関連法規活用の方法を学習する。さらに、考え行
動する消費者として、法律を実生活に役立てられる
よう授業で演習する。授業の進め方としては教科書
にそって、消費者運動の歴史と展開、消費者問題、
消費者政策・行政、消費者教育や企業の消費者対
応・社会的責任などについて学ぶ。また、世の中の
情報を自分にとって有益に活用できるよう、新聞記
事を選びそれについてコメントを書くというレポー
トを提出する。

衣生活をとりまく諸問題をはじめ、消費生活全般に
係ることについて学び、消費者の視点で発言できる
ようになる。また、情報化社会の生活者としてより
良い消費生活が営めるよう、消費生活に関わる知識
を基礎的なことから地球環境やエネルギー問題にい
たるまで幅広い分野にわたって学ぶことにより、情
報リテラシーを獲得できるようになる。総合的に
は、消費者の権利と責任を心得え、自ら考えて行動
する消費者になる。（思考・判断・表現）

衣生活をとりまく諸問題をはじめ、消費生活全般に
係ることについて学び、消費者の視点で発言できる
ようになる。総合的には、消費者の権利と責任を心
得え、自ら考えて行動する消費者を目指せるように
なる。（思考・判断・表現）

マーケティング
論

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

ファッション業界におけるマーケティングは、感性
中心に語られがちであるが、科学的なマーケティン
グの知識と手法は、ファッション業界でも、欠かす
ことができない重要な基本である。　　　本授業で
は、マーケティングの基本的理解を確認すると同時
に、ファッション業界での具体的な展開例を考察す
る。また、一方的な講義ではなく、受講者が考え参
加できる双方向の授業を目指す。

1. ファッション産業の構造や動向を把握できるよ
うになる。（思考・判断・表現）
2. アパレル業界特有のマーケティング・マーチャ
ンダイジング活動について理解できるようになる。
（知識・理解）
3. ファッションビジネスのマーケティングについ
て基礎的な戦略を構築できるようになる。（思考・
判断・表現）

1. ファッション産業の構造や動向を把握できるよ
うになる。（思考・判断・表現）
2. アパレル業界特有のマーケティング・マーチャ
ンダイジング活動について理解できるようになる。
（知識・理解）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

アパレル販売論
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

アパレルを中心としたファッション小売店を生活者
と作り手・売り手との接点として位置づけ、ファッ
ションとは？販売とは？をはじめ、小売店の機能を
理解するとともに、用語を含めた小売業に関する基
本的な事項の理解を狙いとしている。具体的販売手
法やケーススタディも交え、大きく構造が変化して
いるファッション小売業の現状と課題について、出
来るだけ最新の情報を織り込みながら講義する。

具体的到達目標として、次の２点を挙げる。
1. ファッションビジネス、特に小売業の仕組みを
理解する。同時にファッション小売業の基盤である
販売職の職務内容を理解し、販売職の役割と重要性
を認識できるようになる。（知識・理解）
2. 日本のファッション小売業を客観的に理解した
上で、今後の方向性について、自らの意見を持つこ
とができるようになる。（思考・判断・表現）

具体的単位修得目標として、次の２点を挙げる。
1. ファッションビジネス、特に小売業の仕組みを
理解する。同時にファッション小売業の基盤である
販売職の職務内容を理解し、販売職の役割と重要性
を認識できるようになる。（知識・理解）
2. 日本のファッション小売業を客観的に理解した
上で、今後の方向性について、考察することができ
るようになる。（思考・判断・表現）

ファッションビ
ジネス論

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

ファッションビジネスの現状と課題を、リアルなビ
ジネスケース・視点から学習する。具体的には、
(1) 国内アパレル産業のこれまでと現状 (2) ファッ
ション・ブランドビジネスとは何か (3) テクノロ
ジーがアパレル産業に及ぼす影響 (4) グローバル化
に向けた課題、といったテーマについて幅広い角度
から学び、定量・定性的に業界構造を分析できるよ
うになることを目標とする。

1. ファッションビジネスの利益構造・ビジネスモ
デルについて理解し、定量的に説明ができる。(知
識・理解)
2. 日本のアパレルビジネスの課題を認識し、今後
の方向性について自分なりの意見をまとめて新しい
提案ができる。(思考・判断・表現)
3. テクノロジーがファッションビジネスに及ぼす
影響について、自分なりの意見をまとめて正確に説
明ができる。　(思考・判断・表現)

1. ファッションビジネスの利益構造・ビジネスモ
デルについて理解して説明ができる。(知識・理解)
2. 日本のアパレルビジネスの課題を認識し、今後
の方向性について自分なりの意見をまとめることが
できる。(思考・判断・表現)
3. テクノロジーがファッションビジネスに及ぼす
影響について、自分なりの意見をまとめることがで
きる。　(思考・判断・表現)

被服環境学
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

消費者による被服の選択における居住環境への適応
に関する温熱要因、さらには、大気質を制御する要
因について理解する。被服に対する自然環境ならび
に社会環境による影響を、理論的背景と共に多くの
実例によって考察する。また、被服環境に関連する
環境問題についても理解を深める。

1. 被服が有する諸機能のうち被服と環境のかかわ
りを自然科学および社会科学的な見地から理解し説
明できる。(知識・理解)
2. 被服と環境のかかわりを考え問題点について思
考し、よりよい判断をすることができる。(思考・
判断・表現)

1. 被服が有する諸機能のうち被服と環境のかかわ
りを自然科学または社会科学的な見地から理解でき
る。(知識・理解)
2. 被服と環境のかかわりを考え問題点について思
考することができる。(思考・判断・表現)

化粧品科学概論
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

化粧及び化粧品を理解する上で、多岐にわたる基礎
的な科学知識を学ぶ。特に皮膚科学及び化粧品の品
質に関連する基本的な科学知識を重点的に学び、正
しく理解する。

1. 皮膚生理を正しく学んだ上で、化粧品の役割を
科学的に理解し、説明できるようになる。（知識・
理解）
2. 各種化粧品の製品特徴、効果効能を正しく理解
し、説明できるようになる。（知識・理解）

1. 皮膚生理を正しく学んだ上で、化粧品の役割を
科学的に理解できるようになる。（知識・理解）
2. 各種化粧品の製品特徴、効果効能を正しく理解
できるようになる。（知識・理解）

応用統計学 I
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

近年では、WebやSNSだけでなくIoT (Internet of
Things)、M2M (Machine to Machine)等の技術
により膨大な情報が日々生み出され、データサイエ
ンティストやデータアナリストといった人材不足が
深刻な問題になりつつある。授業では、ファッショ
ンに関するプロダクトやサービス、あるいは、
ファッショントレンドを例に、情報を定量的に分析
する手法について学ぶ。基本的な統計量、t検定、
分散分析、階層的・非階層的クラスター分析、主成
分分析、因子分析等を用いて、ファッションプロダ
クトやファッショントレンドを定量的に分析する。

1. 基本的な統計の応用方法を理解して正確に説明
ができ、データ分析に応用できる。(知識・理解)
2. 多変量解析の応用方法を理解して正確に説明が
でき、データ分析に応用できる。(知識・理解)
3. 基本的な統計や多変量解析をプロダクトやサー
ビスの評価に応用して、的確な考察ができる。(思
考・判断・表現)
4. プロダクトやサービスの評価した結果を説明
し、正確に理解してもらうことができる。(思考・
判断・表現)

1. 基本的な統計の応用方法を理解して、データ分
析に応用できる。(知識・理解)
2. 多変量解析の応用方法を理解して、データ分析
に応用できる。(知識・理解)
3. 基本的な統計や多変量解析をプロダクトやサー
ビスの評価に応用できる。(思考・判断・表現)
4. プロダクトやサービスの評価した結果を説明で
きる。(思考・判断・表現)

応用統計学 Ⅱ
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

プロダクトやサービスの評価に、官能評価手法や多
変量解析が応用されることが多い。この科目では、
実際に官能評価手法や多変量解析を用いて、プロダ
クトやサービスの評価する潜在的な要因を分析する
手法を理解し、課題に応用する。
課題では、調査対象、および、調査方法を検討し、
オンランの質問票等をを用いた調査を実施する。次
に、因子分析等の多変量解析を用いて調査結果を定
量的に分析し、プロダクトやサービスの評価におけ
る潜在要因を明らかにする。最終的にプレゼンテー
ションを行い、分析結果を客観的に説明できるよう
にする。

1. プロダクトやサービスについて多面的に検討し
た結果を正確に説明できる。(関心・意欲・態度)
2. 因子分析等の定量的な分析手法をプロダクトや
サービスの評価に応用して、これまでにない新しい
提案ができる。(思考・判断・表現)
3. プロダクトやサービスの評価した結果を説明
し、正確に理解してもらうことができる。(思考・
判断・表現)

1. プロダクトやサービスについて検討した結果を
説明できる。(関心・意欲・態度)
2.  因子分析等の定量的な分析手法をプロダクトや
サービスの評価に応用できる。(思考・判断・表現)
3. プロダクトやサービスの評価した結果を説明で
きる。(思考・判断・表現)

社会臨床心理学
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

被服行動やその背後にある心理を理解するために必
要な心理学の知識を身に付ける。心理学のなかで
も、特に社会心理学・臨床心理学の理論を学ぶ。さ
らに、実践的な取り組みを行って、心理学に基づい
た技能を獲得するとともに、自己理解にも役立て
る。

1. 心理学、特に社会心理学・臨床心理学の幅広い
知識を身に付けることができる(知識・理解)。
2. 心理学の理論や技能に基づいて人間を理解し、
積極的に関わることができる（思考・判断・表
現）。
3. 心理学の世界に大きな関心を向け、被服学の専
門知識と関連づけて考えることができる（関心・意
欲・態度）。

1. 心理学、特に社会心理学・臨床心理学の最も基
礎的な知識を身に付けることができる(知識・理
解)。
2. 心理学の理論や技能に基づいて人間を理解し、
関わることができる（思考・判断・表現）。
3. 心理学の世界に基本的な関心を向け、被服学の
専門知識と関連づけて考えることができる（関心・
意欲・態度）。

被服衛生学
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

被服衛生学とは、現代生活における安全、安心、快
適で機能的、さらには心豊かな、真の意味での健康
な衣生活のあり方を考えるため科目である。そこ
で、暑さ寒さに対する人の生理反応と被服との関連
性、衣服圧の人体への影響、皮膚の衛生や肌触りと
健康との関連性、おしゃれが健康に与える影響など
について理解する。基本的知識を知ったうえで、実
際的な現象に如何に適用されるかを多くの実例から
理解を深め、現代社会における課題について考察す
る。

1. 被服と健康との関わりを温熱生理、形態、運
動、心理等の面から理解し説明できる。(知識・理
解)
2. 日常の衣生活での衛生学的諸問題について思考
し適確な判断ができる。(思考・判断・表現)
3. 衣生活における衛生学的視点を理解し、興味関
心をもつことができる。(関心・意欲・態度)

1. 被服と健康との関わりを温熱生理、形態、運
動、心理等の面から理解できる。(知識・理解)
2. 日常の衣生活での衛生学的諸問題について思考
し適確な判断ができる。(思考・判断・表現)
3. 衣生活における健康への視点をもつことが出来
る。　(関心・意欲・態度)



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

コンピュータグ
ラフィックス

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

ファッションデザインを表現する方法として、デジ
タルイラストレーションやコンピュータアニメー
ションなどの映像作品が利用されている。 卒業制
作では、衣服だけでなく作品のコンセプト等を説明
する映像も含めて制作することが少なくなく、デジ
タルイラストレーションのスキルが必須になりつつ
ある。また、卒業研究でも、論文やプレゼンテー
ション用の図の作成で高度なデジタルイラストレー
ションを使用する機会が増えている。
この科目では、被服デザインを中心したデジタルコ
ンテンツを制作するためにデジタルイラストレー
ション技法と、映像作品を制作するためのコン
ピュータアニメーションに関する技術について学
ぶ。授業ではAdobe製品を使用し、チュートリア
ル等を通して各種機能を理解する。さらに、作品の
コンセプトを検討し、最終的に独創的な作品を制作
することを目指す。

1. デジタルイラストレーションやコンピュータア
ニメーションを用いて被服デザインを表現する方法
を理解して説明ができる。(知識・理解)
2. 修得した知識や技術を独創的なファッションデ
ザインの提案に応用することができる。(思考・判
断・表現)
3. 作品のコンセプトを提案することができ、デジ
タルツールを用いてコンセプトに基づいた独創的な
デザインを具現化できる。(思考・判断・表現、技
能)
4. 作品に表現したコンセプトやメッセージを説明
して、正しく理解してもらうことができる。(思
考・判断・表現)

1. デジタルイラストレーションやコンピュータア
ニメーションを用いて被服デザインを表現する方法
を理解できる。(知識・理解)
2. 修得した知識や技術をファッションデザインの
提案に応用することができる。(思考・判断・表現)
3. デジタルツールを用いてデザインを具現化でき
る。(思考・判断・表現、技能)
4. 作品に表現したコンセプトやメッセージを説明
できる。(思考・判断・表現)

アパレルグラ
フィックスII

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

プロダクトやサービスの企画では、客観的なエビデ
ンスに基づく論理的なプレゼンテーションが求めら
れる。近年では、プレゼンテーションにおいて効果
的なデジタルコンテンツの利用機会が増大してい
る。授業では、客観的なエビデンスを示すための情
報可視化手法や効果的なプレゼンテーションのため
のデジタルコンテンツ制作に関する知識や技術を修
得する。
さらに、修得した技術を応用するために、デジタル
コンテンツ作品のコンセプトを検討し、映像編集
ツール等を使用して実際に制作する。

1. 情報の可視化方法やデジタルコンテンツ制作の
手法を理解して正確に説明ができる。(知識・理解)
2. 情報の可視化方法やデジタルコンテンツ制作の
手法を応用して、印象に残るプレゼンテーションが
できる。(思考・判断・表現) (技能)
3. 独創的な作品のコンセプトを提案でき、コンセ
プトに基づいた作品を具現化できる。(思考・判
断・表現) (技能)
4. 作品に表現したコンセプトやメッセージを説明
して、正確に理解してもらうことができる。(思
考・判断・表現)

1. 情報の可視化方法やデジタルコンテンツ制作の
手法を理解できる。(知識・理解)
2. 情報の可視化方法やデジタルコンテンツ制作の
手法を応用して、プレゼンテーションができる。
(思考・判断・表現) (技能)
3. 作品のコンセプトを提案でき、コンセプトに基
づいた作品を具現化できる。(思考・判断・表現)
(技能)
4. 作品に表現したコンセプトやメッセージを説明
できる。(思考・判断・表現)

コスメティック
マーケティング
論

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

日本及び世界の化粧品業界におけるマーケティング
戦略をケーススタディを交えながら、具体的に学習
していく。また、化粧品ビジネスの全容と今日の課
題を理解する。

1. 化粧品業界のマーケティング戦略を理解し、概
要の説明が出来るようになる。（知識・理解）
2. 自らの愛用する化粧品ブランドについて、客観
的にマーケティング戦略の概要が、理解でき、妥当
性を判断できるようになる。（思考・判断・表現）

1. 化粧品業界のマーケティング戦略を理解できる
ようになる。（知識・理解）
2. 自らの愛用する化粧品ブランドについて、客観
的にマーケティング戦略の概要が、理解できるよう
になる。（知識・理解）

被服デザインI
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

アパレル製品の企画・設計に必要となる基本的な知
識を身につけ、以後デザイン関連科目を学ぶための
土台となる科目である。デザインは被服だけではな
くあらゆる分野に共通の考え方であるので、はじめ
に「デザイン」とは何かを学んだ後、「被服デザイ
ン」への応用について考える。近代デザインの芽生
えとなる18世紀後半?19世紀、展開期となる20世
紀までのモノづくりやデザインに対する考え方の変
遷を学び、現在のモノづくりや流行への影響につい
て考える。以後の被服デザインの実践に向け、感性
をより活かすために、デザインの重要な要素である
造形理論を学び、演習により理解を深める。

1. デザインの本質を理解し、被服デザインの意義
について、歴史・産業的な視点から事例を示して説
明できる。(知識・理解)
2. デザインの歴史の流れを理解し、現代のデザイ
ンへと関連付けて考えることができ、時代が求める
デザインを創造する。(技能)
3. 造形理論の知識を身につけ、独自性のあるアパ
レル製品の企画・設計を実行する。(技能)
4. 以降のデザイン関連科目やデザインの実践に向
けて自身の特性を視野に入れてステップアップを考
える。(思考・判断・表現)

1. デザインの本質を理解し、被服デザインの意義
について説明できる。(知識・理解)
2. デザインの歴史の流れを理解し、現代のデザイ
ンへと関連付けて考えることができ、デザインを創
造する。(技能)
3. 造形理論の知識を身につけ、アパレル製品の企
画・設計を実行する。(技能)
4. 以降のデザイン関連科目やデザインの実践に向
けてステップアップを考える。(思考・判断・表現)

被服デザインII
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

衣生活の中にある問題点を探る調査法、問題点を解
決するためのアイディアの展開法、デザイン意図を
第三者に伝えるためのプレゼンテーションを体得す
る。また、企業におけるアパレルデザインの製品企
画プロセスにそって、専門職種としてのデザイン感
性の理論を理解する。具体的には、イメージ感性の
表現方法、ファッショントレンドの成り立ち、専門
用語、ファッション雑誌の知識、ハンガーイラスト
の描き方等を実践を行いながら学ぶ。

1. 「被服デザインⅠ」を基礎にして、各自の身の
まわりにある衣に関する問題点を事例に、デザイ
ン・プロセスにそって問題解決のデザインを考えて
説明することができる。(知識・理解)
2. アパレル製品の企画・設計について理解し、時
代性や産業界の視点から発想や表現ができるように
なる。(技能)
3. 以降のデザイン関連科目やデザインの実践に向
けて自身の特性を生かすステップアップを考えて計
画する。(思考・判断・表現)
4. アパレル業界のデザインの仕事が理解でき、企
画・製品設計に関心意欲が持てるようになり、客観
的な視点でデザイン表現ができる。(関心・意欲・
態度)

1. 「被服デザインⅠ」を基礎にして、各自の身の
まわりにある衣に関する問題点を事例に、デザイ
ン・プロセスにそって問題解決のデザインを考える
ことができる。(知識・理解)
2. アパレル製品の企画・設計について理解し、発
想や表現ができるようになる。(技能)
3. 以降のデザイン関連科目やデザインの実践に向
けてステップアップを考える。(思考・判断・表現)
4. アパレル業界のデザインの仕事が理解でき、企
画・製品設計に関心意欲が持てるようになる。(関
心・意欲・態度)

デザイン計画学I
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

デザイン発想の方法論について演習を通して修得す
る。創造的また実務的の両極のデザイン発想の実態
を体感する。さらにデザイン展開の広げ方も学んで
いく。自然界、年代(50's・60's・70's・80's)、環
境からイメージを膨らませてデザイン発想を行う。
スタイル画の彩色の仕方や表現方法を学ぶ。次シー
ズンのデザイン提案のために、ファッショントレン
ド情報やコレクション情報の収集も行う。

1. 「被服デザインⅠ」「被服デザインⅡ」の理解
の上に、将来、デザイン分野、企画分野の道ヘ進む
ための基礎能力を養い、デザイン発想の方法につい
て説明できる。(知識・理解)
2. デザイン表現をするための専門知識と技術を習
得し、発展的に創造する。(技能)
3. デザイン発想と表現ができ、適切なプロセスを
判断する。(思考・判断・表現)
4. デザイナーの仕事が理解でき、アパレル業界の
企画・デザインに関心意欲が持てるようになり、情
報収集を始める。(関心・意欲・態度)

1. 「被服デザインⅠ」「被服デザインⅡ」の理解
の上に、将来、デザイン分野、企画分野の道ヘ進む
ための基礎能力を養うことができる。(知識・理解)
2. デザイン表現をするための専門知識と技術を習
得する。(技能)
3. デザイン発想と表現ができるようになる。(思
考・判断・表現)
4. デザイナーの仕事が理解でき、アパレル業界の
企画・デザインに関心意欲が持てるようになる。
(関心・意欲・態度)



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

デザイン計画学
II

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

デザイン発想の方法論として、海外・国内情報の収
集、フィールド調査を基に市場に提案していくアイ
ディア発想を実践していく。ファッション産業界の
実務内容に即して企画、ファッション・ブランドデ
ザイン提案の課題作成を進める。具体的には、市場
に展開されているファッションブランドを調査し、
分析する。トレンドやコレクションの情報収集も行
う。それらを基にして、スタイリング、コーディ
ネート、アイテム展開、ディテール等を考慮して商
品企画の構成とデザイン展開の方法を学ぶ。

1. 「デザイン計画学Ⅰ」で習得した専門知識を応
用し、専門職として実践できるようにさらに深めて
いく。(知識・理解)
2. 今までに学んだ知識を基盤に新しい方向性を予
測しながら、実践方法を体得する。(技能)
3. ファッション産業界における企画発想、デザイ
ン提案の方法について理解でき、創造的な表現がで
きるようになる。(思考・判断・表現)
4. 企画、デザインの発想のための情報に積極的に
触れ、時代が求めるデザインへの関心意欲が持てる
ようになり、さらに情報収集を実行する。(関心・
意欲・表現)

1. 「デザイン計画学Ⅰ」で習得した専門知識を専
門職として実践できるようにさらに深めていく。
(知識・理解)
2. 今までに学んだ知識を基盤に実践方法を体得す
る。(技能)
3. ファッション産業界における企画発想、デザイ
ン提案の方法について理解でき、表現できるように
なる。(思考・判断・表現)
4. 企画、デザインの発想のための情報に積極的に
触れ、時代が求めるデザインへの関心意欲が持てる
ようになる。(関心・意欲・表現)

デザイン企画
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 4

アパレル業界の企画部門について、製品展開までの
プロセスと業務内容を学習する。実践に即した工程
を取り入れて体得することにより、企業における企
画・生産・販売の仕組みを学ぶ。仮想ブランドを想
定しターゲット・コンセプトを設定して市場におけ
る優位性を探っていく。2019年の春夏に展開する
商品企画を構想する上で必要な定量・定性情報の分
析を行う。シーズン・マーチャンダイジングの概念
の基、商品展開の組み立て、数量決定、生産方法、
プロモーションなどの具現化を行い、アパレル業界
で実践されている方法論を学ぶ。

1. 「デザイン計画学Ⅰ」「デザイン計画学Ⅱ」で
学んだ専門知識を基盤に、既製服を提案していく専
門職としての知識を習得し、企画案を説明する。
(知識・理解)
2. 今までに学んできた知識を基盤に、実践方法を
体得し創造する。(技能)
3. アパレル業界の実務内容や提案方法に基づき、
時代を捉えた企画の発想、提案、構成ができるよう
になる。(思考・判断・表現)
4. アパレル業界の企画の仕事が理解でき、商品企
画に関心意欲を持ち、関連情報の収集を積極的に行
う。(関心・意欲・態度)

1. 「デザイン計画学Ⅰ」「デザイン計画学Ⅱ」で
学んだ専門知識を基盤に、既製服を提案していく専
門職としての知識を習得する。(知識・理解)
2. 今までに学んできた知識を基盤に、実践方法を
体得する。(技能)
3. アパレル業界の実務内容や提案方法に基づき、
企画の発想、提案、構成ができるようになる。(思
考・判断・表現)
4. アパレル業界の企画の仕事が理解でき、商品企
画に関心意欲が持てるようになる。(関心・意欲・
態度)

色彩デザイン
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

デザイン分野において欠かせない要素の１つである
色彩計画について学ぶ。はじめに、色のもつ特性に
ついて物理的・心理的な面から学び、演習課題（色
彩嗜好の考察）を通して理解を深める。次に、色を
正確に表示する方法や色彩調和論について学び、実
際に配色カードを用いてトーン別色相環の概略図の
作成とカラーコーディネーションを行うことで配色
力を養う。授業内で繰り返しトレーニングすること
で、色彩体系および配色の基本を体得する。さらに
は、色彩計画の考え方を学び、目的と対象に適した
色彩とは何か考える。

1. 色彩の基本的な知識や効果を知ることで、日常
生活の中で、色彩をどのように選び、活用したらよ
いのかを理解して、考えを述べることができる。
(知識・理解)
2. デザイン、企画に必要な色彩の基本的な技能を
身に付け、独自性のあるデザイン表現ができるよう
になる。(技能)
3. 毎日の生活において色彩・デザインに関心を高
めることができ、積極的に情報収集と活動を始め
る。(思考・判断・表現)

1. 色彩の基本的な知識や効果を知ることで、日常
生活の中で、色彩をどのように選び、活用したらよ
いのかを理解できるようになる。(知識・理解)
2. デザイン、企画に必要な色彩の基本的な技能を
身に付け、表現ができるようになる。(技能)
3. 毎日の生活において色彩・デザインに関心を高
めることができる。(思考・判断・表現)

染織文化史
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

染織と服飾は人の営みのごく初期から存在して、文
化の出発点ともいえるものである。本科目では、日
本の染織及び服飾の歴史をたどりながら、染織・服
飾の一般的な発展プロセスと原理を学び、同時にそ
の文化史的な意味を理解する。原則的には染織技法
や衣服の出現から、時代によるそれらの変化と発展
を時系列にそって追っていくが、用途に視点を絞っ
た観点や人の美意識に焦点を絞った観点からの考察
にも重きを置く。

1. 人と染や織との出会いがどういう必然性におい
て起こったかを、食や住との関係性において理解で
きるようになる。(思考・判断・表現)
2. 染とは何か、織とは何かを単なる技術論として
ではなく、人の生活との関係、文化史の一部として
捉え、理解できるようになる。(知識・理解、思
考・判断・表現)
3. 文化財などに実作品に触れ、文化史的な新たな
視点から染織品に対する関心意欲を持つようにな
る。(思考・判断・表現、関心・意欲・態度)

1. 人がなぜ染織というものを生み出したか、それ
は服飾とどういう関係にあるのかを理解できる。
(知識・理解)
2. 染織の発展の様子を歴史的展開の中で具体的に
理解できる。(知識・理解、思考・判断・表現)
3. 染織技法の種類や概要を理解できる。(知識・理
解)

東洋服装史
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

日本の染織文化を理解するためには、日本を中心と
する東洋の服装の歴史を知ることが必要である。本
科目では、日本の服装の歴史的展開について知ると
ともに、それがなぜそのように展開したのかを理解
する。日本の服装に強い影響を及ぼした中国や、明
治時代以前は独立国であった琉球の服装についても
触れ、相互の影響関係について考察する。その他の
国々の服装についても適宜触れ、それぞれの国の服
装の特質・特徴の比較を行うだけでなく、東洋全体
の服装の共通性や歴史的交流、また伝播の経路など
についても考察する。

1. 日本の服装の歴史的変遷がどのような要件に
よって起こったかを理解できるようになる。(知
識・理解)
2. 中国を中心とする東洋諸地域の服装と日本の服
装の違いを、機能や美意識といった側面から理解で
きるようになる。(知識・理解)
3. 日本以外の東洋諸国と日本の服装を比較したう
えで、日本の服装の特徴を理解できるようになる。
(思考・判断・表現)

1. 「東洋」という言葉の概念、及び東洋と呼ばれ
る文化圏の範囲を理解する。(知識・理解)
2. 東洋の服装の共通性の概略を理解する。(知識・
理解)
3. 日本の服装の歴史的変遷を理解する。(知識・理
解)

染織品保存修復
論

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

過去の歴史や文化を知るためには、文化財を通して
その当時の生活のあり方を具体的に理解する必要が
ある。しかし歴史的文化財は、その重要性を知り、
保存措置を意識的に行わなければ時間と共に失われ
てしまう。本科目では文化財、中でも特に人の生活
の痕跡を強く残している染織文化財の保存・修復に
関する基礎的な知識を身に付け、文化財を保存する
とはどういうことか、修復するとはどういうことか
を理解する。また、博物館や美術館における保存修
復業務の実態を反映させながら、現在話題になって
いる染織文化財の保存の具体的方法や修復の基本的
考え方、方法について考察する 。

1. 染織品の修復の考え方と保存・修復の実例を具
体的に理解できるようになる。(知識・理解)。
2. 実際の染織作品をサンプルとして示し、染織品
を間近にしながら保存と修復について考察する。
(思考・判断・表現)
3. 保存・修復に関する基礎的な知識をふまえ、将
来の文化財保存のあり方を提案できるようになる。
(思考・判断・表現)
4. 博物館や美術館における保存修復業務の実態を
理解し、現在話題になっている染織文化財の保存の
具体的方法や修復の基本的考え方、方法について考
察できるようになる。(思考・判断・表現) (関心・
意欲・態度)

1. 文化財とは何か、文化財の重要性を理解でき
る。(知識・理解)
2. 文化財の保存・修復の意味を理解できる。(知
識・理解)
3. 染織文化財の保存・修復に関する基礎的な知識
を身に付ける。(知識・理解)



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

西洋服装史
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

現代における衣生活は、西洋に起源をもつ衣服に
よって成り立っている。西洋の服装を理解すること
は、現代の衣生活における様々な様相を理解するう
えで必要である。本科目では、古代から現代にいた
るヨーロッパの服飾を、図像資料を中心に、若干の
文書・文学資料を通じて理解する。古代ギリシャ、
古代ローマ、ビザンティン文明の代表的な服飾を彫
像・絵画資料をもとに学習した後、中世以降はフラ
ンスを中心に西洋の服装の詳細を理解する。

1. それぞれの時代の服飾造形の特徴を理解できる
ようになる。(知識・理解)
2. それぞれの国、時代の服飾造形に、どのような
生活感情が反映されているのか、心性史として服装
史をとらえる基本を考察する。(思考・判断・表現)
3. 造形性と表現性の両側面から服飾文化の多義性
を理解・習得する。(知識・理解)(思考・判断・表
現)

1.ヨーロッパの服飾の流れを理解する。(知識・理
解)
2.西洋服装史の基本的な図像・文書資料を分析する
方法を理解する。(知識・理解)

染織品保存修復
実習

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 1

博物館・美術館に所蔵される染織文化財は長い年月
を経て現存するが、その多くは物理的、科学的作用
により、様々な損傷が生じている。その状態は、素
材、染織技法、加飾技法によって異なる。したがっ
て染織の修復は作品の損傷状態、展示方法、形状特
徴により目的、方法も様々な選択となる。本科目で
は、染織品保存修復に必要な基本的知識と技術を実
物資料を用いながら、講義。実習・グループワーク
を通して実践的に理解する。

1. 染織品の特徴を正確に理解できるようになる。
(知識・理解)
2. 染織品の特徴に合わせた基本的な修復方法や技
法を検討、選択ができるようになる。(知識・理解)
3. 染織品に必要な基本的技術を正確に習得できる
ようになる。(技能)

1. 染織品の特徴を理解できるようになる。(知識・
理解)
2. 染織品の特徴に合わせた基本的な修復方法や技
法を検討し理解できるようになる(知識・理解)
3. 染織品に必要な基本的技術を習得できるように
なる。(技能)

被服造形基礎実
習

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 1

被服造形とは布地を着装できる状態まで作り上げる
ことを意味し、本学では立体構成(洋裁)と平面構成
(和裁)の両面からの技術を身につけることができる
ようにカリキュラムが構成されている。本科目はそ
の被服造形実習の基礎学習と位置づけられており、
洋裁、和裁の両面の設計に必要とされる基礎的知識
と縫製技術を理解し身につける。具体的には、洋服
の制作のための基礎的技術(ミシン縫い・手縫い・
裁断・アイロン技術)と和服の制作のための基礎的
技術(手縫い・縫い代の始末・裁断・鏝使用)につい
て作品制作実習を通して身につける。

1. 洋服と和服の構造や制作理論及び縫製技術をき
ちんと理解でき説明ができる。(知識・理解)
2. 被服制作に必要な基礎的縫製技術を身につけ、
課題作品をきれいに仕上げることができる。(技能)
3. 実習を通して身の回りの衣服についての理解を
深め、衣生活へ応用できる。(思考・判断・表現)

1. 洋服と和服の構造や制作理論及び縫製技術を理
解できる。(知識・理解)
2. 被服制作に必要な基礎的縫製技術を身につけ、
課題作品を仕上げることができる。(技能)
3. 実習を通して身の回りの衣服について意識する
ことができる。(思考・判断・表現)

伝統和服制作実
習Ⅰ

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 1

被服造形基礎実習で習得した知識と技法を基に、よ
り高度な「大裁女物単衣長着（浴衣）」を制作し、
新たな知識と和裁技術を理解し習得する。作品制作
完成後はそれぞれの浴衣の着装技術や小物の取り合
わせなどを実践できるよう、知識と技術を身につけ
る。さらに他人に着せ付けることの技術も身につけ
られるようになる。

1. 浴衣(女物)の作品を正確に仕上げることができ
る。(知識・技能)
2. 浴衣(女物)の構造の違いを理解できる。(判断・
知識・理解)
3. 浴衣(女物)と小物と取り合わせについて理解し、
自分の着物のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを考えることができる。(知
識・表現)

1. 浴衣(女物)の作品を仕上げることができる。(知
識・技能)
2. 浴衣(女物)の構造を理解できる。(判断・知識・
理解)
3. 浴衣(女物)と小物と取り合わせについて理解する
ことができる。(知識・表現)

伝統和服制作実
習Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

伝統和服制作実習Ⅰで修得した知識や技術をもと
に、より高度な「大裁女物袷長着」を制作し、新た
な知識と和裁技術を理解し習得する。作品完成後は
袷の着物と帯や小物と取り合わせの基本的知識や着
装の技術を身につける。さらに和服の重ね着の法則
などの知識を習得し、長襦袢、羽織、コートなどと
着物との寸法の関係を理解する。

1. 袷の着物の制作工程や技術を理解し、説明がで
き、作品を正確に仕上げることができる(知識・理
解・技能)
2. 袷の着物の構造と縫製技法を今まで習得した技
法と比較し、その違いや特徴を理解し、説明するこ
とができる。(判断・知識・理解)
3. 着物と小物と取り合わせについて理解し、自分
の着物のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを考え、提案することができる。
(知識・表現)
4. 和服の重ね着の法則を理解し、説明することが
できる。(知識・理解)

1. 袷の着物の作品を仕上げることができる。(知
識・技能)
2. 袷の着物の構造と縫製技法を理解できる。(判
断・知識・理解)
3. 着物と小物と取り合わせについて理解し、自分
の着物のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを考えることができる。(知識・
表現)
4. 和服の重ね着の法則を理解することができる。
(知識・理解)

和服文化論
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

1 2

日本の伝統的衣服である和服は高度な染織技法が用
いられ美しい。また構造的にも優れており日本人の
ものを大切にする美徳が込められた衣服である。本
科目では和服と洋服の特徴の違いや和服の種類、
TPOや格、和服と小物のコーディネート、通過儀
礼と家族のつながり、染織技法と産地など和服に関
する基本的知識を習得し理解する。また和服が持つ
構造的特徴から仕立替をして大切に着られること
や、環境にやさしい衣服であることを理解する。浴
衣や着物の着付けの技術を学び理解することができ
る。これらのことから和服を次世代に継承すること
の大切さを自ら学び理解し行動できるようになる。

1. 和服と洋服の特徴を理解し説明することができ
る。(知識・理解)
2. 和服の種類を理解し、身近な和服を分類し発表
することができる。(思考・判断・表現)
3. 和服の構造を理解し、物を大切にし仕立て替え
の文化が生きる日本人の美徳や文化について説明す
ることができる。(知識・理解)
4. 全国の染織について理解し、伝統染織技術つい
て説明をすることができる。(知識・理解)
5. 和服の着付けの知識や技術を理解し、実践する
ことができる。(技能)
6. 和服の継承の在り方を自ら考え、理解し、提案
することができる。(思考・判断・表現)

1. 和服と洋服の特徴を理解しすることができる。
(知識・理解)
2. 和服の種類を理解し、身近な和服を分類しする
ことができる。(知識・理解)
3. 和服の構造を理解し、物を大切にし仕立て替え
の文化が生きる日本人の美徳や文化について理解す
ることができる。(知識・理解)
4. 全国の伝統染織技術ついて理解することができ
る。
(知識・理解)
5. 和服の着付けの知識や技術を理解することがで
きる。
(知識・理解)
6. 和服の継承の在り方を自ら考え、理解すること
ができる。(知識・理解)

テキスタイルア
ドバイザー実習

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 1

繊維製品に関する素材および生産、流通、消費等の
分野を体系的に学び、それらに関する基礎知識を身
につけた上で、学外実習を通して繊維製品の企画・
設計、販売、品質保証、消費者対応等の実務を学
ぶ。学外実習は、試験研究機関や企業の試験研究部
門、および、販売部門等において、3年次の8?9
月、または、2?3月に1週間程度の期間で行う。卒
業時に衣料管理士(1級)の資格を取得するには必須
の科目である。

1. 学外実習を通して、繊維製品に関する素材およ
び生産・流通・消費等の広範な知識を体系的に理解
し、正確に説明できる。(知識・理解)
2. 学外実習を通して、繊維製品の企画・設計、販
売、品質保証、消費者対応等の実務に対応できる専
門的な能力を身につける。（思考・判断・表現）
3. 学外実習を通して、繊維製品に関する実務につ
いて関心をもち、将来のキャリアについて多面的に
考えることができる。(関心・意欲・態度）

1. 学外実習を通して、繊維製品に関する素材およ
び生産・流通・消費等の知識を理解できる。(知
識・理解)
2. 学外実習を通して、繊維製品の企画・設計、販
売、品質保証、消費者対応等の実務に対応できる基
本的な能力を身につける。（思考・判断・表現）
3. 学外実習を通して、繊維製品に関する実務につ
いて関心をもち、将来のキャリアについて考えるこ
とができる。(関心・意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

被服学ゼミナー
ルA

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

2 2

被服材料・被服管理、染織文化財・和装文化、
ファッションデザイン・被服造形、ファッションビ
ジネス等の専門的知識を基盤にして、社会における
様々な課題ついて探求し、能動的・主体的に課題を
解決する能力を養成する。学内の他組織や学外の企
業・団体とも連携し、多様なステークホルダーと協
働した実践的な活動を通して、設定した課題を解決
するために不可欠なチームワークの意識やリーダー
シップを身につける。新たな価値を創出することを
目指し、人文・社会・自然科学の分野の枠を越えた
協働により、急激な社会の変化に対応したキャリア
デザイン能力を養成する。

1. 被服材料・被服管理、染織文化財・和装文化、
ファッションデザイン・被服造形、ファッションビ
ジネス等の専門的知識を基盤にして、社会における
様々な課題を客観的に分析できる。(知識・理解)
2. 設定した課題に対して、能動的・主体的に取り
組み、課題を解決することができる。（知識・理解
+思考・判断・表現）
3. 学内の他組織や学外の企業・団体とも連携し、
多様なステークホルダーと協働した実践的な活動を
通して、設定した課題を解決するために不可欠な
チームワークの意識し、リーダーシップを発揮でき
るようになる。(思考・判断・表現)
4. 人文・社会・自然科学の分野の枠を越えた協働
により、新たな価値を創出し、その成果をまとめる
ことができる。(思考・判断・表現)

1. 被服材料・被服管理、染織文化財・和装文化、
ファッションデザイン・被服造形、ファッションビ
ジネス等の専門的知識を基盤にして、社会における
様々な課題を分析できる。(知識・理解)
2. 設定した課題に対して、能動的・主体的に取り
組むことができる。(関心・意欲・態度）
3. 学内の他組織や学外の企業・団体とも連携し、
多様なステークホルダーと協働した実践的な活動を
通して、設定した課題を解決するために不可欠な
チームワークの意識した行動ができる。(関心・意
欲・態度）
4. 人文・社会・自然科学の分野の枠を越えた協働
により、新たな価値を創出することができる。(思
考・判断・表現)

被服学ゼミナー
ルB

家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

3 2

被服材料・被服管理、染織文化財・和装文化、
ファッションデザイン・被服造形、ファッションビ
ジネス等の専門的知識を基盤にして、社会における
様々な課題ついて探求し、能動的・主体的に課題を
解決する能力を養成する。学内の他組織や学外の企
業・団体とも連携し、多様なステークホルダーと協
働した実践的な活動を通して、設定した課題を解決
するために不可欠なチームワークの意識やリーダー
シップを身につける。新たな価値を創出することを
目指し、人文・社会・自然科学の分野の枠を越えた
協働により、急激な社会の変化に対応したキャリア
デザイン能力を養成する。

1. 被服材料・被服管理、染織文化財・和装文化、
ファッションデザイン・被服造形、ファッションビ
ジネス等の専門的知識を基盤にして、社会における
様々な課題を客観的に分析できる。(知識・理解)
2. 設定した課題に対して、能動的・主体的に取り
組み、課題を解決することができる。（知識・理解
+思考・判断・表現）
3. 学内の他組織や学外の企業・団体とも連携し、
多様なステークホルダーと協働した実践的な活動を
通して、設定した課題を解決するために不可欠な
チームワークの意識し、リーダーシップを発揮でき
るようになる。(思考・判断・表現)
4. 人文・社会・自然科学の分野の枠を越えた協働
により、新たな価値を創出し、その成果をまとめる
ことができる。(思考・判断・表現)

1. 被服材料・被服管理、染織文化財・和装文化、
ファッションデザイン・被服造形、ファッションビ
ジネス等の専門的知識を基盤にして、社会における
様々な課題を分析できる。(知識・理解)
2. 設定した課題に対して、能動的・主体的に取り
組むことができる。(関心・意欲・態度）
3. 学内の他組織や学外の企業・団体とも連携し、
多様なステークホルダーと協働した実践的な活動を
通して、設定した課題を解決するために不可欠な
チームワークの意識した行動ができる。(関心・意
欲・態度）
4. 人文・社会・自然科学の分野の枠を越えた協働
により、新たな価値を創出することができる。(思
考・判断・表現)

卒業論文
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

4 6

被服に関する専門分野について理解した上で学術的
な課題を設定し、調査・実験等を含む研究に取り組
むことにより、学術的な課題を解決するための知識
と技能を修得する。担当教員の指導に基づいて研究
成果を卒業論文にまとめて提出し、卒業研究発表会
において発表、および、質疑応答を行う。卒業論文
を履修することにより、研究のみならず、日常生活
や職務における諸課題に対処する判断力と実行力を
身につける。

1. 自ら設定した研究課題について学術的な見地か
ら知識・理解を深め、その内容を客観的に説明でき
る。（知識・理解）
2. 自ら設定した研究課題について具体的な研究方
法を多面的に検討し、得られた学術的な研究成果を
卒業論文にまとめることができる。(思考・判断・
表現)
3. 卒業論文に取り組むことにより、専門的な知識
に根差した「問題発見・解決」のための能力を修得
している。（関心・意欲・態度）

1. 研究課題について知識・理解を深め、その内容
を説明できる。（知識・理解）
2. 研究課題について研究方法を検討し、得られた
研究成果を卒業論文にまとめることができる。(思
考・判断・表現)
3. 卒業論文に取り組むことにより、「問題発見・
解決」のための基本的な能力を修得している。（関
心・意欲・態度）

卒業制作
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

4 6

被服に関する専門分野について深く理解した上で、
知識・技能に基づいた作品の制作に取り組むことに
より、諸課題を解決するための広範な能力を修得す
る。担当教員の指導に基づいて作品を制作し、卒業
研究発表会において発表する。卒業制作を履修する
ことにより、日常生活や職務における諸課題に対処
する判断力と実行力を身につける。

1. 自ら設定した作品の課題について知識・理解を
深め、その内容を客観的に説明できる。(知識・理
解)
2. 作品を完成させる過程において「創造・表現」
に必要な知識を修得した上で創造的な作品を表現で
きる。（思考・判断・表現）
3. 作品を完成させるための技術・技能を修得し、
それらを適切に応用して作品を制作できる。（技
能）

1. 作品の課題について知識・理解を深め、その内
容を説明できる。(知識・理解)
2. 作品を完成させる過程において「創造・表現」
に必要な知識を修得した上で作品を表現できる。
（思考・判断・表現）
3. 作品を完成させるための技術・技能を修得し、
それらを応用して作品を制作できる。（技能）

卒業演習
家政学部　学科
専門教育科目
被服学科

4 4

被服に関する専門分野について深く理解した上で課
題を設定し、調査・実験等を含む研究に取り組むこ
とにより、課題を解決するための知識と技能を修得
する。担当教員の指導に基づいて研究成果をまと
め、卒業研究発表会においてプレゼンテーションを
行う。卒業演習を履修することにより、日常生活や
職務における諸課題に対処する判断力と実行力も身
につける。

1. 自ら設定した演習課題について学術的な見地か
ら知識・理解を深め、その内容を客観的に説明でき
る。（知識・理解）
2. 自ら設定した演習課題について具体的な方法を
多面的に検討し、得られた成果をまとめることがで
きる。(思考・判断・表現)
3. 卒業演習に取り組むことにより、専門的な知識
に根差した「問題発見・解決」のための能力を修得
できる。（関心・意欲・態度）

1. 演習課題について知識・理解を深め、その内容
を説明できる。（知識・理解）
2. 演習課題について具体的な方法を検討し、得ら
れた成果をまとめることができる。(思考・判断・
表現)
3. 卒業演習に取り組むことにより、「問題発見・
解決」のための能力を修得できる。(関心・意欲・
態度）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⾷品物理化学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻 ⾷物
栄養学科管理栄
養⼠専攻

1 2

⾷物栄養学科の⾃然科学系の専⾨科⽬を理解する上
での基礎である化学の中で物理化学といわれる分野
を学ぶ。内容は、物質の状態に関しての知識、化学
反応に関する物理化学、移動現象論に分かれる。基
礎の化学の知識を前提とした⾼度な内容ではある
が、⾷物（⽣物を含む）に関わる例を挙げ、問題演
習も⾏いながら化学的概念の理解を図る。授業中に
使⽤するスライド原稿のコピーをあらかじめPDF
ファイルとして配布する。この科⽬で学ぶ概念が、
⽣化学や栄養学におけるエネルギー代謝、⾷品加⼯
の原理などの理解に必要である。

1. エンタルピー、エントロピー、ギブスの⾃由エ
ネルギーなどの熱⼒学的変数に関して、その化学的
意味の差異を理解し、化学反応における熱⼒学的変
数の変化の計算ができる。（知識・理解）
2. 浸透圧、凝固点効果、沸点上昇などの化学的意
味を理解し、基本的な計算ができる。（知識・理
解）
3. 物質の状態変化や状態図の概念を理解し、⾷品
加⼯との関わりが理解できる。（知識・理解）
4. コロイド科学、移動現象論における重要な⽤語
に関して、定義や化学的意味を⽂章で説明できる。
（知識・理解）
5. 復習をきちんとして講義内容を着実に⾝につ
け、与えられた演習問題をきちんと解くことができ
る。（思考・判断・表現）

1. エンタルピー、エントロピー、ギブスの⾃由エ
ネルギーなどの熱⼒学的変数に関して、化学反応に
おける熱⼒学的変数の変化の計算ができる。（知
識・理解）
2. 浸透圧、凝固点効果、沸点上昇などの化学的意
味を理解できる。（知識・理解）
3. 物質の状態変化や状態図の概念を理解できる。
（知識・理解）
4. コロイド科学、移動現象論における重要な⽤語
の定義を聞いたときに⽇本語で語句を答えられる。
（知識・理解）
5. 復習をして講義内容を着実に⾝につけ、与えら
れた演習問題を解答を⾒ながら理解できる。（思
考・判断・表現）

基礎⽣物学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻 ⾷物
栄養学科管理栄
養⼠専攻

1 2

ヒトを含めた⽣物の外観や⾏動は、極めて多様性に
富んでいるにもかかわらず、分⼦のレベルからみる
と、すべての⽣物は同⼀の原理で⽣命活動を営んで
いる。本科⽬では、⽣物の基本単位である細胞の構
造や機能、⽣体内の化学反応と代謝、⽣命を守るし
くみ（恒常性の維持・⽣体防御・免疫）、および⽣
命をつなぐしくみ（発⽣・遺伝）などを中⼼に学
び、⽣体を構成している分⼦のレベルで⽣物を理解
する。また、太古からの⽣命のつながりについても
考察を深める。これらのことから、その他の専⾨科
⽬を理解する上で基礎となる⽣物学や⽣化学の知識
を体系的に⾝につける。

1.「⽣物は細胞を基本単位としている」について理
解し、分⼦レベルで説明できる。（知識・理解）
2.「⽣物は物質の代謝をしている」について理解
し、分⼦レベルで説明できる。（知識・理解）
3.「⽣物は⾃⼰増殖する」について理解し、分⼦レ
ベルで説明できる。（知識・理解）
4.「⽣物は刺激を受容し反応する」について理解
し、分⼦レベルで説明できる。（知識・理解）
5.「⽣物は恒常性を持つ」について理解し、分⼦レ
ベルで説明できる。（知識・理解）

1.「⽣物は細胞を基本単位としている」について説
明できる。（知識・理解）
2.「⽣物は物質の代謝をしている」について説明で
きる。（知識・理解）
3.「⽣物は⾃⼰増殖する」について説明できる。
（知識・理解）
4.「⽣物は刺激を受容し反応する」について説明で
きる。（知識・理解）
5.「⽣物は恒常性を持つ」について説明できる。
（知識・理解）

化学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻 ⾷物
栄養学科管理栄
養⼠専攻

1 1

⾷物栄養学科の学⽣が⾝につけておくべき最低限の
化学実験の技術と知識の習得を⽬指す。また、実験
と合わせて、化学の基礎知識の講義や問題演習を数
多く⾏う。実験については、ほとんどの学⽣が⾼校
までに化学実験の経験がないことを前提として、天
秤の扱い⽅から始め、定量実験、化学量論計算など
の初歩から講義するが、⾼校までの実験経験では体
験しないものも⼀部含まれている。この科⽬を学習
することにより、化学の基礎が習得でき、より⾼度
な化学系の科⽬が学べるようになる。

1. 化学の基礎知識に関しては、、与えられたた練
習問題や課題に積極的に取り組み、化学の定量計算
ができるようになる。（知識・理解）
2. 実験にきちんと出席し、⾃ら積極的に実験に取
り組み、わからないことは実験中に積極的に質問す
ることができる。（関⼼・意欲・態度）
3. 実験中に現象（マクロの側⾯）の観察をよく⾏
い、分⼦の挙動（ミクロの側⾯）との関連について
考察することにより、化学の基礎について深く理解
できるようになる。（知識・理解）
4, 化学の基礎を理解した上で、化学の基礎的な実
験が⾃分でできるようになる。（技能）。
5. 期⽇内に実験レポーを提でき、内容的に化学の
レポートして、論旨が明瞭なものを書くことができ
る。（技能）

1. 化学の基礎知識に関しては、与えられたた練習
問題や課題に取り組み、化学の定量計算が授業資料
を⾒ながら解くことができるようになる。（知識・
理解）
2. 実験にきちんと出席し、きちんと実験に取り組
むことができる。（関⼼・意欲・態度）
3. 実験中に現象（マクロの側⾯）の観察をよく⾏
い、分⼦の挙動（ミクロの側⾯）との関連について
考察することにより、分⼦のイメージをもてるよう
になる。（知識・理解）
4, 化学の基礎を理解した上で、化学の基礎的な実
験が⼈と相談しながらできるようになる。（技能）
5. 実験レポーは期⽇内に提出し、それを化学のレ
ポートの形式として適格なものにできる。（技能）

⽣物学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻 ⾷物
栄養学科管理栄
養⼠専攻

1 1

私たちが⽇々⾷べている⾷物が、⽣物体そのもので
あることを理解する。⾝近な⽣物（植物・動物・微
⽣物）を材料にして、⽣命を維持するしくみや、⾷
物の美味しさや機能などに関する知識を⾝につける
とともに、⾃分の⼿でそれを確かめる実験技術を修
得する。具体的には、細胞の構造や機能、および消
化や代謝などの⽣命現象を顕微鏡で観察する技術の
みならず、⾷物のDNA、⾊素、酵素、および⾷物
の美味しさや熟成のしくみなどを、⽣物学的に解析
する技術を学ぶ。

１. ⽣命を維持するしくみについて、独⾃の考察を
加えながら説明できる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）
２. ⾷物の美味しさや機能について、独⾃の考察を
加えながら説明できる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）
３. ⽣命を維持するしくみについて、独⾃の⼯夫を
加えながら顕微鏡を使って観察できる。（技能）
（関⼼・意欲・態度）
４. ⾷物の美味しさや熟成のしくみ等について、独
⾃の⼯夫を加えながら⽣物学的⼿法で評価できる。
（技能）（思考・判断・表現）

１. ⽣命を維持するしくみについて、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）（思考・判断・表現）
２. ⾷物の美味しさや機能について、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）（思考・判断・表現）
３. ⽣命を維持するしくみについて、顕微鏡を使っ
て観察できる。（技能）（関⼼・意欲・態度）
４. ⾷物の美味しさや熟成のしくみ等について、⽣
物学的⼿法で評価できる。（技能）（思考・判断・
表現）

有機化学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻 ⾷物
栄養学科管理栄
養⼠専攻

1 2

有機化学は、有機物すなわち炭素を含む化合物を取
り扱う化学である。炭素原⼦は、お互いに結合して
⻑い鎖や環を作る性質をもっている。そのため炭素
原⼦は、膨⼤な数の化合物を作ることができ、⽣体
や⾷物中の重要な化合物のほとんどは有機物といえ
る。よって、有機化学の基礎がなくては、⽣命や⾷
物に関するほとんどの科学の理解は困難である。
本講義では、⾷物栄養学科の学⽣に必要な最低限の
有機化学の基礎についての解説を⾏う。受講者は、
原⼦構造や化学結合に関する基礎知識が要求され
る。この科⽬で学ぶ概念は、⾷品学、⽣化学、栄養
学、⾷品加⼯学、⾷品衛⽣学など、⾷物栄養学科の
⾃然科学の学習に活⽤できる。

1. 基本亭な官能基の構造と名称を記憶し、性質を
理解している。(知識・理解）
2. 有機化合物に関する化学構造の認識能⼒を⾝に
ついている。（知識・理解）
3. 基本的な有機化学反応に関する知識 が⼀通り⾝
についている。(知識・理解）
4. ⾷物栄養学科での専⾨科⽬を⾝につける上で重
要な糖（炭⽔化物）および誘導体、油脂、アミノ
酸・タンパク質の構造について確実に理解できる。
（知識・理解）
5. 復習をきちんとして講義内容を着実に⾝につ
け、与えられた演習問題をきちんと解くことができ
るようになる。（思考・判断・表現）

1. 基本亭な官能基の構造と名称を記憶している。
(知識・理解）
2. 重要な化合物に関しての付加反応、酸化・還元
反応、加⽔分解反応について理解している。(知
識・理解）
3. ⾷物栄養学科での専⾨科⽬を⾝につける上で重
要な糖（炭⽔化物）、油脂、アミノ酸・タンパク質
の構造について理解できる。（知識・理解）
4. 復習をして講義内容を着実に⾝につけ、与えら
れた演習問題を解答を⾒ながら理解できる。（思
考・判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⽣化学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

1 2

専⾨科⽬を学ぶ上で必要とされる⽣化学の基礎知識
を修得することを⽬標とする。⽣物を構成する様々
な物質の化学的性質を知り、こうした物質の⽣体内
（特にヒト）における化学変化や、⽣命現象との関
係について理解する。特に、細胞の基本構造と機
能、⽣体成分である糖質・脂質・タンパク質・アミ
ノ酸・核酸・ビタミンなどの化学構造と機能、酵素
の作⽤メカニズム、消化吸収のメカニズム、エネル
ギー代謝、糖質・脂質・タンパク質の代謝などに関
する知識を得る。

1. 細胞の基本構造と機能について、分⼦レベルで
総合的内容を説明できる。（知識・理解）
2. ⽣体成分の化学構造と機能について、分⼦レベ
ルで総合的内容を説明できる。（知識・理解）
3. 酵素の作⽤メカニズムについて、分⼦レベルで
総合的内容を説明できる。（知識・理解）
4. 消化吸収のメカニズムについて、分⼦レベルで
総合的内容を説明できる。（知識・理解）
5. エネルギー・糖質・脂質・タンパク質・アミノ
酸の代謝について、分⼦レベルで総合的内容を説明
できる。（知識・理解）

1. 細胞の基本構造と機能について、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）
2. ⽣体成分の化学構造と機能について、基本的内
容を説明できる。（知識・理解）
3. 酵素の作⽤メカニズムについて、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）
4. 消化吸収のメカニズムについて、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）
5. エネルギー・糖質・脂質・タンパク質・アミノ
酸の代謝について、基本的内容を説明できる。（知
識・理解）

⽣理学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

1 2

⽣理学は⼈体が⽣きて活動するための仕組みを解明
する学問である。その理解のためには機能を発揮す
るための形態学の知識が不可⽋であるため、解剖学
を含めて講義する。内容は、細胞、組織をはじめ、
栄養摂取と関連の深い消化器系などを中⼼に、⼈体
全般について広く学習する。

1.⼈の細胞と組織について系統的に理解し基礎知識
および発展的知識を⾝につけることができる。（知
識・理解）
2.⼈の消化器系など各器官について、その解剖学的
構造と⽣理機能の基礎的および発展的知識を習得
し、さらに各器官系の相互作⽤を理解することがで
きる。（知識・理解）
3.解剖学、⽣理学の深い各論的知識をもとに、⽣命
および健康の意味を思索し、適切な専⾨⽤語を⽤い
て説明できるようになる。（思考・判断・表現）

1.⼈の細胞と組織について理解し基礎知識を⾝につ
けることができる。（知識・理解）
2.⼈の消化器系など各器官について、その解剖学的
構造と⽣理機能の基礎的知識を習得し、さらに各器
官系の相互作⽤を理解することができる。（知識・
理解）
3.解剖学、⽣理学の各論的知識をもとに、⽣命およ
び健康の意味を思索し、適切な専⾨⽤語を⽤いて説
明できるようになる。（思考・判断・表現）

微⽣物学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

微⽣物は⾁眼では⾒えない⽣物であるが、環境の⾄
るところに存在し、⽣態系の⼀次⽣産を⽀えると同
時に疾病因⼦として我々に脅威を与える。⾷物栄養
の分野において微⽣物は、主に⾷中毒、腸内細菌、
発酵⾷品などで関わっている。本講義では、細菌
類、菌類（カビ・酵⺟）、ウィルス類を中⼼に微⽣
物の分類と⽣活環、および微⽣物の増殖条件や代謝
に関する基礎的な知識を⾝に着ける。さらに微⽣物
の持つ特異な機能について掘り下げ、それらを利⽤
した発酵⾷品や物質⽣産についても理解する。

1. 細菌と菌類の区別を進化の過程から説明でき
る。（知識・理解）
2. 細菌と菌類の増殖条件について、細胞機能の観
点から説明できる。（知識・理解）
3. 細菌と菌類の代謝について細胞機能の観点から
説明できる。（知識・理解）
4. ウィルスの構造や増殖について説明でき、感染
症対策についても説明できる。（知識・理解）
5. 発酵について、分⼦⽣物学的観点から説明でき
る。（知識・理解）
6. 発酵⾷品の製造⼯程について、⾷品ごとに説明
できる。（知識・理解）

1. 細菌と菌類の区別ができる。（知識・理解）
2. 細菌と菌類の増殖条件について説明できる。
（知識・理解）
3. 細菌と菌類の代謝について説明できる。（知
識・理解）
4. ウィルスの構造や増殖について説明できる。
（知識・理解）
5. 発酵について説明できる。（知識・理解）
6. 発酵⾷品の製造⼯程の概要を説明できる。（知
識・理解）

⾷物情報処理演
習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

⾷物・栄養に関する膨⼤な情報を収集、分析、評
価、判定し、その情報を発信するためには、コン
ピュータを利⽤しデータを適切に処理する実践的能
⼒が必要とされる。そこで、本演習では、主に栄養
関連ソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソ
フトの操作法と連携を学び、コンピュータによる⾷
物情報処理技術を修得する。主に⾷物摂取評価を題
材とし、データの作成・表現⽅法の他、プレゼン
テーションに活⽤できる応⽤⼒を⾝につける。

1.栄養関連ソフト・エクセル・パワーポイント等の
ソフトの使⽤⽅法について、説明ができる。(知
識・理解)
2.栄養関連ソフトを使⽤し、⾷物摂取状況につい
て、栄養素⾯、⾷品群⾯、エネルギー産⽣栄養素バ
ランス⾯等様々な⾓度から、分析できる。(技能)
3.エクセルを使⽤し、⾷物摂取状況について、適正
値や平均値との⽐較等様々な⾓度から、表とグラフ
により表現できる。(技能)
4.栄養関連ソフト、エクセル、パワーポイント等ソ
フトを連携させ、⾷物摂取状況について、効率的に
報告書・プレゼンテーション資料が作成できる。
(技能)
5.パワーポイントを使⽤し、⾷事摂取状況につい
て、⽂章と視覚的表現⽅法により問題点、改善策も
含めて総合的評価を⾏い、発表できる。(思考・判
断・表現)
6.⾃主的に⽐較すべき資料調査ができ、⽂章と視覚
的表現⽅法により強調できる。(関⼼・意欲・態度)

1.栄養関連ソフト・エクセル・パワーポイント等の
ソフトの使⽤⽅法について、説明ができる。(知
識・理解)
2.栄養関連ソフトを使⽤し、⾷物摂取状況につい
て、分析できる。(技能)
3.エクセルを使⽤し、⾷物摂取状況について、表と
グラフにより表現できる。(技能)
4.栄養関連ソフト、エクセル、パワーポイント等ソ
フトを連携させ、⾷物摂取状況について、報告書・
プレゼンテーション資料が作成できる。(技能)
5.パワーポイントを使⽤し、⾷事摂取状況につい
て、⽂章と視覚的表現⽅法により総合的評価を⾏
い、発表できる。(思考・判断・表現)
6.⽐較すべき資料調査ができ、⽂章と視覚的表現⽅
法により強調できる。(関⼼・意欲・態度)

⾷品学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

⾷品学とは、⾷品の種類、成分、性状などについて
基礎的な知識を幅広く学ぶ科⽬であり、 ⾷物分
野・栄養分野全体の基礎となる科⽬である。今⽇、
⾷品は世界中から輸⼊され、⾷⽣活が欧⽶化したこ
とにより、がん、循環器疾患、糖尿病などの⽣活習
慣病が増加し、これらの疾病の防⽌ に⾷⽣活の改
善が求められている。このようなことを背景に、本
講義においては、⽔および⾷品 について⾷品学的
な側⾯から理解を深めていくとともに、調理・加⼯
中のこれらの成分の変化について理解する。また、
⾷品の嗜好成分、機能成分について学ぶとともに、
⾷品表⽰法について理解する。

1．⼈間と⾷べ物の関わりについて、⾷品の歴史的
変遷と⾷物連鎖の両⾯から総合的に説明できる。
（知識・理解）
2．⽔の性質を理解した上で、⽔分含量と⾷品の保
存性の関係について、代表的な⾷品ごとに説明でき
る。（知識・理解）
3．⾷品の五⼤栄養素の性質および栄養性につい
て、代表的な⾷品ごと説明できる。（知識・理解）
4．⾷品成分の調理・加⼯における成分の変化につ
いて、２と3の理解をふまえた上で総合的に説明で
きる。（知識・理解）
5．⾷品の嗜好成分について、代表的な⾷品ごとに
含有成分とその性質を説明できる。（知識・理解）
6．⾷品成分の機能性、健康に与える影響、疾病予
防に対する関与成分について、代表的な⾷品ごとに
その名称と役割を総合的に説明できる。（知識・理
解）
7．⾷品の成分表⽰法について理解した上で、代表
的な⾷品の特徴を説明できる。（知識・理解）

1. ⼈間と⾷べ物の関わりについて、⾷品の歴史的
変遷と⾷物連鎖の両⾯から基本的な事項について説
明できる。（知識・理解）
2. ⽔の性質、⽔分含量と⾷品の保存性の関係につ
いて基本的な事項を説明できる。（知識・理解）
3. ⾷品の五⼤栄養素の性質および栄養性について
基本的な事項を説明できる。（知識・理解）
4. ⾷品成分の調理・加⼯における成分の変化につ
いて基本的な事項を理解している。（知識・理解）
5. ⾷品の嗜好成分について、代表的な成分につい
てその基本的な性質を説明できる。（知識・理解）
6. ⾷品成分の機能性、健康に与える影響、疾病予
防について基本的な事項を説明できる。（知識・理
解）
7. ⾷品の成分表⽰法について基本的な事項を説明
できる。（知識・理解）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

応⽤⾷品学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

 現代の⽇本では、豊かな⾷⽣活を送ることが出来
るようになったことと引き換えに、⽣活習慣病が増
加しその予防が⼤きな課題となっている。私たちの
⾷⽣活を⽀える⾷品は膨⼤であり、これら多くの⾷
品を調理・活⽤し、健康で豊かな⾷⽣活を送るため
には、素材としての⾷品についての知識が必要であ
る。また、健康志向や⾷品の安全性への関⼼の⾼ま
りから加⼯⾷品のマイナス⾯が指摘されているもの
の、ライフスタイルの変化等により多くの⼈々が加
⼯⾷品の恩恵を受けているのも現状である。
 本科⽬では、⾷品学での学修をもとに、各種⾷品
の体系的な把握および分類と種類、性状と形態、成
分特性、加⼯⾷品について理解するとともに、⾷品
の加⼯原理や保蔵・貯蔵についても学ぶ。また実際
の売り場に並ぶ各種⾷品素材に関⼼を⽰し、規格や
表⽰等を含めて確認・観察するなど理解を深める。

1．⾷品を体系的に把握し、⾷品の分類と種類が説
明できる。(知識・理解)
2．各種⾷品の性状や形態を理解し、栄養素や成分
特性などの特徴および加⼯⾷品の種類について説明
できる。(知識・理解)
3．従来からの⾷品加⼯の⽬的および意義について
説明できるとともに、これからの社会における意
義・⽬的を考察できる。(知識・理解)（思考・判
断・表現）
4．科学的な視点で各種⾷品の製造原理および具体
的な加⼯法を説明できる。(知識・理解)

1．⾷品の分類と種類が説明できる。(知識・理解)
2．各種⾷品の性状や形態を理解し、特徴や加⼯⾷
品について基本的なことを説明できる。(知識・理
解)
3．基本的な⾷品加⼯の⽬的および意義について説
明できる。(知識・理解)
4．各種⾷品の製造原理や基本的な加⼯⽅法につい
て説明できる。(知識・理解)

⾷品学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 1

⾷品学（２年次前期）で学んだ⽔分、5⼤栄養素(糖
質、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラル)、嗜
好成分について、主として⽇本⾷品標準成分表の分
析法に準じ、⾝近な⾷品を⽤いて定量・定性分析を
⾏う。この実験を通じて化学分析、⾷品分析の基本
的な考え⽅を学び、あわせて⾷品学の講義で得た知
識の理解を深める。

１．各分析法について、原理、⽅法について理解
し、説明ができる。（知識・理解）
２．グループで実験の進め⽅について話し合い、イ
ニシアチブをとって実験を進めることができる。
（関⼼・意欲・態度）
３．ガラス器具等の器具の取り扱いについて習熟
し、使⽤法を正しく説明できる。（技能）
４．分析に使⽤する試薬の作製法、使⽤⽬的を理解
し、安全な使⽤⽅法について説明できる。（技能）
５．液体クロマトグラフィー等の分析機器の構成を
理解し、基本的な取り扱い⽅を説明できる。（技
能）
６．実験の経過を踏まえながら、得られた分析結果
についてグループ内でイニシアチブをとって考察で
きる。（思考・判断・表現）
７．６をもとに実験経過、分析結果等を適切に考察
したレポートを作成することができる。（思考・判
断・表現）

１．各分析法について、基本的な原理、⽅法につい
て説明ができる。（知識・理解）
２．グループで実験の進め⽅について話し合い、安
全に実験を進めることができる。（関⼼・意欲・態
度）
３．ガラス器具等の器具の取り扱いについて説明で
きる。（技能）
４．分析に使⽤する試薬の作製法、使⽤⽬的を理解
し、安全に使⽤できる。（技能）
５．液体クロマトグラフィー等の分析機器の構成を
説明できる。（技能）
６．実験の経過を踏まえながら、得られた分析結果
についてグループで考察できる。（思考・判断・表
現）
７．６をもとにレポートを作成することができる。
（思考・判断・表現）

⾷品の鑑別（統
計処理演習を含
む）

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

官能とは感覚器官の機能を指し、「官能評価」とは
⼈間の五感（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚）を⽤
いて⾷品をはじめ様々な事物の特性を検査・評価す
ること、及びその⽅法を指す。講義では、官能検査
を実施するにあたってのルールや注意点、得られた
データの統計処理法について学び、⾷品を総合的に
評価する⼿がかりとして、化学的・物理的側⾯から
の品質と嗜好性の測定法、個別⾷品についての鑑別
法を解説する。受講⽣⾃⾝が、実験や実習を通じ
て、⼈間の五感の働きを認識することが修得の出発
点である。

１.官能評価の概要について説明でき、官能評価の
具体的⽅法について説明できる．（知識・理解）
２.⾷品の化学的評価法、物理的評価法の種類につ
いて具体的な例を挙げながら説明できる。（知識・
理解）
３.個別⾷品の鑑別について、具体的な例を挙げな
がら説明できる。（知識・理解）
４.⾷品の品質、特性、嗜好性を⾒極め、総合的に
評価できる。（思考・判断・表現）

１.官能評価の概要について説明できる。（知識・
理解）
２.⾷品の化学的評価法、物理的評価法の種類につ
いて説明できる。（知識・理解）
３.個別⾷品の鑑別の仕⽅にの概要を説明できる。
（知識・理解）
４.⾷品の評価を⾏うことができる。（思考・判
断・表現）

応⽤⾷品学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 1

２年次の⾷品学、応⽤⾷品学で学んだ事項につい
て、主として⽇本⾷品標準成分表の分析法に準じて
⾝近な⾷品を⽤いて定量・定性分析を⾏う。また、
⾼速液体クロマトグラフィー（HPLC）、ガスクロ
マトグラフィー（GC）等、⾷品分析には⽋かせな
い機器を使⽤し、 機器の取り扱い⽅の基礎的な知
識を習得する。さらに、それぞれの⾷品特性を活か
して、代表的な加⼯⾷品を実際に製造する。この実
験を通じて化学分析、⾷品分析の基本的な考え⽅を
学ぶとともに、加⼯⾷品を製造することにより⾷品
学および応⽤⾷品学の講義の理解を深める。

１．各分析法について、基本的な原理、⽅法につい
て説明ができる。（知識・理解）
２．グループで実験の進め⽅について話し合い、安
全に実験を進めることができる。（関⼼・意欲・態
度）
３．分析に使⽤する試薬の作製法、使⽤⽬的を理解
し、安全に使⽤できる。（技能）
４．液体クロマトグラフィー等の分析機器の構成を
説明できる。（技能）
５．実験の経過を踏まえながら、得られた分析結果
についてグループで考察できる。（思考・判断・表
現）
６．５をもとにレポートを作成することができる。
（思考・判断・表現）
７．加⼯⾷品の製造原理を理解し、加⼯⾷品の特性
を説明できる。（知識・理解）
８．グループで話し合い、加⼯⾷品を製造できる。
（関⼼・意欲・態度）
９．８をもとに製造した加⼯⾷品についてのレポー
トを作成することができる。（思考・判断・表現）

１．各分析法について、原理、⽅法について理解
し、説明ができる。（知識・理解）
２．グループで実験の進め⽅について話し合い、イ
ニシアチブをとって実験を進めることができる。
（関⼼・意欲・態度）
３．分析に使⽤する試薬の作製法、使⽤⽬的を理解
し、安全な使⽤⽅法について説明できる。（技能）
４．液体クロマトグラフィー等の分析機器の構成を
理解し、基本的な取り扱い⽅を説明できる。（技
能）
５．実験の経過を踏まえながら、得られた分析結果
についてグループ内でイニシアチブをとって考察で
きる。（思考・判断・表現）
６．５をもとに実験経過、分析結果等を適切に考察
したレポートを作成することができる。（思考・判
断・表現）
７．加⼯⾷品の製造原理を理解し、加⼯⾷品の特性
を物質レベルで説明できる。（知識・理解）
８．グループでイニシアチブをとって、加⼯⾷品を
製造できる。（関⼼・意欲・態度）
９．８をもとに製造した加⼯⾷品について適切に考
察したレポートを作成することができる。（思考・
判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⾷品衛⽣学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

⾷における安全性の確保は、⾷⽣活および⾷品産業
を健全に維持・持続させるための最重要な課題であ
る。腸管出⾎性⼤腸菌O157に代表されるように、
我々の命を脅かす⾷中毒の要因は⾝近に存在する。
また、⾷のグローバル化に伴う危険要因の多様化と
伝播も国際的な問題となっている。このような背景
をもとに、本科⽬では、⾷品の変質、⾷中毒、汚染
物質、⾷品添加物、残留農薬についての知識を⾝に
つけ、併せて⾷品衛⽣に関わる法規と機構について
も理解する。また、最新の情報をもとに、⾷の安全
性確保のあり⽅についても考察する。

1. 腐敗および酸敗の化学的な視点から総合的に説
明できる。（知識・理解）
2. ⾷中毒の発⽣時期と分類について説明できる。
（知識・理解）
3. ⾷中毒要因物質の種類と⾷中毒症状および防除
⽅法を化学的視点から物質レベルで説明できる。
（知識・理解）
4. 汚染物質の種類と健康への影響を化学的視点か
ら物質レベルで説明できる。（知識・理解）
5. ⾷品添加物の種類と⽤途および安全性評価につ
いて化学的視点から物質レベルで説明できる。（知
識・理解）
6. ⾷品衛⽣の法規と⾏政機構について国際状況を
踏まえて説明できる。（知識・理解）
7. 最新の⾷品衛⽣事件から⾷の安全について考察
し、⾃ら資料調査ができる。（思考・判断・態度）

1. 腐敗および酸敗について説明できる。（知識・
理解）
2. ⾷中毒の発⽣時期と分類について説明できる。
（知識・理解）
3. ⾷中毒要因物質の種類と⾷中毒症状および防除
⽅法を説明できる。（知識・理解）
4. 汚染物質の種類と健康への影響を説明できる。
（知識・理解）
5. ⾷品添加物の種類と⽤途および安全性評価につ
いて説明できる。（知識・理解）
6. ⾷品衛⽣の法規と⾏政機構について説明でき
る。（知識・理解）
7. 最新の⾷品衛⽣事件から⾷の安全について考察
できる。（思考・判断・態度）

⾷品衛⽣学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 1

⾷品衛⽣法における⾷品衛⽣とは「⾷品」「添加
物」「器具」「容器包装」を衛⽣的に保つことをい
い、各検査法は⾷品衛⽣検査指針に⽰されている。
本実験は、⾷品衛⽣検査指針の微⽣物学的試験およ
び理化学的試験の⼀部を⾏い、⾷中毒の原因となる
細菌の同定、汚染物質の検出、添加物の定量等の技
術を⾝につける。また、⾷品添加物や器具等の規格
基準の意義について理解する。さらに、⾷の安全を
保つために必要な⾏動について考察する。

1. 細菌類を扱う基本的な操作ができ、かつ原理と
必要性を説明できる。（技能）
2. 細菌類の増殖条件について⽣化学的な側⾯から
説明できる。（知識・理解）
3. 汚染物質や添加物を検出する実験操作ができ、
定量のための計算式を説明できる。（技能）
4. ⾷品添加物の安全性について添加物ごとに説明
できる。（知識・理解）
5. 実験結果を適切にまとめ、得られた結果だけで
なく背景についても考察し、レポートにまとめるこ
とができる。（思考・判断・表現）
6. ⾷の安全を保つための必要な⾏動を考察し、発
表することができる。（思考・判断・表現）

1. 細菌類を扱う基本的な操作ができる。(技能）
2. 細菌類の増殖条件について説明ができる。（知
識・理解）
3. 汚染物質や添加物を検出する実験操作ができ
る。（技能）
4. ⾷品添加物の安全性について基礎的な説明がで
きる。（知識・理解）
5. 実験結果を適切にまとめ、得られた結果ついて
考察し、レポートにまとめることができる。（思
考・判断・表現）
6. ⾷の安全を保つための必要な⾏動を考察でき
る。（思考・判断・表現）

⾷品分析学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

「⾷の安全」という⾔葉を⽿にしない⽇はほとんど
ない今⽇、⾷品分析の重要性については⾔うまでも
ない。⾷品は多成分系なので、そこで⽤いられる分
析法も、化学的⽅法、物理的⽅法と多様であり、化
学的分析法（分析化学）を理解するためにも様々な
物理的、化学的原理を理解する必要がある。本講義
では、近年、主流となっている機器分析を中⼼とし
て、各分析法によりどうのような定量的、あるいは
定性的な情報が得られるかといった概要について解
説する。この科⽬における知識は、将来、⾷品の品
質管理、⼯程管理、商品開発など、⾷品業界の仕事
に従事するうえでも⼤変重要である。

1. 化学分析における基本的な定量計算ができる
（技能）。
2. ⾷品分析を理解するための物理および化学の基
本原理が理解できる（知識・理解）。
3. ⾷品の⼀般分析や基本的分析法の原理を理解
し、⽬的によりどの分析法を選択すべきか、体系的
にまとめられる（知識・理解）。
4. 重要な機器分析法の概要を理解し、⽂章として
体系的にまとめられる（知識・理解）。
5. ⾷品物性などの物理測定の意義を理解し、その
適⽤領域を⽂章としてまとめられる（知識・理
解）。

1. 授業資料を⾒ながら、化学分析における基本的
な定量計算ができる（技能）。
2. ⾷品分析を理解するための物理および化学の基
本原理を教科書を⾒ながら説明できる（知識・理
解）。
3. ⾷品の⼀般分析や基本的分析に関して、⽬的に
よりどの分析法を選択すべきかを授業資料を⾒なが
らまとめられる（知識・理解）。
4. 重要な機器分析法の概要に関して、授業資料を
⾒ながら箇条書きにまとめられる（知識・理解）。
5. ⾷品物性などの物理測定に関して、その適⽤領
域を本で調べられる（知識・理解）。

⾷品バイオテク
ノロジー

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

近年、バイオテクノロジー（⽣物⼯学）は学術・産
業の各分野でめざましい進歩を遂げ、将来の⾷品産
業においても、その研究を遂⾏・発展させてゆくこ
とは重要な課題である。このような背景をもとに、
本科⽬ではまず、⾷品分野におけるバイオテクノロ
ジー全般の基礎知識を⾝につける。次に、バイオテ
クノロジーの応⽤について学び、それらを理解す
る。さらに、最新の知⾒をもとに⾷と環境に関わる
バイオテクノロジーについて考察する。

1．バイオテクノロジー全般について、⽣化学的及
び⽣物⼯学的視点から基礎的説明ができる。（知
識・理解）
2．バイオテクノロジーの⾷品⽣産への利⽤につい
て、⽣化学的及び⽣物⼯学的視点から説明できる。
（知識・理解）
3．バイオテクノロジーの⾷の安全性への利⽤につ
いて⽣化学的及び⽣物⼯学的視点から説明できる。
（知識・理解）
4．バイオテクノロジーを⽤いた遺伝⼦組換え⾷品
の歴史について⽣化学的及び⽣物⼯学的視点から説
明できる。（知識・理解）
5．バイオテクノロジーの⾷と環境への関わりにつ
いて考察し、⾃ら資料調査ができる。（思考・判
断・態度）

1．バイオテクノロジー全般の基礎的説明ができ
る。（知識・理解）
2．バイオテクノロジーの⾷品⽣産への利⽤につい
て説明できる。（知識・理解）
3．バイオテクノロジーの⾷の安全性への利⽤につ
いて説明できる。（知識・理解）
4．バイオテクノロジーを⽤いた遺伝⼦組換え⾷品
の歴史について説明できる。（知識・理解）
5．バイオテクノロジーの⾷と環境への関わりを考
察できる。（思考・判断・態度）

⾷と安全

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

⾷品の安全性は、⽣産・製造、加⼯、保存、流通、
提供など広範な領域において、多くの⼈の⼿を介し
て⽀えられているが、同時にその過程には多くのリ
スクを孕んでいるともいえる。⾷中毒、異物混⼊、
偽装表⽰、有害化学物質などにより⾷の安全が損な
われ、ヒトの健康を害する問題が起こることもあれ
ば、近年では、根拠不⼗分な情報によって消費者の
不安をあおるような問題も⽬⽴つ。
いずれにせよ、消費者は情報を取捨選択し、知識を
⾝に着け、⾷品の安全性を確保するために⾃らの判
断で⾏動するべきであると⾷品安全基本法などにも
明記されている。
本科⽬では、課題を通し、⾷の安全に関する情報を
消費者として、また⾷の専⾨家として正しく判断
し、解説できる能⼒を⾝につける。加えて、既に
「⾷品衛⽣学」等において習得済みの⾷品衛⽣に関
わる法規や機構、飲⾷に起因する健康危害、またそ
れを予防するための科学的論拠について、⽇常⽣活
（購⼊、調理、保存、洗浄消毒など）で発揮する具
体的⽅法について考察し、⾝につける。

1. 過去の事例を読み、加害者被害者に起こったこ
とが説明でき、両者の背景を考察できる。（思考・
判断・表現）
2. ⾷の安全に関する情報を収集し、内容を説明で
き、⽇常⽣活に関連付けて解釈できる。（思考・判
断・表現）
3. 近年の国内⾷中毒発⽣状況の実際と科学的知識
を関連付けて説明できる。（知識・理解）
4. 調理現場の汚染状況のパターンを解釈し、衛⽣
管理の⽇常的実動作を説明できる。（知識・理解）
5. 衛⽣的⼿洗いの重要性、具体的⽅法を説明で
き、第三者に衛⽣的⼿洗いを継続させる⽅法につい
て考察できる。（知識・理解）
6. 第三者に⾷を提供する際の購⼊から⽚付けま
で、⼀連の動作の中で起こり得るリスクを説明で
き、リスク回避⽅法について⽇常的実動作として説
明できる。（知識・理解）

1. 過去の事例を読み、加害者被害者に起こったこ
とを説明できる。（思考・判断・表現）
2. ⾷の安全に関する情報を収集し、内容を説明で
きる。（思考・判断・表現）
3. 近年の国内⾷中毒発⽣状況の実際を説明でき
る。（知識・理解）
4. 調理現場の汚染状況のパターンを説明できる。
（知識・理解）
5. 衛⽣的⼿洗いの重要性、具体的⽅法を説明でき
る。（知識・理解）
6. 第三者に⾷を提供する際の購⼊から⽚付けま
で、⼀連の動作の中で起こり得るリスクを考察でき
る。（知識・理解）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

健康科学概論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

1 2

今⽇の社会は、技術化・情報化が著しく進歩した反
⾯、ライフスタイルの急激な変容や環境破壊、⼈⼝
の⾼齢化など様々な問題を抱えている。私たちの健
康はそうした変化する⽣活環境に⽇々曝されてい
る。このような背景をもとに、本科⽬では、どうし
たら健やかに毎⽇を過ごすことができるのかを知る
ために、国⺠健康づくり運動の変遷、⽇本⼈の⾷事
摂取基準、ライフステージごとの⾝体的特徴の変化
とそれに伴う栄養摂取、ストレスなど周囲環境の変
化に伴う栄養摂取についての知識を⾝につける。

1. 健康を維持するための⾷事摂取について理論的
に説明できる。（知識・理解）
2. ライフステージごとの⾝体的特徴について体系
的に説明することができる。（知識・理解）
3. ⾝体的特徴の変化に伴う⾷事摂取について体系
的に説明することができる。（知識・理解）
4. 各⾃の健康を維持するための運動と栄養につい
て考察し、⾃ら計画、実施することができる。（思
考・判断・態度）

1. 健康を維持するための⾷事摂取について基礎的
な事項を説明できる。（知識・理解）
2. ライフステージごとの⾝体的特徴について基礎
的な事項を説明することができる。（知識・理解）
3. ⾝体的特徴の変化に伴う⾷事摂取について基礎
的な事項を説明することが出来る。（知識・理解）
4. 各⾃の健康を維持するための運動と栄養につい
て考察できる。（思考・判断・態度）

ライフステージ
と栄養

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

ヒトの⼀⽣は乳幼児から⽼後までいろいろなライフ
ステージを経過する。各ライフステージには、特徴
的な⽣理現象があり、それに伴い最適な栄養摂取法
がある。本講義では、ヒトの誕⽣と発達に注⽬し、
妊娠・授乳期、乳児・幼児・⼩児期の栄養学を中⼼
に講義する。すなわち基盤となる⽣理機能について
系統的に学習しながら、関連する栄養学分野を詳し
く学習する。具体的には、妊娠および授乳期、乳
児、幼児および⼩児期の⽣理、病理、栄養学的特
性、さらに栄養摂取基準を連携させて学習する。

1 妊娠および授乳期の⽣理、病理、栄養摂取基準
について、基礎知識および発展的知識を⾝につける
（知識・理解）。
2 乳児・幼児・⼩児期の⽣理、病理、栄養摂取基
準について、基礎知識および発展的知識を⾝につけ
る（知識・理解）。
3 ⺟⼦保健学の系統的な知識を基盤に、適切な栄
養摂取を考察し、適切な専⾨⽤語を⽤いて説明でき
るようになる（思考・判断・表現）。

1 妊娠および授乳期の⽣理、病理、栄養摂取基準
について、基礎知識を⾝につける（知識・理解）。
2 乳児・幼児・⼩児期の⽣理、病理、栄養摂取基
準について、基礎知識を⾝につける（知識・理
解）。
3 ⺟⼦保健学の基礎的な知識を基盤に、適切な栄
養摂取を考察し、わかりやすく説明できるようにな
る（思考・判断・表現）。

栄養と健康

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

4 2

安全でバランスのとれた⾷⽣活を提案するためには
栄養と健康に関する正確で深い知識が必要である。
実践栄養学Ⅲでは、⽣活習慣病やメタボリック症候
群と⾷⽣活の関連および、免疫と栄養の関連を中⼼
にその病因と⾷事療法について理解を深める。

1. ⽣活習慣病における各種疾患の病態、栄養⾷事
療法について基礎的知識および発展的知識を説明で
きる。（知識・理解）
2. 免疫と栄養の関連、⾷物アレルギーの病態、栄
養⾷事療法について基礎的知識および発展的知識を
説明できる。（知識・理解）
3. ⽇本の社会構造と疾患に関連した健康問題につ
いて考察し、⾷⽣活⽀援における具体的な⽅策を説
明できる。（関⼼・意欲・態度）

1. ⽣活習慣病における各種疾患の病態、栄養⾷事
療法について基礎的知識を説明できる。（知識・理
解）
2. 免疫と栄養の関連、⾷物アレルギーの病態、栄
養⾷事療法について基礎的知識を説明できる。（知
識・理解）
3. ⽇本の社会構造と疾患に関連した健康問題につ
いて考察し、⾷⽣活⽀援における⽅策の概要を説明
できる。（関⼼・意欲・態度）

スポーツ栄養論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

選⼿が⽬標とする⼤会でパフォーマンスを発揮する
ためには、⽇々のコンディションを計画的に整える
こと、すなわちコンディショニングの成功が課題で
ある。コンディショニングにおける栄養の役割は⼤
きい。このような背景をもとに、本科⽬では、運動
強度、運動時間によるエネルギー基質の変化や、競
技⼒向上に関わる⾻・からだづくりのための栄養素
摂取についての知識を⾝につけ、併せて低栄養によ
るスポーツ障がいの予防、期分けによる⾷事管理の
あり⽅についても理解する。また、個々の選⼿の⽬
的に応じた栄養補給の⽅法についても考察する。

1.⾝体活動時のエネルギー基質について、運動強
度・時間による変化を説明できる。（知識・理解）
2.⾝体活動時の競技特性、⽬的に合わせた栄養素の
補給、適切な摂取⽬標量について説明できる。（知
識・理解）
3.スポーツ選⼿のスポーツ障がいを予防するための
栄養補給について説明できる（知識・理解）
4.ジュニア選⼿、⼥性アスリートなど、ライフス
テージに合わせた栄養補給の留意点について説明で
きる（知識・理解）
5.スポーツ選⼿の⾷に関する課題を考察し、栄養マ
ネジメントに則った計画が⽴案できる。（思考・判
断・態度）

1.⾝体活動時のエネルギー基質について説明でき
る。（知識・理解）
2.⾝体活動時の適切な栄養素の補給、摂取⽬標量に
ついて説明できる。（知識・理解）
3.スポーツ選⼿のスポーツ障がいを予防するための
栄養補給について基本的な内容を説明できる（知
識・理解）
4.ジュニア選⼿、⼥性アスリートなど、ライフス
テージに合わせた栄養補給の基本的な留意点につい
て説明できる（知識・理解）
5.スポーツ選⼿への栄養管理について⽴案できる。
（思考・判断・態度）

栄養学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

栄養学は、栄養学分野の専⾨家を志す者にとって、
重要な第⼀歩にあたる基幹となる科⽬である。今後
履修する応⽤系専⾨科⽬を学習する上で必要とされ
る基本的な栄養学の知識をここで⾝につける。本授
業では、⽣化学、解剖⽣理学の基礎も含めた栄養学
の基礎を学ぶ。栄養とは何か、その意義について
しっかり習得する。五⼤栄養素の構造と機能、栄養
素の消化吸収と代謝の基礎、遺伝⼦と栄養の基礎、
⾷欲の調節、エネルギー代謝についての理解を⽬指
す。

1. 五⼤栄養素の構造と機能について総合的に説明
することができる。（知識・理解）
2. 栄養素の消化吸収と代謝の基礎について総合的
に説明することができる。（知識・理解）
3. 遺伝⼦と栄養の基礎について総合的に説明する
ことができる。（知識・理解）
4. ⾷欲の調節について総合的に説明することがで
きる。（知識・理解）
5. エネルギー代謝について総合的に説明すること
ができる。（知識・理解）
6. 今後履修していく関連科⽬の習得に必要な栄養
学の総合的な知識をしっかり⾝につけることができ
る。（知識・理解）

1. 五⼤栄養素の構造と機能について基本的な事項
を理解している。（知識・理解）
2. 栄養素の消化吸収と代謝の基礎について基本的
な事項を理解している。（知識・理解）
3. 遺伝⼦と栄養の基礎について基本的な事項を理
解している。（知識・理解）
4. ⾷欲の調節について基本的な事項を理解してい
る。（知識・理解）
5. エネルギー代謝について基本的な事項を理解し
ている。（知識・理解）
6. 今後履修していく関連科⽬の習得に必要な栄養
学の基本的な最低限の事項について説明することが
できる。（知識・理解）

⾷品機能学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

栄養成分が⾝体のはたらきに対して及ぼす機能につ
いて、基礎から学ぶ。⾷品は、栄養素の補給源とし
ての⼀次機能、「おいしさ」としての⼆次機能のほ
かに、疾病予防や健康維持のためにはたらく体調調
節機能としての三次機能を有する。本授業では、ま
ず前半に栄養学をさらに深く掘り下げ、詳しく学ん
だあと、⾷品の機能全体について理解していく。前
期に学んだ栄養学の知識をもとに、今後学んでいく
関連科⽬の習得に役⽴つ基礎⼒を⾝につける。

1. 前期で学んだ栄養学の知識をさらに詳しく定着
させ、具体的に説明できるようになる。（知識・理
解）（思考・判断・表現）
2. 近年話題となっている機能性成分（⾷品の三次
機能）について、正しく科学的に説明することがで
きる。（知識・理解）（思考・判断・表現）
3. これから学ぶ関連専⾨科⽬の習得に役⽴つ栄養
学的・⾷品学的基礎⼒をしっかりと⾝につけること
ができる。（知識・理解）

1. 前期で学んだ栄養学の知識をさらに定着させる
ことができる（知識・理解）
2. 近年話題となっている機能性成分（⾷品の三次
機能）について、基本的な最低限の事項に関して正
しく科学的に説明することができる。（知識・理
解）（思考・判断・表現）
3. これから学ぶ関連専⾨科⽬の習得に役⽴つ栄養
学的・⾷品学的基礎⼒を、基本的な最低限の事項に
関して⾝につけることができる。（知識・理解）

栄養学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 1

植物性タンパク質あるいは動物性タンパク質を摂⾷
させたラットの成⻑実験、窒素出納実験などのほ
か、⽣体試料を⽤いた栄養⽣化学的実験を通して既
に修了している講義内容を深く理解する。ラット⽣
体試料中の各種成分量の変動を様々な分析法により
求め、ラットの栄養状態との関連性を実験的に解析
する。実験で得られた知⾒と講義で学んだ内容を総
合して考察することにより、栄養学に関する理解を
より深めることを⽬的とする。
加えて三⼤栄養素の消化実験も⾏い、さらに栄養学
の知識を深める。

1. 本授業内容をしっかりと理解し、疑問点を抽出
することとその知識を基に当該内容について正しく
議論することができる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）
2. 植物性タンパク⾷と動物性タンパク⾷それぞれ
が⾝体におよぼす違いについて、栄養学的観点から
具体的に述べることができる。（思考・判断・表
現）（知識・理解）
3. 栄養学に関して他者にその内容を論理的かつ科
学的に説明することができる。（知識・理解）（思
考・判断・表現）

1. 本授業内容をしっかりと理解し、疑問点を抽出
することができる。（知識・理解）
2. 植物性タンパク⾷と動物性タンパク⾷それぞれ
が⾝体におよぼす違いについて、栄養学的観点から
基本的な最低限の事項に関して述べることができ
る。（思考・判断・表現）（知識・理解）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

公衆衛⽣学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

4 2

⼈間の健康を規定する要因としての社会や環境を理
解し、集団を対象とした健康管理のために必要な知
識や考え⽅を理解する必要がある。本科⽬では、⼈
間の⽣活を⽣態系に位置づけて理解し、集団の健康
に影響を及ぼす環境と⽣活習慣（ライフスタイ
ル）、わが国の健康状態の現状、医療制度および社
会保障制度を理解する。

1.社会の発展に伴う健康の概念の移り変わりを、時
系列で説明できる(知識・理解）。
2.社会や環境が⼈間の健康の規定する仕組みや要因
を理解し、論理的に説明できる(知識・理解)。
3.⼈間の健康状態に影響を及ぼす環境と⽣活習慣を
理解し、具体例を説明できる(知識・理解)。
4.健康や疾病に関わる統計資料について、⽇本と海
外の違いを理解し、それらの過去から現在の移り変
わりを説明できる(知識・理解)。
5.わが国の保健・医療・福祉・介護制度や関連法規
の概要を理解し、それぞれの制度のつながりを説明
できる(知識・理解）。
6.1から5を理解したうえで、我が国の健康増進や疾
病対策の利点と⽋点を総合的に述べることができる
(知識・理解）。

1.健康の概念を説明できる（知識・理解）。
2.社会や環境が⼈間の健康の規定する仕組みや要因
について、基本的な事項を説明できる(知識・理
解)。
3.⼈間の健康状態に影響を及ぼす環境と⽣活習慣を
説明できる(知識・理解)。
4.わが国の健康や疾病に関わる統計資料を説明でき
る(知識・理解)。
5.わが国の保健・医療・福祉・介護制度や関連法規
の概要を説明できる(知識・理解）。
6.１から5を理解したうえで、健康増進や疾病予防
の基本的事項を説明できる（関⼼・意欲・態度）。

⾷と環境

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

ヒトの健全な⽣活に⾷は⽋かすことができない。⾷
をめぐる営みは、⾃然・社会・経済さらには⼈間と
いう環境に変化をもたらし、⼀⽅で、環境からの変
化も受ける。今、我々を取り巻く環境では、世界規
模での地球温暖化、⼈⼝増加等の課題を抱え、⼤量
⽣産・⼤量消費・⼤量廃棄型の社会経済システムに
対し早急な対策が求められている。このような背景
をもとに本科⽬では、⾷を軸にした地球環境や⼈間
環境、「持続可能な環境」の構築への関⼼、理解を
深め、より望ましい「⾷」について考え、それを実
現する態度、実⾏⼒などを⾝につける。また、多⾓
的な視点による最前線の研究や取り組みをもとに、
⾷と環境のあり⽅についても考察する。

1. ⾷が様々な環境と繋がっていることを具体的に
説明できる。（知識・理解）
2. 地球温暖化にまつわる⾷問題とその対策につい
て、例を挙げて説明できる。（知識・理解）
3. 経済の発展が⾷に与える影響について理解し、
課題を提⽰することができる。（知識・理解）
4. ⾷がもたらす健康への影響、疾病との関わりに
ついて国際的な⽐較を含めて説明できる。（知識・
理解）
5. 持続可能な⾷・農について理解し、例を挙げて
説明できる。（知識・理解）
6. ⾷と環境について問題意識を持ち、⾏動、実⾏
することができる。（思考・判断・態度）
7. 現代の⾷を取り巻く環境について⾃ら資料調査
ができ、得られた情報をもとに考察できる。（思
考・判断・表現）

1. ⾷が様々な環境と繋がっていることが理解でき
る。（知識・理解）
2. 地球温暖化にまつわる⾷問題について説明でき
る。（知識・理解）
3. 経済の発展が⾷に与える影響について理解し、
説明できる。（知識・理解）
4. ⾷がもたらす健康への影響、疾病との関わりに
ついて説明できる。（知識・理解）
5. 持続可能な⾷・農について説明できる。（知
識・理解）
6. ⾷と環境について問題意識を持ち、⾏動するこ
とができる。（思考・判断・態度）
7. 現代の⾷を取り巻く環境について⾃ら資料調査
ができ、得られた情報をまとめることができる。
（思考・判断・表現）

調理学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

調理は⾷事計画に従って、各⾷品材料の特性を考慮
した様々な調理操作を⾏い、衛⽣的で安全、栄養バ
ランスが整った美味しい⾷事を作ることを⽬的とし
ている。本科⽬では調理操作、⾷品の調理性を科学
的視点から理解するとともに、⾷事計画、官能評
価、⾷の安全、調理の設備・器具・エネルギー資
源・管理、調理⽂化論など広く調理に関わる知識を
⾝につける。本科⽬は、⼈の健康と⽣活⽂化に資す
る学問であるとともに、これに続く調理学実習や実
際の⾷⽣活、あるいは⾷に関わる現場に活かすこと
ができる学修内容である。

1. 調理操作、⾷品の調理性について理論的に説明
できる。（知識・理解）
2. ⾷品の安全性の重要性を認識し、衛⽣管理の⽅
法について⾷品、調理操作ごとに説明できる。（知
識・理解）
3. ⾷事計画に関わる事項を体系的に説明できる。
（知識・理解）
4. 官能評価に関わる事項を各⼿法の特徴もふまえ
て説明できる。（知識・理解）
5. 調理の設備・器具・エネルギー資源・管理に関
わる事項を体系的に説明できる。（知識・理解）
6. ⽇本の⾷事の歴史と⽂化、外国の⾷⽂化につい
て基礎的な事項を説明できる。（知識・理解）

1. 調理操作、⾷品の調理性について基礎的な事項
を説明できる。（知識・理解）
2. ⾷品の安全性の重要性を認識し、衛⽣管理の⽅
法について基礎的な事項を説明できる。（知識・理
解）
3. ⾷事計画に関わる基礎的な事項を説明できる。
（知識・理解）
4. 官能評価に関わる基礎的な事項を説明できる。
（知識・理解）
5. 調理の設備・器具・エネルギー資源・管理に関
わる基礎的な事項を説明できる。（知識・理解）
6. ⽇本の⾷事の歴史と⽂化、外国の⾷⽂化につい
て、いくつか説明できる。（知識・理解）

調理学実習Ｉ

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 1

調理学の講義をもとに、各種⾷品の栄養特性、調理
性(植物性⾷品、動物性⾷品、成分抽出素材等）な
らびに基礎的調理⼿法（⾮加熱調理操作、加熱調理
操作、調味操作等）の要点を科学的に学び、理論と
実習の結びつきを理解する。さらに献⽴構成、⾷事
作法なども学ぶ。⾷品の特徴を理解し、適切な調理
⼿法を⽤いて⽇本料理、中国料理、⻄洋料理（各料
理様式別）、⾏事⾷の実習を⾷品の安全性・衛⽣管
理を考慮しながら⾏う。実習を経験することによ
り、机上で理解した知識を調理技能とともにより深
く⾝につけることができる。本科⽬は実際の⾷⽣
活、あるいは⾷に関わる現場で活かすことができる
学修内容である。

1. ⾷品の栄養特性、調理性等について植物性⾷
品、動物性⾷品、成分抽出素材、その他の⾷品ごと
に説明できる。（知識・理解）
2. 栄養⾯、安全⾯、嗜好⾯の各特性を⾼める⾷品
の基礎的調理⽅法について調理理論と結びつけて説
明できる。（知識・理解）
3. ⾷品の安全性の重要性を認識し、衛⽣管理の⽅
法について⾷品、調理操作ごとに説明できる。（知
識・理解）
4. 効率よく、適切な調理・調味操作ができる。
（思考・判断・表現）（技能）
5. 料理様式別に（⽇本料理、中国料理、⻄洋料
理）、⽇常の献⽴を組むことができ、⾏事⾷の実習
を実際の⾷⽣活で活かすことできる。（知識・理
解）（思考・判断・表現）(技能)

1. ⾷品の栄養特性、調理性等について基礎的な事
項を説明できる。（知識・理解）
2. 栄養⾯、安全⾯、嗜好⾯の各特性を⾼める基礎
的⾷品の調理⽅法について基礎的な事項を説明でき
る。（知識・理解）
3. ⾷品の安全性の重要性を認識し、衛⽣管理の⽅
法について基礎的な事項を説明できる。（知識・理
解）
4. 適切な調理・調味操作ができる。（思考・判
断・表現）（技能）
5. ⽇常の献⽴を組むことができ、⾏事⾷の実習を
実際の⾷⽣活の中で結びつけることができる。（知
識・理解）（思考・判断・表現）

調理学実習ＩＩ

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 1

調理学および調理学実習Ⅰで学んだ理論と技能を基
礎として、⽬的に応じた献⽴を⽴て、衛⽣的で、各
種⾷品に適切な調理・調味操作を⼀⼈で選択・実施
する能⼒を⾝につける科⽬である。献⽴を⽴てるに
は、⽇本料理、中国料理、⻄洋料理およびその他の
国の料理様式の特徴や調理法、ならびに⾏事⾷や
パーティ料理等の特徴、調理操作、供⾷⽅法および
⾷事作法を理解することが重要である。これらの代
表的な調理を数多く学ぶことで、調理の知識・技能
を向上させることができ、家庭での⾷⽣活や社会に
おける⾷の現場において企画・実施することができ
る。また、調理の⽬的や⾷品の特性に適した献⽴を
⽴案し、調理・調味操作および供⾷⽅法を⼀⼈で企
画・実施し、発表することができる。

1. 各料理様式の特徴を説明することができ、衛⽣
的・効率的に実習することができる。(知識・理
解)(技能)
2. 主な⾏事⾷やパーティ料理の特徴、調理操作、
供⾷⽅法および⾷事作法を説明することができ、衛
⽣的・効率的に実習できる。(知識・理解)(技能)
3. 各種⾷品に適する調理・調味操作を理論的に説
明でき、衛⽣的で効率的に実習できる。(知識・理
解)(技能)
4. 旬の⾷品に適切な調理を選択し、実際の⾷⽣活
に効果的に利⽤することができる。(知識・理
解)(思考・判断・表現)
5. ⽬的に応じた献⽴作成を⽴案し、調理・調味操
作および供⾷⽅法を⼀⼈で企画・実施し、詳細に発
表することができる。(知識・理解)(思考・判断・
表現)(関⼼・意欲・態度)(技能)

1. 料理様式の特徴をいくつか説明することがで
き、衛⽣的に実習することができる。(知識・理
解)(技能)
2. ⾏事⾷やパーティ料理の特徴、調理操作、供⾷
⽅法および⾷事作法を説明することができ、衛⽣的
に実習できる。(知識・理解)(技能)
3. 各種⾷品に適する調理・調味操作を説明でき、
衛⽣的に実習できる。(知識・理解)(技能)
4. 旬の⾷品に適切な調理を選択し、実際の⾷⽣活
に利⽤することができる。(知識・理解)(思考・判
断・表現)
5. ⽬的に応じた献⽴作成を⽴案し、調理・調味操
作および供⾷⽅法を⼀⼈で企画・実施し、発表する
ことができる。(知識・理解)(思考・判断・表現)(関
⼼・意欲・態度)(技能)



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

調理学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 1

調理過程に起こる現象のほとんどは化学・物理・⽣
物的要素が深く関わっている。そこで基礎的な調理
操作および⾷品の調理特性などから実験テーマをと
りあげ、何故このような現象がおこるのか、科学的
思考および官能評価による⾷味特性から考察する。
また得られた結果から調理への適⽤を考察し、調理
が理論的に、しかも再現性よく⾏えるようにする。
本科⽬は机上で学んだ調理学の知識を実験を通して
より理解することができ、調理学実習や実際の⾷⽣
活、あるいは⾷に関わる現場で活かすことができる
学修内容である。

1. 各回の実験から、調理操作、⾷品の調理性を理
解し、科学的根拠をもとに説明できるようになる。
（知識・理解）
2. レポートのまとめ⽅を習得し、実験結果を理論
的に考察できるようになる。（知識・理解）
3. ⾃ら調理をする上で疑問に感じていることを指
摘・発⾒し、その原因・理由は何であるか実験や⽂
献検索をしながら証明できるようになる。（知識・
理解）（思考・判断・表現）
4. フードスペシャリストの過去問題（調理学に関
する分野）を間違えずに解答することができる。
（知識・理解）

1. 各回の実験から、調理操作、⾷品の調理性を理
解し説明できるようになる。（知識・理解）
2. レポートのまとめ⽅を習得し、実験結果を考察
できるようになる。（知識・理解）
3. ⾃ら調理をする上で疑問に感じていることを指
摘・発⾒することができる。（知識・理解）（思
考・判断・表現）

調理科学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

調理素材としての⾷品の多くは複合成分から構成さ
れており、調理過程においては成分変化などの様々
な現象が起こる。実際の調理においては⼀種以上の
⾷品を組み合わせ、調理操作を⾏い、調味し供す。
この過程においては化学、⽣物学、物理学が深く関
与し、さらに⾷べる段階においては⼈の嗜好や⽂化
的背景、⼼理状態も加わり様々な要因が関わってく
る。失敗なく再現性のある調理を⾏い、且つ美味し
く⾷べるためには調理に関わる諸問題を科学的に解
明する必要がある。本科⽬は、「調理学」の調理操
作論および⾷品の調理性の内容をさらに深く学び、
調理を科学的視点から考察する。また、これまで報
告されている調理科学に関する論⽂を通読する。こ
れにより得た知識を応⽤展開できる⼒を⾝につけ
る。本科⽬は調理学実習や実際の⾷⽣活、あるいは
⾷に関わる現場で活かすことができる学修内容であ
る。

1. 調理素材としての⾷品の特性を理解し、調理過
程において⾷品の組織や成分がどのように変化する
のか、その理由とともに説明できる。（知識・理
解）
2. 失敗なく再現性のある調理を⾏い、且つ美味し
く⾷べるためにはどのような要因が関わってくるの
かを理論的に説明できる。（知識・理解）
3. 興味ある調理科学に関する研究論⽂について、
その内容を理論的に説明できる。（知識・理解）
（関⼼・意欲・態度）
4. ⽇々の⽣活から調理に関わる疑問点を⾒出し、
解明するための⽅法を提案することができる。（知
識・理解）（関⼼・意欲・態度）

1. 調理素材としての⾷品の特性を理解し、調理過
程において⾷品の組織や成分がどのように変化する
のか説明できる。（知識・理解）
2. 失敗なく再現性のある調理を⾏い、且つ美味し
く⾷べるためにはどのような要因が関わってくるの
かを説明できる。（知識・理解）
3. 興味ある調理科学に関する研究論⽂について、
その内容を説明できる。（知識・理解）（関⼼・意
欲・態度）
4. ⽇々の⽣活から調理に関わる疑問点を⾒出すこ
とができる。（知識・理解）（関⼼・意欲・態度）

⾷事計画・評価
論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

 現代の⾷⽣活は、物質的な豊かさや経済的な合理
性の追求よりも、⼼情的にも質の⾼い⾷事が求めら
れるようになってきた。⾷に関するさまざまな場⾯
において満⾜できる環境を効果的に演出するために
は、⾷物⾃体のおいしさに関する科学的知識や技術
に加えて、⼈の⼼に内在する⾷に対する充⾜感を満
たすための⼼理的、⽂化的側⾯についての教養や感
性も必要となる。
 本科⽬では、⾷に関するコーディネートを⾏う際
に必要な基礎知識、専⾨⽤語を⾝につけるため、1)
⾷べ物のおいしさの本質、2)もてなしの形ともてな
しの⼼、3)各国の⾷事様式が形成された⾷⽂化、4)
各国⾷事様式の特徴およびサービスとマナーについ
て学び、5)メニュープランニングのための基礎的な
⼿法、6)⾷空間のコーディネート法、7)起業の基
礎、8)⾷企画の流れや基礎スキルを理解する。ま
た、⾷事計画の実践として、⾷品成分表や⾷事バラ
ンスガイドを活⽤してライフステージに合わせた安
全⾯・栄養⾯・嗜好⾯の考慮のし⽅を学び、⾏事
⾷・⽇常⾷の献⽴の⽴て⽅を⾝につける。

1．⾷べ物のおいしさの本質にかかわる要因や、も
てなしの形およびもてなしの⼼の必要性について説
明できる。(知識・理解)
2．各国の⾷事様式の特徴および⾷⽂化について、
⽂化的、社会的な役割および社会情勢を踏まえて説
明できる。(知識・理解)
3．⾷事様式別のサービスとマナーの特徴と技法、
プロトコルについて説明できる。(知識・理解)
4．顧客やTPOに応じた⾷事様式別のメニュープラ
ンニングについて説明できる。(知識・理解)
5．6W3Hを意識した⾷空間のコーディネートに関
する基礎的な⼿法について説明できる。(知識・理
解)
6．起業の基礎および⾷企画の基礎を理解し、⾷企
画の⽴案をまとめて提案することができる。(思
考・判断・表現)
7．⽇常⾷および⾏事⾷を⽤いた献⽴を組み⽴てる
ことができ、⾷事計画を評価することができる。
(思考・判断・表現)

1．⾷べ物のおいしさの本質、もてなしの形、もて
なしの⼼について基本的な事項を説明できる。(知
識・理解)
2．各国の⾷事様式の特徴および⾷⽂化について基
本的な事項を説明できる。(知識・理解)
3．もてなす側のサービスおよびもてなされる側の
マナーについて説明できる。(知識・理解)
4．⾷事様式別のメニュープランニングについて説
明できる。(知識・理解)
5．⾷空間のコーディネートの基礎について説明で
きる。(知識・理解)
6．起業の基礎および⾷企画の基礎を理解し、⾷企
画を⽴案できる。(思考・判断・表現)
7．⽇常⾷および⾏事⾷を⽤いた献⽴を組み⽴てる
ことができる。(思考・判断・表現)

1．⾷べ物のおいしさの本質、もてなしの形、もて
なしの⼼について基本的な事項を説明できる。(知
識・理解)
2．各国の⾷事様式の特徴および⾷⽂化について基
本的な事項を説明できる。(知識・理解)
3．もてなす側のサービスおよびもてなされる側の
マナーについて説明できる。(知識・理解)
4．⾷事様式別のメニュープランニングについて説
明できる。(知識・理解)
5．⾷空間のコーディネートの基礎について説明で
きる。(知識・理解)
6．起業の基礎および⾷企画の基礎を理解し、⾷企
画を⽴案できる。(思考・判断・表現)
7．⽇常⾷および⾏事⾷を⽤いた献⽴を組み⽴てる
ことができる。(思考・判断・表現)

⾷事計画・評価
論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

現代の⾷⽣活は、物質的な豊かさや経済的な合理性
の追求よりも、⼼情的にも質の⾼い⾷事が求められ
るようになってきた。⾷に関するさまざまな場⾯に
おいて満⾜できる環境を効果的に演出するために
は、⾷物⾃体のおいしさに関する科学的知識や技術
に加えて、⼈の⼼に内在する⾷に対する充⾜感を満
たすための⼼理的、⽂化的側⾯についての教養や感
性も必要となる。
 本科⽬では、⾷に関するコーディネートを⾏う際
に必要な基礎知識、専⾨⽤語を⾝につけるため、1)
⾷べ物のおいしさの本質、2)もてなしの形ともてな
しの⼼、3)各国の⾷事様式が形成された⾷⽂化、4)
各国⾷事様式の特徴およびサービスとマナーについ
て学び、5)メニュープランニングのための基礎的な
⼿法、6)⾷空間のコーディネート法、7)起業の基
礎、8)⾷企画の流れや基礎スキルを理解する。ま
た、⾷事計画の実践として、⾷品成分表や⾷事バラ
ンスガイドを活⽤してライフステージに合わせた安
全⾯・栄養⾯・嗜好⾯の考慮のし⽅を学び、①⾏事
⾷に合わせた献⽴、②⽇常の献⽴の⽴て⽅を⾝につ
ける。

1．⾷べ物のおいしさの本質にかかわる要因や、も
てなしの形およびもてなしの⼼の必要性について説
明できる。(知識・理解)
2．各国の⾷事様式の特徴および⾷⽂化について、
⽂化的、社会的な役割および社会情勢を踏まえて説
明できる。(知識・理解)
3．⾷事様式別のサービスとマナーの特徴と技法、
プロトコルについて説明できる。(知識・理解)
4．顧客やTPOに応じた⾷事様式別のメニュープラ
ンニングについて説明できる。(知識・理解)
5．6W3Hを意識した⾷空間のコーディネートに関
する基礎的な⼿法について説明できる。(知識・理
解)
6．起業の基礎および⾷企画の基礎を理解し、⾷企
画の⽴案をまとめて提案することができる。(思
考・判断・表現)
7．⽇常⾷および⾏事⾷を⽤いた献⽴を組み⽴てる
ことができ、⾷事計画を評価することができる。
(思考・判断・表現)



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

伝統⾷品・調理
論実習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

4 1

伝統⾷品・調理論の講義を基に実習を⾏う。⽇本料
理は、季節感を⼤切にし、旬のものを⽤いる他、⾷
品の持ち味を⽣かした味付け、繊細な盛り付けなど
世界からの関⼼も⾼い。また南北に⻑い⽇本では各
地域の⾵⼟、⽂化に対応した伝統⾷品、郷⼟料理が
発達してきた。⽇本料理、郷⼟料理の実習を通して
これらの特徴を学び、調理の技術を⾝につけること
はもちろん、献⽴作成、⾷品素材、調理理論、盛り
付け、配膳、試⾷の際のマナーなどについて理解す
る。授業は⽇本料理、郷⼟料理を中⼼に実習を⾏
う。また各⾃、郷⼟料理、正⽉料理、諸外国の伝統
料理などについて調査し、プレゼンテーションおよ
び実習を⾏う。実習を通じて⾃国の⾷を⾒直し、⾷
の専⾨家としてのアイデンティティーを確⽴する。
確⽴したアイデンティティーは⽇々の⾷⽣活や⾷に
関わる現場での判断基準となり、様々な場⾯で活か
すことができる。

1. ⽇本料理、⻄洋料理、中国料理の特徴を気候⾵
⼟・⽂化的背景もふまえて説明できる。（知識・理
解）
2. ⽇本の郷⼟料理を気候⾵⼟・⽂化的背景もふま
えて都道府県ごとに列挙することができる。（知
識・理解）
3. 伝統とは何か、真の豊かさとは何かについて考
え、⾃分なりの結論を導き出すことができる。さら
になぜ伝統を重んじる必要があるか、後世に伝え繋
ぐ必要があるか具体的に述べることができる。（思
考・判断・表現）
4. ⽬的に応じた献⽴作成、効率のよい調理、美し
い盛り付け、配膳ができる。さらに、⾼度な調理技
術として桂むきができる。（技能）

1. ⽇本料理、⻄洋料理、中国料理の特徴を説明で
きる。（知識・理解）
2. ⽇本の郷⼟料理を都道府県ごとに列挙すること
ができる。（知識・理解）
3. 伝統とは何か、真の豊かさとは何かについて考
え、⾃分なりの結論を導き出すことができる。（思
考・判断・表現）
4. ⽬的に応じた献⽴作成、効率のよい調理、美し
い盛り付け、配膳ができる。（技能）

⾷⽂化概論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

1 2

⽂化の側⾯からとらえた⼈間の⾷について理解す
る。⾷⽣活は、⼈間の営みである。そのため、⼈間
の⾷を理解するためには、⾝体の⽣理的必要性や⾃
然環境の条件付けをふまえながらも、社会・⽂化的
環境についても知らなければならない。私たちと異
なる⾷⽂化の背景には、私たちとは異なる⾝体観、
衛⽣観、社会構造があるのである。⾷⽂化の多様性
は、⼈類の⽂化の多様性の⼀つのあらわれなのであ
る。現在、我々の⽬前で展開される⾷に関する諸現
象も、⽂化の側⾯から考えることもできる。このよ
うな背景をもとに、本科⽬では⼈間の⾷の⽂化的側
⾯について、基本的事項を理解する。

1. ⾷⽂化を学ぶための基本的な概念について、説
明できる。（知識・理解）
2. 世界の⾷料⽣産の技術と⾷⽂化について、その
歴史、地域性、課題について、例を挙げて説明でき
る。（知識・理解）
3. 世界各地の主⾷について、その⽂化的背景につ
いて、説明できる。（知識・理解）
4. 世界各地の⾷具の扱い⽅、⾷のタブーについ
て、包括的に説明することができる。（知識・理
解）
5. ⽇本の⾷⽂化の⽂化的歴史的構造について、説
明できる。（知識・理解）
6. ⼈類の⾷⽂化の多様性について考察し、⾃分の
意⾒を表現することができる。（思考・判断・表
現）

1. ⾷⽂化を学ぶための基本的な概念について、列
記できる。（知識・理解）
2. 世界の⾷料⽣産の技術と⾷⽂化について、その
歴史、地域性について、列記できる。（知識・理
解）
3. 世界各地の主⾷について、挙げることができ
る。（知識・理解）
4. 世界各地の⾷具の扱い⽅、⾷のタブーについ
て、列記できる。（知識・理解）
5. ⽇本の⾷⽂化の特⾊について、述べることがで
きる。（知識・理解）
6. ⼈類の⾷⽂化の多様性について述べることがで
きる。（知識・理解）

⾷物史

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

この授業の⽬的は、⽇本の⾃然環境や社会背景に配
慮しながら、⽇本の⾷物の変遷と⽇本型⾷⽣活の特
⾊について知ることである。⽬標は、世界史の流れ
のなかで培われた⽇本の⾷⽂化の特⾊を理解し、そ
れを踏まえて現代⽇本の⾷について複合的に判断で
きるようになることである。⽇本には、狩猟・最終
の時代とその後の農耕⽣活と⻑い⾷の歴史があり、
⾷物史は、守備範囲が広く多岐にわたり裾野が広⼤
な分野である。この授業では、前半は⽇本の各時代
の⾷⽣活の特徴について知り、後半は、⾷器・⾷
具、茶、酒、菓⼦、⾏事⾷、カレー、ラーメンなど
のテーマ別に⽇本の⾷物の歴史について理解する。

1. ⾷物の歴史を、⽇本を⽴脚点として体系的に説
明することができる。（知識・理解）
2. ⽇常⽣活でよく⾷べる料理の起源について、解
釈することができる。（知識・理解）
3. ⾝近な⾷物を、包括的に説明することができ
る。（知識・理解）
4. 他の地域の⾷⽂化について、⽐較して関係づけ
ながら、説明することができる。（知識・理解）
5. 世界各地の⾷事マナーについて、包括的に説明
することができる。（知識・理解）
6. ⽇本における主⾷の意義について系統⽴て、⾃
分の意⾒を表現することができる。（思考・判断・
表現）

1. ⾷物の歴史を、例を挙げて説明することができ
る。（知識・理解）
2. ⽇常⽣活でよく⾷べる料理の起源について、述
べることができる。（知識・理解）
3. ⾝近な⾷物を、具体的に説明することができ
る。（知識・理解）
4. 他の地域の⾷⽂化について、列記することがで
きる。（知識・理解）
5. 世界各地の⾷事マナー、⾷のタブーについて、
列挙することができる。（知識・理解）
6. ⽇本の主⾷について、説明することができる。
（知識・理解）

⾷器論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

いかに栄養に配慮し、味覚的にも万全を期して調理
された料理が出来上がったとしても、それで終わり
ではない。どのような⾷器に盛り付け、どのような
⾷卓で供し、どのような道具で⼝へ運ぶのか、また
⾷べる際のマナーはどうするのかということなども
⼈間の⾷事にとって重要な事象である。本科⽬で
は、このような⾷器を巡る⽂化について広範に学ん
でいく。⾷器を巡る⽂化は、国や地域の習慣、信
仰、美意識、社会の構造などが歴史的に積み重なっ
て形成されている。現在では、個⼈的な好みで⾃由
な選択がなされているかに⾒える⾷器を巡る⽂化に
ついて、⽂化⼈類学や歴史社会学などから解きほぐ
して考察する視点を提⽰する。また、講義を通して
得た視点を応⽤して、⾃分の⾝の回りにある⾷器に
ついての調査・考察をおこなう（冬休みレポー
ト）。本科⽬は、実際の⾷⽣活、あるいは⾷に関わ
る現場で活かすことができる学習内容である。

１．⼈類⽂化としての「⾷器」とはどのような存在
か。⾷器を巡る⽂化について、その多様な実態を⽂
化圏ごとに説明できる（知識・理解）
２．⾷器の素材ごとの特性や利⽤の歴史、地域性に
ついて説明できる（知識・理解）
３．⾝の回りの⾷器について、⾃分なりの視点で
テーマ設定し、情報収集・考察し、レポートにまと
めることができる。（知識・理解）（関⼼・意欲・
態度）（思考・判断・表現）

１．⼈類⽂化としての「⾷器」とはどのような存在
か。⾷器を巡る⽂化について、その多様な実態を⽂
化圏ごとに説明できる（知識・理解）
２．⾷器の素材ごとの特性や利⽤の歴史、地域性に
ついて説明できる（知識・理解）
３．⾝の回りの⾷器について、⾃分なりの視点で
テーマ設定し、情報収集・考察し、レポートにまと
めることができる。（知識・理解）（関⼼・意欲・
態度）（思考・判断・表現）

⽐較⾷⽂化論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

この授業の⽬的は、⾷⽂化の基本的概念を知り、⾷
⽂化の様々な側⾯の学習を通して、⾷⽂化全体につ
いての理解を深めることである。私たちは、毎⽇⾷
事を⾏うが、その⾏動は我々⾃⾝の背景にある⽂化
によって決定づけられている。⾃分たちにとっては
当たり前のことも、他の⽂化に属する⼈々から⾒る
とそうではないかもしれない。そのため、⾷⽂化理
解のためには常に「⽐較」の視点を持つことが必要
である。我々は、地域や時代が異なる社会の⾷⽂化
を考察することによって、⾃分たちの⾷⽂化の恣意
性をも判断することができるのである。この授業で
は、⾷⽂化の様々な側⾯に焦点を当て、⾷⽂化の奥
深さを理解し、ユネスコの無形⽂化遺産に登録され
た「和⾷」が持つ、⽇本の年中⾏事⾷の豊かな伝統
についても認識する。

1. ⾷⽂化の主要な主題について説明できる。（知
識・理解）
2. ⾷⽣活の具体例について、⽂化⾯から⽐較でき
る。（知識・理解）
3. 現代社会における⾷の社会的現象を、⽂化研究
の視点から解釈することができる。（知識・理解）
4. ⾷⽂化についての⾃⼰の意⾒を系統⽴てて表現
することができる。（思考・判断・表現）
5. 世界各地の⾷事マナー、⾷のタブーについて、
包括的に説明することができる。（知識・理解）
6. 世界各地の主⾷の種類について、系統⽴てて、
⾃分の意⾒を表現することができる。（思考・判
断・表現）

1. ⾷⽂化の主要な主題について述べることができ
る。（知識・理解）
2. ⾷⽣活の具体例について、列挙できる。（知
識・理解）
3. 現代社会における⾷の社会的現象を、列記する
ことができる。（知識・理解）
4. ⾷⽂化についての⾃⼰の意⾒を表現することが
できる。（思考・判断・表現）
5. 世界各地の⾷事マナー、⾷のタブーについて、
述べることができる。（知識・理解）
6. 世界各地の主⾷の種類について、列挙できるこ
とができる。（知識・理解）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⾷物特別講義

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

この科⽬は、フードスペシャリスト資格の取得には
必修である。フードスペシャリストとは、流通・消
費分野において、⾷品の品質判別、情報提供、コー
ディネートなど、供給側と消費者側との間に⽴った
⾷品の専⾨家としての活躍が期待されている。即
ち、⾷と健康、⾷と嗜好、⾷卓とサービス、各種の
こだわり⾷品などについての広い知識と、現実に流
通している⾷商品についての充分な知識を持ってい
ることが必要である。

１．「フードスペシャリスト資格認定試験」、専⾨
フードスペシャリスト資格認定試験」に合格するた
めの関連知識を得る。（知識・理解）
２．「フードスペシャリスト資格認定試験」、専⾨
フードスペシャリスト資格認定試験」に合格するこ
とを⽬的に、⾃発的に試験対策を⾏う。（関⼼・意
欲・態度）
３．成績評価試験（学内模試）で、「フードスペ
シャリスト資格認定試験」、専⾨フードスペシャリ
スト資格認定試験」合格ラインに達する（関⼼・意
欲・態度）

１．「フードスペシャリスト資格認定試験」に合格
するための関連知識を得る。（知識・理解）
２．「フードスペシャリスト資格認定試験」に合格
することを⽬的に、⾃発的に試験対策を⾏う。（関
⼼・意欲・態度）
３．成績評価試験（学内模試）で、「フードスペ
シャリスト資格認定試験」合格ラインに達する。
（関⼼・意欲・態度）

⾷料経済

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

2 2

⾷料は、経済の発展に伴い流通、加⼯を担う主体や
家庭内での調理過程が外部化され外⾷産業の登場、
拡⼤等により需要の変化に応じたフードシステムが
形成され、⾷料の安定供給と⾷⽣活の向上が図られ
てきた。その⼀⽅で、⾷料⾃給率の低下、⾷の安
全・安⼼の確保、環境問題への対応等の課題が発⽣
している。こうした状況の下、国⺠の豊かで健全な
⾷⽣活の実現に向けては、このような⾷市場の変化
や課題の発⽣がどのように起こったのかを理解する
ことが重要である。本科⽬では、わが国における⾷
市場の変化とそれを⽀えている⾷品産業の実態につ
いての知識を⾝につけるとともに、その背景にある
経済社会の構造および経済学的概念を理解する。併
せて、⾷に関連する諸制度の内容とそれが及ぼす効
果・影響について理解するとともに、関連する統計
情報等のデータを把握し、使⽤できるようにする。

１．農産物の市場取引における需要、供給、価格に
関する経済学的概念について、具体的な現象例を⽰
して説明できる。（知識・理解）
２．⾷⽣活、⾷料消費の変化とその要因について、
関連するデータを収集・整理・分析して説明でき
る。（知識・理解）
３．フードシステムを構成する⾷品製造業、⾷品流
通業、外⾷産業の実態について、関連するデータを
収集・整理・分析して説明できる。（知識・理解）
４．⽶⻨、野菜、畜産等の主要な農産物の品⽬につ
いて、⽣産、流通にかかる制度の概要および関連す
るデータを使⽤して⽣産、流通、消費の現状と特徴
について説明できる。（知識・理解）
５．⾷品の安全性、⾷品ロスとリサイクル、⾷品表
⽰等の⾷に関する近年の課題について、関連制度を
含めて説明できる。（知識・理解）

１．農産物の市場取引における需要、供給、価格に
関する経済学的概念について、基本的な事項を説明
できる。（知識・理解）
２．⾷⽣活、⾷料消費の変化とその要因について、
基本的な事項を関連するデータを使⽤して説明でき
る。（知識・理解）
３．フードシステムを構成する⾷品製造業、⾷品流
通業、外⾷産業の実態について、基本的な事項を関
連するデータを使⽤して説明できる。（知識・理
解）
４．⽶等の代表的な農産物の品⽬について、その⽣
産、流通、消費の現状と特徴について、基本的な事
項を関連するデータを使⽤して説明できる。（知
識・理解）
５．⾷品の安全性、⾷品ロスとリサイクル、⾷品表
⽰等の⾷に関する近年の課題について、基本的な事
項を説明できる。（知識・理解）

製品開発論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻

3 2

⾷品企業で実際的な研究開発に携わり経験豊富な講
師陣が、広い視点から⾷品関係の製品開発ついて、
オムニパス形式で講義を⾏う。製品(⾷品)を開発す
るには原料から製造、流通、消費までの流れ(フー
ドシステム)を理解しておく必要がある。近年、わ
が国の⾷⽣活はニーズの多様化、健康志向など急速
に変化してり、また⾷品産業も国際化により原料、
製造技術、⽣産体制など著しい変容を遂げている。
⾷の現場での製品開発の具体例を学ぶことにより、
⾷品開発についての実際的な深い理解を得ることが
できる。

１．原料から製造、流通、消費までの流れ（フード
システム）について、具体的な事例を挙げて説明で
きる。（知識・理解）
２．製品開発のコンセプトについて、具体的な事例
を挙げて説明することができる。（知識・理解）
３．講師が紹介した原料を⽤いた製品開発のレポー
ト作成し、経験豊かな講師の⾼評価を得ることがで
きる。(思考・判断・表現)

１．原料から製造、流通、消費までの流れ（フード
システム）について説明できる。（知識・理解）
２．製品開発のコンセプトについて説明することが
できる。（知識・理解）
３．講師が紹介した原料を⽤いた製品開発のレポー
トを作成できる。(思考・判断・表現)

卒業論⽂

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻 ⾷物
栄養学科管理栄
養⼠専攻

4 6

本科⽬は4年間の学修の集⼤成として、⾷物栄養に
関わるテーマについて研究を⾏い、その成果を論⽂
にまとめる。設定した課題の解決⽅法を⾃ら模索
し、それをもとに調査・実験を⾏う。得られた結果
について考察し、成果をまとめて発表する。本科⽬
を通して課題解決能⼒を⾼め、⾷物分野のみならず
社会⽣活全般に貢献できるようになる。

1. 課題を理解し、問題点を⾃ら指摘できる。（知
識・理解）
2. 課題解決のための⽅法を⾃ら考案できる。（思
考・判断・表現）
3. 課題解決のための実験を主体的に⾏うことがで
きる。(技能）
4. 得られた結果について考察し、問題点を解決す
るための⽅法を提案できる。（思考・判断・表現）
5. 結果と考察をまとめて論理的に章⽴てし論⽂に
することができる。（思考・判断・表現）
6. 成果を発表し、質疑応答に対して積極的に議論
することができる。（思考・判断・表現）

1. 課題を理解できる。（知識・理解）
2. 課題解決のための⽅法を理解できる。（思考・
判断・表現）
3. 課題解決のための実験を⾏うことができる。
（技能）
4. 得られた結果について考察できる。（思考・判
断・表現）
5. 結果と考察をまとめて論⽂にすることができ
る。（思考・判断・表現）
6. 成果を発表し質疑応答に答えることができる。
（思考・判断・表現）

卒業演習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科⾷
物学専攻 ⾷物
栄養学科管理栄
養⼠専攻

4 4

本科⽬は4年間の学修の集⼤成として、⾷物栄養に
関わるテーマについて調査を⾏い、その成果をまと
める。設定した課題について⽂献等で調査を⾏い、
得られた成果をまとめて発表する。本科⽬を通して
課題解決能⼒を⾼め、⾷物分野のみならず社会⽣活
全般に貢献できるようになる。

1. 課題を理解できる。（知識・理解）
2. 課題解決のための⽅法を理解できる。（思考・
判断・表現）
3. 課題解決のための実験を⾏うことができる。
（技能）
4. 得られた結果について考察できる。（思考・判
断・表現）
5. 結果と考察をまとめて論⽂にすることができ
る。（思考・判断・表現）
6. 成果を発表し質疑応答に答えることができる。
（思考・判断・表現）

1. 課題を理解できる。（知識・理解）
2. 課題の調査⽅法を理解できる。（知識・理解）
3. 課題解決のための調査を⾏うことができる。
（技能）
4. 得られた結果について考察できる。（思考・判
断・表現）
5. 結果と考察をまとめて発表し質疑応答に答える
ことができる。（思考・判断・表現）

健康管理概論
（社会福祉概論
を含む）

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

1 2

健康管理概論は、管理栄養⼠国家試験の「社会・環
境と健康」の前半三分の⼀に相当する部分である。
健康とは何か、そして⼈間の健康を規定する要因と
しての社会や環境を理解することは、地域社会、学
校、職域などの集団に健康増進や疾病予防対策を展
開するための基礎的な知識である。そこで、本科⽬
では、⼈間の⽣活を⽣態系に位置付けて理解し、集
団の健康に影響を及ぼす環境と⽣活習慣(ライフス
タイル)、我が国の健康状態の現状を把握し、社会
や環境が⼈間の健康をどのように決定し左右する
か、あるいは⼈間の健康を保持増進するための社会
や環境のあり⽅など、社会や環境と健康の関係を理
解する。

1.社会の発展に伴う健康の概念の移り変わりを、時
系列で説明できる(知識・理解）。
2.社会や環境が⼈間の健康の規定する仕組みや要因
を理解し、論理的に説明できる(知識・理解)。
3.⼈間の健康を保持・増進するための社会や環境に
ついて、これまでのあり⽅の問題点を説明できる
(知識・理解）。
4.我が国の保健統計の概要を理解し、それぞれの違
い⽐較しながら説明できる(知識・理解)。
5.⼈間の健康状態に影響を及ぼす環境と⽣活習慣を
理解し、具体例を説明できる(知識・理解)。

1.健康の概念を説明できる（知識・理解）。
2.社会や環境が⼈間の健康の規定する仕組みや要因
について、基本的な事項を説明できる(知識・理
解)。
3.⼈間の健康を保持・増進するための社会や環境の
あり⽅について、基本的な事項を説明できる（知
識・理解）。
4.我が国の保健統計の概要を説明できる(知識・理
解)。
5.⼈間の健康状態に影響を及ぼす環境と⽣活習慣を
説明できる(知識・理解)。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

公衆衛⽣学I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

公衆衛⽣学は管理栄養⼠国家試験の「社会・環境と
健康」の後半に相当するものである。地域社会、学
校、職域などの集団に対し、健康増進や疾病予防対
策を展開するためには、保健・医療・福祉・介護制
度を理解する必要がある。そこで、本科⽬では、わ
が国の健康・疾病に関わる統計資料、健康状態・疾
病の測定と評価の考え⽅、健康増進や疾病予防を理
解する。

1.健康や疾病に関わる統計資料について、⽇本と海
外の違いを理解し、それらの過去から現在の移り変
わりを説明できる(知識・理解)。
2.わが国の保健・医療・福祉・介護制度や関連法規
の概要を理解し、それぞれの制度のつながりを説明
できる(知識・理解）。
3.わが国の保健・医療・福祉・介護システムを理解
し、その中で管理栄養⼠が果たすべき役割を説明で
きる（関⼼・意欲・態度）。
4.健康状態や疾病の測定と評価⽅法について、⽬的
に応じた測定および評価⽅法を述べることができる
(知識・理解)。
5.１から4を理解したうえで、対象集団に応じた健
康増進や疾病予防について総合的に説明できる（関
⼼・意欲・態度）。

1.わが国の健康や疾病に関わる統計資料を説明でき
る(知識・理解)。
2.わが国の保健・医療・福祉・介護制度や関連法規
の概要を説明できる(知識・理解）。
3.わが国の保健・医療・福祉・介護システムにおけ
る管理栄養⼠の役割を説明できる（関⼼・意欲・態
度）。
4.健康状態や疾病の測定と評価⽅法を述べることが
できる(知識・理解)。
5.１から4を理解したうえで、健康増進や疾病予防
の基本的事項を説明できる（関⼼・意欲・態度）。

公衆衛⽣学II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

集団の健康増進や疾病予防対策を展開するために
は、健康状態の健康状態・疾病の測定と評価⽅法と
主要な疾患の疫学を理解する必要がある。本科⽬で
は、公衆衛⽣学Ⅰに引き続き、集団の健康状態・疾
病の測定と評価⽅法と主要な疾患(がん・循環器疾
患・代謝疾患・感染症など)の疫学と、予防対策を
理解する。

1.様々な疫学研究の⽅法の科学的エビデンスのレベ
ルの違いについて理解し、対象集団の健康状態を評
価するのに最適な⽅法を述べることができる（技
能）。
2.様々な集団の健康状態の評価⽅法の精度につい
て、その違いを科学的に述べることができる(知
識・理解)。
3.主要な疾患の疫学について、過去から現在の移り
変わりを、海外の状況と⽐較しながら述べることが
できる(知識・理解)。
4.主要な疾患の予防およびリスク要因について理解
し、対象集団の現状に即した疾病の予防およびリス
ク要因を述べることができる（知識・理解）。
5.1から4を理解したうえで、我が国の健康増進や疾
病対策の利点と⽋点を総合的に述べることができる
(知識・理解）。

1.様々な疫学研究の⽅法の科学的エビデンスのレベ
ルの違いを述べることができる（技能）。
2.様々な集団の健康状態の評価⽅法の精度を理解し
ている(知識・理解)。
3.主要な疾患の疫学について、過去から現在の移り
変わりを述べることができる(知識・理解)。
4.主要な疾患の予防およびリスク要因について述べ
ることができる（知識・理解）。
5.1から4を理解したうえで、我が国の健康増進や疾
病対策の基本的な事項を述べることができる(知
識・理解）。

⽣化学I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

1 2

管理栄養⼠として社会に貢献するために必要とされ
る⽣化学の基礎知識を修得することを⽬標とする。
専⾨科⽬を学習する前に、⽣命の基本メカニズムに
関する基礎知識が理解できるようになる。⽣物を構
成する様々な物質の化学的性質を知り、こうした物
質の⽣体内（特にヒト）における化学変化や、⽣命
現象との関係を学習する。⽣化学 I では、細胞の基
本構造と機能、⽣体成分である糖質・脂質・タンパ
ク質・核酸・ビタミンなどの化学構造と機能、酵素
の作⽤メカニズム、消化吸収のメカニズム、エネル
ギー代謝、糖質代謝などについて学ぶ。

1. 細胞の基本構造と機能について、分⼦レベルで
総合的内容を説明できる。（知識・理解）
2. ⽣体成分の化学構造と機能について、分⼦レベ
ルで総合的内容を説明できる。（知識・理解）
3. 酵素の作⽤メカニズムについて、分⼦レベルで
総合的内容を説明できる。（知識・理解）
4. 消化吸収のメカニズムについて、分⼦レベルで
総合的内容を説明できる。（知識・理解）
5. エネルギーおよび糖質の代謝について、分⼦レ
ベルで総合的内容を説明できる。（知識・理解）

1. 細胞の基本構造と機能について、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）
2. ⽣体成分の化学構造と機能について、基本的内
容を説明できる。（知識・理解）
3. 酵素の作⽤メカニズムについて、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）
4. 消化吸収のメカニズムについて、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）
5. エネルギーおよび糖質の代謝について、基本的
内容を説明できる。（知識・理解）

⽣化学II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

管理栄養⼠として社会に貢献するために必要とされ
る⽣化学の基礎知識を修得することを⽬標とする。
専⾨科⽬を学習する前に、⽣命の基本メカニズムに
関する基礎知識が理解できるようになる。⽣物を構
成する様々な物質の化学的性質を知り、こうした物
質の⽣体内（特にヒト）における化学変化や、⽣命
現象との関係を学習する。⽣化学 II では、1年次に
履修した⽣化学 I の内容を復習するとともに、糖質
代謝、脂質代謝、アミノ酸代謝、ヌクレオチド代
謝、核酸およびタンパク質の合成、ホルモンの作⽤
メカニズム・シグナル伝達、⾎液・体液・免疫機
構、ゲノムと遺伝⼦などについて学ぶ。

1. 糖質・脂質・アミノ酸・ヌクレオチドの代謝に
ついて、分⼦レベルで総合的内容を説明できる。
（知識・理解）
2. 核酸およびタンパク質の合成について、分⼦レ
ベルで総合的内容を説明できる。（知識・理解）
3. ホルモンの作⽤メカニズム・シグナル伝達につ
いて、分⼦レベルで総合的内容を説明できる。（知
識・理解）
4. ⾎液・体液・免疫機構について、分⼦レベルで
総合的内容を説明できる。（知識・理解）
5. ゲノムと遺伝⼦について、分⼦レベルで総合的
内容を説明できる。（知識・理解）

1. 糖質・脂質・アミノ酸・ヌクレオチドの代謝に
ついて、基本的内容を説明できる。（知識・理解）
2. 核酸およびタンパク質の合成について、基本的
内容を説明できる。（知識・理解）
3. ホルモンの作⽤メカニズム・シグナル伝達につ
いて、基本的内容を説明できる。（知識・理解）
4. ⾎液・体液・免疫機構について、基本的内容を
説明できる。（知識・理解）
5. ゲノムと遺伝⼦について、基本的内容を説明で
きる。（知識・理解）

⽣化学実験I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 1

「⽣化学実験１」では、⽣化学・基礎栄養学及びそ
の関連科⽬の講義で学んでいることを基盤として、
三⼤栄養素の消化実験および定量実験・反応速度論
実験、さらには遺伝⼦実験を実際に体験すること
で，楽しみながら，机上の学習だけでは得られない
深い理解を⽬指す。栄養分野の専⾨家となるために
は、栄養素および⽣体物質の化学的特性と代謝への
理解は特に重要である。また、これからの時代に即
した専⾨家となるために分⼦⽣物学への深い知識も
⽋かせない。実体験を通じて、⽣化学の基礎を確実
に習得する。

1. ⽣化学・基礎栄養学の知識を基盤として、栄養
素の構造と機能、栄養素の消化吸収と代謝の基礎、
遺伝⼦と栄養の基礎について、実感を持って理解
し、科学的に説明することができる。（知識・理
解）（思考・判断・表現）
2. 興味の対象を追究するために必要な実験⼿技お
よび科学レポートの書き⽅をしっかりと習得するこ
とができる。（知識・理解）（思考・判断・表現）

1. ⽣化学・基礎栄養学の知識を基盤として、栄養
素の構造と機能、栄養素の消化吸収と代謝の基礎、
遺伝⼦と栄養の基礎について、実感を持って理解し
⾝につけることができる。（知識・理解）
2. 興味の対象を追究するために必要な実験⼿技お
よび科学レポートの書き⽅について基本的な事項を
習得することができる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⽣化学実験II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 1

管理栄養⼠として社会に貢献するために必要とされ
る⽣化学の基礎知識を深める上で必要な実験技術を
修得する。⼈体を構成する様々な物質の化学的性質
を知り、⽣体内における化学変化や⽣命現象との関
係について、⽣化学的⼿法を⽤いた実験を⾃分で実
際に⾏いながら学習する。また、仮説を証明するた
めに、⾃分⾃⾝で実験データを取得し、得られた結
果から仮説の妥当性を考察するプロセスを学ぶ。具
体的には、基本的な⽣化学実験操作技術（緩衝液の
調製、定性、定量等）、⽣体成分（⾎糖、グリコー
ゲン、アミノ酸、タンパク質、酵素、DNA、ビタ
ミン、ミネラル等）の分析技術、タンパク質や遺伝
⼦の解析技術などを修得する。

１. ⼈体を構成する様々な物質の化学的性質につい
て、分⼦レベルで総合的内容を説明できる。（知
識・理解）
２. ⽣体内における化学変化や⽣命現象と、⽣体内
物質との関係について、分⼦レベルで総合的内容を
説明できる。（知識・理解）
３. 基本的な⽣化学実験操作、⽣体成分の分析およ
び解析などを、⾃ら率先して実施できる。（技能）
（関⼼・意欲・態度）
４. ⾃分⾃⾝で実験データを取得し、得られた結果
から仮説の妥当性について、関連情報を調べた上で
⾃分独⾃の視点を加えながら考察できる。（思考・
判断・表現）（関⼼・意欲・態度）

１. ⼈体を構成する様々な物質の化学的性質につい
て、基本的内容を説明できる。（知識・理解）
２. ⽣体内における化学変化や⽣命現象と、⽣体内
物質との関係について、基本的内容を説明できる。
（知識・理解）
３. 基本的な⽣化学実験操作、⽣体成分の分析およ
び解析などを、グループメンバーと協⼒し合いなが
ら実施できる。（技能）（関⼼・意欲・態度）
４. ⾃分⾃⾝で実験データを取得し、得られた結果
から仮説の妥当性について、グループメンバーと協
⼒し合いながら考察できる。（思考・判断・表現）
（関⼼・意欲・態度）

病理学I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

病理学は正常な⾝体が外的および内的要因による刺
激を受け、それに対する⽣体反応のプロセスと結果
を理解する分野である。病理学Ⅰでは、加齢・疾患
に伴う変化、疾患診断の概要、疾患治療の概要、栄
養障害と代謝疾患、消化器系、循環器系を学習す
る。また、管理栄養⼠国家試験科⽬の「⼈体の構造
と機能および疾病の成り⽴ち」の中の⼀分野である
ことより、試験対策も⾏う。

1 病理学分野の基本的および発展的な知識を理解
する。（知識・理解）。
2 ⼈に起こる病気に興味を持ち、その原因、過
程、結果について深く考察し、適切な専⾨⽤語を使
い説明できる（思考・判断・表現）。
3 管理栄養⼠国家試験科⽬「⼈体の構造と機能お
よび疾病の成り⽴ち」の中の該当する問題と同レベ
ルの問題の80％以上を正解できる（思考・判断・
表現）。

1 病理学分野の基本的な知識を理解する。（知
識・理解）。
2 ⼈に起こる病気に興味を持ち、その原因、過
程、結果について考察し、わかりやすく説明できる
（思考・判断・表現）。
3 管理栄養⼠国家試験科⽬「⼈体の構造と機能お
よび疾病の成り⽴ち」の中の該当する問題と同レベ
ルの問題の60％以上を正解できる（思考・判断・
表現）。

病理学II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

病理学は正常な⾝体が外的および内的要因による刺
激を受け、それに対する⽣体反応のプロセスと結果
を理解する分野である。病理学Ⅱでは、病理学Ⅰに
続き、腎・尿路系、内分泌系、神経・精神系、呼吸
器系、運動器系、⽣殖器系、⾎液・リンパ・凝固
系、免疫・アレルギー、感染症、悪性腫瘍について
学習する。また、管理栄養⼠国家試験科⽬の「⼈体
の構造と機能および疾病の成り⽴ち」の中の⼀分野
であることより、試験対策も⾏う。

1 病理学分野の基本的および発展的な知識を理解
する。（知識・理解）。
2 ⼈に起こる病気に興味を持ち、その原因、過
程、結果について深く考察し、適切な専⾨⽤語を使
い説明できる（思考・判断・表現）。
3 管理栄養⼠国家試験科⽬「⼈体の構造と機能お
よび疾病の成り⽴ち」の中の該当する問題と同レベ
ルの問題の80％以上を正解できる（思考・判断・
表現）。

1 病理学分野の基本的な知識を理解する。（知
識・理解）。
2 ⼈に起こる病気に興味を持ち、その原因、過
程、結果について考察し、わかりやすく説明できる
（思考・判断・表現）。
3 管理栄養⼠国家試験科⽬「⼈体の構造と機能お
よび疾病の成り⽴ち」の中の該当する問題と同レベ
ルの問題の60％以上を正解できる（思考・判断・
表現）。

解剖⽣理学I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

1 2

⼈体を構造（形態）の⾯から追究する解剖学と機能
（はたらき）の⾯から追究する⽣理学は相互に関係
づけることで効率的に学習できる。解剖⽣理学Ⅰで
は、⼈体の概観、細胞と組織、消化器系、⾎液、造
⾎器、リンパ系、免疫系、循環器系について学習す
る。発展的内容も取り⼊れ、将来学習する病理学や
臨床栄養学への導⼊の役割をはたす。管理栄養⼠国
家試験科⽬の「⼈体の構造と機能および疾病の成り
⽴ち」の⼀分野であることより、試験対策も⾏う。

1 ⼈体の概観、細胞と組織について系統的に理解
し、基礎知識および発展的知識を⾝につけることが
できる（知識・理解）。
2 消化器系の解剖学的構造と⽣理機能を系統的に
理解し、基礎知識および発展的知識を⾝につけるこ
とができる（知識・理解）。
3 ⾎液、造⾎器、リンパ系、免疫系の解剖学的構
造と⽣理機能を系統的に理解し、基礎知識および発
展的知識を⾝につけることができる（知識・理
解）。
4 循環器系の解剖学的構造と⽣理機能を系統的に
理解し、基礎知識および発展的知識を⾝につけるこ
とができる（知識・理解）。
5 解剖学、⽣理学の深い各論的知識をもとに、⽣
命および健康の意味を思索し、適切な専⾨⽤語を⽤
いて説明できるようになる（思考・判断・表現）。

1 ⼈体の概観、細胞と組織について理解し、基礎
知識を⾝につけることができる（知識・理解）。
2 消化器系の解剖学的構造と⽣理機能を理解し、
基礎知識を⾝につけることができる（知識・理
解）。
3 ⾎液、造⾎器、リンパ系、免疫系の解剖学的構
造と⽣理機能を理解し、基礎知識を⾝につけること
ができる（知識・理解）。
4 循環器系の解剖学的構造と⽣理機能を理解し、
基礎知識を⾝につけることができる（知識・理
解）。
5 解剖学、⽣理学の各論的知識をもとに、⽣命お
よび健康の意味を思索し、適切な専⾨⽤語を⽤いて
説明できるようになる（思考・判断・表現）。

解剖⽣理学II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

1 2

⼈体を構造（形態）の⾯から追究する解剖学と機能
（はたらき）の⾯から追究する⽣理学は相互に関係
づけることで効率的に学習できる。解剖⽣理学Ⅱで
は、呼吸器系、腎・尿路系、神経系、感覚器系、内
分泌系、⽣殖器系、運動器系、⽪膚と体温調節につ
いて学習する。発展的内容も取り⼊れ、将来学習す
る病理学や臨床栄養学への導⼊の役割をはたす。管
理栄養⼠国家試験科⽬の「⼈体の構造と機能および
疾病の成り⽴ち」の⼀分野であることより、試験対
策も⾏う。

1 呼吸器系について系統的に理解し、基礎知識お
よび発展的知識を⾝につけることができる（知識・
理解）。
2 腎・尿路系の解剖学的構造と⽣理機能を系統的
に理解し、基礎知識および発展的知識を⾝につける
ことができる（知識・理解）。
3 神経系、感覚器系の解剖学的構造と⽣理機能を
系統的に理解し、基礎知識および発展的知識を⾝に
つけることができる（知識・理解）。
4 内分泌系の解剖学的構造と⽣理機能を系統的に
理解し、基礎知識および発展的知識を⾝につけるこ
とができる（知識・理解）。
5 ⽣殖器系の解剖学的構造と⽣理機能を系統的に
理解し、基礎知識および発展的知識を⾝につけるこ
とができる（知識・理解）。
6 運動器系の解剖学的構造と⽣理機能を系統的に
理解し、基礎知識および発展的知識を⾝につけるこ
とができる（知識・理解）。
7 ⽪膚と体温調節の解剖学的構造と⽣理機能を系
統的に理解し、基礎知識および発展的知識を⾝につ
けることができる（知識・理解）。
8 解剖学、⽣理学の深い各論的知識をもとに、⽣
命および健康の意味を思索し、適切な専⾨⽤語を⽤
いて説明できるようになる（思考・判断・表現）。

1 呼吸器系について理解し、基礎知識を⾝につけ
ることができる（知識・理解）。
2 腎・尿路系の解剖学的構造と⽣理機能を理解
し、基礎知識を⾝につけることができる（知識・理
解）。
3 神経系、感覚器系の解剖学的構造と⽣理機能を
理解し、基礎知識を⾝につけることができる（知
識・理解）。
4 内分泌系の解剖学的構造と⽣理機能を理解し、
基礎知識を⾝につけることができる（知識・理
解）。
5 ⽣殖器系の解剖学的構造と⽣理機能を理解し、
基礎知識を⾝につけることができる（知識・理
解）。
6 運動器系の解剖学的構造と⽣理機能を理解し、
基礎知識を⾝につけることができる（知識・理
解）。
7 ⽪膚と体温調節の解剖学的構造と⽣理機能を理
解し、基礎知識を⾝につけることができる（知識・
理解）。
8 解剖学、⽣理学の各論的知識をもとに、⽣命お
よび健康の意味を思索し、適切な専⾨⽤語を⽤いて
説明できるようになる（思考・判断・表現）。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

解剖⽣理学実験I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 1

解剖⽣理学実験Ⅰの授業では、解剖⽣理学Ⅰ、Ⅱお
よび病理学Ⅰで学んだ知識をもとに、実験および⾃
ら被験者となる体験によって⼈体の働きを理解す
る。（１）神経系（膝蓋腱反射）・感覚系（嗅覚測
定、視野測定）の実験（２）⼼肺機能に関する実験
（運動⽣理学的実験）（３）⾎圧に関する実験
（４）尿の化学検査、沈渣標本の作製と観察などの
実験を⾏う。さらに、これらの実験、実習から得た
所⾒をもとに、解剖⽣理学の深い理解を得るととも
に、基本的知識を確実に体得する授業を⾏う。

1 実験に先⽴ち、関連する解剖⽣理学的知⾒を深
く理解できる（知識・理解）。
2 実験の⽬的を理解し、実験⽅法を⾃ら構築し、
実⾏できる（思考・判断・表現）
3 実験⽅法に習熟し、効率よく安全に実験し、安
定した結果を得ることができる（技能）。
4 実験結果を詳細に評価し、実験の意義を深く考
察できる。（思考・判断・表現）
5 実験で得た知⾒をもとに、さらに発展的な知⾒
を⽂献的に調査し、考察を深めることができる（関
⼼・意欲・態度）。

1 実験に先⽴ち、関連する基本的な解剖⽣理学的
知⾒を理解できる（知識・理解）。
2 実験の⽬的を理解し、指⽰された実験⽅法を、
実⾏できる（思考・判断・表現）
3 実験⽅法に習熟し、安全に実験し、結果を得る
ことができる（技能）。
4 実験結果を評価し、実験の意義を考察できる。
（思考・判断・表現）
5 実験で得た知⾒に関する事項を⽂献的に調査
し、考察に加えることができる（関⼼・意欲・態
度）。

解剖⽣理学実験
II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 1

解剖⽣理学実験Ⅱの授業では、解剖⽣理学Ⅰ、Ⅱお
よび病理学Ⅰ、Ⅱで学んだ知識をもとに、実験およ
び模型やプレパラートの観察によって⼈体の構造と
機能を理解する。（１）ラットの解剖実験（２）⾻
格、筋、臓器標本の観察とスケッチ（３）組織プレ
パラートの顕微鏡観察とスケッチを⾏う。さらに、
これらの実験、実習から得た所⾒をもとに、解剖⽣
理学の深い理解を得るとともに、基本的知識を確実
に体得する授業を⾏う。

1 動物実験の⽅法に習熟し、効率よく安全に実⾏
し、安定した結果を得ることができる（技能）。
2 解剖所⾒を収集し、基礎的および発展的な知識
と統合し、考察を加えたレポートを書くことができ
る（思考・判断・表現）。
3 模型や標本を⽤いた学習により、⼈体の構造と
機能に関する基礎的および発展的知識を確認する
（知識・理解）。
4 顕微鏡を正しく使⽤し、プレパラートの観察を
スムーズに⾏うことができる（技能）。
5 標本に興味を持って根気良く観察し、多くの所
⾒を得て記述することができる（関⼼・意欲・態
度）。

1 動物実験の基本的な⽅法を習得し、安全に実⾏
し、基本的な結果を得ることができる（技能）。
2 解剖所⾒を収集し、基礎的な知識と統合し、考
察を加えたレポートを書くことができる（思考・判
断・表現）。
3 各種標本を⽤いた学習により、⼈体の構造と機
能に関する基礎的知識を確認する（知識・理解）。
4 顕微鏡を正しく使⽤し、プレパラートの観察を
⾏うことができる（技能）。
5 標本に興味を持って観察し、基礎的な所⾒を得
て記述することができる（関⼼・意欲・態度）。

運動⽣理学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

近年、わが国では⽣活習慣病およびメタボリックシ
ンドローム、ロコモティブシンドロームといった健
康問題が認知され、健康づくりへの関⼼が⾼まって
いる。このような背景をもとに、本科⽬では、運動
における⾝体の変化について形態的および機能的な
⾯から理解する。また、健康づくりを⽬的とした運
動処⽅の考え⽅を理解する。さらに、近年取り上げ
られている運動⽅法や健康づくりに関わる情報につ
いて考察する。

1. レジスタンストレーニング実施による⾝体の変
化について、形態⾯および機能⾯から説明できる。
（知識・理解）
2. 有酸素性トレーニング実施による⾝体の変化に
ついて、形態⾯および機能⾯から説明できる。（知
識・理解）
3. ⾝体組成について、⾝体情報をもとに必要な数
値を算出し、適切な評価ができる。（技能）
4. １⽇のエネルギー消費量について、各項⽬別に
算出し、予測できる。（技能）
5. ⽬的に合わせた運動処⽅の作成について、情報
を活⽤しながら適切な運動内容を作成できる。（思
考・判断・表現）

1. レジスタンストレーニング実施による⾝体の変
化について説明できる。（知識・理解）
2. 有酸素性トレーニング実施による⾝体の変化に
ついて説明できる。（知識・理解）
3. ⾝体組成について評価ができる。（技能）
4. １⽇のエネルギー消費量について予測できる。
（技能）
5. ⽬的に合わせた運動処⽅の作成について、適切
な運動を選択できる。（思考・判断・表現）

微⽣物学・免疫
学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

微⽣物は、栄養学、農学、理学、薬学、遺伝学、医
学など多くの分野に利⽤されており、その有⽤性を
理解することや、また⾷中毒など感染症を認識する
上で病原微⽣物と⽣体防御の関係をを理解すること
とは必要である。本科⽬では、微⽣物を知る上で、
分類、形態構造、発育増殖の基本的な知識を⾝につ
け、さらに感染症の要因とその⽣体の反応を知るこ
とにより、免疫反応による⽣体防御機構を理解す
る。さらに、⽣活の中での基本的な感染症防御法を
⾝につける。

1.微⽣物の分類学上における種類を説明出来る。
（知識・理解）
2.微⽣物の基本的な形態構造と異なる種類の特徴的
構造を細胞レベルで説明出来る。（知識・理解）
3.微⽣物の増殖に関するメカニズムと必要な環境要
因を⽣化学の視点から説明出来る。（知識・理解）
4.微⽣物の利⽤において、その有⽤性を具体例を⽰
して説明出来る。（知識・理解）
5.病原微⽣物の感染様式と感染症の分類を説明出来
る。（知識・理解）
6.⽣体防御機構を細胞レベルと分⼦レベルで説明出
来る。（知識・理解）
7.感染防御の⽅法を法規と安全性の視点に⽴って説
明出来る。（知識・理解）

1.微⽣物の種類を総合的に説明出来る。（知識・理
解）
2.微⽣物の基本的な形態構造を説明出来る。（知
識・理解）
3.微⽣物の増殖に関する環境要因を総合的に説明出
来る。（知識・理解）
4.微⽣物の利⽤において有⽤な⾷品を列挙できる。
（知識・理解）
5.病原微⽣物の種類と感染症を総合的に列挙でき
る。（知識・理解）
6.⽣体防御に関与する細胞と分⼦を列挙できる。
（知識・理解）
7.感染防御の具体的な⽅法を説明出来る。（知識・
理解）

⾷品学総論

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

⾷品学とは、⾷品の種類、成分、性状などについて
基礎的な知識を幅広く学ぶ科⽬であり、 ⾷物分
野・栄養分野全体の基礎となる科⽬である。今⽇、
⾷品は世界中から輸⼊され、⾷⽣活が欧⽶化したこ
とにより、がん、循環器疾患、糖尿病などの⽣活習
慣病が増加し、これらの疾病の防⽌ に⾷⽣活の改
善が求められている。このようなことを背景に、本
講義においては、⽔および⾷品 について⾷品学的
な側⾯から理解を深めていくとともに、調理・加⼯
中のこれらの成分の変化について理解する。また、
⾷品の嗜好成分、機能成分について学ぶとともに、
⾷品表⽰法について理解する。

1．⼈間と⾷べ物の関わりについて、⾷品の歴史的
変遷と⾷物連鎖の両⾯から総合的に説明できる。
（知識・理解）
2．⽔の性質を理解した上で、⽔分含量と⾷品の保
存性の関係について、代表的な⾷品ごとに説明でき
る。（知識・理解）
3．⾷品の五⼤栄養素の性質および栄養性につい
て、代表的な⾷品ごと説明できる。（知識・理解）
4．⾷品成分の調理・加⼯における成分の変化につ
いて、２と3の理解をふまえた上で総合的に説明で
きる。（知識・理解）
5．⾷品の嗜好成分について、代表的な⾷品ごとに
含有成分とその性質を説明できる。（知識・理解）
6．⾷品成分の機能性、健康に与える影響、疾病予
防に対する関与成分について、代表的な⾷品ごとに
その名称と役割を総合的に説明できる。（知識・理
解）
7．⾷品の成分表⽰法について理解した上で、代表
的な⾷品の特徴を説明できる。（知識・理解）

1．⼈間と⾷べ物の関わりについて、⾷品の歴史的
変遷と⾷物連鎖の両⾯から基本的な事項について説
明できる。（知識・理解）
2．⽔の性質、⽔分含量と⾷品の保存性の関係につ
いて基本的な事項を説明できる。（知識・理解）
3．⾷品の五⼤栄養素の性質および栄養性について
基本的な事項を説明できる。（知識・理解）
4．⾷品成分の調理・加⼯における成分の変化につ
いて基本的な事項を理解している。（知識・理解）
5．⾷品の嗜好成分について、代表的な成分につい
てその基本的な性質を説明できる。（知識・理解）
6．⾷品成分の機能性、健康に与える影響、疾病予
防について基本的な事項を説明できる。（知識・理
解）
7．⾷品の成分表⽰法について基本的な事項を説明
できる。（知識・理解）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⾷品学総論実験I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 1

⾷品学総論（２年次前期）で学んだ⽔分、5⼤栄養
素(糖質、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラ
ル)、嗜好成分について、主として⽇本⾷品標準成
分表の分析法に準じ、⾝近な⾷品を⽤いて定量・定
性分析を⾏う。この実験を通じて化学分析、⾷品分
析の基本的な考え⽅を学び、あわせて⾷品学総論の
講義で得た知識の理解を深める。

１．各分析法について、原理、⽅法について理解
し、説明ができる。（知識・理解）
２．グループで実験の進め⽅について話し合い、イ
ニシアチブをとって実験を進めることができる。
（関⼼・意欲・態度）
３．ガラス器具等の器具の取り扱いについて習熟
し、使⽤法を正しく説明できる。（技能）
４．分析に使⽤する試薬の作製法、使⽤⽬的を理解
し、安全な使⽤⽅法について説明できる。（技能）
５．実験の経過を踏まえながら、得られた分析結果
についてグループ内でイニシアチブをとって考察で
きる。（思考・判断・表現）
６．５をもとに実験経過、分析結果等を適切に考察
したレポートを作成することができる。（思考・判
断・表現）

１．各分析法について、基本的な原理、⽅法につい
て説明ができる。（知識・理解）
２．グループで実験の進め⽅について話し合い、安
全に実験を進めることができる。（関⼼・意欲・態
度）
３．ガラス器具等の器具の取り扱いについて説明で
きる。（技能）
４．分析に使⽤する試薬の作製法、使⽤⽬的を理解
し、安全に使⽤できる。（技能）
５．実験の経過を踏まえながら、得られた分析結果
についてグループで考察できる。（思考・判断・表
現）
６．５をもとにレポートを作成することができる。
（思考・判断・表現）

⾷品学総論実験
II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 1

⾷品学総論（２年次前期）で学んだ⽔分、5⼤栄養
素(糖質、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラ
ル)、嗜好成分について、主として⽇本⾷品標準成
分表の分析法に準じ、⾝近な⾷品を⽤いて定量・定
性分析を⾏う。この実験を通じて化学分析、⾷品分
析の基本的な考え⽅を学び、あわせて⾷品学総論の
講義で得た知識の理解を深める。また、⾼速液体ク
ロマトグラフィー（HPLC）、ガスクロマトグラ
フィー（GC）等、⾷品分析には⽋かせない機器を
使⽤し、 機器の取り扱い⽅の基礎的な知識を習得
する。

１．各分析法について、原理、⽅法について理解
し、説明ができる。（知識・理解）
２．グループで実験の進め⽅について話し合い、イ
ニシアチブをとって実験を進めることができる。
（関⼼・意欲・態度）
３．ガラス器具等の器具の取り扱いについて習熟
し、使⽤法を正しく説明できる。（技能）
４．分析に使⽤する試薬の作製法、使⽤⽬的を理解
し、安全な使⽤⽅法について説明できる。（技能）
５．液体クロマトグラフィー等の分析機器の構成を
理解し、基本的な取り扱い⽅を説明できる。（技
能）
６．実験の経過を踏まえながら、得られた分析結果
についてグループ内でイニシアチブをとって考察で
きる。（思考・判断・表現）
７．６をもとに実験経過、分析結果等を適切に考察
したレポートを作成することができる。（思考・判
断・表現）

１．各分析法について、基本的な原理、⽅法につい
て説明ができる。（知識・理解）
２．グループで実験の進め⽅について話し合い、安
全に実験を進めることができる。（関⼼・意欲・態
度）
３．ガラス器具等の器具の取り扱いについて説明で
きる。（技能）
４．分析に使⽤する試薬の作製法、使⽤⽬的を理解
し、安全に使⽤できる。（技能）
５．液体クロマトグラフィー等の分析機器の構成を
説明できる。（技能）
６．実験の経過を踏まえながら、得られた分析結果
についてグループで考察できる。（思考・判断・表
現）
７．６をもとにレポートを作成することができる。
（思考・判断・表現）

⾷品衛⽣学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

⾷における安全性の確保は、⾷⽣活および⾷品産業
を健全に維持・持続させるための最重要な課題であ
る。腸管出⾎性⼤腸菌O157に代表されるように、
我々の命を脅かす⾷中毒の要因は⾝近に存在する。
また、⾷のグローバル化に伴う危険要因の多様化と
伝播も国際的な問題となっている。このような背景
をもとに、本科⽬では、⾷品の変質、⾷中毒、汚染
物質、⾷品添加物、残留農薬についての知識を⾝に
つけ、併せて⾷品衛⽣に関わる法規と機構について
も理解する。また、最新の情報をもとに、⾷の安全
性確保のあり⽅についても考察する。

1. 腐敗および酸敗の化学的な視点から総合的に説
明できる。（知識・理解）
2. ⾷中毒の発⽣時期と分類について説明できる。
（知識・理解）
3. ⾷中毒要因物質の種類と⾷中毒症状および防除
⽅法を化学的視点から物質レベルで説明できる。
（知識・理解）
4. 汚染物質の種類と健康への影響を化学的視点か
ら物質レベルで説明できる。（知識・理解）
5. ⾷品添加物の種類と⽤途および安全性評価につ
いて化学的視点から物質レベルで説明できる。（知
識・理解）
6. ⾷品衛⽣の法規と⾏政機構について国際状況を
踏まえて説明できる。（知識・理解）
7. 最新の⾷品衛⽣事件から⾷の安全について考察
し、⾃ら資料調査ができる。（思考・判断・態度）

1. 腐敗および酸敗について説明できる。（知識・
理解）
2. ⾷中毒の発⽣時期と分類について説明できる。
（知識・理解）
3. ⾷中毒要因物質の種類と⾷中毒症状および防除
⽅法を説明できる。（知識・理解）
4. 汚染物質の種類と健康への影響を説明できる。
（知識・理解）
5. ⾷品添加物の種類と⽤途および安全性評価につ
いて説明できる。（知識・理解）
6. ⾷品衛⽣の法規と⾏政機構について説明でき
る。（知識・理解）
7. 最新の⾷品衛⽣事件から⾷の安全について考察
できる。（思考・判断・態度）

⾷品衛⽣学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 1

⾷品衛⽣法における⾷品衛⽣とは「⾷品」「添加
物」「器具」「容器包装」を衛⽣的に保つことをい
い、各検査法は⾷品衛⽣検査指針に⽰されている。
本実験は、⾷品衛⽣検査指針の微⽣物学的試験およ
び理化学的試験の⼀部を⾏い、⾷中毒の原因となる
細菌の同定、汚染物質の検出、添加物の定量等の技
術を⾝につける。また、⾷品添加物や器具等の規格
基準の意義について理解する。さらに、⾷の安全を
保つために必要な⾏動について考察する。

1. 細菌類を扱う基本的な操作ができ、かつ原理と
必要性を説明できる。（技能）
2. 細菌類の増殖条件について⽣化学的な側⾯から
説明できる。（知識・理解）
3. 汚染物質や添加物を検出する実験操作ができ、
定量のための計算式を説明できる。（技能）
4. ⾷品添加物の安全性について添加物ごとに説明
できる。（知識・理解）
5. 実験結果を適切にまとめ、得られた結果だけで
なく背景についても考察し、レポートにまとめるこ
とができる。（思考・判断・表現）
6. ⾷の安全を保つための必要な⾏動を考察し、発
表することができる。（思考・判断・表現）

1. 細菌類を扱う基本的な操作ができる。(技能）
2. 細菌類の増殖条件について説明ができる。（知
識・理解）
3. 汚染物質や添加物を検出する実験操作ができ
る。（技能）
4. ⾷品添加物の安全性について基礎的な説明がで
きる。（知識・理解）
5. 実験結果を適切にまとめ、得られた結果ついて
考察し、レポートにまとめることができる。（思
考・判断・表現）
6. ⾷の安全を保つための必要な⾏動を考察でき
る。（思考・判断・表現）

⾷品利⽤学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

⼈は限られた⾷材を美味しくかつ⻑く⾷するために
様々な加⼯⾷品を開発してきたが、⾷の多様化とグ
ローバル化に伴い、加⼯⾷品の種類はますます増加
している。そのため、加⼯と保存およびそれらの規
格基準について、正確な知識を持つことが必要とさ
れる。本科⽬では、⾷品の加⼯や保存⽅法について
科学的な視点から理解する。さらに世界各地の様々
な加⼯⾷品ついての知識を深める。また、近年増加
している保健機能⾷品についても学ぶ。

1. 加⼯に伴う⾷品成分の変化について⾷品ごとに
説明できる。（知識・理解）
2. ⾷品の保存⽅法の種類と意義について科学的に
説明できる。（知識・理解）
3. 容器包装の種類を材料成分の特性の⾯から説明
できる。（知識・理解）
4. 発酵⾷品の製造⽅法について⾷品ごとに具体的
に説明できる。（知識・理解）
5. 世界各地の加⼯⾷品について地理的および⽂化
的背景を含めて説明できる。（知識・理解）

1. 加⼯に伴う⾷品成分変化について説明できる。
（知識・理解）
2. ⾷品の保存⽅法の種類について説明できる。
（知識・理解）
3. 容器包装の種類について説明できる。（知識・
理解）
4. 発酵⾷品の基礎的な製造⽅法について説明でき
る。（知識・理解）
5. 世界各地の加⼯⾷品について説明ができる。
（知識・理解）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⾷品利⽤学実習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 1

⾷の多様化とグローバル化に伴い、⾷⽣活上で加⼯
⾷品が占める割合はますます増加している。それゆ
え、管理栄養⼠は様々な加⼯⾷品に対して、正確な
知識をもつことが必要とされる。本実習では、⾷品
利⽤学の講義で得た知識をもとに、⾝近な加⼯⾷品
を原料から実際に製造し、原料の特性、加⼯原理、
および加⼯⼯程についての技術を修得し、知識を深
める。さらに、瓶詰や殺菌⽅法などの保存技術も修
得する。

1. 加⼯⾷品を製造するための基礎的な操作につい
て、操作の意義を理解しながら⾏える。（技能）
2. 加⼯⾷品の製造法について科学的観点から説明
できる。（知識・理解）
3. 実習の結果だけでなく独⾃で調査した内容を踏
まえて多⾯的に考察できる。（思考・判断・表現）
4. 編成された班内で協⼒ができ、かつ⾃ら主体的
に作業ができる。（関⼼・意欲・態度）

1. 加⼯⾷品を製造するための基礎的な操作が⾏え
る。（技能）
2. 加⼯⾷品の製造法について説明できる。（知
識・理解）
3. 実習結果について考察できる。（思考・判断・
表現）
4. 編成された班内で協⼒して作業ができる。（関
⼼・意欲・態度）

調理学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

1 2

調理は⾷事計画に従って、各⾷品材料の特性を考慮
した様々な調理操作を⾏い、衛⽣的で安全、栄養バ
ランスが整った美味しい⾷事を作ることを⽬的とし
ている。本科⽬では調理操作、⾷品の調理性を科学
的視点から理解するとともに、⾷事計画、官能評
価、⾷の安全、調理の設備・器具・エネルギー資
源・管理、調理⽂化論など広く調理に関わる知識を
⾝につける。本科⽬は、⼈の健康と⽣活⽂化に資す
る学問であるとともに、これに続く調理学実習や実
際の⾷⽣活、あるいは⾷に関わる現場に活かすこと
ができる学修内容である。

1. 調理操作、⾷品の調理性について理論的に説明
できる。（知識・理解）
2. ⾷品の安全性の重要性を認識し、衛⽣管理の⽅
法について⾷品、調理操作ごとに説明できる。（知
識・理解）
3. ⾷事計画に関わる事項を体系的に説明できる。
（知識・理解）
4. 官能評価に関わる事項を各⼿法の特徴もふまえ
て説明できる。（知識・理解）
5. 調理の設備・器具・エネルギー資源・管理に関
わる事項を体系的に説明できる。（知識・理解）
6. ⽇本の⾷事の歴史と⽂化、外国の⾷⽂化につい
て基礎的な事項を説明できる。（知識・理解）

1. 調理操作、⾷品の調理性について基礎的な事項
を説明できる。（知識・理解）
2. ⾷品の安全性の重要性を認識し、衛⽣管理の⽅
法について基礎的な事項を説明できる。（知識・理
解）
3. ⾷事計画に関わる基礎的な事項を説明できる。
（知識・理解）
4. 官能評価に関わる基礎的な事項を説明できる。
（知識・理解）
5. 調理の設備・器具・エネルギー資源・管理に関
わる基礎的な事項を説明できる。（知識・理解）
6. ⽇本の⾷事の歴史と⽂化、外国の⾷⽂化につい
て、いくつか説明できる。（知識・理解）

調理学実習Ｉ

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 1

調理学の講義をもとに、各種⾷品の栄養特性、調理
性(植物性⾷品、動物性⾷品、成分抽出素材等）な
らびに基礎的調理⼿法（⾮加熱調理操作、加熱調理
操作、調味操作等）の要点を科学的に学び、理論と
実習の結びつきを理解する。さらに献⽴構成、⾷事
作法なども学ぶ。⾷品の特徴を理解し、適切な調理
⼿法を⽤いて⽇本料理、中国料理、⻄洋料理（各料
理様式別）、⾏事⾷の実習を⾷品の安全性・衛⽣管
理を考慮しながら⾏う。実習を経験することによ
り、机上で理解した知識を調理技能とともにより深
く⾝につけることができる。本科⽬は実際の⾷⽣
活、あるいは⾷に関わる現場で活かすことができる
学修内容である。

1. ⾷品の栄養特性、調理性等について植物性⾷
品、動物性⾷品、成分抽出素材、その他の⾷品ごと
に説明できる。（知識・理解）
2. 栄養⾯、安全⾯、嗜好⾯の各特性を⾼める⾷品
の基礎的調理⽅法について調理理論と結びつけて説
明できる。（知識・理解）
3. ⾷品の安全性の重要性を認識し、衛⽣管理の⽅
法について⾷品、調理操作ごとに説明できる。（知
識・理解）
4. 効率よく、適切な調理・調味操作ができる。
（思考・判断・表現）（技能）
5. 料理様式別に（⽇本料理、中国料理、⻄洋料
理）、⽇常の献⽴を組むことができ、⾏事⾷の実習
を実際の⾷⽣活で活かすことできる。（知識・理
解）（思考・判断・表現）(技能)

1. ⾷品の栄養特性、調理性等について基礎的な事
項を説明できる。（知識・理解）
2. 栄養⾯、安全⾯、嗜好⾯の各特性を⾼める基礎
的⾷品の調理⽅法について基礎的な事項を説明でき
る。（知識・理解）
3. ⾷品の安全性の重要性を認識し、衛⽣管理の⽅
法について基礎的な事項を説明できる。（知識・理
解）
4. 適切な調理・調味操作ができる。（思考・判
断・表現）（技能）
5. ⽇常の献⽴を組むことができ、⾏事⾷の実習を
実際の⾷⽣活の中で結びつけることができる。（知
識・理解）（思考・判断・表現）

調理学実習ＩＩ

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 1

調理学および調理学実習Ⅰで学んだ理論と技能を基
礎として、⾷品の安全性の重要性を認識し、⽬的に
応じた献⽴を⽴て、衛⽣的で、各種⾷品に適切な調
理・調味操作を⼀⼈で選択・実施する能⼒を⾝につ
ける科⽬である。献⽴を⽴てるには、⽇本料理、中
国料理、⻄洋料理およびその他の国の料理様式の特
徴や調理法、ならびに⾏事⾷やパーティ料理等の特
徴、調理操作、供⾷⽅法および⾷事作法を理解する
ことが重要である。これらの代表的な調理を数多く
学ぶことで、調理の知識・技能を向上させることが
でき、実際の⾷⽣活や社会における⾷に関わる現場
において、企画・実施することができる学修内容で
ある。また、調理の⽬的や⾷品の特性に適した献⽴
を⽴案し、調理・調味操作および供⾷⽅法を⼀⼈で
企画・実施し、発表することも修得する。

1. 各料理様式の特徴を説明することができ、衛⽣
的・効率的に実習することができる。(知識・理
解)(技能)
2. 主な⾏事⾷やパーティ料理の特徴、調理操作、
供⾷⽅法および⾷事作法を説明することができ、衛
⽣的・効率的に実習できる。(知識・理解)(技能)
3. 各種⾷品に適する調理・調味操作を理論的に説
明でき、衛⽣的で効率的に実習できる。(知識・理
解)(技能)
4. 旬の⾷品に適切な調理を選択し、⾷事計画に効
果的に利⽤することができる。(知識・理解)(思
考・判断・表現)
5. ⽬的に応じた献⽴作成を⽴案し、調理・調味操
作および供⾷⽅法を⼀⼈で企画・実施し、詳細に発
表することができる。(知識・理解)(思考・判断・
表現)(関⼼・意欲・態度)(技能)

1. 料理様式の特徴をいくつか説明することがで
き、衛⽣的に実習することができる。(知識・理
解)(技能)
2. ⾏事⾷やパーティ料理の特徴、調理操作、供⾷
⽅法および⾷事作法を説明することができ、衛⽣的
に実習できる。(知識・理解)(技能)
3. 各種⾷品に適する調理・調味操作を説明でき、
衛⽣的に実習できる。(知識・理解)(技能)
4. 旬の⾷品に適切な調理を選択し、実際の⾷⽣活
に利⽤することができる。(知識・理解)(思考・判
断・表現)
5. ⽬的に応じた献⽴作成を⽴案し、調理・調味操
作および供⾷⽅法を⼀⼈で企画・実施し、発表する
ことができる。(知識・理解)(思考・判断・表現)(関
⼼・意欲・態度)(技能)

基礎栄養学

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

基礎栄養学は、栄養学分野の専⾨家を志す者にとっ
て、重要な第⼀歩にあたる基幹となる科⽬である。
今後履修する応⽤系専⾨科⽬を学習する上で必要と
される基本的な栄養学の知識をここで⾝につける。
本授業では、⽣化学、解剖⽣理学の基礎も含めた栄
養学の基礎を学ぶ。栄養とは何か、その意義につい
てしっかり習得する。国家試験受験ガイドラインに
沿った教科書を基に講義を進め、五⼤栄養素の構造
と機能、栄養素の消化吸収と代謝の基礎、遺伝⼦と
栄養の基礎、⾷欲の調節、エネルギー代謝について
の理解を⽬指す。

1. 五⼤栄養素の構造と機能について総合的に説明
することができる。（知識・理解）
2. 栄養素の消化吸収と代謝の基礎について総合的
に説明することができる。（知識・理解）
3. 遺伝⼦と栄養の基礎について総合的に説明する
ことができる。（知識・理解）
4. ⾷欲の調節について総合的に説明することがで
きる。（知識・理解）
5. エネルギー代謝について総合的に説明すること
ができる。（知識・理解）
6. 今後履修していく関連科⽬の習得に必要な栄養
学の総合的な知識をしっかり⾝につけることができ
る。（知識・理解）

1. 五⼤栄養素の構造と機能について基本的な事項
を理解している。（知識・理解）
2. 栄養素の消化吸収と代謝の基礎について基本的
な事項を理解している。（知識・理解）
3. 遺伝⼦と栄養の基礎について基本的な事項を理
解している。（知識・理解）
4. ⾷欲の調節について基本的な事項を理解してい
る。（知識・理解）
5. エネルギー代謝について基本的な事項を理解し
ている。（知識・理解）
6. 今後履修していく関連科⽬の習得に必要な栄養
学の基本的な最低限の事項について説明することが
できる。（知識・理解）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

基礎栄養学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 1

植物性タンパク質あるいは動物性タンパク質を摂⾷
させたラットの成⻑実験、窒素出納実験などのほ
か、⽣体試料を⽤いた栄養⽣化学的実験を通して既
に修了している講義内容について実感を持って深く
理解する。ラット⽣体試料中の各種成分量の変動を
様々な分析法により求め、ラットの栄養状態との関
連性を実験的に解析する。実験で得られた知⾒と講
義で学んだ内容を総合して考察することにより、栄
養学に関する理解をより深めることを⽬的とする。
加えて三⼤栄養素の消化実験も⾏い、さらに基礎栄
養学についての知識を深める。

1. 本授業内容をしっかりと理解し、疑問点を抽出
することとその知識を基に当該内容について正しく
議論することができる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）
2. 植物性タンパク⾷と動物性タンパク⾷それぞれ
が⾝体におよぼす違いについて、栄養学的観点から
具体的に述べることができる。（思考・判断・表
現）（知識・理解）
3. 栄養学に関して他者にその内容を論理的かつ科
学的に説明することができる。（知識・理解）（思
考・判断・表現）

1. 本授業内容をしっかりと理解し、疑問点を抽出
することができる。（知識・理解）
2. 植物性タンパク⾷と動物性タンパク⾷それぞれ
が⾝体におよぼす違いについて、栄養学的観点から
基本的な最低限の事項に関して述べることができ
る。（思考・判断・表現）（知識・理解）

応⽤栄養学I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

個⼈の栄養管理では、各ライフステージ別における
栄養状態や⼼⾝機能の特徴を理解が重要である。応
⽤栄養学Iでは、栄養管理の基本と、妊娠・授乳期
の⺟親の栄養管理を理解する。さらに、ライフス
テージ別に、⽣理的特徴、栄養アセスメント、病態
と疾患、栄養ケアおよび⾷事摂取基準の考え⽅を⾝
に着ける。

1.個⼈を対象とした栄養管理の概要について、ライ
フステージの特徴と関連づけて基本的事項を説明で
きる(知識・理解)。
2.⾝体状況や栄養状態に応じた栄養管理の考え⽅を
⾝に着け、具体例を説明できる（知識・理解）。
3.妊娠期および授乳期における⾝体機能の変化に伴
う栄養状態の変化に応じた栄養管理について、妊娠
期と授乳期と⾮妊娠時を⽐較しながら説明できる
(思考・判断・表現)。
4.新⽣児期および乳幼期における⾝体機能の変化に
伴う栄養状態の変化に応じた栄養管理について、そ
の違いを⽐較しながら説明できる(思考・判断・表
現)。
5.ライフステージ別の⾷事摂取基準の考え⽅の違い
について、⾝体機能の変化と関連づけて説明できる
（思考・判断・表現）。

1.個⼈を対象とした栄養管理の概要について、基本
的事項を説明できる(知識・理解)。
2.⾝体状況や栄養状態に応じた栄養管理の考え⽅を
説明できる（知識・理解）。
3.妊娠期および授乳期における⾝体機能の変化に伴
う栄養状態の変化に応じた栄養管理を説明できる
(思考・判断・表現)。
4.新⽣児期および乳幼期における⾝体機能の変化に
伴う栄養状態の変化に応じた栄養管理を説明できる
(思考・判断・表現)。
5.ライフステージ別の⾷事摂取基準の考え⽅の違い
を説明できる（思考・判断・表現）。

応⽤栄養学II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

応⽤栄養学とは、⼈の⽣涯の各ライフステージにお
ける適切な栄養ケア・マネジメントを⾏う⼒を養う
ことを⽬的とした科⽬である。学修により、各ライ
フステージの⾝体的特徴を理解し、対象の個⼈なら
びに集団の栄養学的問題を適切にアセスメントする
⼿法を⾝に付ける。さらに、⾷事摂取基準の理論に
基づいた適切な栄養ケア・マネジメントを⾏い、対
象者の健康維持・増進、疾病の発症・重症化予防へ
導くための理論と⼿法を理解する。
本科⽬では、応⽤栄養学Ⅰに引き続き、幼児期、学
童期・思春期、成⼈期、⾼齢期における栄養ケア・
マネジメントの理論と⼿法を理解する。

１．幼児期の⾝体機能の特徴を踏まえ、科学的根拠
を基に栄養管理の理論と⼿法を説明できる。（知
識・理解）
２．学童期・思春期の⾝体機能の特徴を踏まえ、科
学的根拠を基に栄養管理の理論と⼿法を説明でき
る。（知識・理解）
３．成⼈期の⾝体機能の特徴を踏まえ、科学的根拠
を基に栄養管理の理論と⼿法を説明できる。（知
識・理解）
４．⾼齢期の⾝体機能の特徴を踏まえ、科学的根拠
を基に栄養管理の理論と⼿法を説明できる。（知
識・理解）
５．上記１~４のライフステージにおける栄養管理
について、近年の栄養摂取状況や社会環境の変化を
踏まえ、科学的根拠を基に論じることができる。
（思考・判断・表現）

１．幼児期の⾝体機能の特徴を踏まえ、栄養管理の
理論と⼿法を説明できる。（知識・理解）
２．学童期・思春期の⾝体機能の特徴を踏まえ、栄
養管理の理論と⼿法を説明できる。（知識・理解）
３．成⼈期の⾝体機能の特徴を踏まえ、栄養管理の
理論と⼿法を説明できる。（知識・理解）
４．⾼齢期の⾝体機能の特徴を踏まえ、栄養管理の
理論と⼿法を説明できる。（知識・理解）
５．上記１~４のライフステージにおける栄養管理
について、近年の栄養摂取状況や社会環境の変化を
踏まえて説明できる。（思考・判断・表現）

応⽤栄養学Ⅲ

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

4 2

応⽤栄養学Ⅰ、Ⅱで学んだ各ライフステージの栄養
ケア・マネジメント理論の基となる⾷事摂取基準へ
の理解を深め、実践につながる知識を定着させる。
さらに、健康維持・増進、疾病の発症予防を⽬的と
した運動や、競技⼒を⾼めることを⽬的としたス
ポーツ、ストレス状況や⾼温・低温、⾼圧・低圧、
無重⼒環境、災害時などの特殊環境下における栄養
管理の理論を理解する。

１．⽇本⼈の⾷事摂取基準（2020年版）における
理論と活⽤法について、科学的根拠を基に説明でき
る。（知識・理解）
２．運動の意義、運動・スポーツ時における⽣体内
の⽣理的機能、適切な栄養管理のための理論につい
て、科学的根拠を基に説明できる。（知識・理解）
３．ストレス状況における適切な栄養管理につい
て、科学的根拠を基に説明できる。（知識・理解）
４．⾼温・低温環境、⾼圧・低圧環境、無重⼒環
境、災害時における適切な栄養管理について、科学
的根拠を基に説明できる。（知識・理解）
５．上記２~４の状況下における栄養管理につい
て、近年の⾃然環境、社会環境の変化を踏まえ、科
学的根拠を基に論じることができる。（思考・判
断・表現）

１．⽇本⼈の⾷事摂取基準（2020年版）における
理論と活⽤法について説明できる。（知識・理解）
２．運動の意義、運動・スポーツ時における⽣体内
の⽣理的機能、適切な栄養管理のための理論につい
て説明できる。（知識・理解）
３．ストレス状況における適切な栄養管理について
説明できる。（知識・理解）
４．⾼温・低温環境、⾼圧・低圧環境、無重⼒環
境、災害時における適切な栄養管理について説明で
きる。（知識・理解）
５．上記２~４の状況下における栄養管理につい
て、近年の気候変化、⾃然環境、社会環境を踏まえ
て説明できる。（思考・判断・表現）

応⽤栄養学実習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 1

栄養学は⾷⽣活と健康との関係を考究することが⽬
的であり、応⽤栄養学実習では応⽤栄養学など各教
科で得た知識、技術を応⽤研究してライフステージ
ごとの栄養の理論と実際を実習する。すなわち妊娠
期、授乳期、乳児期、幼児期、学童期、思春期、成
⼈期、⾼齢期の各ステージにおいて、⾝体ならびに
精神の両⾯についてその特性を⼗分に理解した上
で、各ステージの栄養ケアについて⾝につける。

1. ライフステージごとの⾝体的特徴に伴う正しい
栄養摂取について体系的に説明することができる。
（知識・理解）
2. 上記1.を踏まえたうえで、対象者に対し科学的根
拠をもとにアセスメントができる。（思考・判断・
表現）
3. 上記1.と2.を踏まえたうえで、対象者に⾷事計画
をその理由とともに理論的に⽰すことができる。
（思考・判断・表現）

1. ライフステージごとの⾝体的特徴に伴う正しい
栄養摂取について基本的事項を説明することができ
る。（知識・理解）
2. 上記1.を踏まえたうえで、対象者に対しアセスメ
ントができる。（思考・判断・表現）
3. 上記1.と2.を踏まえたうえで、対象者に⾷事計画
を⽰すことができる。（思考・判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

栄養教育論I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

1 2

栄養教育の⽬的は、対象とする個⼈や集団のQOL
を⾼めるため、安全で適正な⾷⽣活を営み、望まし
い健康状態を維持・増進できるよう、教育的⼿段を
⽤いて好ましい⾷⾏動の実践と習慣化をさせること
である。この講義では、そのために必要な栄養・⾷
⽣活に関する基礎知識を⾝につける。

1.栄養教育に必要な法的根拠を理解し、説明できる
（知識・理解）。
2.栄養価計算ができ、⾷品構成の計算に応⽤できる
（技能）。
3.⾷品分類の理念を理解し、説明できる（知識・理
解）。
4.糖尿病⾷品交換表、腎臓病⾷品交換表の使い⽅が
理解でき、病院実習で応⽤できる（知識・理解）。

1.栄養教育に必要な法的根拠を理解できる（知識・
理解）。
2.栄養価計算ができる（技能）。
3.⾷品分類の理念を理解できる（知識・理解）。
4.糖尿病⾷品交換表、腎臓病⾷品交換表の使い⽅が
理解できる（知識・理解）。

栄養教育論II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

1 2

栄養教育は、対象者の健康・栄養状態、⾷⾏動、⾷
環境等に関する情報を収集・分析し、総合的にそれ
らの評価・判定を⾏い、対象者に応じた栄養教育プ
ログラムの作成・実施・評価を総合的にマネジメン
トし、QOLの向上につながる正しい⾷⽣活習慣を
定着させることを⽬的にしている。そのために必要
な基礎知識を⾝につける。

1.対象者の健康・栄養状態、⾷⾏動、⾷環境等に関
する情報を収集、分析できる（技能）。
2.栄養教育を展開する際の計画、⽅法、実施、評価
の判定ができる（知識・理解）。
3.栄養教育の⼀連のプログラムを⽴てることができ
る（知識・理解）。
4.栄養状態の変化に応じた栄養教育マネジメントが
できる（技能)。

1.対象者の健康・栄養状態、⾷⾏動、⾷環境等に関
する情報を収集できる（技能）。
2.栄養教育を展開する際の計画、⽅法、実施、評価
にいたる理念を理解できる（知識・理解）。
3.栄養教育計画の⽴案について理解できる（知識・
理解）。
4.栄養教育マネジメントができる（技能）。

栄養教育論実習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 1

栄養教育の効果を⾼めるための補助的⼿段として、
教育者と対象者との間の知識や意思の伝達を仲介す
るものを媒体という。対象者に適した指導⽅法の検
討及び媒体の選択⽅法を学び、集団教育の実践を通
して、その技術を⾝につける。

1.栄養教育のプレゼンテーションの技法を対象者に
合わせて理解できる（技能）。
2.対象に応じた媒体の選択⽅法を理解できる（知
識・理解）。
3.対象に応じた栄養教育の発表を、媒体を利⽤して
説明できる（思考・判断・表現）。

1.栄養教育のプレゼンテーションの技法を理解でき
る（技能）。
2.媒体の種類を理解できる（知識・理解）。
3.対象に応じた栄養教育の発表を⾏うことができる
（思考・判断・表現）。

栄養教育論演習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

カウンセラーは、クライアントの⾷・栄養に対し
て、専⾨的な⽴場から⽀援している。カウンセラー
⾃⾝の態度として基本的なことは、受容・共感・⾃
⼰⼀致のほかに、観察・傾聴・確認・沈黙・要約な
どがあり、クライアントの状況に合わせて使い分け
ながら進めていくことが⼤切である。この演習で
は、妊娠期から⾼齢期と疾患をテーマにして、教員
を相⼿に20〜25分間、パワーポイントを使⽤し
て、教員の話に柔軟に対応しながらテーマの話を⾏
い、カウンセリングの基本を⾝につける。

1.テーマごとの特徴、⾷事について理解したものを
説明できる（知識・理解）。
2.パワーポイントを使⽤して、説明できる（技
能）。
3.病院実習・保健所実習で、学んだことを応⽤でき
る（関⼼・意欲・態度）。

1.テーマごとの特徴、⾷事について理解できる（知
識・理解）。
2.パワーポイントを使⽤できる（技能）。
3.病院実習・保健所実習に必要な内容を理解できる
（関⼼・意欲・態度）。

学校栄養教育論I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

「栄養教諭」は学校における⾷に関する指導体制を
整備し、学校における⾷育推進の要となる教員であ
る。本科⽬は、学校における「栄養に係る教育に関
する科⽬」において「栄養教諭」の免許を取得する
ための必修科⽬である。⾷に関する指導と学校給⾷
管理の⼀体化的なものを職務とする栄養教諭の使命
や職務内容の重要性を理解し、栄養教諭に求められ
ている専⾨性について知り、⾷育の推進のために⾷
に関する指導として学校給⾷を⽣きた教材として活
⽤する⽅法を⾝につける。

１．栄養教諭制度創設の経緯を把握し、その役割と
職務内容の特徴をとらえて説明できる。（知識・理
解）
２．学校給⾷の歴史と⾷⽂化の変遷を関連づけて説
明できる。（知識・理解）
３．学校給⾷の教育的意義と役割を総合的に説明で
きる。（知識・理解）
４．⼦供の発育と⾷⽣活について特徴をとらえてに
説明できる。（知識・理解）
５．学校給⾷法等関連法規について専⾨的に説明で
きる。（知識・理解）
６．給⾷時間における指導を学校給⾷を教材とし
て、創意⼯夫して実施することができる。（技能）
７．６で⾏った指導が、児童⽣徒の発達段階を考慮
し適切に影響や効果を判断できる。（思考・判断・
表現）

１．栄養教諭制度創設の経緯を知り、その役割と職
務内容の特徴をとらえて説明できる。（知識・理
解）
２．学校給⾷の歴史と⾷⽂化の変遷を関連づけて説
明できる。（知識・理解）
３．学校給⾷の教育的意義と役割について基本的な
事項を説明できる。（知識・理解）
４．⼦供の発育と⾷⽣活について基本的な事項を説
明できる。（知識・理解）
５．学校給⾷法等関連法規について基本的な事項を
できる。（知識・理解）
６．給⾷時間における指導を学校給⾷を教材とし
て、⾏うことができる。（技能）
７．６で⾏った指導の影響や効果を判断できる。
（思考・判断・表現）

学校栄養教育論
II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

「学校栄養教育論I」に続き、栄養に関する専⾨性
と教職に関する専⾨性、さらにそれらの専⾨性を横
断的に理解し、⾷に関する指導として学校給⾷を⽣
きた教材として活⽤し効果的な指導ができる。⽣涯
を通じた健康づくりのために、⾷を中⼼とした健康
教育の重要性を理解し、栄養教諭として児童⽣徒に
⾷に関する指導ができる能⼒を⾝につける。

１．「⾷に関する指導」に係る各教科等について、
代表的な事項について説明できる。（知識・理解）
２．「⾷に関する指導」に係る各教科等について、
効果的な指導を実施することができる。（技能）
３．「⾷に関する指導」に係る各教科等について、
児童⽣徒の特性を理解して、尊重してかかわろうと
することができる。（関⼼・意欲・態度）
４．「⾷に関する指導」に係る各教科等について、
児童⽣徒の発達段階に応じて配慮し効果を評価・修
正することができる。（思考・判断・表現）
５．栄養教諭の⾏う個別指導について、意義や特
徴、⽅法について専⾨的に説明できる。（知識・理
解）
６．栄養教諭の⾏う個別指導について、児童⽣徒の
特性を理解して、尊重してかかわることができる。
（関⼼・意欲・態度）
７．栄養教諭の⾏う個別指導について、児童⽣徒の
健康レベルや発達段階に応じて栄養⾯や安全⾯等へ
の影響や評価について適切に判断できる。（思考・
判断・表現）

１．「⾷に関する指導」に係る各教科等について、
基本的な事項について説明できる。（知識・理解）
２．「⾷に関する指導」に係る各教科等について、
基本的な指導を実施することができる。（技能）
３．「⾷に関する指導」に係る各教科等について、
児童⽣徒を尊重してかかわろうとすることができ
る。（関⼼・意欲・態度）
４．「⾷に関する指導」に係る各教科等について、
児童⽣徒の発達段階に応じて配慮することができ
る。（思考・判断・表現）
５．栄養教諭の⾏う個別指導について、基本的に説
明できる。（知識・理解）
６．栄養教諭の⾏う個別指導について、児童⽣徒に
応じて尊重してかかわることができる。（関⼼・意
欲・態度）
７．栄養教諭の⾏う個別指導について、児童⽣徒の
健康レベルや発達段階に応じて栄養⾯や安全⾯等へ
の課題を判断できる。（思考・判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

臨床栄養学I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

臨床栄養学の意義・⽬的、医療の考え⽅を認識し、
チーム医療を担う管理栄養⼠の職務を理解する。栄
養管理の⼿順を理解し、栄養スクリーニング、栄養
アセスメントに必要な栄養指標とそれを得る⼿技に
ついて理解する。栄養指標から傷病者の病態や栄養
状態の評価・判定、栄養必要量の算出、栄養補給法
の選択の⼿法ついて理解する。栄養管理を記録する
意義とその⼿法について理解する。また栄養や⾷品
と薬剤との相互作⽤について理解する。

1. 管理栄養⼠の職務をふまえて臨床栄養学の意
義・⽬的、医療の考え⽅について適切な専⾨⽤語を
⽤いて説明できる。（知識・理解）
2. 栄養指標の種類とその項⽬を説明できる。（知
識・理解）
3. 栄養指標の収集法について、特徴と注意点を含
めてを説明できる。（知識・理解）
4. 栄養指標から栄養状態を評価する具体的な⽅法
を説明できる。（知識・理解）
5. 栄養管理計画の作成について、各記載事項を説
明できる。（知識・理解）
6. 栄養管理計画を実⾏するために必要な⼿技につ
いて具体的な内容を説明できる。（知識・理解）

1. 管理栄養⼠の職務をふまえて臨床栄養学の意
義・⽬的、医療の考え⽅についてその概要を説明で
きる。（知識・理解）
2. 栄養指標の種類を説明できる。（知識・理解）
3. 栄養指標の収集法の種類を説明できる。（知
識・理解）
4. 栄養指標から栄養状態を評価する⽅法の概要を
説明できる。（知識・理解）
5. 栄養管理計画の作成⽅法を説明できる。（知
識・理解）
6. 栄養管理計画を実⾏するために必要な⼿技につ
いて説明できる。（知識・理解）

臨床栄養学II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

臨床において栄養管理が必要な栄養障害、消化器、
循環器、呼吸器、⾎液、腎・尿路、感染症などの各
種疾患について、その病態と病態に応じた栄養基
準、栄養補給法について理解を深める。また、ライ
フステージにおいて特徴的な疾患についても、それ
ぞれの栄養基準を習得する。

1. 各疾患の病態⽣理、病理学的所⾒の基本的知識
および発展的知識について説明できる。（知識・理
解）
2. 各疾患における栄養管理の必要性を、病態およ
び病態の進⾏と関連付けて説明できる。（知識・理
解）
3. 各疾患における栄養管理内容の基本的知識およ
び発展的知識について説明することができる。（知
識・理解）

1. 各疾患の病態⽣理、病理学的所⾒の基本的知識
について説明できる。（知識・理解）
2. 各疾患における栄養管理の必要性を説明でき
る。（知識・理解）
3. 各疾患における栄養管理の基本的知識について
説明することができる。（知識・理解）

臨床栄養学III

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 2

「臨床栄養学Ⅱ」（3年前期）に引き続き、臨床に
おいて栄養管理が必要な栄養障害、消化器、循環
器、呼吸器、⾎液、腎・尿路、感染症などの各種疾
患について、その病態と病態に応じた栄養基準、栄
養補給法について理解を深める。また、ライフス
テージにおいて特徴的な疾患についても、それぞれ
の栄養基準の考え⽅を理解する。

1. 各疾患の病態⽣理、病理学的所⾒の基本的知識
および発展的知識について説明できる。（知識・理
解）
2. 各疾患における栄養管理の必要性を、病態およ
び病態の進⾏と関連付けて説明できる。（知識・理
解）
3. 各疾患における栄養管理内容の基本的知識およ
び発展的知識について説明することができる。（知
識・理解）
4. 各ライフステージにおいて特徴的な疾患におけ
る栄養管理について基本的知識および発展的知識を
説明することができる。（知識・理解）

1. 各疾患の病態⽣理、病理学的所⾒の基本的知識
について説明できる。（知識・理解）
2. 各疾患における栄養管理の必要性を説明でき
る。（知識・理解）
3. 各疾患における栄養管理の基本的知識について
説明することができる。（知識・理解）
4. 各ライフステージにおいて特徴的な疾患におけ
る栄養管理について基本的知識を説明することがで
きる。（知識・理解）

臨床栄養学IV

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

4 2

医療現場における傷病者の栄養管理は、外来、⼊院
時、⼊院加療中、退院時さらに在宅、居宅と的確な
処理が求められる。臨床栄養学Ⅳでは、各疾患の症
例検討により栄養指標から傷病者の病態や栄養状態
を評価・判定し、適正な栄養管理について考察し、
管理栄養⼠が臨床現場において実施する栄養管理と
栄養教育について理解を深める。また、医療・介
護・福祉における臨床栄養管理の必要性について理
解し、医師、看護師、薬剤師、他との連携による
チーム医療についても理解を深める。

1. 栄養管理に必要な情報とその適切な収集⽅法に
ついて具体的⼿法を詳細に説明できる。（知識・理
解）
2. 特定の症例について、栄養評価、栄養診断、栄
養介⼊、栄養モニタリング・評価の⼀連の栄養管理
について根拠を⽰した上で事例に沿った説明ができ
る。（知識・理解）
3. 患者の個別栄養教育および集団栄養教育に必要
な知識・技術を詳細に説明できる。（知識・理解）

1. 栄養管理に必要な情報とその適切な収集⽅法に
ついて基本的知識を説明できる。（知識・理解）
2. 特定の症例について、栄養評価、栄養診断、栄
養介⼊、栄養モニタリング・評価の⼀連の栄養管理
についてその概要を説明できる。（知識・理解）
3. 患者の個別栄養教育および集団栄養教育に必要
な基本的知識・技術を説明できる。（知識・理解）

臨床栄養学実験

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

4 1

栄養ケアマネジメントを実施するにあたり、基本的
な⼿技となる栄養スクリーニング、栄養アセスメン
ト、栄養ケア計画、栄養モニタリング、経過記録の
実施⽅法を実習により⾝につける。また、病態につ
いての理解を深めるための実験を⾏う。

1. 栄養指標の測定、収集を実施し、栄養状態を的
確に評価する。（技能）
2. 栄養状態を総合的に評価した上で栄養管理計画
を考案する。（思考・判断・表現）
3. 栄養管理計画書の各記載事項について根拠を⽰
した上で栄養管理計画書を作成する。（技能）
4. 栄養管理計画の実施について考察し、より具体
的なシュミレーションを実施するために必要な準備
を⾏う。（思考・判断・表現）
5. 栄養管理のシュミレーションを相互に発表し、
的確な意⾒を出し合って考察する。（関⼼・意欲・
態度）

1. 栄養指標の測定、収集を実施し、栄養状態を評
価する。（技能）
2. 栄養状態の評価から栄養管理計画について考察
する。（思考・判断・表現）
3. 栄養管理計画書を作成する。（技能）
4. 栄養管理計画の実施について考察し、シュミ
レーションに必要な準備を⾏う。（思考・判断・表
現）
5. 栄養管理のシュミレーションを相互に発表し、
意⾒を出し合って考察する。（関⼼・意欲・態度）

臨床栄養学実習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

4 1

臨床を⽬的とした⾷事プランづくりは、通常の⾷事
とは異なり、疾病の回復を促進するためにある。し
たがって、特定の栄養成分の増減、形態の変更、量
的な制限や⾷事回数、調味の制約など、通常の調理
操作を変化させることが多く、⾷味を低下させない
⼯夫が必要となってくる。そこで本実習では、どん
な制約があっても、できるかぎりおいしく、⾷べや
すくするために、⽬的に合うような⾷品を選択し、
調理法を⼯夫して調和のとれた⾷事療法の⽅法を⾝
につける。

1.疾病の特徴と⾷事療法を理解し、説明できる（知
識・理解）。
2.どのような制約があっても、できるかぎりおいし
く、⽬的に合うような⾷品を選択することができる
（技能）。
3.⾷べやすくするために、調理法を⼯夫して、調和
のとれた⾷事を作ることができる（技能）。
4.その内容を多⼈数の前で説明できる（思考・判
断・表現）。

1.疾病の特徴と⾷事療法を理解できる（知識・理
解）。
2.⽬的に合うような⾷品を選択することができる
（技能）。
3.⾷べやすくするために、調理法を⼯夫できる（技
能）。
4.その内容を説明できる（思考・判断・表現）。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

公衆栄養学I

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

地域社会、学校、職域などの集団において、⼈々の
健康・栄養状態や社会・⽣活環境を理解すること
は、適切な公衆栄養プログラムを展開するための基
礎的な知識である。そこで、本科⽬では、公衆栄養
関連法規と、⼈々の健康・栄養状態を評価するため
の知識や技能として⽇本⼈の⾷事摂取基準を理解す
る。

1公衆栄養活動の歴史を、時系列で説明できる（知
識・理解）。2.我が国の栄養施策としての栄養関連
法規について、諸外国と⽐較しながら説明できる
(知識・理解)。3.⽇本⼈の⾷事摂取基準について、
策定と活⽤の基本的事項について、総合的に説明で
きる(知識・理解)。4.⽇常の⾝体活動状況から推定
エネルギー必要量を算出することができる(関⼼・
意欲・態度)。5.⽇本⼈の⾷事摂取基準で策定され
ているエネルギーと各栄養素について、対象集団の
健康・栄養状態の特徴や、エネルギーや栄養素の働
きを踏まえたうえで、⽬指すべき摂取量を述べるこ
とができる(関⼼・意欲・態度)。

1.公衆栄養活動の歴史を説明できる（知識・理
解）。2.我が国の栄養施策としての栄養関連法規に
ついて、説明できる(知識・理解)。3.⽇本⼈の⾷事
摂取基準について、策定と活⽤の基本的事項を説明
できる(知識・理解)。4.⾝体活動レベルから推定エ
ネルギー必要量を算出することができる(関⼼・意
欲・態度)。5.⽇本⼈の⾷事摂取基準で策定されて
いるエネルギーと各栄養素について、摂取量を述べ
ることができる(関⼼・意欲・態度)。

公衆栄養学II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

公衆栄養学Ⅱでは、公衆栄養学Ⅰで学んだ基礎的知
識を応⽤し、公衆栄養プログラムを展開するうえで
管理栄養⼠が具備すべき基礎的な知識を⾝に着け
る。具体的には、⼈々の健康・栄養状態を評価する
ための知識や技能としての⾷事調査法、我が国の健
康・栄養問題の現状と課題、⾷⽣活指針、諸外国の
健康・栄養政策、公衆栄養マネジメントの考え⽅を
理解する。

1.わが国や諸外国の健康・栄養問題に関する動向と
それらに対応した主要な栄養政策について、我が国
と海外の違いを説明できる（知識・理解）。2.集団
や地域における⼈々の健康・栄養状態や社会・⽣活
環境に基づいた公衆栄養活動を理解し、具体例を説
明できる（知識・理解）。3.国⺠健康・栄養調査の
結果などから、我が国の健康栄養・問題の現状を理
解し、解決すべき課題を具体的に述べることができ
る(知識・理解)。4.地域集団における公衆栄養活動
マネジメントとは何かを理解し、説明できる（思
考・判断・表現）。5.⾏政における管理栄養⼠の役
割を理解し、系統⽴てて説明できる（関⼼・意欲・
態度）。

1.わが国や諸外国の健康・栄養問題に関する動向
と、それらに対応した主要な栄養政策の概要を説明
できる（知識・理解）。2.集団や地域における⼈々
の健康・栄養状態や、社会・⽣活環境に基づいた公
衆栄養活動を説明できる（知識・理解）。3.我が国
の健康栄養・問題の現状を理解し、解決すべき課題
を述べることができる(知識・理解)。4.地域集団に
おける公衆栄養活動マネジメントを説明できる（思
考・判断・表現）。5.⾏政における管理栄養⼠の役
割を説明できる（関⼼・意欲・態度）。

公衆栄養学実習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

4 1

集団の健康・栄養状態を評価し、公衆栄養プログラ
ムを⽴案・実⾏・検証し、さらなる改善案を提案す
ることが公衆栄養活動である。本科⽬では、公衆栄
養学Ⅰおよび公衆栄養学Ⅱで学んだ集団の健康・栄
養問題についての基礎的知識をもとに、集団の健
康・栄養問題を把握し、適切な公衆栄養プログラム
を計画、実施するための具体的な技能を⾝に着け
る。具体的には、集団の健康栄養アセスメントを⾏
い、性、年齢階級別に健康・栄養問題を明らかに
し、その結果をもとに公衆栄養プログラムを計画す
る。また、集団の中の個⼈の栄養アセスメントとし
て⾷事調査⽅法および⾝体活動量調査法を理解す
る。

1.地域集団に対する公衆栄養マネジメント⽅法を理
解し、実践できるようになる（思考・判断・表
現）。
2.⾷事記録から⾷品・栄養素摂取量を推定し、集団
の健康栄養アセスメントができる(技能)。
3.運動習慣の記録から、⾝体活動量を推定し、集団
の健康・栄養アセスメントができる(技能)。
4.⾷習慣や運動習慣のような⽣活習慣は、個⼈内お
よび個⼈間で変動することを論理的に説明できる
(思考・判断・表現)。
5.集団の健康・栄養状態をアセスメントし、その集
団の健康・栄養問題を解決するための公衆栄養プロ
グラムの⽴案・実⾏・検証およびさらなる改善案の
提案にの⼀連の作業について、リーダーシップを
とって進めることができる(技能）。

1.地域集団に対する公衆栄養マネジメント⽅法を理
解する(思考・判断・表現)。
2.⾷事記録から⾷品・栄養素摂取量を推定できる
(技能)。
3.運動習慣の記録から、⾝体活動量を推定できる
(技能)。
4.⾷習慣や運動習慣のような⽣活習慣は変動するこ
とを説明できる(思考・判断・表現)。
5.集団の健康・栄養状態をアセスメントし、その集
団の健康・栄養問題を解決するための公衆栄養プロ
グラムの⽴案・実⾏・検証およびさらなる改善案の
提案ができる(技能）。

給⾷経営管理論
I (給⾷計画･実
務論を含む)

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

特定給⾷施設で提供される給⾷は「安全でおいし
い」ものでなくてはならず、安全でおいしい給⾷提
供をするためには、給⾷経営管理が徹底されていな
くてはならない。本科⽬では、給⾷経営管理業務に
おける栄養・⾷事管理、安全・衛⽣管理、⾷材料管
理、施設・設備管理について理解する。

1. 対象者の給与栄養⽬標量が理論的に理解した上
で算出できる。（知識・理解）
2. 対象者の献⽴計画をその理由とともに⽰すこと
ができる。（知識・理解）
3. ⼈、⾷材、調理機器ごとの衛⽣管理について具
体的な事例を⽰して説明ができる。（知識・理解）
4. ⾷材について、発注、納品、保管に沿って具体
的な事例を⽰して説明ができる。（知識・理解）
5. ⼤型厨房機器の種類について知り、その設置に
ついてその理由とともに説明ができる。（知識・理
解）

1. 対象者の給与栄養⽬標量が算出できる。（知
識・理解）
2. 対象者の献⽴計画を⽰すことができる。（知
識・理解）
3. ⼈、⾷材、調理機器ごとの衛⽣管理について説
明ができる。（知識・理解）
4. ⾷材について、発注、納品、保管に沿って説明
ができる。（知識・理解）
5. ⼤型厨房機器の種類について知り、その設置に
ついて説明ができる。（知識・理解）

給⾷経営管理論
II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 2

特定給⾷施設で提供される給⾷は「安全でおいし
い」ものでなくてはならず、安全でおいしい給⾷提
供をするためには、給⾷経営管理が徹底されていな
くてはならない。給⾷経営管理論Ⅰの講義を受け、
本科⽬では、給⾷経営管理業務における給⾷経営管
理、品質管理、⼈事管理について理解する。

1. 給⾷業務におけるマーケティングについて具体
的な事例を⽰して説明できる。（知識・理解）
2. 給⾷業務における組織構築ならびに運営につい
て具体的な事例を⽰して説明できる。（知識・理
解）
3. 給⾷の原価構成についてその根拠となる算出⽅
法を交えて説明できる。（知識・理解）
4. 給⾷の品質基準について科学的根拠を基に説明
できる。（思考・判断・表現）
5. ⼤量調理の基本的特性を理解し、科学的根拠を
基に調理変化を説明できる。（知識・理解）
6. 給⾷従事者の雇⽤形態について具体的事例を⽰
して説明できる。（知識・理解）

1. 給⾷業務におけるマーケティングについて説明
できる。（知識・理解）
2. 給⾷業務における組織構築ならびに運営につい
て説明できる。（知識・理解）
3. 給⾷の原価構成について説明できる。（知識・
理解）
4. 給⾷の品質基準について説明できる。（思考・
判断・表現）
5. ⼤量調理の基本的特性について説明できる。
（知識・理解）
6. 給⾷従事者の雇⽤形態について説明できる。
（知識・理解）

給⾷経営管理実
習Ｉ

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

2 1

給⾷経営管理論と関連教科で修得した基礎知識をも
とに、学内の給⾷経営管理実習室で⼤量調理を⾏う
実習である。本科⽬は、実際の特定給⾷施設での給
⾷経営管理業務を理解することを⽬的に、実際の給
⾷組織体を想定して各⼈が業務内容に基づき役割分
担を⾏い、ローテーションすることにより、給⾷組
織運営、教育⽅法などを経験し、給⾷管理業務にお
ける管理栄養⼠の業務を⾝につける。

1. ⼤量調理の特性を科学的根拠とともに理解し、
実践できる。（知識・理解）
2. ⾷材料の取り扱いについて、講義で学んだこと
に基づき、効率的に実践できる。（知識・理解）
3. ⼤型の調理機器の取り扱いについて理解し、効
率的に使⽤できる。（知識・理解）
4. 喫⾷者への教育⽅法について具体的に事例を⽰
して実践できる。（知識・理解）
5. 組織体の運営⽅法を理解し、実践できる。（知
識・理解）

1. ⼤量調理の特性を理解し、実践できる。（知
識・理解）
2. ⾷材料の取り扱いについて、講義で学んだこと
を実践できる。（知識・理解）
3. ⼤型の調理機器の取り扱いについて理解し、説
明できる。（知識・理解）
4. 喫⾷者への教育⽅法について説明できる。（知
識・理解）
5. 組織体の運営⽅法を説明できる。（知識・理
解）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

給⾷経営管理実
習ＩＩ

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 1

給⾷経営管理実習Ⅰと同様、実際の給⾷組織体を想
定して各⼈が業務内容に基づき役割分担を⾏い、
ローテーションすることにより、給⾷組織運営、教
育⽅法などを経験し、給⾷管理業務における管理栄
養⼠の業務を理解することを⽬的とする。特に本科
⽬では、対象者の栄養管理ならびに経営管理を中⼼
に、給⾷管理業務における管理栄養⼠の業務を⾝に
つける。

1. 喫⾷者の把握が科学的根拠を⽰して実践でき
る。（思考・判断・表現）
2. 喫⾷者の給与栄養⽬標量について算出根拠を理
解した上で設定ができる。（知識・理解）
3. 喫⾷者に対して⾷事計画を含んだ献⽴作成がで
き、⾷事計画について⽰すことができる。（知識・
理解）
4. 給⾷の原価構成について具体的な算出⽅法を基
に理解できる。（知識・理解）
5. 喫⾷者へ安全・衛⽣管理が科学的根拠を基に説
明できる。（知識・理解）
6. 給⾷管理業務全般について体系的に説明ができ
る。（知識・理解）

1. 喫⾷者の把握が実践できる。（思考・判断・表
現）
2. 喫⾷者の給与栄養⽬標量の設定ができる。（知
識・理解）
3. 喫⾷者に対して⾷事計画を含んだ献⽴作成がで
きる。（知識・理解）
4. 給⾷の原価構成について理解できる。（知識・
理解）
5. 喫⾷者へ安全・衛⽣管理が説明できる。（知
識・理解）
6. 給⾷管理業務全般について説明ができる。（知
識・理解）

総合演習

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

4 2

本演習では、実践的な管理栄養⼠として社会に貢献
するために、4年間で学修した専⾨分野を網羅的に
復習し、管理栄養⼠としての応⽤⼒を総合的に⾼め
る。また、管理栄養⼠国家試験の対策を通して、必
要な知識を再確認し、適切な判断⼒を⾝につける。

1. 管理栄養⼠に必要な専⾨分野の知識があり、そ
の知識を具体的事例と共にに説明できる。（知識・
理解）
2. 管理栄養⼠に必要な適切な判断⼒があり、判断
の基準を的確に説明できる。（思考・判断・表現）
3. 管理栄養⼠国家試験対策のための模擬試験にお
いて、指定された以上の点数を取得できる。（関
⼼・意欲・態度）

1. 管理栄養⼠に必要な専⾨分野の知識がある。
（知識・理解）
2. 管理栄養⼠に必要な適切な判断⼒がある。（思
考・判断・表現）
3. 管理栄養⼠国家試験対策のための模擬試験にお
いて、指定された以上の点数を取得できる。（関
⼼・意欲・態度）

臨地実習I(校外
実習)

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3・4 1

「給⾷の運営」に係る校外実習として、給⾷業務の
概要について理解するとともに、給⾷計画を含め、
給⾷の実務の実際について理解する。⼩・中学校、
病院、事業所、特別養護⽼⼈ホーム等の特定給⾷施
設において、栄養⼠業務である栄養・⾷事管理、給
⾷の⽣産（調理）管理、施設・設備管理等につい
て、すでに学んだ理論の応⽤として実務業務を⾝に
つける。 臨地実習にあたり事前教育の⼀環として
学外講師（事業所管理栄養⼠）による講義を受け、
実際の管理栄養⼠業務を理解する。

1. 実習テーマの設定・計画・まとめをし、その内
容を整理して検討・意⾒交換ができる。（知識・理
解）
2. 実習先の給⾷システムについて具体的な事例を
⽰して説明ができる。（知識・理解）
3. 対象者の把握をし、科学的根拠に基づきアセス
メントができる。（思考・判断・表現）
4. 対象者に対して⾷事計画を含んだ献⽴作成を
し、それを実践するための具体例を⽰すことができ
る。（知識・理解）
5. 献⽴作成に伴う⾷材料管理について具体的な事
例を⽰して説明ができる。（知識・理解）
6. 実習先の⼤量調理の特徴について科学的根拠に
基づき説明ができる。（知識・理解）

1. 実習テーマの設定・計画・まとめができる。
（知識・理解）
2. 実習先の給⾷システムについて説明ができる。
（知識・理解）
3. 対象者の把握ができる。（思考・判断・表現）
4. 対象者に対して⾷事計画を含んだ献⽴作成がで
きる。（知識・理解）
5. 献⽴作成に伴う⾷材料管理について説明ができ
る。（知識・理解）
6. 実習先の⼤量調理の特徴について説明ができ
る。（知識・理解）

臨地実習II

家政学部 学科
専⾨教育科⽬
⾷物栄養学科管
理栄養⼠専攻

3 3

実践活動の場での課題発⾒、解決を通して、栄養評
価・判定に基づく適切なマネジメントを⾏うために
必要とされる専⾨知識及び技術の統合を図り、管理
栄養⼠として具備すべき知識及び技能を修得するこ
とを⽬的とする。 臨地実習にあたり事前教育の⼀
環として学外講師（病院管理栄養⼠、保健所管理栄
養⼠、⻭科医師）による講義、実習を⾏う。

1. 事業所、病院、保健所における管理栄養⼠の業
務を理解し、医療・介護制度及びチーム医療におけ
る管理栄養⼠の役割についての適切な専⾨⽤語を⽤
いてを説明できる。 （知識・理解）
2. 栄養アセスメントに基づいた栄養ケアプランの
作成、実施、評価に関する総合的なマネジメントに
ついての基本的作業を複数回実施する。（技能）
3. 実習に際して設定した⽬標と課題の達成と解決
のために必要かつ適切な情報について考察する。
（思考・判断・表現）
4. 実習に際して設定した⽬標と課題の達成と解決
のために、⾃ら⾏動すると同時に仲間と協働する。
（関⼼・意欲・態度）

1. 事業所、病院、保健所における管理栄養⼠の業
務を理解し、医療・介護制度及びチーム医療におけ
る管理栄養⼠の役割についての基本的知識を説明で
きる。 （知識・理解）
2. 栄養アセスメントに基づいた栄養ケアプランの
作成、実施、評価に関する総合的なマネジメントに
ついての基本的作業を実施する。（技能）
3. 実習に際して設定した⽬標と課題の達成と解決
のために必要な情報について考察する。（思考・判
断・表現）
4. 実習に際して設定した⽬標と課題の達成と解決
のために、⾃ら⾏動する。（関⼼・意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

エコデザイン論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

現在、様々なデザインの分野で環境への配慮が重要
なテーマとなっています。特に建築、インテリアの
分野では、スクラップアンドビルドからストックへ
の時代となりサスティナブルな建築がもとめられて
います。使い続けられることが環境への最大の配慮
です。「人」が生活し建築を利用しつづけるために
は、その建築は機能的でかつ快適で愛着が持てるも
のでなければなりません。そのためには形態の発想
でけではだめで、周辺環境をしっかり分析、その自
然環境（光、風、音、水、土、緑）を生かすしか
け、環境に優しくかつ建築にふさわしい材料、構
造、設備システムの選択と開発、そして社会的な必
要性など様々な工夫が必要で、その工夫を最終的に
形や空間にまとめていくことが必要となります。本
講義では環境に配慮した様々なしかけ、システムを
取り入れた実例をもとに、その工夫と手法について
理解することを目的とします。

・基本的なエコデザインのあり方と重要性について
理解し、実際のデザインや生活に役立てる知識を習
得できる。（知識・理解）

・基本的なエコデザインのあり方と重要性について
理解し、知識を習得できる。（知識・理解）

色彩学

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

色彩学の基本となる物理的、光学的、測色学的、生
理学的、心理学的な考察及び色彩調和論の基本を理
解する。その上で、生活デザインの中で使われてい
る色彩や美術における色彩、建築空間、プロダクト
やグラフィック、ファッションにおける色彩など、
多角的な視点で色彩を考察する。授業内容は、光と
色彩、色の感情効果、測色、色の表色体系、色彩調
和論、色彩文化などの多岐にわたるテーマを扱う
が、CDジャケット、身の回り品の色彩調査、色の
対比や感情効果、配色技法演習など、数多くの演習
を交えながら、色のしくみを学ぶ。授業を通して、
色彩を鑑賞、表現、選択するときに役立つ知識と技
術と感性の習得を目指し、最終的には、履修者各自
の専門領域と色彩をどのように関連させていけるか
を考え、実践する力を身につける。

・色彩学に関する基本的な知識を身につけ、身のま
わりの対象物の色彩を理解できる。（知識・理解）
・創造や選択において主体的に関与できる。（関
心・意欲・態度）
・また、自身で考えたアイデアを、ボードや模型に
的確に表現し制作する技量を修得することができ
る。（技能）
・履修者同志の作品発表をみて、オリジナルなアイ
デアを評価したり、議論したりを通して、次の課題
のヒントに繋げることが出来るようになる。さらに
は、色彩の文化や歴史に対する造詣を深め、アート
やデザインに関する審美眼を養う力を修得出来るよ
うになる。（思考・判断・表現）

・色彩学に関する基本的な知識を身につけ、身のま
わりの対象物の色彩を理解できる。（知識・理解）
・創造や選択において主体的に関与できる。（関
心・意欲・態度）
・また、自身で考えたアイデアを、ボードや模型に
的確に表現し制作する技量を修得することができ
る。（技能）

デザイン概論Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

デザインの本質に触れ、デザインとは何かを探り、
デザイン概論Ⅰでは［視覚伝達デザイン］［情報デ
ザイン］［ビジュアルコミュニケーション］を理解
する。

・視覚伝達デザインと情報デザインを中心に、デザ
インの本質的理解ができる。また、デザインの分野
と範囲などにおいて知識が得られる。（知識・理
解）
・デザイン概論の理解と知識は、デザインの応用に
おいて制作時の思考や表現において効果をえる事が
できる。また、教員と学生の双方向のコミュニケ―
ションとして、授業中の小レポート等で表現する授
業のため意欲を持って積極的に参加する。（思考・
判断・表現）　（関心・意欲・態度）

・視覚伝達デザインと情報デザインを中心に、デザ
インの本質的理解ができる。また、デザインの分野
と範囲などにおいて知識が得られる。（知識・理
解）
・教員と学生の双方向のコミュニケ―ションとし
て、授業中の小レポート等で表現する。（関心・意
欲・態度）

デザイン概論 II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

デザインの本質に触れ、デザインとは何かを探り、
デザイン概論Ⅱ では［プロダクトデザイン］［クラ
フトデザイン］［空間デザイン］を理解する。

・プロダクトデザインと空間デザインを中心に、デ
ザインの本質的理解ができる。また、デザインの分
野と範囲などにおいて理解が進み知識が得られる。
（知識・理解）
・デザイン概論の理解と知識は、デザインの応用に
おいて適確に分析・判断・評価が出来、制作時の思
考や表現の幅を広げる事ができる。（思考・判断・
表現）
・教員と学生の双方向のコミュニケ―ションとし
て、授業前に調査・リサーチを行う事で興味が湧
き、授業中の小レポート等で表現する授業のため意
欲を持って積極的に参加する。（関心・意欲・態
度）

・プロダクトデザインと空間デザインを中心に、デ
ザインの本質的理解ができる。また、デザインの分
野と範囲などにおいて知識が得られる。（知識・理
解）
・デザイン概論の理解と知識は、デザインの応用に
おいて判断が出来、制作時の思考や表現ができる。
（思考・判断・表現）
・教員と学生の双方向のコミュニケ―ションとし
て、授業中の小レポート等で表現する。（関心・意
欲・態度）

近代デザイン史

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

第1次産業革命後の産業・技術の発展や歴史的背景
から生じたデザインムーブメントを追うことから、
近代デザインの成り立ち、役割など理解する事を通
して，「デザイン」とはどのようなものか、また未
来のものづくり人材として有るべき姿について考察
する能力を身につける。

・近代から今日にかけてのデザインムーブメントに
ついて知識を得ることから、産業におけるデザイン
の役割について理解し、説明することができる．
（知識・理解）
・歴史的な名デザインを観察することを通して、デ
ザインされた形態に関心を持ち、機能的な美しさに
ついて自己の解釈を述べることができる。（思考・
判断・表現）
・未来のものづくり人材として必要な知識に関心を
持ち、分野横断型な学習に意欲を示すことができ
る。（関心、意欲、態度)

・近代から今日にかけてのデザインムーブメントに
ついて知識を得ることから、産業におけるデザイン
の役割について理解することができる。（知識・理
解）
・歴史的な名デザインを観察することを通して、デ
ザインされた形態に関心を持ち、機能的な美しさに
ついて述べることができる。（思考・判断・表現）
・未来のものづくり人材として必要な知識に関心を
示し、意欲的に学ぶことができる。（関心、意欲、
態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

人間工学

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

人間工学は、アメリカを中心に産業における作業効
率や安全性の改善、機械の操作のわかりやすさ、
ユーザビリティー、労働環境の向上をめざして大い
に進んだ。現代は複雑な機械や、IT関連のインター
フェースなどの問題が大きくクローズアップしてい
る。特に現在においては「ユーザビリティ」という
キーワードが人間工学の根幹をなすようになった。
具体的には現代の人間工学はITと人間との関係を考
える方向に向かっている事がわかる。
インテリア、日用品、行動と心理などのキーワード
を基軸に、日常的に利用する様々なものに含まれる
人間工学的アプローチの事例について理解する。そ
のうえで、デザインに人間工学的視点を取り入れ
て、企画・設計するために必要な知識を身につけ
る。

・人間工学の歴史としてアメリカを中心に産業にお
ける作業効率や安全性の改善、機械の操作のわかり
やすさ、ユーザビリティー、労働環境の向上をめざ
して大いに進んだ事を理解する。（知識・理解）
・現在においては、複雑な機械や、IT関連のイン
ターフェースなどの問題が大きくクローズアップし
ており、具体的には現代の人間工学はITと人間との
関係を考える方向に向かっている事がわかる。（知
識・理解）
・具体的な事例をもとに、人間工学的視点をもって
評価・分析し、その設計意図を読み解くことができ
る。（思考・判断・表現）
・日常生活の身の回りのものの形状の意図に関心を
持つようになる。（関心・意欲・態度）

・人間工学の歴史としてアメリカを中心に産業にお
ける作業効率や安全性の改善、機械の操作のわかり
やすさ、ユーザビリティー、労働環境の向上をめざ
して大いに進んだ事を理解する。（知識・理解）
・現在においては、複雑な機械や、IT関連のイン
ターフェースなどの問題が大きくクローズアップし
ており、具体的には現代の人間工学はITと人間との
関係を考える方向に向かっている事がわかる。（知
識・理解）
・具体的な事例をもとに、人間工学的視点をもって
評価することができる。（思考・判断・表現）

ユニバーサルデ
ザイン論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

これからの建築・都市環境やそれに付随した生活用
品をすべての人々にとって望ましくする「ユニバー
サルデザイン」、これまで人と環境の間に生じた障
壁の解消を目的とする「バリアフリー」について学
び、それらの暮らしを一部だけでなく総体として機
能するよう、配慮して考える「福祉空間学」につい
て、住宅・公共施設・設備・外部空間・まちづくり
を中心として認識し理解する。

ユニバーサルデザインはその言葉の目新しさが注視
さ、その根本的な意味ではなく、万能選手のような
使われ方で流行用語のようになっているが、この講
義では本来のノーマライゼーションの基本に立ちか
えり、住宅、公共建築空間、外部環境の整備、安
心・安全のまちづくりなどに関する知識を習得し、
建築設計やデザインに活かすことができるようにな
る。また、それらの知識を習得することによって、
二級建築士、一級建築士、住環境福祉コーディネー
タの資格取得に向けた基礎を養う。（知識・理解）

本来のノーマライゼーションの基本に立ちかえり、
住宅、公共建築空間、外部環境の整備、安心・安全
のまちづくりなどに関する知識を習得し、日々の生
活に適用できるようになる。（知識・理解）

メディア概論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

新聞、雑誌、ラジオ、テレビは、長らく「四大マ
ス・メディア」と呼ばれてきた。しかし、インター
ネットの進歩によるネットメディアの発展により、
既存メディアは存在を脅かされている。一方、ネッ
トメディアではフェイクニュースや自分と異なる意
見を持つ人々への誹謗?中傷が横行し、社会問題と
して取り沙汰されている。こうした状況下でメディ
アはどのような役割を果たし変化していくのか。本
授業においては、「メディアの歴史」を通観しつ
つ、「私たちにとって、メディアとは何か」を考
え、その本質について理解する。

・ メディアの歴史の知識と歩みが、系統的に身に付
くようになる。各メディアの長所・短所・特性など
を理解できるようになる。（知識・理解）
・ メディアからの情報を取捨選択するのに必要な思
考や判断力が身に付く。（思考・判断・表現）
・ 世の中に対する関心が高まり、将来的な展望に
たった自分の考えや意見を思考する意欲や態度が身
に付く。（関心・意欲・態度）

・ メディアの歴史の知識と歩みが、系統的に身に付
くようになる。各メディアの長所・短所・特性など
を理解できるようになる。（知識・理解）
・ メディアからの情報を取捨選択するのに必要な思
考や判断力が身に付く。（思考・判断・表現）

商品企画情報論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

この授業は、商品とは何かからはじめて、商品コン
セプト開発、新商品のデザイン開発まで幅広いジャ
ンルの商品開発について講義とグループ演習で構成
され実施する。この授業が力点を置いているのはコ
ンセプトワークで、問題課題の把握とその問題を解
決するための発想力を身につけ、実社会で使われて
いる主な発想法をグループワークで取り組み、発表
をすることでコンセプト構築力も身につけます。

・商品とは何かを知り関心を持って、その商品を開
発するために、生活者のニーズがどのようなものか
を理解する。（知識・理解）
・最終的に商品企画力を身につけるには、コンセプ
トが重要であるため、発想力やアイデア力の訓練に
力をいれて商品企画、ディレクション力が疑似実践
技能として身に付く。（関心・意欲・態度）
・また、その思考プロセスが分かる。（思考・判
断・表現）

・商品とは何かを知り関心を持って、その商品を開
発するために、生活者のニーズがどのようなものか
を理解する。（知識・理解）
・最終的に商品企画力を身につけるには、コンセプ
トが重要であるため、発想力やアイデア力の訓練に
力をいれて商品企画、ディレクション力が疑似実践
技能として身に付く。（関心・意欲・態度）

インテリアデザ
イン論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

インテリアは、壁面や天井、照明などの造作に始ま
り、そこに置かれる家具や小物まで含めた、トータ
ルで把握されるべき総合的なデザイン環境です。そ
こでインテリア全般について、空間的な側面は勿論
のこと、家具や小物まで含めたうえで感じる空気感
や、使う人との関係など、多様な角度から考察す
る。

・優れた建築家やインテリアデザイナーの仕事に限
らず、現代アートや家具・生活道具のデザイナー、
そしてファッションデザイナーのライフスタイル
ワークなど幅広い分野からインテリアに関する知識
を身につけ、理解を深めることができる。（知識・
理解）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
知識をもとにどのようなインテリアが使いやすく人
に居心地を与えるかを考え。判断でき表現できるよ
うになる。（思考・判断・表現）・また、ホテルや
旅館、カフェなど優れたサービス体験を伴う空間に
もスポットライトを当て、インテリアデザインを行
なう際の姿勢や知識を身につけることができるよう
になる。（関心・意欲・態度）

・幅広い分野からインテリアに関する知識を身につ
け、理解を深めることができる。（知識・理解）・
インテリアデザインを行なう際の姿勢や知識を身に
つけることができるようになる。（関心・意欲・態
度）

住居史I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

「住居史Ⅰ」では古代から19世紀までの西欧の居住
空間を理解する。西洋文化の影響を強く受けた現在
の私達の住宅を考える上で、西洋の住宅文化の源流
を知り、その展開を知ることは不可欠である。この
授業では歴史の流れに沿ってできるだけ明快なキー
ワードを理解するともに、スライドや映像を用いて
考察する。

・住空間が成立した歴史的背景を知り、風土的、文
化的、社会制度的な枠組みについて多角的に学ぶこ
とにより、今後の住環境の在り方について自らの視
点を持つことができる。（知識・理解）・設計デザ
インにおける場や歴史を読むことができる。（技
能）・建築学を学ぶために必要な知識や教養と共
に、建築デザインを考える上で不可欠な基礎力を身
につけることができる。（技能）
・日頃から歴史的建築に関心を持つことが出来るよ
うになる。（関心・意欲・態度）

・住空間が成立した歴史的背景を知り、風土的、文
化的、社会制度的な枠組みについて説明することが
できる。（知識・理解）・設計デザインにおける場
や歴史を読むことができる。（技能）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

住居史II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

「住居史II」では、古代から現代に至るまでの日本
の住宅の流れを理解する。我が国の居住空間の原点
と発展の歴史を理解すると共に、近代以降における
西洋文化の吸収と展開の背景を考察する。日本の住
宅の歴史という視点を主軸にしながらも、同時代性
の理解とグローバルな視点から、できるだけ明快な
キーワードを理解するともに、日本および近現代に
おける住宅をスライドや映像を用いて考察する。

・住空間が成立した歴史的背景を知り、風土的、文
化的、社会制度的な枠組みについて多角的に学ぶこ
とにより、今後の住環境の在り方について自らの視
点を持つことができる。（知識・理解）・設計デザ
インにおける場や歴史を読むことができる。（技
能）・建築学を学ぶために必要な知識や教養と共
に、建築デザインを考える上で不可欠な基礎力を身
につけることができる。（技能）
・日頃から歴史的建築に関心を持つことが出来るよ
うになる。（関心・意欲・態度）

・住空間が成立した歴史的背景を知り、風土的、文
化的、社会制度的な枠組みについて説明することが
できる。（知識・理解）・設計デザインにおける場
や歴史を読むことができる。（技能）

住生活論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

この授業の目的は，日頃何気なく過ごしている我々
の住環境，取り分け，日々祭りの状況にある都市空
間の中で，無意識のうちに造り上げられた世界観そ
のものの再構築にある。その方法として，ひと（広
くは生き物）・もの・空間の三つの概念と，それに
時間の概念をそこに加えることによって，今や，も
つれあいながら混沌とし，虚像と化しつつある我々
の近傍の住生活や，更に、時空を越えて厳然と実体
化して存在している住生活を可能な限り考察しなが
ら，深く自己に沈潜してそれらをときほぐし，再
び，己自信の意志で，縄を綯うように自分自身の世
界観の再構築を図る。なお、授業では映像や図式を
利用し、事象を出来る限り総体として感じ認識し理
解できることを目標とする。

・住生活を構成している一つの「すまいのかたち」
である、「形」、「表」、「添」、「気」がどのよ
うなものであるのかを理解できるようになる。（知
識・理解）・住生活を構成しているもう一つの「す
まいかた」がどのようなものであるのかを理解でき
るようになる。（知識・理解）・この二つのことを
理解することによって、明日どのようにあるべきか
を考え、自身の「すまい観」を構築し生きて行くこ
とができるようになる。」（思考・判断・表現）・
常に変化する社会や時代に常に関心を持ち、「すま
い観」を再構築し生きて行くことができるようにな
る。（関心・意欲・態度）

・住生活を構成している一つの「すまいのかたち」
である、「形」、「表」、「添」、「気」がどのよ
うなものであるのかを理解できるようになる。（知
識・理解） ・住生活を構成しているもう一つの「す
まいかた」がどのようなものであるのかを理解でき
るようになる。（知識・理解）

建築史I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

「建築史I」では古代から19世紀までのヨーロッパ
建築の大きな流れを紹介する。テーマと歴史の流れ
に沿って、できるだけ明快なキーワードを提示しな
がら、ユネスコ世界遺産にも指定されている都市や
建築、それらをつくりあげた建築家たちに注目し、
スライドや映像を用いながら考察する。

・今日に至るまで様々な建築がつくられてきた目的
と意義、風土や文化との密接なつながり、社会的要
請や表現の欲求を学ぶことで、多様な文化、価値観
を解釈することができる。（知識・理解）・現在の
私たちを取り巻く都市と建築の歴史的背景を知り、
建築学を学ぶために必要な知識や教養と共に、建築
デザインを考える上で不可欠な基礎力と場のコンテ
クストを読解することができる。（技能）・日頃か
ら歴史的建築に関心を持つことが出来るようにな
る。（関心・意欲・態度）

・多様な文化、価値観を解釈することができる。
（知識・理解）・建築デザインを考える上で不可欠
な基礎力と場のコンテクストを読解することができ
る。（技能）

建築史II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

「建築史II」では日本古来の建築にはじまり、近代
日本に強い影響を与えた西洋の建築様式をふまえな
がら、現在に至るまでの建築の大きな流れを紹介す
る。日本で建築を学ぶ際に不可欠な内容をとりあ
げ、できるだけ明快なキーワードを提示しながら、
現在の私たちに脈々と流れる空間感覚の源流を、ス
ライドや映像を用いながら考察する。

・今日に至るまで様々な建築がつくられてきた目的
と意義、風土や文化との密接なつながり、社会的要
請や表現の欲求を学ぶことで、多様な文化、価値観
を解釈することができる。（知識・理解）・現在の
私たちを取り巻く都市と建築の歴史的背景を知り、
建築学を学ぶために必要な知識や教養と共に、建築
デザインを考える上で不可欠な基礎力と場のコンテ
クストを読解することができる。（技能）・日頃か
ら歴史的建築に関心を持つことが出来るようにな
る。（関心・意欲・態度）

・多様な文化、価値観を解釈することができる。
（知識・理解）・建築デザインを考える上で不可欠
な基礎力と場のコンテクストを読解することができ
る。（技能）

環境心理学

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

環境心理学とは、環境と人間の心との相互作用を取
り扱う学問領域である。環境を創造する際、心理学
の考え方や手法を用いて人間(特に環境を実際に利
用する人々)を分析・考察することで、より質の高
い環境を設計・計画することが可能になる。本講義
では、「環境心理学的な視座から人間と環境との関
係を捉えるとはどのようなことか？」を理解するこ
とを主たる目的とし、人間の心理や行動の特性に関
する基礎的な概念を説明し考察する。さらに、それ
らに基づく環境デザインの方法についても考察す
る。

・環境心理学的な視点から人間と環境との関係を捉
えることによって、人間の心理や行動の特性に関す
る基礎的な概念を習得することができるようにな
る。（知識・理解）・また、そのことによって、よ
り質の高い環境を設計・計画することができるよう
になる。（思考・判断・表現）・人の活動に影響を
及ぼす環境に関心を持ち積極的に調べることが出来
るようになる。（関心・意欲・態度）

・環境心理学的な視点から人間と環境との関係を捉
えることによって、人間の心理や行動の特性に関す
る基礎的な概念を習得することができるようにな
る。（知識・理解）

平面構成演習Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

授業は色彩演習と形態演習を行う。色彩演習ではマ
ンセルの色彩体系を基に、色相・明度・彩度の特性
を理解した上で、色彩の相互関係と色の効果を学
ぶ。形態演習では形の成り立ちを学ぶ。

・造形要素となる色彩と形態についての基礎的な理
論の知識を得て、理解できるようになる。（知識・
理解）
・色彩と形態が伝える意味とその特性を実技演習す
ることで、造形知識と表現制作技術を取得できるよ
うになる。（技能）
・また、生活の中にある色や形に関心が持てるよう
になり生活を体感する力が増す。（関心・意欲・態
度）
・デザインにおける思考や表現においてその基礎を
なすものであり、それらを判断する力が身に付く。
（思考・判断・表現）

・造形要素となる色彩と形態についての基礎的な理
論の知識を得て、理解できるようになる。（知識・
理解）
・色彩と形態が伝える意味とその特性を実技演習す
ることで、造形知識と表現制作技術を取得できるよ
うになる。（技能）
・デザインにおける思考や表現においてその基礎を
なすものであり、それらを判断する力が身に付く。
（思考・判断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

平面構成演習 II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

授業は形態演習と構成演習を行う。形態演習では形
が持つ特性と意味を学ぶ。構成演習では点・線・面
の概念と、それらが持つ造形的な機能と特性を学
ぶ。最後にコラージュ制作を行う。

・造形要素となる色彩と形態についての基礎的な理
論の知識を得て、理解できるようになる。（知識・
理解）
・色彩と形態が伝える意味とその特性を実技演習す
ることで、造形知識と表現制作技術を取得できるよ
うになる。（技能）
・また、生活の中にある色や形に関心が持てるよう
になり生活を体感する力が増す。（関心・意欲・態
度）
・デザインにおける思考や表現においてその基礎を
なすものであり、それらを判断する力が身に付く。
（思考・判断・表現）

・造形要素となる色彩と形態についての基礎的な理
論の知識を得て、理解できるようになる。（知識・
理解）
・色彩と形態が伝える意味とその特性を実技演習す
ることで、造形知識と表現制作技術を取得できるよ
うになる。（技能）
・デザインにおける思考や表現においてその基礎を
なすものであり、それらを判断する力が身に付く。
（思考・判断・表現）

立体構成演習Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

立体形デザインでは各種素材や加工方法についての
知識や技術が必要になる。立体造形プロセスで重要
な「観察」→「構造化」→「単純化」→「抽象化」
を学ぶ。紙やスチレンボード、プラ板などの平面素
材を使った立体造形を行う。

・デザインの立体造形プロセスで重要な「観察」→
「構造化」→「単純化」→「抽象化」を学ぶ。紙や
スチレンボード、プラ板などの平面素材を使った立
体造形を行う事によって立体を理解し、素材を通し
本質的な道理としての知識を得ることができる。
（知識・理解）
・その中で思考し判断し、表現に結び付け、説明す
ることができるようになる。（技能）（思考・判
断・表現）
・この演習において、生活の中での立体デザインが
いかなるものかが認識できる。（関心・意欲・態
度）

・デザインの立体造形プロセスで重要な「観察」→
「構造化」→「単純化」→「抽象化」を学ぶ。紙や
スチレンボード、プラ板などの平面素材を使った立
体造形を行う事によって立体を理解し、素材を通し
本質的な道理としての知識を得ることができる。
（知識・理解）
・その中で思考し判断し、表現に結び付けることが
できるようになる。（技能）
・この演習において、生活の中での立体デザインが
いかなるものかが認識できる。（関心・意欲・態
度）

立体構成演習 II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

立体形デザインでは各種素材や加工方法についての
知識や技術が必要になる。機能と形態の関係を考え
立体造形を行う。スタイロフォーム、インダストリ
アルクレイ、シリコンやエポキシ系樹脂などのデザ
インモデル素材の加工方法を学ぶ。

・デザインの立体造形プロセスで重要な「観察」→
「構造化」→「単純化」→「抽象化」を学ぶ。スタ
イロフォーム、インダストリアルクレイなどの塊材
を使った立体造形を行う事によって立体を理解し、
素材を通し本質的な道理としての知識を得ることが
できる。（知識・理解）
・その中で思考し判断し、表現に結び付けることが
できるようになる。（技能）（思考・判断・表現）
・この演習において、生活の中での立体デザインが
いかなるものかが認識できる。（関心・意欲・態
度）

・デザインの立体造形プロセスで重要な「観察」→
「構造化」→「単純化」→「抽象化」を学ぶ。スタ
イロフォーム、インダストリアルクレイなどの塊材
を使った立体造形を行う事によって立体を理解し、
素材を通し本質的な道理としての知識を得ることが
できる。（知識・理解）
・この演習において、生活の中での立体デザインが
いかなるものかが認識できる。（関心・意欲・態
度）

観察・描写

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

演習の課題を始める上で建築、インテリアデザイン
ともに自分たちを取り巻いているのと同じ「空間の
デザイン」であるということを理解してほしい。そ
れには日頃から３次元でものを「観て」「感じる」
ちからが必要である。この授業ではまず多くのス
ケッチを通し、デザイン、造形の最も基礎である物
事を観察し把握する力を身につける。決して上手に
対象を写すことを目的とするのではなく、様々な機
能や思いから生まれた形や空間を観察し、その必然
性を探り、手を動かすことで理解を深める習慣を身
につける。さらに三面図から立体をイメージする練
習や立体を創造する。

・ものの形や成り立ちを表現する技術が身につく。
（技能）・多くのスケッチを通し、デザイン、造形
の最も基礎である物事を観察、把握、記憶、考える
力を養う。（思考・判断・表現）・常にものを「観
て」、その成り立ちを「感じる」習慣をみにつけ、
「ものづくり」に活用する態度を養うことができ
る。（関心・意欲・態度）

・ものの形や成り立ちを表現する技術が身につく。
（技能）・常にものを「観て」、その成り立ちを
「感じる」習慣をみにつける態度を養うことができ
る。（関心・意欲・態度）

建築＆デザイン
総合演習

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

 「空間」と「もの」はひとつになって初めて活き活
きとした場や街となります。その「空間」と「も
の」を対象として生活者の立場から具体的な生活の
場や街を提案するのが建築・デザイン学科です。そ
のため各コース各分野の垣根を越えて横断的に繋ぐ
チームを編成し、互いに競い合いながら作品を制作
するのがこの演習です。「街を元気にする」をテー
マに、各チームで街を調査し、必要な空間・機能・
ものを抽出し具体的な空間とそこで必要な家具やサ
イン等をトータルに計画し、創造し、提案すること
を目的としています。最終講評会には地元の方々を
お招きして講評して頂く。

・課題を行う知識を学び、十分理解しつつ進めるこ
とができる。（知識・理解）・チームとして設計・
デザインする技術を修得することができる。（技
能）・チームのなかで適切な役割分担を行い、テー
マに沿って状況を分析・評価し、設計･デザインす
る力を修得することができる。（思考・判断・表
現）・常に変化する生活環境に関心を持ち続け、ど
のようにあるべきかを考え続ける力を修得すること
ができる。（関心・意欲・態度）

・チームとして設計・デザインする技術を修得する
ことができる。（技能）・テーマに沿って状況を分
析・評価し、設計･デザインする力を修得すること
ができる。（思考・判断・表現）

プレゼンテー
ションテクニッ
ク

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

ニューヨーク　マジソン・アベニューのアドマンた
ちが、企画案を広告主に提案・説明することを「プ
レゼンテーション」と呼び、その言葉や形式が日本
の広告業界にも取り入れられた。その「プレゼン
テーション」は、いまや、あらゆる業界に浸透し、
ビジネスの成否のカギを握るイベントとなってい
る。しかし「プレゼンテーション」は、ビジネスに
限った儀式ではない。たとえば、キング牧師などの
歴史的人物のスピーチや、各国の首脳の演説や答弁
も、「プレゼンテーション」に他ならない。身近な
ところでは、授業での発表や就職活動に際しての面
接も「プレゼンテーション」である。つまり、自分
の考えや思いを聞き手に伝え、理解・共感してもら
い、何らかの行動を促す行為は、すべて「プレゼン
テーション」と呼ぶことができ、社会の中で必須の
スキルになっている。本授業では、世界標準となっ
ている「プレゼンテーション」のあり方を考察しつ
つ、演習をふんだんに取り入れて進めていく。

・世界トップ企業のリーダーや各国首脳の「プレゼ
ンテーション」。　ビジネスや社会の様々なシーン
で繰り広げられる「プレゼンテーション」身近なと
ころでは、授業での発表や就職活動に際しての面接
も立派な「プレゼンテーション」である。これら
「プレゼンテーション」の本質の知識と理解を得る
事ができる。（知識・理解）
・自分の考えを、聞き手にきちんと伝えて理解させ
る方法が身に付く。（技能）
・どのようにプレゼンするかを思考することで判断
力、思考力が身に付き、最終的な「プレゼンテー
ション」の表現ができるようになる。（思考・判
断・表現）
・世の中に対する関心、自分の立ち振る舞いとして
の態度と意欲が身に付く。（関心・意欲・態度）

・世界トップ企業のリーダーや各国首脳の「プレゼ
ンテーション」。　ビジネスや社会の様々なシーン
で繰り広げられる「プレゼンテーション」身近なと
ころでは、授業での発表や就職活動に際しての面接
も立派な「プレゼンテーション」である。これら
「プレゼンテーション」の本質の知識と理解を得る
事ができる。（知識・理解）
・自分の考えを、聞き手にきちんと伝えて理解させ
る方法が身に付く。（技能）
・どのようにプレゼンするかを思考することで判断
力、思考力が身に付き、最終的な「プレゼンテー
ション」の表現ができるようになる。（思考・判
断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

木工演習I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

立体形デザインでは各種素材や加工方法についての
知識や技術が必要になる。木工とは、木材を用いて
家具や生活用品等を制作することをいい、この木工
の技術、知識を身につけるには、まず木の性質、木
工具、加工方法等について知ると共に、木材や道具
の扱い方に慣れることが必要となる。そのため、こ
の基礎段階では基本的な形態をした生活用品をつく
ることで、これを習得する。

・「木工の基礎」を理解し、応用できるようにな
る。（知識・理解）
・「汎用的技能」として基本的な木工作品を正確に
表現することができるようになる。（技能）
・「態度や志向性」として、木製品・木工作品に関
心を持ち、積極的に表現することができるようにな
る。（関心・意欲・態度）
・「総合的な学習経験と創造的思考力」として、こ
の科目で獲得した知識・技能・態度等を総合的に活
用し、これから出会う新たな課題にそれらを適用
し、解決することができるようになる。（思考・判
断・表現）

・「木工の基礎」を理解できるようになる。（知
識・理解）
・「汎用的技能」として基本的な木工作品を表現す
ることができるようになる。（技能）
・「態度や志向性」として、木製品・木工作品に関
心を持つことができるようになる。（関心・意欲・
態度）
・「総合的な学習経験と創造的思考力」として、こ
の科目で獲得した知識・技能・態度等を総合的に活
用できるようになる。（思考・判断・表現）

建築材料学（実
験含む）

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

建築物は、人命と財産およびそこに暮らす人々の身
体と心の健康と安全を保証するものでなければなら
ない。これは建築物の設計に際し、建築の造形・材
料・構造の選択が適正なものであって初めて可能と
なる。このことを踏まえ、本授業では、代表的な建
築材料を分類し、その物理的・化学的性質の基本的
知識を理解するとともに「建築空間に使用された状
態の材料の特性」について考察する。特に「省エ
ネ・省資源・環境保全・廃棄物削減」に大きく影響
し、建築物の安全性・耐久性・快適性を担保する構
造材料について、歴史的視点を踏まえつつ視覚媒体
を用いて考察する。また、最も代表的なコンクリー
ト材料について、実際に配合実験を実施し、材料の
構造的特徴を理解する。

1：建築空間の安全性・耐久性・居住性などを考慮
した主に構造材料に関する基礎知識を習得できる。
（知識・理解）2：木質系・コンクリート系・鋼材
系材料の分類と物理的・化学的特性を説明できる。
（知識・理解）3：コンクリートの配合実験を通し
てコンクリートの構造的材料特性を説明できる。
（知識・理解） 4：代表的仕上げ材料、機能材料を
説明できる。（知識・理解）5：省エネ・省資源・
環境保全・廃棄物削減への意識の高揚をすることが
できる。（関心・意欲・態度）

1：建築空間の安全性・耐久性・居住性などを考慮
した主に構造材料に関する基礎知識を習得できる。
（知識・理解）2：木質系・コンクリート系・鋼材
系材料の分類と物理的・化学的特性を説明できる。
（知識・理解）3：代表的仕上げ材料、機能材料を
説明できる。（知識・理解）

建築法規

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

建築を設計する際には建築基準法を中心とした関連
法規を守ることが最低限必要になります。また建
築・インテリア・不動産関係の仕事で必要になるこ
とはもとより、それらの資格試験で必要科目となり
ます。さらに生活のさまざまな場面で活用すること
もあるでしょう。授業では建築基準法の概要から法
令、関連法規の概要の理解と、また建築に携わる者
の責任・モラルなどの認識を目的とする。

・建築・インテリアを学び、また建築･インテリア
関連の資格取得を目指す方は、建築関連法規の基礎
知識を修得して具体的に説明できるようになる。
（知識・理解）・具体的な事象に知識を応用し判断
できるようになる。（思考・判断・表現）・建築に
携わる者の責任・モラルなどについて理解して、具
体的事象に対して具体的に説明できるようになる。
（関心・意欲・態度）

・建築に携わる者の責任・モラルなどについて理解
して具体的に説明できるようになる。（知識・理
解）・建築に携わる者の責任・モラルなどについて
理解して、具体的事象に対して具体的に説明できる
ようになる。（関心・意欲・態度）

建築構法

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

屋根、床、壁、天井、階段、開口部など建築は様々
な部位から成り立っています。建築はこれら各々の
役割を担った部位が、ある関係性を持ちながら複合
し、建築の機能を満足する空間を創り出していま
す。当然建築は、その用途の種類にかかわらず安全
で使いやすく、そして快適性が常に求められます。
同時に、建築はそれ自体単独では成り立ちません。
都市を構成するひとつの要素として街並を創り出す
様に、街の財産として周辺環境との調和や次世代へ
の配慮も求められています。この様に建築はものと
して形づくられるだけでなく、環境への配慮という
サスティナブルな視点など多種多様な要素が必要と
なっており、それを実現するために、それらを構成
する部位が様々な“しくみ”を持っています。本講義
では、建築を構成する各部位の具体的な“しくみ”を
実例をもとに理解し、基礎的な知識と設計の手法を
身につける。

・建築はどのように建っているのか、材料特性を理
解し、その組み合わせを理解することができるよう
になる。（知識・理解）・建築空間の質に構法が重
要な役割をはたしていることを理解することができ
るようになる。（知識・理解）・具体的な「もの」
を見ることにより視覚的に理解することができるよ
うになる。（知識・理解）・多くの事例を見ること
によって、どのような”しくみ”にすればいいのか考
え提案できるようになる。（思考・判断・表現）・
建築を学び建築士を目指す方に基本的知識を習得す
ることができるようになる。（関心・意欲・態度）

・建築はどのように建っているのか、材料特性を理
解し、その組み合わせを理解することができるよう
になる。（知識・理解）・具体的な「もの」を見る
ことにより視覚的に理解することができるようにな
る。（知識・理解）・建築を学び建築士を目指す方
に基本的知識を習得することができるようになる。
（関心・意欲・態度）

建築施工

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

建設プロジェクトの構想、企画から設計、施工まで
がどのようなプロセスで進行しているかという大き
な視点から、建築施工の分野をフォーカスし考察す
る。主な講義内容はテキストに沿ったものとする
が、自身の経験を基にリアリティのある内容とす
る。建築工事を施工者、監理者、PMｒ(プロジェク
トマネージャ)の視点から考察することで現実の建
設プロジェクトを理解してもらいたい。また、それ
ぞれの分野における理解を確認するための課題を出
題する。

・建築生産および建設プロジェクト全体の仕組みが
理解でき、関心が持てる（関心・意欲・態度）・建
築施工の主要分野における管理項目、管理技術につ
いて基礎的知識が理解できる（知識・理解）

・建築施工の主要分野における管理項目、管理技術
について基礎的知識が理解できる（知識・理解）

まちづくり論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

近年、地方都市では中心市街地の空洞化が顕著にな
り、中山間地域では高齢化が進んでいる。しかし、
このような場所においても住民・自治体・NPO・企
業などが、様々な知恵を絞りながらいきいきと生活
している場所が数多く存在している。そこで様々な
手法で取り組まれている各地のまちづくりの動向に
ついて理解し、それらの成功要因・課題を明らかに
した上で、その重要性や可能性について考察する。

・「まちづくり」とは何か、その概念や手法、問題
点などを学び、現代におけるまちづくりから歴史的
なまちなみ保存のまちづくりまで、様々な具体例を
通してその基礎的知識を説明することができる。
（知識・理解）・近年日本国内の地方都市で問題と
なっている「中心市街地の空洞化」「郊外」「コ
ミュニティ」「中山間地域」をテーマの中心とし
て、その問題に対する地方都市の生き残り策につい
て列挙するとともに、自分たちがその立場になって
考え説明することができるようになる。（思考・判
断・表現）・日々変化するまちづくりに身近な問題
として関心が持てるようになる。（関心・意欲・態
度）

・「まちづくり」とは何か、その概念や手法、問題
点などを学び、現代におけるまちづくりから歴史的
なまちなみ保存のまちづくりまで、様々な具体例を
通してその基礎的知識を修得することができる。
（知識・理解）・地方都市の生き残り策について学
ぶとともに、自分たちがその立場になって考え説明
することができるようになる。（思考・判断・表
現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

環境工学

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

建築をとりまく環境は多種多様であるが、特に人間
にとって快適な環境を創造することは重要である。
環境工学とは、自然環境を利用したり、制御したり
しながら、安全でより快適な空間をつくるために必
要な知識や技術を学ぶための学問分野である。本講
義では、主として「気候」「日照と日射」「光環
境」について、その原理、内容、方法、課題などの
観点から考察し、環境工学を学ぶ上で必要な基礎知
識を理解する。関連性が極めて強いため、後期の
『建築設備』を併せて履修することが望ましい。

?音環境、光環境の様々な問題について、その原
理、内容、方法、課題などの観点から論じ、環境工
学を学ぶ上で必要な基礎知識を習得することができ
るようになる。（知識・理解）・生活を取り巻いて
いる環境因子に常に関心を持てるようになる。（関
心・意欲・態度）

?環境工学を学ぶ上で必要な基礎知識を習得するこ
とができるようになる。（知識・理解）

建築設備

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

建築設備とは、快適な建築環境を実現するための積
極的手段であり、建築を計画する上で欠くことの出
来ない要素技術である。本講義では、建築設備を用
いて対応される熱環境、空気環境、音環境の様々な
問題について、その内容、原理、方法、課題などの
観点から考察していく。関連性が極めて強いため、
前期の『環境工学』を併せて履修することが望まし
い。

・熱環境、空気環境、水環境の様々な問題につい
て、その原理、内容、方法、課題などの観点から論
じ、建築設備を学ぶ上で必要な基礎知識を習得する
ことができるようになる。（知識・理解）・得た知
識を設計に活かし表現できるようになる。（思考・
判断・表現）・生活に身近な、熱、空気、水がどの
ようにあるべきなのかを常に考えるようになる。
（関心・意欲・態度）

・建築設備を学ぶ上で必要な基礎知識を習得するこ
とができるようになる。（知識・理解）

構造力学Ⅰ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

構造は建築を成立させるための必要条件の一つであ
る。構造力学では、基礎的な力学を用いてこの構造
を理解し、建築設計を行うために必要な構造的セン
スを身につけることを目標とする。また、建築士受
験に必要な構造の基礎知識を理解する。

(１) 建物の構造的安全性を満たす条件の理解ができ
るようになる。（知識・理解）(２) 建築の設計に必
要な基本的な力の流れが理解できるようになる。
（関心・意欲・態度）(３) 簡単な構造物の構造計算
ができるようになる。（技能）(４) 一級建築士、二
級建築士受験に必要な構造計算、構造設計の基礎知
識が習得できるようになる。（知識・理解）（技
能）

(１) 建物の構造的安全性を満たす条件の理解ができ
るようになる。（知識・理解）(２) 建築の設計に必
要な基本的な力の流れが理解できるようになる。
（関心・意欲・態度）

構造計画

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

建築の構造は、「災害から社会資本としての建築の
安全性や耐久性を確保するための重要な分野」であ
り、さらに近年環境問題に関心が高まる中で省資
源・省エネルギー・脱廃棄物・環境保全を推進さ
せ、低炭素社会を実現するための、「人間の営みを
地球環境に調和させる技術分野」の一つでもある。
本授業では、建築を設計するうえで必要な条件であ
る構造の計画するにあたって、建物が要求する建築
空間を以下に安全で機能的な構造で実現するかにつ
いて理解する。特に構造をデザインするうえで重要
な構造材料に注目し、それぞれの材料が持つ構造的
特徴を生かした構造の特徴について事例を挙げなが
ら考察する。

・力学的知識と建築の構え方の知識を修得し、身に
付けることができるようになる。（知識・理解）・
安全の骨格となる構造形式に常に関心を持てるよう
になる。（知識・理解）（関心・意欲・態度）・
「構造計画」は建築のデザインを行う上で重要な構
造的基礎項目であり、建物を設計する過程で、適切
な構造材料の選択やその構造材料を使った構造方式
の計画（構造計画）ができるようになる。（思考・
判断・表現）

・安全の骨格となる構造形式に常に関心を持てるよ
うになる。（知識・理解）（関心・意欲・態度）

構造設計

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

構造力学、構造計画で学習した構造の知識を応用
し、建築設計を行ってゆくうえで構造設計の基礎知
識は重要である。本授業では、主要構造部材にかか
る力にたいしていかに部材をデザインするかを模型
実験を通して理解する。

・建築構造の設計理論と設計方法などを修得できる
ようになる。（知識・理解）・各種構造と構造力学
との関連を理解し、それぞれの目的にあった、「広
さ」・「長さ」・「高さ」を安全に確保するため、
調和のとれた構造設計ができるようになる。（思
考・判断・表現）・また、その技能が身につく。
（技能）・各種構造と構造力学の関連性について常
に関心を持てるようになる。（知識・理解）（関
心・意欲・態度）

・各種構造と構造力学の関連性について常に関心を
持てるようになる。（知識・理解）（関心・意欲・
態度）

建築計画学I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

人間の日常生活、特に「住まう」行為を中心とし
て、戦前から戦後までの社会背景と建築計画につい
て、時系列的にその変遷を学ぶとともに、それぞれ
の段階で課題となる学術的理論、芸術的評価、技術
的蓄積、さらに社会的役割などを理解する。この授
業の中で、建築の実情を把握できるレポートを課
す。

・近代以降、家族や共同体のあり方が多様になり、
それとともに住宅や集合住宅の建築空間も大きく変
わりつつある。そこで、時代の変遷とともにそれら
がどのように変わってきたのかを学び理解すること
ができるようになる。（知識・理解）・また、「使
われ方」研究を基盤とした住まいの計画と施設の計
画、そして人間－環境行動研究を基盤とした空間の
計画ができるようになる。（思考・判断・表現）・
日常生活で日々ふれる施設空間に関心を持つように
なる。（関心・意欲・態度）

・時代の変遷とともにそれらがどのように変わって
きたのかを学び理解することができるようになる。
（知識・理解）・「使われ方」研究を基盤とした住
まいの計画と施設の計画ができるようになる。（思
考・判断・表現）

建築計画学II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

人間の日常生活でも「学ぶ」「集う」「治す」と
いった機能を持つ公共建築空間を講義の対象とし
て、それらの建築の計画や設計プロセスに沿う形で
授業を進行し、それぞれの段階で課題となる学術的
理論、芸術的評価、技術的蓄積、さらに社会的役割
などを理解する。

・公共建築のあり方は社会の動きに大きく影響さ
れ、それと共にその建築空間も変わっていく。本講
義では様々な属性の人たちが使う建築空間としての
「公共建築」をとりあげ、近代以降の公共建築計画
の変遷や計画手法などを学び、知識を身に付ける。
（知識・理解）・具体的な実例を通して建築空間に
どのようにフィードバックされているかについて理
解し、自分たちの設計課題へと活かすことができる
ようにする。（思考・判断・表現）・日常生活で
日々ふれる公共建築に関心を持つようになる。（関
心・意欲・態度）

・近代以降の公共建築計画の変遷や計画手法などを
学び、知識を身に付ける。（知識・理解）・具体的
な実例を通して建築空間にどのようにフィードバッ
クされているかについて理解できるようになる。
（思考・判断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

建築積算

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 2

2010年代を迎え、わが国の建築を取り巻く社会経
済環境は著しく変わりつつある。こうした中で、建
築の生産プロセスについても、従来のものからは大
きく変わろうとしている。本授業においては、こう
した建築生産を取り巻く環境の変化から始め、建築
プロジェクトの起こり方、経済行為としての建築プ
ロジェクト、住宅産業と建設業、発注と契約、建築
企画、業務としての設計と監理、建築積算とコスト
管理、生産管理、維持保全とストックの活用、解体
と資源循環について、その概要を理解することを目
的とする。

・建築のプロジェクトを成功させるためには、建物
の、企画から設計、施工、完成、利用・運用、解
体・廃棄に至る建築生産プロセスの中で、一貫した
コスト管理を導入することが必要である。この授業
は、「建築積算」という科目名称を使っているが、
上記のコスト管理の手法や考え方を軸にしながら、
建築生産プロセス全般の基礎知識について学ぶこと
で、学生がより実践的な視点で建築物や経営主体と
しての生産者の役割・機能等を理解することができ
るようになる。（知識・理解）・常に建築の生滅に
関心を持つことができるようになる。（関心・意
欲・態度）

・建築生産プロセス全般の基礎知識について学ぶこ
とで、建築物や生産者の役割・機能等を理解するこ
とができるようになる。（知識・理解）・常に建築
の生滅に関心を持つことができるようになる。（関
心・意欲・態度）

造園

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

私達の生活は人工の内部空間だけで完結しているの
ではなく、外部空間や自然とバランスのなかで成り
立っているものである。かつて「造園」とは庭園・
公園・緑地等を造ることといわれていたが、１９世
紀半ばに行われたアメリカ・セントラルパークの国
際コンペ以降、建築と造園を総合的に考え、自然と
人間生活の共存を背景に、建築や都市の快適な環境
を造ることが必要と考えられるようになった。この
授業では、国内外の歴史的背景を俯瞰し、現在のラ
ンドスケープデザインのなかに根付いている日本特
有の自然観や現在のランドスケープデザインの考え
方や手法のもととなっている背景を認識し、実際に
身近にある都市公園を事例に、ランドスケープの分
析方法・デザイン手法を演習形式で理解する。

・既存の風景・景色の成り立ちや特徴の分析方法を
認識し、新たな生活空間としての屋外空間・景色の
創造する基本的な手法について理解出来るようにな
る。（知識・理解）・日々変化する日常生活のなか
で、内部空間と外部空間との関係がどのようにある
べきかを常に関心をもって体験し評価することがで
きるようになる。（関心・意欲・態度）

・既存の風景・景色の成り立ちや特徴の分析方法を
学び、新たな生活空間としての屋外空間・景色の創
造する基本的な手法について理解出来るようにな
る。（知識・理解）

構造力学II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

構造力学Ｉで学んだ構造力学の基礎を使って、実際
の構造物に働く力を、演習問題を解くことで理解す
る。

・構造力学Ⅰで学んだ構造力学の基礎を使って、実
際の構造物に働く力を、演習問題を中心に解くこと
で応用できるようになる。（知識・理解）・構造物
に荷重がかかった時に力の流れを把握し対処するこ
とができる。（技能）・実際の建物について構造物
に荷重がかかったときの力の流れに常に関心が持て
るようになる。（関心・意欲・態度）

・構造力学Ⅰで学んだ構造力学の基礎を使って、実
際の構造物に働く力を、演習問題を中心に解くこと
で応用できるようになる。（知識・理解）

ビジュアルコ
ミュニケーショ
ン論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

現代の生活は、サイン、シンボル、ロゴマークや広
告デザインなどたくさんのビジュアルコミュニケー
ションに満ちあふれている。しかもそれは人間の生
活に欠かせない重要な役割を担っている。授業では
その重要さを国内・国外を問わず、たくさんの実際
のデザインや広告作品を見ることで理解する。 また
カンヌ広告賞などのCMも見ることで、世界最新の
ビジュアルコミュニケーションのトレンドに接しな
がら、優れた発想を理解し学生が自らも発信できる
発想力を養う。毎回行うミニ演習で実際にアイディ
アを考える訓練を同時に行いながら、ビジュアルコ
ミュニケーション・デザインの創造性を身につけ
る。

・この授業では、ビジュアル・コミュニケーション
の様々な種類について、解説とミニ演習を体験する
事により説明できるようになる。（知識・理解）
・その結果、基本となる視覚デザインや広告デザイ
ンの最も原点となる思考・判断・表現力を身につけ
ることができるようになる。（思考・判断・表現）
・また、将来的なデザイン制作においてのディレク
ション技能の基礎が身に付く。（技能）
・デザインを通して世の中を知る事により、変化す
る生活に対する感性が増す。（関心・意欲・態度）

・この授業では、ビジュアル・コミュニケーション
の様々な種類について、解説とミニ演習を体験する
事により説明できるようになる。（知識・理解）
・その結果、基本となる視覚デザインや広告デザイ
ンの最も原点となる思考・判断・表現力を身につけ
ることができるようになる。（思考・判断・表現）
・また、将来的なデザイン制作においてのディレク
ション技能の基礎が身に付く。（技能）

建築図学I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

「かたち」を創造しようとするとき、ただ頭のなか
でイメージするだけでなく、そのイメージした「か
たち」を具体的に手を動かして、頭の中から外に取
り出し、目で確認できるように表現することが必要
となる。その表現手法を修得することを目的として
いるのが建築図学である。この授業ではさらに、
「かたち」を考えるときに有効となる、グラフィッ
クシンキング（図式思考）の中で利用できる図法に
絞り込んで講義・演習を進めていく。「建築図学 I
」 では、立体を３Ｄの単面で表現する、OBLIQUE
ProjectionとAXONOMETRIC Projection、また、
立体を２Ｄの複面で表現する複面投象の理解に重点
をおいている。なかでも,OBLIQUEと
AXONOMETRICにおいては独自の手法を理解す
る。

・3Dの立体と空間を把握する方法を理解できるよ
うになる。（知識・理解）・建築を紙と鉛筆で正し
く表現し、伝えるための手段として、図法を身につ
けることができるようになる。（技能）・イメージ
している建築を紙と鉛筆で表現し、それを目で確認
しながらイメージを膨らませ、さらに手を加えより
良いものに仕上げていく、グラフィックシンキング
の力を学生が付けることができるようになる。（思
考・判断・表現）・常に3Dで空間を考えるように
なる。（関心・意欲・態度）

・3Dの立体と空間を把握する方法を理解できるよ
うになる。（知識・理解）・建築を紙と鉛筆で正し
く表現し、伝えるための手段として、学生が図法を
身につけることができるようになる。（技能）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

建築図学II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

建築の分野で必要となる、空間の広がりや奥行き、
高さや深みを設計段階のエスキースで確認しながら
設計を進められるように目標を定め、立体図学のな
かのPERSPECTIVE Projectionの図法の講義と演習
を行う。ややもすると建築やインテリアの完成予想
図としての位置づけがなされる透視図であるが、本
来は設計をしている本人が自分のイメージしている
空間であるのかどうかを視覚的に確認するための図
法でもあり、施主との打ち合わせで簡単に利用でき
るものでもなければいけないものである。この授業
では、一般の図学や設計製図の授業で行われている
図法とは違って、より実践的に簡単に利用できるよ
うな、独自に開発した図法に絞り込んで集中的に演
習を行い、これらの図法をつかって、フリーハンド
で空間をデザインできる力を身につける。

・建築的スケールの、3Dの立体と空間を把握する
方法を理解できるようになる。（知識・理解）・建
築を紙と鉛筆で正しく表現し、伝えるための手段と
して、透視図法を学生が身につけることができるよ
うになる。（技能）・イメージしている建築を紙と
鉛筆で表現し、それを目で確認しながらイメージを
膨らませ、さらに手を加えより良いものに仕上げて
いく、グラフィックシンキングの力を身につけるこ
とができるようになる。（思考・判断・表現）・常
に3Dで空間を考えるようになる。（関心・意欲・
態度）

・建築的スケールの、3Dの立体と空間を把握する
方法を理解できるようになる。（知識・理解）・建
築を紙と鉛筆で正しく表現し、伝えるための手段と
して、透視図法を身につけることができるようにな
る。（技能）

建築・インテリ
ア演習I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

日常、我々を取り巻いている空間は、ただ何気なく
見て感じているだけでは、真に捉えることはできな
い。見る側の目や脳や身体そのものの構造や特性を
一方で知り、もう一方で空間が客観的にどのような
構成で成り立ち、機能しているのかを知る必要があ
る。更にそれらが相互関係を持ち、依存しあってい
ることを知ることによって、始めてその全容が把握
できる。次に、把握した数多くの諸要素に正しい評
価を与え設計因子とし、それらを総合化して第三者
に情報伝達するための二次元や三次元の図面等に表
現しなければならない。このような設計の基礎とな
る空間の把握と、その表現の方法を身につけること
を目的とし、その理解と実践を積み重ねながら、そ
れらを身につけていく。最後に自分自身の行き方を
住宅として設計する。

・建築や環境を把握する基礎知識を修得できるよう
になる。（知識・理解）・もの・空間や状況を五感
すべてから感じ取ることができ、あらゆるスケール
の視点からも、もの・空間を観ることができるよう
になる。（知識・理解）・空間を伝達する手法を修
得できるようになる。（技能）・それらをデータと
して記録でき、第三者に表現し伝えることができる
ようになる。（思考・判断・表現）・もの・空間・
状況を分析し、適切な「かたち」や「システム」を
解決策として、学生が提案できるようになる。（思
考・判断・表現）・常にもの・空間に関心を持つこ
とができるようになる。（関心・意欲・態度）

・建築や環境を把握する基礎知識を修得できるよう
になる。（知識・理解）・空間を伝達する手法を修
得できるようになる。（技能）・それらをデータと
して記録でき、第三者に表現し伝えることができる
ようになる。（思考・判断・表現）

建築・インテリ
ア演習II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

建築・インテリアデザインの基礎として、過去の作
品の考察からはじめる。つづいて、図面や模型の制
作を通して空間デザインの表現方法を身につける。
最終五回の授業では設計課題を実施し、空間デザイ
ンに対する理解を深めるとともに発想力および構想
力を身につける。

・建築空間･インテリア空間をデザイン的視点で読
み取ることができるようになる。（知識・理解）・
意図する空間を図面、模型等で正しく表現できるよ
うになる。（技能）・生活環境を歴史的・社会的文
脈の中でとらえ、設計者として問題提起できるよう
になる。（思考・判断・表現）・周辺環境や条件を
分析し、建築・インテリア空間を計画できるように
なる。（思考・判断・表現）・常にもの・空間とと
もにそれを取り巻く周辺環境に関心を持つことがで
きるようになる。（関心・意欲・態度）

・建築空間･インテリア空間を読み取ることができ
るようになる。（知識・理解）・意図する空間を図
面、模型等で正しく表現できるようになる。（技
能）・周辺環境や条件を分析し、建築・インテリア
空間を計画できるようになる。（思考・判断・表
現）

建築総合演習

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

建築を学ぶにあたり、空間を主観的に感じることは
重要であるが、一方で、それらを客観的に捉え、万
人と共有することも必要となる。そのためには、
様々な測定機器を使用して、対象となる“もの”や
“空間”を数量化し、客観的な指標と比較・検討する
ことができるようにしなければならない。本科目で
は、調査・見学、実験等を通して、一般の講義形式
の授業では得られない総合的な技術や知識を身につ
けるために行うものである。授業の後半では、各自
具体的なテーマを設定し、それぞれの視点で調査・
研究を行い、授業にて意見交換を行いながら内容を
深化させ、その成果をレポートにまとめ、プレゼン
テーションを実施する。

・調査・見学、実験等を通して、一般の講義形式の
授業では得られない知識の総合的な関連付けをおこ
ない結論を導き出すことができるようになる。（知
識・理解）・空間を客観的に捉える手法を身につけ
ることが出来る。（技能）・また、それぞれの視点
で調査・研究を行い、授業の中で意見交換や議論を
行いながら内容を深化させ、その成果をまとめ、プ
レゼンテーションする能力を養うことができるよう
になる。（思考・判断・表現）

・調査・見学、実験等を通して、一般の講義形式の
授業では得られない、結論を導き出すことができる
ようになる。（知識・理解）・空間を客観的に捉え
る手法を理解できる（技能）・また、その成果をま
とめ、プレゼンテーションする能力を養うことがで
きるようになる。（思考・判断・表現）

建築CAD演習Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

CAD(Computer Aided Design)とはデザイン行為
を行うときの支援システムであって、決して図面を
描くためだけの道具ではない。この授業ではCADの
原点であるスケッチパッドシステムの考え方に立ち
返り、コンピュータの画面の中でスケッチするよう
に、空間や形を3Dや2Dでデザインし、自分のイ
メージをモニター上で視覚的に確認しながら構築し
てゆく。そして、それを3Dの画像や2Dの図面にし
て、プレゼンテーションや生産の場で活かしてゆく
能力を身につける。

・CADの必要性を理解し基礎的知識を得ることが出
来る（知識・理解）・CAD演習Iでは2Dの表現の
CAD手法を学び、3Dで立体をモデリングする手法
を学び、学生が実務で使えるレベルまでその技術を
高め、第三者にプレゼンテーション出来るようにな
る。（技能）・CADシステムを紙と鉛筆のように、
新しい設計ツールとして使いこなせるようになる。
（技能）・CADシステムを利用して家具・インテリ
ア・建築の設計ができる力を修得できる。（思考・
判断・表現）・CADの可能性を理解し、技術に関心
を持つことが出来るようになる。（関心・意欲・態
度）

・CADの必要性を理解し基礎的知識を得ることが出
来る（知識・理解）・CAD演習Iでは2Dの表現の
CAD手法を学び、3Dで立体をモデリングする手法
を学び、学生が実務で使えるレベルまでその技術を
高め、第三者にプレゼンテーション出来るようにな
る。（技能）・CADシステムを利用して家具・イン
テリア・建築の設計ができる力を修得できる。（思
考・判断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

建築CAD演習II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

CAD(Computer Aided Design)とはデザイン行為
をおこなうときの支援システムであって、決して図
面を描くためだけの道具ではない。この授業では
CADの原点であるスケッチパッドシステムの考え方
に立ち返り、コンピュータの画面の中で設計条件や
生活行為を設定し、スケッチするように、3Dの空
間や形にデザインし、自分のイメージを構築してゆ
く。そして、それを3D動画や画像、また、2Dの図
面にして、プレゼンテーションや生産の場でいかし
てゆく能力を身につける。建築CAD演習IIでは 3D
（Axonometric Projection・Perspective
Projection）の画面でエスキースを行う能力と、そ
れをもとにプレンテーションボードを作成する能力
も身につける。

・建築CAD演習Iで学んだことを受けて、２次元・
３次元で、より高度なエスキースとショードローイ
ングできる力を理解し身につけることが出来るよう
になる。（知識・理解）・その力を実務で使えるレ
ベルまでその技術を高め、学生が第三者に表現する
ことが出来るようになる。（技能）・学生がCADシ
ステムを紙と鉛筆のように、新しい設計ツールとし
て使いこなせるようになる。（技能）・CADシステ
ムを利用して家具・インテリア・建築の設計をし
て、プレゼンテーションできる力を修得できる。
（思考・判断・表現）・テーマにそって身近な空間
に関心を持ち、常に何かをつかもうとする意欲や態
度が身に付く。（関心・意欲・態度）

・建築CAD演習Iで学んだことを受けて、２次元・
３次元で、より高度なエスキースとショードローイ
ングできる力を理解し身につけることが出来るよう
になる。（知識・理解）・その力を実務で使えるレ
ベルまでその技術を高め、学生が第三者に表現する
ことが出来るようになる。（技能）・CADシステム
を利用して家具・インテリア・建築の設計をして、
プレゼンテーションできる力を修得できる。（思
考・判断・表現）

建築構造材料実
験

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 1

建造物に使用される材料の性質には、物理的・化学
的性質をはじめ、力学的性質や耐久性などがあるこ
とを理解する。また、これらの諸性質は、建造物の
目的（用途）や機能（用法）、設計上の与件、施工
上の作業性・工期などに関係するばかりでなく、構
造上の安全性・安定性・耐久性・快適性などの性能
に直接影響することも理解する。本授業は「材料の
諸性質を実験的に考察し、建築材料学の講義で習得
した知識を確認する場」として位置付けているが、
併せて「材料が建造物に使用された状態で、空間要
素としてどのような性能をもっているかを認識する
こと」を目的としている。

・建築空間の安全性・耐久性・居住性などを考慮し
た主に構造材料に関する基礎知識が理解できる。
（知識・理解）・木質系・コンクリート系・鋼材系
材料の分類と物理的・化学的特性が理解できる。
（知識・理解）・省エネ・省資源・環境保全・廃棄
物削減への基礎知識の理解ができる。（知識・理
解）・身の回りにある生活で必要となる全ての材料
に関心を持てるようになる。（関心・意欲・態度）

・建築空間の安全性・耐久性・居住性などを考慮し
た主に構造材料に関する基礎知識が理解できる。
（知識・理解）

建築設計演習II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

・住まいを街に開く住まい外部に開いた機能を持つ
住まいを通して、地域コミュニティ形成をはかり、
活気ある町並みをつくる設計ができる能力を養
う。・生活支援施設　小さな公共施設小さな公共施
設の課題を通して、それらの建築の計画手法を身に
つけるとともに、空間のあり方、周辺環境との関係
性を読み取り、自らの作品を表現する力を身につけ
る。課題の進め方としては、各課題とも敷地調査、
空間分析、配置計画、建築計画、断面、立面計画、
外構計画と段階を追って進め、それと併せて、プレ
ゼンテーションの基礎的技術も身につける。最終講
評会において、学外講師を招き、学生作品のクリ
ティークを行う。

・建築と人の生活の関係を理解できるようになる。
（知識・理解）・設計した空間を図面や模型として
伝える技術が身につく。（技能）・小さな公共施設
の設計・計画を通して、ユーザーの空間を真摯に考
え、建築計画・環境と調和・構造と空間のデザイン
を習得し、それらを建築として表現が出来るように
なる。　（思考・判断・表現）・テーマにそって身
近な空間に関心を持ち、常に何かをつかもうとする
意欲や態度が身に付く。（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・小さな公共施設の設計・計画を
通して、ユーザーの空間を真摯に考え、建築計画・
環境と調和・構造と空間のデザインを習得し、それ
らを建築として表現が出来るようになる。　（思
考・判断・表現）

・建築と人の生活の関係を理解できるようになる。
（知識・理解）・設計した空間を図面や模型として
伝える技術が身につく。（技能）・単純な機能の建
築空間で建築の設計からインテリアまでトータルに
設計を行い計画の進め方や手法を学ぶとともに、構
造と空間のデザインを理解し、自ら設計し表現する
力を養うことができるようになる。（思考・判断・
表現）・テーマにそって身近な空間に関心を持ち、
常に何かをつかもうとする意欲や態度が身に付く。
（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・単純な機能の建築空間で建築の
設計からインテリアまでトータルに設計を行い計画
の進め方や手法を学ぶとともに、構造と空間のデザ
インを理解し、自ら設計し表現する力を養うことが
できるようになる。（思考・判断・表現）

インテリアデザ
イン演習I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

インテリアは本来内部空間だけでは成り立たず、建
築の骨格をなす構造とともに成立するもので建築空
間を理解することはとても重要であるとともに、ラ
ンドスケープ、街並みなどの外部環境との関係も考
えなければ成立しない。又、その空間に配置される
家具や、プロダクト照明計画なども重要で、すべて
をトータルに考える必要がある。本演習ではキャン
パス内学生会館など、単純な機能の建築空間を通し
て、家具からランドスケープまでトータルなデザイ
ンの進め方や手法を身につけ、構造と空間を理解し
自ら設計し表現する力を身につける。周辺環境に考
慮した配置計画、建築計画、インテリア計画、家具
詳細設計、照明計画等トータルなデザインを段階を
追って実施する。（１）建築架構を考慮したインテ
リアの設計手法（２）各機能（家具、家具配置、水
まわり、トイレ、通路、階段など）の適切な寸法
（３）家具詳細設計（４）プレゼンテーションの基
礎的技術なども併せて身につける。最終講評日に学
外より先生をお招きして講評する。

・建築と人の生活の関係を理解できるようになる。
（知識・理解）・設計した空間を図面や模型として
伝える技術が身につく。（技能）・単純な機能の建
築空間で建築の設計からインテリアまでトータルに
設計を行い計画の進め方や手法を学ぶとともに、構
造と空間のデザインを理解し、自ら設計し表現する
力を養うことができるようになる。（思考・判断・
表現）・テーマにそって身近な空間に関心を持ち、
常に何かをつかもうとする意欲や態度が身に付く。
（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・単純な機能の建築空間で建築の
設計からインテリアまでトータルに設計を行い計画
の進め方や手法を学ぶとともに、構造と空間のデザ
インを理解し、自ら設計し表現する力を養うことが
できるようになる。（思考・判断・表現）

建築設計演習I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

建築とインテリアは本来内部空間だけでは成り立た
ず、建築の骨格をなす構造とともに成立するもので
建築空間を理解することはとても重要であるととも
に、ランドスケープ、街並みなどの外部環境との関
係も考えなければ成立しない。又、その空間に配置
される家具や、プロダクト照明計画なども重要で、
すべてをトータルに考える必要がある。本演習では
キャンパス内学生会館など、単純な機能の建築空間
を通して、家具からランドスケープまでトータルな
デザインの進め方や手法を身につけ、構造と空間を
理解し自ら設計し表現する力を身につける。周辺環
境に考慮した配置計画、建築計画、インテリア計
画、家具詳細設計、照明計画等トータルなデザイン
を段階を追って実施する。（１）建築架構を考慮し
たインテリアの設計手法（２）各機能（家具、家具
配置、水まわり、トイレ、通路、階段など）の適切
な寸法（３）家具詳細設計（４）プレゼンテーショ
ンの基礎的技術なども併せて身につける。最終講評
日に学外より先生をお招きして講評する。



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

インテリアデザ
イン演習II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

・住まいを街に開く住まい外部に開いた機能を持つ
住まいを通して、地域コミュニティ形成をはかり、
活気ある町並みをつくる設計ができる能力を養
う。・働く場所を持つ住まいのインテリア現在、IT
の一般的な普及に伴う在宅勤務、自ら起業し自宅で
仕事をする人、自宅を仕事場とするデザイナーや
アーティストなど、働くことの様態は大きく変化
し、住むことと働くことの境界は曖昧になってきて
いる。リノベーションやコンバージョンにより既存
の躯体を活かした設計ができる能力を養う。また、
最も身近である住宅のインテリア設計(改修)を通し
て、生活と住空間、仕事と住空間、外部環境と住空
間(採光・通風・眺望)、そして構造躯体と空間のデ
ザインなどを理解し、自ら設計し表現する力を身に
つける。　最終講評日に学外より先生を招いて講評
する。

・インテリア空間と人の生活の関係を理解できるよ
うになる。（知識・理解）・設計した空間を図面や
模型として伝える技術が身につく。（技能）・既存
の構造を理解し設計する技術が身につく。（技
能）・設備計画の考え方を学び、器具まで手提案で
きる技術が身につく。（技能）・素材・家具の仕様
とその効果を学び具体的に設計する技術が身につ
く。（技能）・テーマとして投げかかられた住空間
を適切に把握し、設計を行うことができ、伝達手段
としてのプレゼンテーションの技術を身につけるこ
とができる。（思考・判断・表現）・テーマにそっ
て身近な空間に関心を持ち、常に何かをつかもうと
する意欲や態度が身に付く。（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・テーマとして投げかかられた住
空間を適切に把握し、設計を行うことができ、伝達
手段としてのプレゼンテーションの技術を身につけ
ることができる。（思考・判断・表現）

インテリアデザ
イン演習III

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

・移動可能シェルター建築の設計は縮尺によって行
う。縮尺で行った空間で実際の空間を理解する能力
がとても重要である。いわゆるスケール感である。
日頃から、図面や写真で見ていた建築を実体験する
ことがスケール感を身につけることに役立つ。移動
可能シェルターを段ボールで実寸を製作し体験する
ことで、もののつくり方と身体感覚・スケール感を
身につける。・人の生活をフォローする空間（商業
空間）のインテリア都市にはその地域に根ざした
様々な生活支援施設がある。その一つが商業施設で
ある。商業施設の計画を通して、施設が持つ単位空
間の適切なスケール感を把握するとともに、機能的
で快適でかつ演出性にすぐれた空間を自ら設計し表
現する能力を身につける。

・建築空間とインテリア空間と人の生活の関係を理
解できるようになる。（知識・理解）・設計した空
間を図面や模型として伝える技術が身につく。（技
能）・既存の構造を理解し設計する技術が身につ
く。（技能）・設備計画の考え方を学び、器具まで
手提案できる技術が身につく。（技能）・素材・家
具の仕様とその効果を学び具体的に設計する技術が
身につく。（技能）・設定された商業施設における
単位空間の適切なスケールと演出を事 例等の分析に
より把握し、設定された商業施設のブランディング
を考え空間を自ら設計し、表現できるようになる。
（思考・判断・表現）・テーマにそって身近な空間
に関心を持ち、常に何かをつかもうとする意欲や態
度が身に付く。（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・設定された商業施設における単
位空間の適切なスケールと演出を事 例等の分析によ
り把握し、設定された商業施設のブランディングを
考え空間を自ら設計し、表現できるようになる。
（思考・判断・表現）

インテリアデザ
イン演習IV

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

インテリアデザイン演習IVはインテリアデザイン演
習Vと同様に卒業制作への取り組みの一環として位
置付けられる。今まで学んできた計画や構造の基礎
的理解、周辺環境を読み込む力、分析する力によっ
て自ら問題を設定し、そしてそれをもとにデザイン
する能力を身につける。課題は「街を活性化するイ
ンテリア」というテーマのみが提示される。街は
様々な機能の集合でできている。当然地域によって
街の性格は異なる。少子高齢化、環境の時代におい
て建築はスクラップアンドビルドの時代からストッ
クの時代になる。既存の建築を生かしながら街を更
新していくコンバージョンは街の景観の継続と新た
な街の魅力をつくる。設定された地区のストックの
有効利用の仕方を調査分析し、必要な機能を自ら設
定し街の活性化に役立つインテリアを設計し、街の
魅力を提案できる能力を養う。最終講評日に学外よ
り先生をお招きして講評する。

・建築空間とインテリア空間と人の生活の関係を理
解できるようになる。（知識・理解）・設計した空
間を図面や模型として伝える技術が身につく。（技
能）・敷地周辺の環境（自然、文化、歴史）のコン
テクストを読み取り、自らその地域に必要な機能を
プログラムでき、計画に反映させる計画力及び設計
力を養うことができるようになる。（思考・判断・
表現）・テーマにそって身近な空間に関心を持ち、
常に何かをつかもうとする意欲や態度が身に付く。
（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・敷地周辺の環境（自然、文化、
歴史）のコンテクストを読み取り、自らその地域に
必要な機能をプログラムでき、計画に反映させる計
画力及び設計力を養うことができるようになる。
（思考・判断・表現）

インテリアデザ
イン演習V

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 2

２つの課題の通じて、インテリア空間と人との関係
を理解し、そのあるべき「かたち」を提案できる能
力を身につける。（課題1）空間が人に行動を促す
仕掛けを「自然光」をエネルギーとして提案する。
（課題2）課題1のコンセプトに基づき空間へ展開す
る。

・建築空間とインテリア空間と人の生活の関係を理
解できるようになる。（知識・理解）・設計した空
間を図面や模型として伝える技術が身につく。（技
能）・クライアントや社会のニーズを分析し、それ
らに最適な環境を決定し表現できるようになる。
（思考・判断・表現）・テーマにそって身近な空間
に関心を持ち、常に何かをつかもうとする意欲や態
度が身に付く。（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・クライアントや社会のニーズを
分析し、それらに最適な環境を決定し表現できるよ
うになる。（思考・判断・表現）

建築概論

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

本授業は、建築コースの各分野（住生活、意匠、構
造、計画、環境）の先生が、各分野の専門の立場か
ら、人の視点に立った建築についての講義を、オム
ニバス形式で行うことにより、多くの観点から建築
を理解する能力を身につけることを目的とする。
建築は様々な要素から成り立っている。周辺環境
（光、風、緑などの自然環境、町並）、使い手、使
い方（用途）、骨格をつくる構造、空間の環境をつ
くる設備、社会性などを総合して出来上がる。特に
建築はそれ自体では成り立たず、「ひと」が関わる
ことによって初めて成り立つ。「ひと」が関わると
いうことは、十人十色というように10人いれば、
10通りの使い方、感じ方があるはずである。すなわ
ち、10通りの解答があるということである。しか
し、ひとつの建築をつくるということは、様々な解
答の中からひとつの快適な空間をつくるということ
である。

・各分野の専門の立場から建築を論じて行くこと
で、建築を多視点から捉えることができる。（知
識・理解）
・各分野の知識が数多くあることによって、対象と
なる空間の分析･評価ができ、目的にあった適切な
デザインコンセプトを構築する力を修得することが
できる。（思考・判断・表現）
・自分自身の建築に対する好学姿勢の確立を図るこ
とができる。（関心・意欲・態度）

・建築を多視点から捉えることができる。（知識・
理解）
・目的にあった適切なデザインコンセプトを構築す
る力を修得することができる。（思考・判断・表
現）
・自分自身の建築に対する好学姿勢の確立を図るこ
とができる。（関心・意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

まちづくり演習
Ⅰ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

千代田区のある地域を対象とし、そのエリアのサー
ベイを行い、現在抱えている問題点を抽出・分析
し、その地域の歴史・伝統・文化を踏まえつつ、現
代の新しさを加えた、都市のオープンスペース＋オ
フィス＋商業施設といった複合施設を計画する。

・まちと人の生活の関係を理解できるようになる。
（知識・理解）
・計画した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）
・与えられたテーマより都市の文脈を読み解き、自
分の建築プログラムをつくりあげることができる。
（思考・判断・表現）
・テーマにそって身近な空間に関心を持ち、常に何
かをつかもうとする意欲や態度が身に付く。（関
心・意欲・態度）

・設計の課題の周辺調査、模型制作を通して敷地と
周辺環境の関係性について考えられる態度が身に付
く。（関心・態度）

まちづくり演習
Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

都内のある地域を課題対象敷地として、そのエリア
のサーベイを行い、現在抱えている問題点を抽出・
分析し、都市のオープンスペース＋商業施設＋居住
施設を計画する。

・まちと人の生活の関係を理解できるようになる。
（知識・理解）
・計画した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）
・対象とする地域の人口動向や特徴、生活スタイ
ル、緑地の割合など踏まえた上で、自分の建築プロ
グラムをつくりあげることができる。（思考・判
断・表現）　　　　・テーマにそって身近な空間に
関心を持ち、常に何かをつかもうとする意欲や態度
が身に付く。（関心・意欲・態度）

・設計の課題の周辺調査、模型制作を通して敷地と
周辺環境の関係性について考えられる態度が身に付
く。（関心・態度）

建築設計演習III

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

・移動可能シェルター建築の設計は縮尺によって行
う。縮尺で行った空間で実際の空間を理解する能力
がとても重要である。いわゆるスケール感である。
日頃から、図面や写真で見ていた建築を実体験する
ことがスケール感を身につけることに役立つ。移動
可能シェルターを段ボールで実寸を製作し体験する
ことで、もののつくり方と身体感覚・スケール感を
身につける。・ 社会と建築Ⅰ○○を核とした複合施
設（○○は年度によって替わる）建築はそれ自体で
は成り立たない。周辺の環境を十分観察・分析し、
その場所に何が最も適切であるかを考えることが重
要である。本課題は、設定された地域を調査分析
し、中心となる施設を含み相乗効果を生み出し、そ
こに必要な施設を設定し、設計する手法を理解する
とともに、敷地周辺の環境（自然、文化、歴史）の
コンテクストを読み取り計画に反映させる手法を身
につける。最終講評日に学外より先生を招いて講評
する。

・環境と建築と人の活動の関係を理解できるように
なる。（知識・理解）・設計した空間を図面や模型
として伝える技術が身につく。実寸のものを設計し
制作することで、身体感覚・スケール感が身につ
く。（技能）・敷地周辺の環境（自然、文化、歴
史）のコンテクストを読み取り、自らその地域に必
要な機能をプログラムでき、計画に反映させる計画
力及び設計力を養うことができるようになる。（思
考・判断・表現）・テーマにそって身近な空間に関
心を持ち、常に何かをつかもうとする意欲や態度が
身に付く。（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。実寸のものを設計し制作することで、身体
感覚・スケール感が身につく。（技能）・敷地周辺
の環境（自然、文化、歴史）のコンテクストを読み
取り、自らその地域に必要な機能をプログラムで
き、計画に反映させる計画力及び設計力を養うこと
ができるようになる。（思考・判断・表現）

建築設計演習IV

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

建築設計演習IVは建築設計演習Vと同様に卒業制作
への取り組みの一環として位置付けられる。今まで
学んできた計画や構造の基礎的理解、周辺環境を読
み込む力、分析する力によって自ら問題を設定し、
そしてそれをもとにデザインする能力を身につけ
る。課題は「集まって住む」というテーマのみが提
示される。敷地選定、規模、機能等のプログラム設
定から最後の建築空間まで自ら企画し設計を行な
う。併せて（1）社会性を意識した計画（2）課題に
対するより深い分析や自分自身の指向を鮮明に建築
化する（3）卒業設計を意識した効果的なプレゼン
テーション能力を身につける。課題についての資料
収集、分析、企画提案といった途中経過を重視しな
がら創造していく。最終講評日に学外より先生をお
招きして講評する。

・環境と建築と人の生活の関係を理解できるように
なる。（知識・理解）・設計した空間を図面や模型
として伝える技術が身につく。（技能）・今まで学
んできた計画力で自らプログラムを設定し、デザイ
ンする力を養うことができるようになる。（思考・
判断・表現）・テーマにそって身近な空間に関心を
持ち、常に何かをつかもうとする意欲や態度が身に
付く。（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・今まで学んできた計画力で自ら
プログラムを設定し、デザインする力を養うことが
できるようになる。（思考・判断・表現）

建築設計演習V

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 2

建築設計演習Vは卒業制作への取り組みの一環とし
て位置付けられる。今まで学んできた計画や構造の
基礎的理解、周辺環境を読み込む力、分析する力に
よって自ら問題を設定し、そしてそれをもとにデザ
インする能力を身につける。課題は敷地とテーマの
みが提示される。規模、機能等のプログラム設定か
ら最後の建築空間まで自ら企画し設計を行なう。併
せて（1）社会性を意識した計画（2）課題に対する
より深い分析や自分自身の指向を鮮明に建築化する
（3）卒業設計を意識した効果的なプレゼンテー
ション能力を身につける。課題についての資料収
集、分析、企画提案といった途中経過を重視しなが
ら創造していく。最終講評日に学外より先生をお招
きして講評する。

・環境と建築と人の生活の関係を理解できるように
なる。（知識・理解）・設計した空間を図面や模型
として伝える技術が身につく。（技能）・今まで学
んできた計画力で自らプログラムを設定し、デザイ
ンする力を養うことができるようになる。（思考・
判断・表現）・テーマにそって身近な空間に関心を
持ち、常に何かをつかもうとする意欲や態度が身に
付く。（関心・意欲・態度）

・設計した空間を図面や模型として伝える技術が身
につく。（技能）・今まで学んできた計画力で自ら
プログラムを設定し、デザインする力を養うことが
できるようになる。（思考・判断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

デザインドロー
イング

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

デッサンは建築・デザイン学科デザインコースの必
修基礎科目に位置付けている。デッサンとは観察
力、形態の把握力、構成力、質感、動勢等を養うも
のであり、グラフィックデザイン、プロダクトデザ
イン、美術分野共通の基礎を担うものであり、重要
なスキルである。デッサンIにおいては、立体感表
現、質感・空間表現、人物の動勢表現、人物のプロ
ポーション把握、観察力、総合的構成力を養うカリ
キュラムになっている。

・デッサンIでは鉛筆という使い慣れた素材を使い、
立体感表現、質感・空間表現、人物の動勢表現、人
物のプロポーション把握、観察力、総合的構成力を
養うカリキュラムにおいて知識と理解、デッサンす
る能力が身に付く。（知識・理解）（思考・判断・
表現）
・デッサン力はデザインの基礎をなし、将来的なデ
ザイン制作の技能の大元が身に付く。（技能）
・また、デッサン力が身に付く事によって、この世
の中を構成している形態に対して理解が深まり、関
心・意欲が高まる。（関心・意欲・態度）

・デッサンIでは鉛筆という使い慣れた素材を使い、
立体感表現、質感・空間表現、人物の動勢表現、人
物のプロポーション把握、観察力、総合的構成力を
養うカリキュラムにおいて知識と理解、デッサンす
る能力が身に付く。（知識・理解）
・デッサン力はデザインの基礎をなし、将来的なデ
ザイン制作の技能の大元が身に付く。（技能）

デッサンＩＩ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

デッサンは建築・デザイン学科デザインコースの必
修基礎科目に位置付けている。デッサンとは観察
力、形態の把握力、構成力、質感、動勢等を養うも
のであり、グラフィックデザイン、プロダクトデザ
イン、美術分野共通の基礎を担うものであり、重要
なスキルである。デッサンIIにおいては、形態と質
感、形態と量感，モノの機能と質感、モノの機能と
構造と細部の表現を養うカリキュラムになってい
る。

・デッサンIIでは鉛筆という使い慣れた素材を使
い、形態と質感、形態と量感，モノの機能と質感、
モノの機能と構造と細部の表現を養うカリキュラム
において知識と理解が得られる。（知識・理解）
・デッサンする能力が身に付く。デッサン力はデザ
インの基礎をなし、将来的なデザイン制作の技能の
大元が身に付く。（技能）
・また、デッサン力が身に付く事によって、この世
の中を構成している形態に対して理解が深まり、関
心・意欲が高まる。（関心・意欲・態度）

・デッサンIIでは鉛筆という使い慣れた素材を使
い、形態と質感、形態と量感，モノの機能と質感、
モノの機能と構造と細部の表現を養うカリキュラム
において知識と理解が得られる。（知識・理解）
・デッサンする能力が身に付く。デッサン力はデザ
インの基礎をなし、将来的なデザイン制作の技能の
大元が身に付く。（技能）

デザイン図学

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

1 2

「図学」とは、「もの」を平面に表現する方法であ
る。この方法を理解し使いこなせば、立体的な「も
の」を平面に表現したり、逆に平面の情報から立体
に再生することが可能になる。これはデザインでは
必須の技術である。グラフィック・プロダクト・イ
ンテリアデザインの基礎として、基本的な図学を理
解し、図学に従って図面を描くことや図面を読むこ
とを通じて、スケッチと図面と「もの」との一致感
を養い、デザインに役立つ構成原理を学ぶ。そのた
めこの授業では、「描く技術」を身につける訓練も
する。

・「もの」を実物や写真や絵ではなく、約束に従っ
て平面に表す方法である「図学」を学ぶことによ
り、学生は、空間や立体形状を理解し、「図学」と
いう方法の知識を習得できる。（知識・理解）
・二次元(図）で表現したり、図から立体をイメー
ジでき、そこから制作する技能が身に付く。（技
能）
・そこには、どのような表現をしたいのかという思
考プロセスや判断力も身に付く。（思考・判断・表
現）
・相手にとって必要な図面を引けるようになること
で、設計意図（コンセプト）を明確に伝えることが
でき、以降の意欲に繋がる。（関心・意欲・態度）

・「もの」を実物や写真や絵ではなく、約束に従っ
て平面に表す方法である「図学」を学ぶことによ
り、学生は、空間や立体形状を理解し、「図学」と
いう方法の知識を習得できる。（知識・理解）
・二次元(図）で表現したり、図から立体をイメー
ジでき、そこから制作する技能が身に付く。（技
能）

モデリング演習

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

プロダクトデザインを学習する上で、図面を理解す
ることと同時に、図面から立体に起こして検証する
こと、更にはイメージを立体にしながら形やサイズ
を検討する作業は不可欠である。この授業では、工
業材料と試作材料の学習と、デザインの現場で活用
されている様々な材料を使ったモデリングを体験す
ることで自分の考えを立体物として表現提案する力
を身につける。

・試作のレベルや目的による材料の知識と、造り方
の違いを理解できるようになる。（知識・理解）
・図面を見れば目的に合ったモデルが自分で制作で
きるようになる。（技能）
・そこには、どのような表現をしたいのかという思
考プロセスや判断力も身に付く。（思考・判断・表
現）
・既存の製品の造形に対して、関心・意欲が高ま
る。（関心・意欲・態度）

・試作のレベルや目的による材料の知識と、造り方
の違いを理解できるようになる。（知識・理解）
・図面を見れば目的に合ったモデルが自分で制作で
きるようになる。（技能）

レンダリング演
習

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

デザインプロセスでは自身の思考や発想を視覚化し
て相手に伝えることが必要になる。思考し、発想す
る能力として“フリーハンドスケッチ”に実際に取り
組みながら、素早く的確に表現するための方法や、
各種デザインスケッチやドローイングの基本技術に
ついて学ぶ。

・物の形を構成する基本的な立体（立方体、円柱、
球）を、紙という二次元に立体的に描画するという
方法の知識を習得し、表現方法を理解・説明できる
ようになる。（知識・理解）
・立体を生み出す制作プロセスが習得でき、ディレ
クション技能が身に付く。（技能）
・素材感など、表現のための思考プロセスや判断力
も身に付く。（思考・判断・表現）
・日頃の観察や、それをメモ的にスケッチする力が
身につく。（関心・意欲・態度）

・物の形を構成する基本的な立体（立方体、円柱、
球）を、紙という二次元に立体的に描画するという
方法の知識を習得し、表現方法を理解・説明できる
ようになる。（知識・理解）
・立体を生み出す制作プロセスが習得でき、ディレ
クション技能が身に付く。（技能）
・素材感など、表現のための思考プロセスが理解で
きる。（思考・判断・表現）

グラフィックCG
演習Ⅰ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

１・2 2

マッキントッシュの基本操作と米国アドビ社のイラ
ストレータを習得する。平面CGにおいて、米国ア
ドビ社のイラストレータは世界共通のアプリケー
ションである。日本においてもデザイン、印刷・
WEB業界では必須のアプリケーションである。
DTP（デスクトップ・プリプレス）という概念を理
解し、オフセット印刷に対応できる確かな知識と技
能を習得する。制作物としては、ロゴ、名刺、ポス
トカード、パッケージ、などのデザイン制作を行
う。

・マッキントッシュの基本操作とイラストレータの
知識が身に付く。（知識・理解）
・PCによる色再現、形の表現、文字の把握、紙面
のレイアウトを理解し、制作ができる技能が身に付
く。（技能）
・印刷を前提としたDTPを理解し、制作してデータ
化できる技能が身に付く。（技能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考や判断力も身に付く。（思考・判
断・表現）
・日進月歩のデジタル技術の中にあって、生活を取
り巻く多様なものに関心を持ち、自分の態度を明確
にして意欲的に表現する力が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・マッキントッシュの基本操作とイラストレータの
知識が身に付く。（知識・理解）
・PCによる色再現、形の表現、文字の把握、紙面
のレイアウトを理解し、制作ができる技能が身に付
く。（技能）
・印刷を前提としたDTPを理解し、制作してデータ
化できる技能が身に付く。（技能）　・制作プロセ
スにおいて、どのような表現をしたいのかという思
考が身に付く。（思考・判断・表現）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

デザインCAD
（3D）

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

立体形デザインではPCによる3D-CADを使用した
デザイン・設計が主流であり、デザイナー自ら3D-
CADの知識や技術が必要になる。図学IIでは3D-
CADソフトのRhinoceros v.5を用いてPCによる三
面図の作成や、３Dレンダリングの演習を行う。演
習室のデスクトップPCを使用し、解説を聞いて順
次課題を学生自身が実習してゆく。操作方法やコマ
ンドの種類を覚えPCによる図学図法を習得する。

・図入りのオリジナルテキストを用意し、PCによ
るオーソドックスな立体物の図が制作できるように
なる。また、レンダリングとして立体彩色印刷や、
三面図の作成ができるようになる。（技能）
・オリジナルテキストによって解説、演習する事に
より、PC図学図法を理解し、知識を得る事ができ
る。（知識・理解）
・3Dデータ作成のための思考プロセスや判断力も
身に付く。（思考・判断・表現）
・他の演習でも3Dデータを使った制作へ積極的に
繋げられるようになる。（関心・意欲・態度）

・図入りのオリジナルテキストを用意し、PCによ
るオーソドックスな立体物の図が制作できるように
なる。また、レンダリングとして立体彩色印刷や、
三面図の作成ができるようになる。（技能）
・オリジナルテキストによって解説、演習する事に
より、PC図学図法を理解し、知識を得る事ができ
る。（知識・理解）
・3Dデータ作成のための思考プロセスや判断力も
身に付く。（思考・判断・表現）

グラフィックCG
演習Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

米国アドビ社のフォトショップを習得する。平面
CGにおいて、米国アドビ社のフォトショップは世
界共通のアプリケーションである。日本においても
デザイン、印刷、WEB業界では必須のアプリケー
ションである。オフセット印刷に対応できる確かな
知識と技能を習得し、さらにデジタルコンテンツ作
成に対応できる基礎知識と技能を習得する。フォト
ショップの基本操作を習得し、イラストレータと
フォトショップの併用の仕方も学ぶ。コラージュ、
パッケージ、カレンダー、スタンプなど、写真やイ
ラスト、文字を素材としてレイアウトの基本を学
び、デザイン制作を行う。

・写真の色補正や加工する知識を正しく理解、習得
することにより、イラストレータとフォトショップ
を併用して、印刷入稿を前提とした正確なデータ及
びデジタルコンテンツ用に適切なデータを作成でき
る。（知識・理解）　・DTP及びWebを理解し、写
真の解像度の知識を習得し、印刷入稿するための
データやデジタルコンテンツのための画像データを
正しく作成できる。（技能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考や判断力も身に付く。（思考・判
断・表現）
・日進月歩のデジタル技術の中にあって、生活を取
り巻く多様なものに関心を持ち、自分の態度を明確
にして意欲的に表現する力が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・写真の色補正や加工する基本的な知識を習得し、
イラストレータとフォトショップを併用して、印刷
入稿を前提としたデータ及びデジタルコンテンツ用
のデータを作成できる。（知識・理解）
・DTP及びWebを理解し、写真の解像度の知識を習
得し、印刷入稿するためのデータやデジタルコンテ
ンツのための画像データを作成できる。（技能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考が身に付く。（思考・判断・表現）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）

ＣＧ演習(応用)
Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

米国アドビ社のInDesignを習得する。平面CGのエ
ディトリアルデザインにおいて、米国アドビ社の
InDesignは世界共通のアプリケーションである。
日本においてもデザイン、編集、印刷業界では必須
のアプリケーションである。複数ページの冊子や雑
誌、書籍のデザインに対応できる確かな知識と技能
を習得する。InDesignの基本操作を習得し、イラ
ストレータやフォトショップとの併用の仕方も学
ぶ。企画から編集、撮影、レイアウト、出力まで、
エディトリアルデザインのプロセスを通して、写真
やイラスト、文字を素材としてデザイン制作を行
う。

・エディトリアルデザインにおけるPC技術と文字
の組版の知識を正しく理解、習得し、イラストレー
タ、フォトショップ、インデザインを併用して、印
刷入稿を前提とした正確なデータを作成できる。
（知識・理解）
・制作する能力を養うことは取捨選択などが伴い、
自ずとディレクション技能が身に付く。（技能）
・エディトリアルデザインにおけるDTPを正しく理
解し、制作してデータ化できる技能が身に付く。
（技能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考や判断力も身に付く。（思考・判
断・表現）
・日進月歩のデジタル技術の中にあって、生活を取
り巻く多様なものに関心を持ち、自分の態度を明確
にして意欲的に表現する力が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・エディトリアルデザインにおけるPC技術と文字
の組版の知識を習得し、イラストレータ、フォト
ショップ、インデザインを併用して、印刷入稿を前
提としたデータを作成できる。（知識・理解）
・制作する能力を養うことは取捨選択などが伴い、
ディレクション技能が身に付く。（技能）
・エディトリアルデザインにおけるDTPを理解し、
制作してデータ化できる技能が身に付く。（技能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考が身に付く。（思考・判断・表現）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）

グラフィックCG
演習Ⅲ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

米国アドビ社のInDesignを習得する。平面CGのエ
ディトリアルデザインにおいて、米国アドビ社の
InDesignは世界共通のアプリケーションである。
日本においてもデザイン、編集、印刷業界では必須
のアプリケーションである。複数ページの冊子や雑
誌、書籍のデザインに対応できる確かな知識と技能
を習得する。InDesignの基本操作を習得し、イラ
ストレータやフォトショップとの併用の仕方も学
ぶ。企画から編集、撮影、レイアウト、出力まで、
エディトリアルデザインのプロセスを通して、写真
やイラスト、文字を素材としてデザイン制作を行
う。

・エディトリアルデザインにおけるPC技術と文字
の組版の知識を正しく理解、習得し、イラストレー
タ、フォトショップ、インデザインを併用して、印
刷入稿を前提とした正確なデータを作成できる。
（知識・理解）
・制作する能力を養うことは取捨選択などが伴い、
自ずとディレクション技能が身に付く。（技能）
・エディトリアルデザインにおけるDTPを正しく理
解し、制作してデータ化できる技能が身に付く。
（技能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考や判断力も身に付く。（思考・判
断・表現）
・日進月歩のデジタル技術の中にあって、生活を取
り巻く多様なものに関心を持ち、自分の態度を明確
にして意欲的に表現する力が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・エディトリアルデザインにおけるPC技術と文字
の組版の知識を習得し、イラストレータ、フォト
ショップ、インデザインを併用して、印刷入稿を前
提としたデータを作成できる。（知識・理解）
・制作する能力を養うことは取捨選択などが伴い、
ディレクション技能が身に付く。（技能）
・エディトリアルデザインにおけるDTPを理解し、
制作してデータ化できる技能が身に付く。（技能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考が身に付く。（思考・判断・表現）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）

ＣＧ演習(応用)
II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

WEBデザインを中心に学ぶ。WEB特有のデザイン
やHTMLCSSの確かな知識と技能を習得する。ま
た、米国アドビ社のアプリケーションである
Dreamweaverの基本操作方法を学び、イラスト
レータやフォトショップとの併用の仕方も学ぶ。デ
ザイン、コーディング、アップロードまで、Webデ
ザインのプロセスを通して、写真や動画、イラス
ト、文字を素材としてデザイン制作を行う。具体的
にはホームページの制作を通して、自分自身の作品
のWEBポートフォリオをインターネット上に公開す
る。

・WEBサイト作成する上で必要なWEBの知識を正
しく習得し、理解する事ができる。（知識・理解）
・デザイン、コーディング、アップロードする技能
を養い、Web用のデータを正しく作成できる。（技
能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考や判断力も身に付く。（思考・判
断・表現）
・日進月歩のデジタル技術の中にあって、生活を取
り巻く多様なものに関心を持ち、自分の態度を明確
にして意欲的に表現する力が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・WEBサイト作成する上で必要なWEBの知識を習
得し、理解する事ができる。（知識・理解）
・デザイン、コーディング、アップロードする技能
を養い、Web用のデータを作成できる。（技能）
・制作プロセスにおいて、どのような表現をしたい
のかという思考が身に付く。（思考・判断・表現）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

木工演習 III

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

木材を使い身近な日常の生活道具や、簡単な家具の
デザインを考え、その製作を行う。自分でデザイン
した形を図化し、自分の手で工具や機械を使い、作
品として完成するまで演習する。デザインと製作の
過程を通して、私たちが生活の中で無意識で付き
合っている道具＝物との関係について考察して、形
/機能/構造/材質/加工/仕上げ等を習得する。前期
は照明を制作する。任意の使用環境を設定し、アイ
デアスケッチから製図、制作までデザインワーク一
連の流れを体験する。

・木材を素材として様々なものの知識を得、デザイ
ンし、製作する過程・図面を描く技術、木の性質・
加工技術・仕上げ等を学ぶ事により木の性質を理解
し、自分で設計した図面からどのように加工してい
くかというプロセスを習得する事ができる。（知
識・理解）
・また、どのような方法で完成させるかというディ
レクション技能が身に付く。（技能）
・木工作品を製作するという表現は思考、判断が伴
いそれらが身に付く。（思考・判断・表現）
・また、生活の中でどのように位置づけるかと言う
関心・意欲・態度が身に付く。（関心・意欲・態
度）

・木材を素材として様々なものの知識を得、デザイ
ンし、製作する過程・図面を描く技術、木の性質・
加工技術・仕上げ等を学ぶ事により木の性質を理解
し、自分で設計した図面からどのように加工してい
くかというプロセスを習得する事ができる。（知
識・理解）
・また、どのような方法で完成させるかというディ
レクション技能が身に付く。（技能）
・木工作品を製作するという表現は思考、判断が伴
いそれらが身に付く。（思考・判断・表現）

木工演習 IV

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

木材を使い身近な日常の生活道具や、簡単な家具の
デザインを考え、その製作を行う。自分でデザイン
した形を図化し、自分の手で工具や機械を使い、作
品として完成するまで演習する。デザインと製作の
過程を通して、私たちが生活の中で無意識で付き
合っている道具＝物との関係について考察して、形
/機能/構造/材質/加工/仕上げ等を習得する。後期
はフォールディングチェアを制作する。任意の使用
環境を設定し、アイデアスケッチから製図、制作を
行う。機能や機構、構造、造形のバランスを考えて
デザインを行うことが出来るように身につける。

・木材を素材として様々なものの知識を得、デザイ
ンし、製作する過程・図面を描く技術、木の性質・
加工技術・仕上げ等を学ぶ事により木の性質を理解
し、自分で設計した図面からどのように加工してい
くかというプロセスを習得する事ができる。（知
識・理解）
・また、どのような方法で完成させるかというディ
レクション技能が身に付く。（技能）
・木工作品を製作するという表現は思考、判断が伴
いそれらが身に付く。（思考・判断・表現）
・また、生活の中でどのように位置づけるかと言う
関心・意欲・態度が身に付く。（関心・意欲・態
度）

・木材を素材として様々なものの知識を得、デザイ
ンし、製作する過程・図面を描く技術、木の性質・
加工技術・仕上げ等を学ぶ事により木の性質を理解
し、自分で設計した図面からどのように加工してい
くかというプロセスを習得する事ができる。（知
識・理解）
・また、どのような方法で完成させるかというディ
レクション技能が身に付く。（技能）
・木工作品を製作するという表現は思考、判断が伴
いそれらが身に付く。（思考・判断・表現）

陶芸演習

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

土の特性を理解し、陶芸作品を制作する。
その工程において素材の変化などを知る観察力や、
作品そのものの表現力を養う。
まず、手捻りから入り、御飯茶碗、動物をモチーフ
にした入れ物。タタラ制作としてマグカップの制作
をする。
最後に習得した技術を用いて置き時計を制作する。

・土を素材にした器などを製作する技能が身に付
き、「土」という素材が習得できる。（技能）・立
体を把握する事により、立体物を理解する。（知
識・理解）
・また、それを使い人やそれが使われる生活環境を
理解する事により、プロダクトデザインの意味を思
考し、判断し、表現する事が身に付く。（思考・判
断・表現）
・また、生活の中でどのように位置づけるかと言う
関心・意欲・態度が身に付く。（関心・意欲・態
度）

・土を素材にした器などを製作する技能が身に付
き、「土」という素材が習得できる。（技能）
・立体を把握する事により、立体物を理解する。
（知識・理解）
・また、それを使い人やそれが使われる生活環境を
理解する事により、プロダクトデザインの意味を思
考し、判断し、表現する事が身に付く。（思考・判
断・表現）

写真演習Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

ポートレート、風景、ドキュメンタリー、ジャーナ
リズム、基本的なスタジオ撮影技術などのジャンル
を追求する。写真はグラフィックデザインを思考す
る上で必要不可欠な要素である。どのような被写体
に対しても、必ず自分の個性が反映されるものであ
り、いかにそれを表現に結びつけるか、そのための
技能を、試行錯誤しながら習得する。

・ポートレート、風景、ドキュメンタリー、ジャー
ナリズム、スタジオ撮影技術などいろいろなジャン
ルを追求する事で、実践的な写真の知識と理解が得
られる。（知識・理解）
・それぞれのテーマの中で、自分のアプローチを見
つける中で、思考し判断する事によって表現方法が
身に付く。（思考・判断・表現）
・写真は現代社会の中で、重要な位置を担ってい
る。デザインの中で、写真をどのようにディレク
ションして行くかと言う技能も身に付ける事ができ
る。（技能）
・また、それらが、生活の中でどのように位置づけ
るかと言う関心・意欲・態度が身に付く。（関心・
意欲・態度）

・ポートレート、風景、ドキュメンタリー、ジャー
ナリズム、スタジオ撮影技術などいろいろなジャン
ルを追求する事で、実践的な写真の知識と理解が得
られる。（知識・理解）
・それぞれのテーマの中で、自分のアプローチを見
つける中で、思考する事によって表現方法が身に付
く。（思考・判断・表現）
・写真は現代社会の中で、重要な位置を担ってい
る。デザインの中で、写真をどのようにディレク
ションして行くかと言う技能も身に付ける事ができ
る。（技能）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）

写真演習ＩＩ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

写真演習Ⅰを踏まえた上で、静物、ファッション、
コマーシャルアート、ファインアート、などのジャ
ンルを追求していく。また、この写真演習Ⅱでは、
暗室によるプリント作業も実践する。写真はグラ
フィックデザインを思考する上で必要不可欠な要素
である。どのような被写体に対しても、必ず自分の
個性が反映されるものであり、いかにそれを表現に
結びつけるか、そのための技能を、試行錯誤しなが
ら習得する。

・静物、ファッション、コマーシャルアート、ファ
インアート、などのジャンルを追求する事で、実践
的な写真の知識と理解が得られる。（知識・理解）
・それぞれのテーマの中で、自分のアプローチを見
つける中で、思考し判断する事によって表現方法が
身に付く。（技能）
・また、暗室によるプリント作業も実践する事によ
り写真の根本的特性が理解できる。写真は現代社会
の中で、重要な位置を担っている。デザインの中
で、写真をどのように位置付け分析して行くかと言
う思考・判断・表現を身に付ける事ができる。（思
考・判断・表現）
・また、それらが、生活の中でどのように位置づけ
るかと言う関心・意欲・態度が身に付く。（関心・
意欲・態度）

・静物、ファッション、コマーシャルアート、ファ
インアート、などのジャンルを追求する事で、実践
的な写真の知識と理解が得られる。（知識・理解）
・それぞれのテーマの中で、自分のアプローチを見
つける中で、思考する事によって表現方法が身に付
く。（技能）
・また、暗室によるプリント作業も実践する事によ
り写真の特性が理解できる。写真は現代社会の中
で、重要な位置を担っている。デザインの中で、写
真をどのように位置付け分析して行くかと言う思考
を身に付ける事ができる。（思考・判断・表現）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

デジタル写真演
習Ⅰ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

ポートレート、風景、ドキュメンタリー、ジャーナ
リズム、基本的なスタジオ撮影技術などのジャンル
を追求する。写真はグラフィックデザインを思考す
る上で必要不可欠な要素である。どのような被写体
に対しても、必ず自分の個性が反映されるものであ
り、いかにそれを表現に結びつけるか、そのための
技能を、試行錯誤しながら習得する。

・ポートレート、風景、ドキュメンタリー、ジャー
ナリズム、スタジオ撮影技術などいろいろなジャン
ルを追求する事で、実践的な写真の知識と理解が得
られる。（知識・理解）
・それぞれのテーマの中で、自分のアプローチを見
つける中で、思考し判断する事によって表現方法が
身に付く。（思考・判断・表現）
・写真は現代社会の中で、重要な位置を担ってい
る。デザインの中で、写真をどのようにディレク
ションして行くかと言う技能も身に付ける事ができ
る。（技能）
・また、それらが、生活の中でどのように位置づけ
るかと言う関心・意欲・態度が身に付く。（関心・
意欲・態度）

・ポートレート、風景、ドキュメンタリー、ジャー
ナリズム、スタジオ撮影技術などいろいろなジャン
ルを追求する事で、実践的な写真の知識と理解が得
られる。（知識・理解）
・それぞれのテーマの中で、自分のアプローチを見
つける中で、思考する事によって表現方法が身に付
く。（思考・判断・表現）
・写真は現代社会の中で、重要な位置を担ってい
る。デザインの中で、写真をどのようにディレク
ションして行くかと言う技能も身に付ける事ができ
る。（技能）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）

デジタル写真演
習Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

デジタル写真演習Ⅰを踏まえた上で、静物、ファッ
ション、コマーシャルアート、ファインアート、な
どのジャンルを追求していく。また、このデジタル
写真演習Ⅱでは、暗室によるプリント作業も実践す
る。写真はグラフィックデザインを思考する上で必
要不可欠な要素である。どのような被写体に対して
も、必ず自分の個性が反映されるものであり、いか
にそれを表現に結びつけるか、そのための技能を、
試行錯誤しながら習得する。

・静物、ファッション、コマーシャルアート、ファ
インアート、などのジャンルを追求する事で、実践
的な写真の知識と理解が得られる。（知識・理解）
・それぞれのテーマの中で、自分のアプローチを見
つける中で、思考し判断する事によって表現方法が
身に付く。（技能）
・また、暗室によるプリント作業も実践する事によ
り写真の根本的特性が理解できる。写真は現代社会
の中で、重要な位置を担っている。デザインの中
で、写真をどのように位置付け分析して行くかと言
う思考・判断・表現を身に付ける事ができる。（思
考・判断・表現）
・また、それらが、生活の中でどのように位置づけ
るかと言う関心・意欲・態度が身に付く。（関心・
意欲・態度）

・静物、ファッション、コマーシャルアート、ファ
インアート、などのジャンルを追求する事で、実践
的な写真の知識と理解が得られる。（知識・理解）
・それぞれのテーマの中で、自分のアプローチを見
つける中で、思考する事によって表現方法が身に付
く。（技能）
・また、暗室によるプリント作業も実践する事によ
り写真の特性が理解できる。写真は現代社会の中
で、重要な位置を担っている。デザインの中で、写
真をどのように位置付け分析して行くかと言う思考
を身に付ける事ができる。（思考・判断・表現）
・生活を取り巻く多様なものに関心を持ち、表現す
る力が身に付く。（関心・意欲・態度）

映像演習

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

映像は映画をはじめ、アニメーション、TV映像、
TVコマーシャル、デジタルサイネージ、WEBコン
テンツ、プロモーションビデオ等、現代の私たちが
享受する情報に深く入り込んでいる。映像はグラ
フィックデザインを思考する上で必要不可欠な要素
である。現代社会における映像の役割を理解し、多
様な映像スタイルを知り、その中で目的にあった映
像作品の制作ができるようになる。

・映画、アニメーション、TV映像、TVコマーシャ
ル、デジタルサイネージ、WEBコンテンツ、プロ
モーションビデオ等、現代社会の中での映像の知識
と理解を演習によって身に付く。（知識・理解）
・また、そのプロセスを思考する事によって判断力
が身に付き、表現できるようになる。（思考・判
断・表現）
・自分が掲げる映像のテーマが生活の中でどのよう
に位置づけるかと言う関心・意欲・態度が身に付
く。（関心・意欲・態度）
・目的に合致したコンセプトを提案でき、それに基
づく映像用コンテ（ストーリーボード）を作る事が
できるようになる。（技能）
・コンテに添った映像が撮れ、総合的なデジタル映
像編集ができるようになる。（技能）

・映画、アニメーション、TV映像、TVコマーシャ
ル、デジタルサイネージ、WEBコンテンツ、プロ
モーションビデオ等、現代社会の中での映像の知識
と理解を演習によって身に付く。（知識・理解）
・また、そのプロセスを思考する事によって判断力
が身に付き、表現できるようになる。（思考・判
断・表現）
・自分が掲げる映像のテーマが生活の中でどのよう
に位置づけるかと言う関心・意欲・態度が身に付
く。（関心・意欲・態度）
・映像用コンテ（ストーリーボード）を作り映像が
撮れ、基本的なデジタル映像編集ができるようにな
る。（技能）

イラストレー
ションテクニッ
ク

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

イラストはグラフィックデザインを思考する上で必
要不可欠な要素である。イラストレーション制作全
般の基礎知識及び基礎技術と知識を実技の演習を通
して理解する。具体的には、水彩絵具、パステル、
色鉛筆、クレヨンなど多様な画材による演習により
イラストレ―ションを制作する。また、何枚もの質
の違う用紙を体験し、絵具と用紙の関係も理解す
る。

・水彩絵具、パステル、色鉛筆、クレヨンなど多様
な画材による演習によって、イラストレーションが
何であるかの知識を得、また、何枚もの違う用紙を
使用する事によって、絵具と用紙の関係を理解でき
る。（知識・理解）　・そして、いくつもの表現の
イラストレーション技能が身に付く。（技能）　・
モチーフも自分で設定し、そのプロセスを思考する
事によって判断力が身に付き、表現できるようにな
る。（思考・判断・表現）
・また、イラストレーションそのものや、描くて
テーマが生活の中でどのように位置づけるかと言う
関心・意欲・態度が身に付く。（関心・意欲・態
度）

・水彩絵具、パステル、色鉛筆、クレヨンなど多様
な画材による演習によって、イラストレーションが
何であるかの知識を得、また、何枚もの違う用紙を
使用する事によって、絵具と用紙の関係を理解でき
る。（知識・理解）　・そして、いくつもの表現の
イラストレーション技能が身に付く。（技能）　・
モチーフも自分で設定し、そのプロセスを思考する
事によって判断力が身に付き、表現できるようにな
る。（思考・判断・表現）

メタルクラフト
演習

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

立体形デザインでは各種素材や加工方法についての
知識や技術が必要になる。金属加工についてメタル
クラフトの技法（彫金・鍛金・鋳金）で実際に使え
るクラフト作品、具体的にはカトラリーとブローチ
を制作する。数種類の金属を素材に、基本的な加工
法（切る・曲げる・削る・たたく・磨く・接合す
る）と表面処理法を学ぶ。金属の素材特性を生かし
たデザイン・制作をし、それを実際に使うことで暮
らしに対する新たな提案をおこなう。

・数種類の金属を素材に、基本的な加工法（切る・
曲げる・削る・たたく・磨く・接合する）と表面処
理法を習得する事ができる。（技能）
・メタルクラフトの知識を得、理解する事ができ
る。（知識・理解）
・金属の素材特性を生かしたデザイン・制作をする
事により思考し、判断し、表現する事が身に付く。
（思考・判断・表現）
・それを実際に使うことで暮らしに対する新たな関
心や意欲が身に付く。（関心・意欲・態度）

・数種類の金属を素材に、基本的な加工法（切る・
曲げる・削る・たたく・磨く・接合する）と表面処
理法を習得する事ができる。（技能）
・メタルクラフトの知識を得、理解する事ができ
る。（知識・理解）
・金属の素材特性を生かしたデザイン・制作をする
事により思考し、判断し、表現する事が身に付く。
（思考・判断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

グラフィック演
習Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

この2年次のグラフィックデザイン基礎演習は、3年
次のグラフィックデザイン演習I・II、4年次のグラ
フィックデザイン演習IIIを続けて履修し、その専門
性を養う事を前提としている。歴史を振り返ると、
グラフィックデザインは印刷の発明と深い関わりが
ある。写真も図版もない当時は、文字のデザインだ
けでいかに読みやすく、そして楽しませるかを競
い、その文字情報を印刷によって広く伝えていっ
た。現代においてもグラフィックデザインにおける
文字の役割はきわめて大きい。具体的にはまず、レ
タリング、文字のデザイン、夏をテーマにしたポス
ター、和文ポスター、英文ポスター等の演習課題を
行う。前期はアナログによる演習で手で描く技能が
身に付くよう考えられている。

・グラフィックデザインの基本とも言うべき、文字
デザインの知識を得、理解する事ができる。（知
識・理解）
・タイポグラフィーの技能を習得することができる
ようになる。（技能）
・テーマの理解、コンセプトの設定、アイデアを生
み出す力とそれを表現する技能を習得することがで
きるようになる。そのプロセスにおいて思考し判断
する事が身に付く。また、テーマから生活の中でど
のような位置づけがいいか思考し、判断し、表現す
る事が身に付く。（思考・判断・表現）
・生活に対する関心、意欲が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・グラフィックデザインの基本とも言うべき、文字
デザインの知識を得、理解する事ができる。（知
識・理解）
・タイポグラフィーの基本的な技能を習得すること
ができるようになる。（技能）
・テーマの理解、コンセプトの設定、アイデアを生
み出すプロセスにおいて思考する事が身に付く。
（思考・判断・表現）
・生活に対する関心、意欲が身に付く。（関心・意
欲・態度）

グラフィック演
習Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

この２年次のグラフィックデザイン基礎演習は、３
年次のグラフィックデザイン演習Ⅰ、Ⅱ、そして４
年次のグラフィックデザイン演習Ⅲ、を続けて履修
し、その専門性を養う事を前提としている。タイポ
グラフィ、レイアウト、イラストレーション、写真
等の演習を通し、雑誌や新聞の媒体を想定したデザ
イン制作をする。雑誌のコンセプトを考え、タイト
ルロゴのデザイン、特集見開きページのレイアウト
デザイン、表紙デザインなどに挑戦し、最後はその
雑誌の新聞広告へ展開する。また、書体や文字組み
版について、読みやすさ、美しさなど、文字の基本
的な使い方と表現方法およびレイアウトの基本構造
について学ぶ。

・グラフィックデザインの基礎として、文字は重要
な要素である。この演習は、文字を中心としたエ
ディトリアルデザインを学び知識を得、理解する事
ができる。（知識・理解）
・最終的にはタイポグラフィを意識した画像を含む
誌面を完成することが出来るようになる。（技能）
・書体や文字組版について、その用途や読みやす
さ、美しさ等を考慮したレイアウトを制作できるよ
うになる。（技能）
・コンセプトの確立や、コテンツの構成、写真撮
影、イラスト作成、記事執筆、編集、レイアウトな
ど、全ての役割を経験することで、エディトリアル
デザインを総合的に身につける事が出来るようにな
る。（技能）
・演習のテーマから生活の中でどのような位置づけ
がいいか思考し、判断し、表現する事が身に付く。
（思考・判断・表現）
・生活に対する関心、意欲が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・グラフィックデザインの基礎として、文字は重要
な要素である。この演習は、文字を中心としたエ
ディトリアルデザインを学び知識を得、理解する事
ができる。（知識・理解）
・最終的にはタイポグラフィを意識した画像を含む
誌面を完成することが出来るようになる。（技能）
・コンセプトの確立や、コテンツの構成、写真撮
影、イラスト作成、記事執筆、編集、レイアウトな
ど、全ての役割を経験することで、エディトリアル
デザインの基礎が身に付く。（技能）
・演習のテーマから生活の中でどのような位置づけ
がいいか思考し、表現する事が身に付く。（思考・
判断・表現）
・生活に対する関心、意欲が身に付く。（関心・意
欲・態度）

グラフィック演
習ＩＩ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

この２年次のグラフィックデザイン基礎演習は、３
年次のグラフィックデザイン演習Ⅰ、Ⅱ、そして４
年次のグラフィックデザイン演習Ⅲ、を続けて履修
し、その専門性を養う事を前提としている。タイポ
グラフィ、レイアウト、イラストレーション、写真
等の演習を通し、雑誌や新聞の媒体を想定したデザ
イン制作をする。雑誌のコンセプトを考え、タイト
ルロゴのデザイン、特集見開きページのレイアウト
デザイン、表紙デザインなどに挑戦する。また、書
体や文字組み版について、読みやすさ、美しさな
ど、文字の基本的な使い方と表現方法およびレイア
ウトの基本構造について学ぶ。

・グラフィックデザインの基礎として、文字は重要
な要素である。この演習は、文字を中心としたエ
ディトリアルデザインを学び知識を得、理解する事
ができる。（知識・理解）
・最終的にはタイポグラフィを意識した画像を含む
誌面を完成することが出来るようになる。（技能）
・書体や文字組版について、その用途や読みやす
さ、美しさ等を考慮したレイアウトを制作できるよ
うになる。（技能）
・コンセプトの確立や、コテンツの構成、写真撮
影、イラスト作成、記事執筆、編集、レイアウトな
ど、全ての役割を経験することで、エディトリアル
デザインを総合的に身につける事が出来るようにな
る。（技能）
・演習のテーマから生活の中でどのような位置づけ
がいいか思考し、判断し、表現する事が身に付く。
（思考・判断・表現）
・生活に対する関心、意欲が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・グラフィックデザインの基礎として、文字は重要
な要素である。この演習は、文字を中心としたエ
ディトリアルデザインを学び知識を得、理解する事
ができる。（知識・理解）
・最終的にはタイポグラフィを意識した画像を含む
誌面を完成することが出来るようになる。（技能）
・コンセプトの確立や、コテンツの構成、写真撮
影、イラスト作成、記事執筆、編集、レイアウトな
ど、全ての役割を経験することで、エディトリアル
デザインの基礎が身に付く。（技能）
・演習のテーマから生活の中でどのような位置づけ
がいいか思考し、表現する事が身に付く。（思考・
判断・表現）
・生活に対する関心、意欲が身に付く。（関心・意
欲・態度）

グラフィックデ
ザイン演習Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

グラフィックデザインの専門知識と技能を養うため
の最初の授業である。この演習では、オリジナルブ
ランドを制作する。はじめに、チームに別れ様々な
ブランドの調査を行うことで、デザインの根本とな
るブランド戦略の重要性を学ぶ。次に、調査を基に
各自のオリジナルブランドのデザインに取り組む。
ネーミング、ロゴ・マークのデザイン、商品パッ
ケージのデザイン、Webサイト、モビールのデザイ
ンを経て、最終的にVI（ビジュアルアイデンティ
ティ）マニュアルを完成します。課題一つ一つを積
み重ね、全体の包括的なデザインで結びつけること
で、ブランドの世界観を構築します。

・ブランドにおけるデザインの知識を得、役割を理
解する事が出来るようになる。（知識・理解）
・独自の戦略とアイデアをどのようにロゴ・マー
ク、商品パッケージ、サイン・ファサードのデザイ
ンへと展開するか、自主性を促す演習によって制作
する技能が身に付く。（技能）
・ブランドとして一貫性のあるデザインへと導くこ
との重要性を学び、自己中心的な表現にこだわら
ず、広い視野に立ち、思考力、判断力、表現力を高
める事ができるようになる。（思考・判断・表現）
・制作プロセスにおいて、社会性や生活のありかた
を思考し、関心・意欲が身に付く。（関心・意欲・
態度）

・ブランドにおけるデザインの知識を得、役割を理
解する事が出来るようになる。（知識・理解）
・独自の戦略とアイデアをどのようにロゴ・マー
ク、商品パッケージ、サイン・ファサードのデザイ
ンへと展開するか、自主性を促す演習によって制作
する基本的な技能が身に付く。（技能）
・ブランドとして一貫性のあるデザインへと導くこ
との重要性を学び、表現力を高める事ができるよう
になる。（思考・判断・表現）
・制作プロセスにおいて、社会性や生活のありかた
を思考し、関心・意欲が身に付く。（関心・意欲・
態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

グラフィックデ
ザイン演習II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

ここでの演習は3つのグラフィックエレメントに取
組む。　1.自分自身が会社を起こすことを想定した
デザイン計画としての、ロゴマークとピクトグラム
の制作。　2.ダイヤグラムは図形、図表、図式、と
いう意味であるが、グラフィック・デザインにおい
てその可能性は高い。論理的、観念的な内容から世
の中に起こる様々な事象までを表現できるダイヤグ
ラムデザインを制作。　3.パッケージは荷、梱（こ
り）、包み、包装紙、包装用容器などの意味があ
る。大型家電商品のパッケージから、小さなガムや
ミント菓子のパッケージまで、私たちの生活にパッ
ケージは深く入り込んでいる。パッケージには商品
そのものの内容を示す働き共に、ブランドを示し、
その商品のメッセージをも示す付加価値を生み出
す。現代社会にそのように存在しているパッケージ
を認識して制作する。

・グラフィックデザインの重要なエレメントであ
る、 ◎ロゴマーク、◎ピクトグラム、◎ダイヤグラ
ム、◎パッケージデザインの課題を主とする。 それ
ぞれのエレメントの知識と理解を習得できるように
なる。（知識・理解）
・また、市場の調査と分析により、消費者のニー
ズ、ウォンツを探し、提案性のあるデザイン制作が
できるようになる。（技能）
・デザインは生産する側であり、産業として消費者
にどうアピールするかを考えなければならない。生
産者と消費者を以て生活者と言える。その生活者が
何であるかを思考し、判断し、表現する事ができる
ようになる。（思考・判断・表現）
・社会性や生活のありかたを思考する為、関心・意
欲が身に付く。（関心・意欲・態度）

・グラフィックデザインの重要なエレメントであ
る、 ◎ロゴマーク、◎ピクトグラム、◎ダイヤグラ
ム、◎パッケージデザインの課題を主とする。 それ
ぞれのエレメントの知識と理解を習得できるように
なる。（知識・理解）
・市場の調査と分析により、消費者のニーズ、ウォ
ンツを探し、デザイン制作ができるようになる。
（技能）
・消費者にどうアピールするかを思考する事ができ
るようになる。（思考・判断・表現）
・社会性や生活のありかたを思考する為、関心・意
欲が身に付く。（関心・意欲・態度）

グラフィックデ
ザイン演習ＩＩ
Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 2

グラフィックデザイン演習の総仕上げとしての授業
である。チームを作り、1チーム5名で構成。プロ
デューサー・ロゴ・シンボルマークデザイナー・
キャラクターデザイナー・ポスターデザイナー・
リーフレットデザイナーとそれぞれが役割を担い
チームに貢献する。6チームを組み、それぞれが6つ
のテーマに取組む。調査を行い、チームで何度も話
合い、プレゼンテーションを何度も行い完成に向け
ていく。これはさながら、実践するデザインの現場
の疑似体験である。

・総合デザイン計画の把握としての知識と理解を、
課題テーマを調査する事により、体感を伴う知識と
理解が得られる。（知識・理解）
・市場調査によって得られるデザインワークの技能
を習得する事ができるようになる。（技能）
・実地調査、現状分析、コンセプトメイクを行い、
キーメッセージと共にどのように表現して行くか、
アイデアを思考し判断しながら制作を行っていける
ようになる。（思考・判断・表現）
・チーム編成の演習を設定している為、自他理解
（チームと個人）を習得する事ができるようにな
り、その中で思考し判断し、チームとして表現する
事が身に付く。（思考・判断・表現）
・これは、社会に出る為の重要な要素である。社会
性のある関心・意欲・態度が身に付く。（関心・意
欲・態度）

・総合デザイン計画の把握としての知識と理解を、
課題テーマを調査する事により、体感を伴う知識と
理解が得られる。（知識・理解）
・市場調査によって得られるデザインワークの技能
を習得する事ができるようになる。（技能）
・チーム編成の演習を設定している為、自他理解
（チームと個人）を習得する事ができるようにな
る。（思考・判断・表現）
・これは、社会に出る為の重要な要素である。社会
性のある関心・意欲・態度が身に付く。（関心・意
欲・態度）

プロダクト演習
Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

この演習はプロダクトデザインの専門領域に入る最
初の演習となる。人が道具を作る際に自然の美しさ
をお手本とすることは歴史上とても多く行われてい
る。前半は自然の美しさを改めてリサーチし、ス
ケッチやトレースを行い、様々な素材に置き換えて
行き、各自の表現の引き出しを多く蓄積する。そし
て後半は自然の美しさと素材の可能性から見出した
エッセンスを使って、実際に使える身近な道具のデ
ザインに活用する学修を行う。最後には製作した作
品のプレゼンテーションを行う。

・プロダクトデザインの専門領域に入る最初の演習
として私たちの身の回りにある自然の美を改めて理
解し、応用するスキルを身につける。（知識・理
解）
・身近な素材として「布」を取り扱う。具体的には
様々な布の表情を探り、いく通りもの加工を施し可
能性を探りながら、最終的に身につけるプロダクト
の制作を行えるようになる。（技能）
・素材の表情を活かした身につける道具はどのよう
なものか思考し、コンセプトメイクを行い、どのよ
うに第三者に伝えて行くか判断しながら制作を行っ
ていけるようになる。（思考・判断・表現）
・最後に制作した作品のプレゼンテーションを分か
りやすく魅力的に行い、他の学生の作品意図にも触
れることで客観的に自身を確認できる。（関心・意
欲・態度）

・プロダクトデザインの専門領域に入る最初の演習
として私たちの身の回りにある自然の美を改めて理
解し、引用できるようになる。（知識・理解）
・身近な素材として「布」を取り扱う。具体的には
布から生まれる表情を探り、最終的に身につけるプ
ロダクトの制作を行えるようになる。（技能）
・素材の表情を活かした身につける道具はどのよう
なものか思考し、コンセプトメイクを行い、実制作
を行っていけるようになる。（思考・判断・表現）
・最後に制作した作品のプレゼンテーションを行
い、自身を確認できる。（関心・意欲・態度）

プロダクト演習
ＩＩ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

2 2

機能と意味を美しいプロダクトデザイン（カタチ）
としてまとめていくことはデザイナーとして必要な
ことである。この演習では与えられたテーマに対し
て「機能からの発想」と「意味からの発想」の二つ
のアプローチでプロダクトデザインを考えていく基
礎を学ぶ。ブレーンストーミングからそのまとめま
でをグループワークで行い、アイデアの元を探る。
素案を発表、ディスカッションする中で深度化す
る。中間モデル、最終モデルと検討と改善を繰り返
すことでブラッシュアップすることの大切さを学
ぶ。

・与えられたテーマに必要な機能や形とは何かを理
解し、新たなモノや価値を提案できるようになる。
（知識・理解）
・自身の考えたアイデアをスタイリングモデルとし
て制作することが出来るようになる。（技能）
・市場調査、アイデア展開（スケッチや簡易モデ
ル）、ディスカッションなど制作プロセスで必要な
思考方法や基本的な検討方法が身につく。（思考・
判断・表現）
・内容を伝えるための方法（モデル、プレゼンテー
ションボード、プレゼンテーション）について理解
し、提案を魅力的に相手に伝えることができるよう
になる。（思考・判断・表現）
・製品デザインや、ものづくりへの関心が広がる。
（関心・意欲・態度）

・与えられたテーマに必要な機能や形とは何かを理
解し、新たなモノや価値を提案できるようになる。
（知識・理解）
・自身の考えたアイデアをスタイリングモデルとし
て制作することが出来るようになる。（技能）
・市場調査、アイデア展開（スケッチや簡易モデ
ル）、ディスカッションなど制作プロセスで必要な
思考方法や基本的な検討方法が身につく。（思考・
判断・表現）
・製品デザインや、ものづくりへの関心が広がる。
（関心・意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

プロダクトデザ
イン演習I

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

デザインには各種要件を満足させながら機能と形態
をバランスさせてまとめていく力が必要になる。こ
の演習ではプロダクトが使用されるシーンや用途を
限定する。設定された使用シーンの中で使用者のリ
サーチ、ヒアリング、または自身での体験を繰り返
し現状の不満点や問題点を洗い出す中で、プロダク
トの新しい価値提案の元を探る。素案を発表、ディ
スカッションする中で深度化する。中間モデル、最
終モデルと検討と改善を繰り返すことでブラッシュ
アップすることの大切さを学ぶ。学内外の展示を含
めた発表を体験し、アンケート等の意見から自身の
提案へのフィードバックを得る。

・与えられたテーマに必要な機能や形とは何かを理
解し、新たなモノや価値を提案できるようになる。
（知識・理解）
・自身の考えたアイデアをスタイリングモデルや機
能モデルとして制作することが出来るようになる。
（技能）
・市場調査、アイデア展開（スケッチや簡易モデ
ル）、ディスカッションなど制作プロセスで必要な
思考方法や検討方法が身につく。（思考・判断・表
現）
・内容を伝えるための方法（モデル、プレゼンテー
ションボード、プレゼンテーション）について理解
し、提案を魅力的に相手に伝えることができるよう
になる。（思考・判断・表現）
・製品デザインや、ものづくりへの関心が広がる。
（関心・意欲・態度）

・与えられたテーマに必要な機能や形とは何かを理
解し、新たなモノや価値を提案できるようになる。
（知識・理解）
・自身の考えたアイデアをスタイリングモデルや機
能モデルとして制作することが出来るようになる。
（技能）
・市場調査、アイデア展開（スケッチや簡易モデ
ル）、ディスカッションなど制作プロセスで必要な
思考方法や基本的な検討方法が身につく。（思考・
判断・表現）
・製品デザインや、ものづくりへの関心が広がる。
（関心・意欲・態度）

プロダクトデザ
イン演習II

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 2

プロダクトデザインを行なっていく際、対象となる
人によって様々な制約がある。この演習では対象を
具体的に年齢で絞り、その人々の活動を広くリサー
チした上で浮かび上がる制約を探り、年齢における
固有の暮らしを考える。その中から各自の取り組む
テーマを決めて、新しい暮らしの道具の提案を行
う。また後半にはそれら個々の作品を展示する空間
デザインを行い、グループワークと展示空間の実制
作を体験する。最後には製作した作品のプレゼン
テーションを展示会場で行う。

・対象年齢による暮らしを広く検証し、様々な制約
を拾い上げて知識として蓄える（知識・理解）
・テーマによって相応しい素材とはなにか。多くの
素材の中から最適な材料を選択し、１／５モデルで
の検証を経て、密度の高い実寸モデル制作を行える
ようになる。（技能）
・対象年齢に相応しい素材は何か、暮らしの道具は
どのようなものかを思考しコンセプトメイクを行
い、作品制作をする。どのように第三者に伝えて行
くか、展示空間まで制作することで製品のブラン
ディングも意識した見せ方も行えるようになる。
（思考・判断・表現）
・最後に制作した作品のプレゼンテーションおよび
展示ディスプレイを魅力的に行い、他の学生の作品
意図にも触れることで客観的に自身を確認できる。
（関心・意欲・態度）

・対象年齢による暮らしを検証し、様々な制約を拾
い上げて知識として蓄える（知識・理解）
・テーマによって相応しい素材とはなにか。素材の
中から材料を選択し、モデルでの検証を経て、実寸
モデル制作を行えるようになる。（技能）
・対象年齢に相応しい素材と、適切な暮らしの道具
は何かを思考しコンセプトメイクを行い、作品制作
をする。展示空間まで制作することで製品の見せ方
を行えるようになる。（思考・判断・表現）
・最後に制作した作品のプレゼンテーションおよび
展示ディスプレイを行い、自身を確認できる。（関
心・意欲・態度）

ゼミナール

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

3 4

４年間の集大成となる、卒業制作・卒業論文にむけ
て、各教員が自身の専門分野から独自のテーマを掲
げ、そのテーマに沿ったそれぞれの手法で行われる
演習系の授業である。テーマによっては、文献研究
や資料収集、実験や実測、フィールドワークなど、
知識の一方向の伝達になりがちな一般の講義とは
違って、この授業では学生が主体となって、観て、
聴いて、嗅いで、触れて、感じて、計測して、分析
し、評価し、考察し、提案していく。　これらの活
動を通して、４年次の卒業論文と卒業制作のテーマ
を各自見つけ出すことを目標とする 。

・各ゼミナールのテーマに沿って必要となる知識と
能力を修得できるようになる。（知識・理解）・設
計、デザインのコンセプト造りの能力と、表現する
プレゼンテーション能力を修得できるようになる。
（技能）・ゼミナールの活動のなかで、卒業論文・
卒業制作のテーマを提示し、そのテーマの目的と意
義を明らかにすることができるようになる。（思
考・判断・表現）・社会の状況に常に関心を持ち続
け、そのあり方を考え提案できる力を修得できるよ
うになる。（思考・判断・表現）、（関心・意欲・
態度）

・各ゼミナールのテーマに沿って最低限必要となる
知識と能力を修得できるようになる。（知識・理
解）・設計、デザインのコンセプト造りの基本的能
力と、表現するプレゼンテーションの基本的能力を
修得できるようになる。（技能）・ゼミナールの活
動のなかで、卒業論文・卒業制作のテーマを発見
し、そしてそのテーマの目的と意義を見つけ出すこ
とができるようになる。（思考・判断・表現）

・与えられたテーマに必要な機能や形とは何かを理
解し、新たなモノや価値を提案できるようになる。
（知識・理解）
・自身の考えたアイデアをスタイリングモデルや機
能モデルとして制作することが出来るようになる。
（技能）・市場調査、アイデア展開（スケッチや簡
易モデル）、ディスカッションなど制作プロセスで
必要な思考方法や検討方法が身につく。（思考・判
断・表現）
・ものづくりだけでなく、物を介したコミュニケー
ションデザインまで想定した提案ができるようにな
る。（思考・判断・表現）
・内容を伝えるための方法（モデル、プレゼンテー
ションボード、プレゼンテーション）について理解
し、提案を魅力的に相手に伝えることができるよう
になる。（思考・判断・表現）
・展示発表まで含めたトータルデザインができるよ
うになる。（思考・判断・表現）
・製品デザインや、ものづくりへの関心が広がる。
（関心・意欲・態度）
・他者の意見を踏まえた改善ができるようになる。
他者の提案に対する自身の意見を伝えることができ
るようになる。（関心・意欲・態度）

・与えられたテーマに必要な機能や形とは何かを理
解し、新たなモノや価値を提案できるようになる。
（知識・理解）
・自身の考えたアイデアをスタイリングモデルや機
能モデルとして制作することが出来るようになる。
（技能）
・市場調査、アイデア展開（スケッチや簡易モデ
ル）、ディスカッションなど制作プロセスで必要な
思考方法や基本的な検討方法が身につく。（思考・
判断・表現）
・製品デザインや、ものづくりへの関心が広がる。
（関心・意欲・態度）
・他者の提案に対する自身の意見を伝えることがで
きるようになる。（関心・意欲・態度）

プロダクトデザ
イン演習ＩＩＩ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 2

デザイナーは与えられた問題解決だけでなく、それ
を超えて人間とは、社会とは「こうあるべき」とい
う提案型デザインをして発信をしていく必要があ
る。プロダクトデザイン演習の最終として、モノを
通じて人、事、場、社会を考え、自身の今までの体
験や、未来の予測からの問題解決型デザインだけで
なく、自身の考える「こうあるべき」という価値創
造提案型のデザインまで、新しいプロダクトデザイ
ンを提案する。素案を発表、ディスカッションする
中で深度化する。中間モデル、最終モデルと検討と
改善を繰り返すことでブラッシュアップすることの
大切さを学ぶ。学内外の展示を含めた発表を体験
し、アンケート等の意見から自身の提案へのフィー
ドバックを得る。学内外で得た意見は卒業制作・論
文へも参考にする。



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

卒業論文Ⅰ（研
究）

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 2

３年次で培った各自のテーマを、４年間の集大成と
して調査・分析し論文形式で纏めあげていく前半の
授業である。 それぞれが掲げたテーマの意義、目的
にあった研究方法を設定し、指導教員のもとで半年
間かけ論文の構成と骨子をまとめることを目的と
し、期末にはその成果を発表し、広くその評価を問
い、今後の研究に繁栄させる。

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・取集したした資
料を分析、評価する能力が習得できる。（技能）・
事実や結果から考察して結論を導き出す手法を身に
つけることができる。（技能）・自身の思考過程と
結果としての形を表現する技術を身につけることが
できる。（技術）・分析、評価したものを元に思
考、判断し、論文の骨子を組み立てる能力が身につ
く。（思考・判断・表現）・建築コースにおいて
は、４年間の集大成としての論文にするための基礎
資料を常に意欲的に収集する力がつく。（関心・意
欲・態度）・デザインコースにおいては、自分自身
でテーマを探し、自分の頭で考え、自分の足で行動
し卒業論文若しくは作品の完成へ向けて能動的に取
り組むことができるようになる。（関心・意欲・態
度）

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・取集したした資
料を分析、評価する能力が習得できる。（技能）・
事実や結果から考察して結論を導き出す手法を身に
つけることができる。（技能）・分析、評価したも
のを元に思考、判断し、論文の骨子を組み立てる能
力が身につく。（思考・判断・表現）

卒業論文Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 4

３年次で培った各自のテーマを、４年間の集大成と
して調査・分析し論文形式でまとめあげていく後半
の授業である。卒業論文I(研究)で行った論文の構成
と骨子をもとに、半年間かけ論理展開が明確な論文
形式にまとめあげることを目的とし、最後にその成
果を発表し広く評価を問う。

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・取集したした資
料を分析、評価する能力が習得できる。（技能）・
事実や結果から考察して結論を導き出す手法を身に
つけることができる。（技能）・自身の思考過程と
結果としての形を表現する技術を身につけることが
できる。（技能）・自分自身の見つけたテーマを、
４年間の集大成として、論文にまとめ、理路整然と
自分の考えを相手に伝えることができる。（思考・
判断・表現）・建築コースにおいては、４年間の集
大成としての論文にするための基礎資料を常に意欲
的に収集する力がつく。（関心・意欲・態度）・デ
ザインコースにおいては、自分自身でテーマを探
し、自分の頭で考え、自分の足で行動し卒業論文の
完成へ向けて能動的に取り組むことができるように
なる。（関心・意欲・態度）

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・取集したした資
料を分析、評価する能力が習得できる。（技能）・
事実や結果から考察して結論を導き出す手法を身に
つけることができる。（技能）・自分自身の見つけ
たテーマを、４年間の集大成として、論文にまと
め、理路整然と自分の考えを相手に伝えることがで
きる。（思考・判断・表現）

卒業制作Ⅰ（研
究）

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 2

３年次で培った各自のテーマを、４年間の集大成と
して制作形式でまとめあげてい前半の授業である。
それぞれが掲げたテーマの意義、目的にあった研
究・制作方法を設定し、指導教員のもとで半年間か
けコンセプト造りを行い、卒業制作の原案となる
「空間」や「もの」として提案することを目的と
し、期末にはその成果を発表し、広くその評価を問
い、今後の制作過程に繁栄させる。

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・取集したした資
料を分析、評価する能力が習得できる。（技能）・
自身の思考過程と結果としての形を表現する技術を
身につけることができる。（技能）・分析、評価し
たものを元に思考、判断しデザインコンセプトの骨
子を組み立て、かたちを創造する能力が身につく。
（思考・判断・表現）・建築コースにおいては、４
年間の集大成としての作品にするための基礎資料を
常に意欲的に収集する力がつく。（関心・意欲・態
度）・デザインコースにおいては、自分自身でテー
マを探し、自分の頭で考え、自分の足で行動し、作
品の完成へ向けて能動的に取り組むことができるよ
うになる。（関心・意欲・態度）

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・取集したした資
料を分析、評価する能力が習得できる。（技能）・
自身の思考過程と結果としての形を表現する技術を
身につけることができる。（技能）・分析、評価し
たものを元に思考、判断しデザインコンセプトの骨
子を組み立て、かたちを創造する能力が身につく。
（思考・判断・表現）

卒業制作Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 4

３年次で培った各自のテーマを、４年間の集大成と
して制作形式でまとめ上げていく後半の授業であ
る。それぞれが掲げたテーマの意義、目的にあった
研究・制作方法を設定し、卒業制作I（研究）で行っ
たコンセプト造りと、「かたち」の原案をもとに、
半年間かけ、「空間」や「もの」としての「ありよ
う」を常に問いながら卒業制作としてまとめあげる
ことを目的とし、最後にその成果を発表し広く評価
を問う。

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・また、取集した
した資料を分析、評価する能力が習得できる。（技
能）・また、自身の思考過程と結果としての形を表
現する技術を身につけることができる。（技能）・
自分自身の見つけたテーマを、４年間の集大成とし
て、作品にまとめ、理路整然と自分の考えを相手に
伝えることができる。（思考・判断・表現）・建築
コースにおいては、４年間の集大成としての作品に
するための基礎資料を常に意欲的に収集する力がつ
く。（関心・意欲・態度）・デザインコースにおい
ては、自分自身でテーマを探し、自分の頭で考え、
自分の足で行動し、作品の完成へ向けて能動的に取
り組むことができるようになる。（関心・意欲・態
度）

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・また、取集した
した資料を分析、評価する能力が習得できる。（技
能）・また、自身の思考過程と結果としての形を表
現する技術を身につけることができる。（技能）・
自分自身の見つけたテーマを、４年間の集大成とし
て、作品にまとめ、理路整然と自分の考えを相手に
伝えることができる。（思考・判断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

卒業論文・制作
Ⅰ（研究）

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 2

３年次で培った各自のテーマを、４年間の集大成と
して制作形式で纏めあげていく授業であり、建築
コースにおいては、研究として既往研究や実例を収
集しまとめる。デザインコースにおいては、テーマ
の発想、リサーチを行い、資料研究もしくは本制作
に入るための試作制作に取り組む。

建築コースにおいては、４年間の集大成としての論
文若しくは作品にするための基礎資料をまとめるこ
とができる。

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・取集したした資
料を分析、評価する能力が習得できる。（技能）・
事実や結果から考察して結論を導き出す手法を身に
つけることができる。（技能）・分析、評価したも
のを元に思考、判断し、論文や制作の骨子を組み立
てる能力が身につく。（思考・判断・表現）

卒業論文・制作
Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
建築・デザイン
学科

4 4

３年次で培った各自のテーマを、４年間の集大成と
して論文もしくは制作形式で纏めあげていく授業で
ある。テーマの発想からその成果を卒業論文・制作
展で発表するまでの取り組みである。

自分自身の見つけたテーマを、４年間の集大成とし
て、論文もしくは作品にまとめ、自分の考えを相手
に伝えることができる。

・テーマに沿って更に必要となる知識を、個別に担
当教員の適切な指導を受けながら修得することがで
きるようになる。（知識・理解）・また、取集した
した資料を分析、評価する能力が習得できる。（技
能）・また、自身の思考過程と結果としての形や結
論を表現する技術を身につけることができる。（技
能）・自分自身の見つけたテーマを、４年間の集大
成として、作品や論文にまとめ、理路整然と自分の
考えを相手に伝えることができる。（思考・判断・
表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

児童学基礎演習
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

本授業のねらいは、４年間を通して学ぶ児童学の基
礎を理解することにある。家庭、地域、社会などに
おいて身近に取り上げられている子どもに関連する
さまざまな事象や課題に触れ、子どもをとりまく自
己・人・ものなどの諸関係に気づくとともに、発
達・文化・教育・福祉などの視点から、子どもの生
活活動への関心を高める。また、子どもにかかわる
専門的実践者の基盤づくりとして、グループワーク
などの演習、発表、討論、施設見学などを通して自
主的・主体的な学びの姿勢を養う。

1.家庭、地域、社会などにおいて身近に取り上げら
れている子どもに関連する事象や課題を具体的に挙
げることができる。（知識・理解）
２.子どもに関連する事象や課題について発表、討
論、グループワークができる。（思考・判断・表
現）
３.子どもをとりまく自己・人・ものなどの諸関係に
気づき、子どもの生活活動に積極的な関心をもって
かかわることができる。（関心・意欲・態度）
４.施設見学などに積極的に参加することを通して、
子どもにかかわる専門的実践者としての役割をにつ
いて説明できる。（知識・理解）

１.子どもに関連する事象や課題について発表、討
論、グループワークができる。（思考・判断・表
現）
２.子どもの生活活動に積極的な関心をもってかかわ
ることができる。（関心・意欲・態度）。
３.施設見学などに積極的に参加することを通して、
子どもにかかわる専門的実践者としての役割をにつ
いて説明できる。（知識・理解）

発達心理学
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

乳幼児および児童・生徒の発達について、身体・運
動、言語・認知、情緒・社会性など各領域の特徴と
相互の関連性についての基本的な知識を学ぶ。その
際、ピアジェ、ヴィゴツキー、ボウルビー、田中昌
人などの代表的な発達理論を基に、発達を規定する
内的、外的要因およびその相互作用などの観点につ
いて理解する。また、子どもの健全な発達を保障す
るうえで必要なかかわりや援助のあり方を学ぶ。

１.身体・運動、言語・認知、情緒・社会性など各領
域の発達特徴と相互の関連性について各時期ごとに
具体的に述べることができる。（知識・理解）
２.代表的な発達理論とその特徴を挙げることができ
る。（知識・理解）
３.各時期の発達特徴に応じた保育・教育上のかかわ
りや援助の課題を見出すことができる。（思考・判
断・表現）

１.身体・運動、言語・認知、情緒・社会性など各領
域の発達特徴について各時期ごとに述べることがで
きる。（知識・理解）
２.代表的な発達理論を挙げることができる。（知
識・理解）
３.各時期の発達特徴に応じた保育・教育上のかかわ
りや援助の課題を見出すことができる。（思考・判
断・表現）

子ども家庭支援
の心理学

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得し、
初期経験の重要性、各時期の移行、発達課題等につ
いて学ぶ。また、家族・家庭の意義や機能、家族関
係について理解するとともに、子育て家庭をめぐる
現代の社会状況や子どもの精神保健など、子どもと
家庭を包括的に捉える視点を習得する。

１． 生涯発達に関する心理学の基礎的な知識や初期
経験の重要性、各時期の移行、発達課題について説
明できる。（知識・理解）
２． 家族や家庭の意義と機能及び家族関係について
述べることができる。（知識・理解）
３． ７． 現代の社会状況をふまえて子育て家庭を
めぐる課題を提示できる。（思考・判断・表現）
４．子どもと家庭を包括的に捉える視点を具体的に
提示できる。（思考・判断・表現）。

１． 生涯発達に関する心理学の基礎的な知識と発達
課題について説明できる。（知識・理解）
２． 家族や家庭の意義と機能及び家族関係について
述べることができる。（知識・理解）
３． 子育て家庭をめぐる課題を提示できる。（思
考・判断・表現）

教育心理学
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

教育心理学には、子どもの学びを支えることと適応
を支えるという２つの役割がある。本科目では、子
どもの発達、学習メカニズム、動機づけ、教育評価
などの教育にかかわる心理学理論や実践方法につい
て理解する。基本的な概念の習得とともに、具体的
な子ども理解の方法、教育方法なども学ぶ。また、
近年、特別支援教育についても扱い、学習のつまづ
きへの支援のあり方についても考察する。

1.教育心理学の定義や内容を理解したうえで、子ど
もの発達の特性について説明できる。（知識・理
解）
2.学習メカニズム、動機づけ、教育評価などの教育
心理学理論について説明できる。（知識・理解）
3.実際に、子どもの保育・教育活動を行う時に必要
な子ども理解や子ども支援についての専門的技能が
習得できる。（技能）

1.教育心理学の定義や内容を理解できる。（知識・
理解）
2.学習メカニズムや動機づけについて説明できる。
（知識・理解）
3.実際に、子どもの保育・教育活動を行う時に必要
な子ども理解や子ども支援についての基礎技能が習
得できる。（技能）

子ども理解の方
法

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

保育・教育活動において、実践の対象である子ど
も、さらにはそれをとりまく家庭や社会を理解する
ことは不可欠である。保育実践は子ども理解を土台
に成立しており、それを通してまた理解が更新され
ることで、実践の質や保育者の力量が高まってい
く。本授業では、そうした子ども理解を得るために
必要な基本的な理論や態度を身につけるとともに、
種々の方法論や情報機器等の活用方法を理解するこ
とを目指す。具体的には、実際の保育現場の写真や
映像を活用しながら、記録の作成や省察、事例の分
析方法やディスカッションの方法を体験的に学ぶ。

1.保育および教育実践における子どもの理解の意義
について理解し、その必要性を理論的に説明でき
る。（知識・理解）
2.子ども理解のために必要な態度や方法について理
解したうえで実践に結び付けることができる。（思
考・判断・表現）
3.実践現場で用いられている研修方法や機器の活用
について興味を持ち、積極的に取り入れようとす
る。（関心･意欲・態度）

1.保育および教育実践における子どもの理解の意義
について理解する。（知識・理解）
2.子ども理解のために必要な態度や方法について具
体的な状況に沿って説明できる。（思考・判断・表
現）
3.模擬研修や授業課題に意欲的に取り組み、それぞ
れの方法の基本理論を理解する。（関心･意欲・態
度）

発達臨床学
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

保育・教育・福祉領域の実習やこれまで行ったボラ
ンティア活動等において体験したことを、授業内で
の振り返り、文献講読、研究発表などを通して、理
論的に位置付けながら考察する。

1.保育・教育領域で実際に展開している発達臨床・
支援活動について具体的な例を挙げて提案できる。
（知識・理解）
2.発達臨床的支援技法を子どもの障がい特性に応じ
てどのように実践するか説明できる。（思考・判
断・表現）
3.個別指導計画に応じた環境・教材の開発・工夫に
関心を持って取り組むことができる。（関心･意
欲・態度）

1.保育・教育領域で実際に展開している発達臨床・
支援活動について説明できる。（知識・理解）
2.発達臨床的支援技法を説明できる。（思考・判
断・表現）
3.支援のための環境・教材の工夫に関心をもって取
り組むことができる。（技能・関心･意欲・態度）

教育相談の理論
と方法

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

社会の変容とともに、教育現場では、いじめ、不登
校、社会性の未熟さや発達の偏り、虐待などさまざ
まなリスクがあることが指摘されている。このよう
な状況の中、教育相談とは子どもの育ちへの支援を
目的とする教育方法であり、教育実践の枠組みであ
る。本科目で用いる「教育相談」の概念には、保
育・教育者が行う相談活動および保育・教育者と連
携して行う心理臨床等を基盤とした相談活動の両方
を含む。したがって、どちらにも共通して必要な理
論と方法およびそれぞれの専門的立場を活かした相
談活動とコラボレーションのあり方について講義す
る。

1.乳幼児・児童およびその保護者等とかかわる保
育・.教育相談活動における心理・教育臨床の基礎理
論を理解できる。（知識・理解）
2.保育・教育相談で取り扱う乳幼児・児童期の問題
を理解したうえで援助技法を説明できる。（思考・
判断・表現）
3.保育・教育相談活動を担い、家族や関係機関と協
働・連携していく専門職として、カウンセリング、
コンサルテーション、コラボレーションのあり方に
ついて理解し、保育・教育現場とのつながりを考え
ることができる。（関心･意欲・態度）

1.教育相談の基礎知識が理解できる。（知識・理
解）
2.保育・教育相談で取り扱う乳幼児・児童期の問題
が理解できる。（知識・理解）
3.保育・教育相談活動を担い、家族や関係機関と協
働・連携していく専門職として、カウンセリング、
コンサルテーション、コラボレーションのあり方に
ついて理解できる。（関心･意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

特別支援教育・
保育概論

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

現代の幼稚園・保育所・学校において、子どもの１
割が発達障害などの特別な支援ニーズをもっている
とされる。特に、保育士や教師になる学生は、この
ような社会的な現状をふまえながら、障害の概念に
関する正しい知識と肯定的な視線・態度をもつこと
が求められる。本講義では、障害の概念、種類、理
解の方法、支援方法について具体的に学ぶ。

１.乳幼児・児童にかかわる障害の概念と種類につい
て具体的な例を挙げて説明できるようになる（知
識・理解）。
２.障害のある子どもの理解の方法、支援の方法につ
いて具体的に説明できるようになる（知識・理
解）。
３.障がいのある子どもの個々のニーズに合わせた実
践的な配慮方法、発達支援の方法について工夫でき
る（技能）。

１.乳幼児・児童にかかわる障害の概念と種類につい
て説明できるようになる（知識・理解）。
２.障害のある子どもに対する配慮方法、発達支援の
方法について工夫ができる。（技能）。

乳児保育Ⅱ
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 1

乳児保育Ⅰの内容を踏まえ、より実践的な学びを目
指すものである。乳児の発達過程を確認し、発達に
即したあそびを考案したり、安全についての現実的
な指導を学ぶ。様々な実技を習得する。さらに、乳
児保育の計画性についての理解も深め、指導計画立
案、作成の仕方を身につける。

１．乳児期の発達を踏まえた遊び方を考え、玩具づ
くりに取り組む（技能）。
２．乳児の心身の健康と安全を、情緒の安定を維持
するための配慮について理解し（知識・理解）、場
面ごとに必要な手立てを考えることができるように
なる（思考・判断・表現）。
３．乳児保育の計画のあり方について理解し（知
識・理解）、実際に短時間の想定で日の指導計画を
作成することができる（関心・意欲・態度）。
４．オムツ替え、授乳、食事の介助などの実技に主
体的に参加し（関心・意欲・態度）、手順を間違え
ずに実技を行うことができる（技能）。

１．乳児期の発達を考えながら玩具づくりに取り組
む（技能）。
２．乳児の心身が危険にさらされる場面を考えるこ
とができる（思考・判断・表現）。
３．乳児保育の計画のあり方を理解し（知識・理
解）、説明することができる。
４．オムツ替え、授乳、食事の介助などの実技に積
極的に参加し、練習することができる（関心・意
欲・態度）。

行動科学基礎実
験Ⅱ

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

要因計画法に基づく実験法の基礎を学び、心理学に
関する仮説の因果関係の検証という観点から、実験
法を学ぶ。分析手法として、要因計画に対応した分
散分析法を学ぶとともに、レポート作成に必要な情
報の収集をおこなう。基礎実験から心理尺度を用い
た質問紙実験までを幅広く学ぶ。

１.心理学の実験レポートを独力でまとめることがで
きる(ただし、実験計画法を前提とする)（思考・判
断・表現）。
２.分析では要因計画に対応した分散分析法を用い
て、平均値の差の検定が実施できる（知識・理
解）。

１.心理学の実験レポートをまとめることができる
（思考・判断・表現）。
２.分析では平均値の差の検定が実施できる（知識・
理解）。

子ども家庭支援
論

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

社会の変化ともに家庭のあり方も変化し、子育て家
庭も多様化し、そこには多くの課題がある。保育の
仕事に携わる者として、子育て家庭の現状を理解
し、必要とされる支援のあり方、その目的を理解す
るとともに、様々な支援のアプローチについて学
ぶ。「子育ち」「親育ち」「親子関係の育ち」を支
える家庭支援について理解を深める。

1.子育てにおける「家庭支援」の背景や必要性、目
的を歴史的背景、社会的文脈と関連させながら理解
し、説明できる。（知識・理解）
2.「家庭支援」の具体的な方法を理解し、状況に応
じた支援の可能性を考えることができる。（思考・
判断・表現）
3.「家庭支援」における今後の課題を理解し、保育
実践との関連を考察できる。（関心･意欲・態度）

1.子育てにおける「家庭支援」の背景や必要性、目
的を歴史的背景、社会的文脈と関連させながら理解
し、説明できる。（知識・理解）
2.「家庭支援」の具体的な方法を説明できる。（思
考・判断・表現）
3.「家庭支援」における今後の課題を理解し、考察
できる。（関心･意欲・態度）

子育て支援
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 1

近年、少子化や核家族化の進行もあり、子育ては家
庭だけでなく、社会全体で子育てを行っていくとい
う考え方が主流になりつつある。また、子どもの発
達は育つ環境との関係に大きく依存しており、子ど
もと家庭が所属している地域の影響も大きく受けて
いる。この授業では、地域の子育て資源を活用しな
がら子ども、親、地域が一体になって子育てするこ
との意義について学び、家庭の子育てと緊密な連携
を図り、子育て支援ネットワークの中核的役割を担
う人材を育成することを目指す。

1.地域子育て支援の意義とその機能について総合的
に説明できる。（知識・理解）
2.子育て家庭や地域を取り巻く社会的状況等につい
て総合的に説明できる。 （知識・理解）
3.子育て支援の制度、支援体制等についてに代表的
な制度、支援体制について説明できる。（知識・理
解）
4.子育て支援の多様な支援の展開と関係機関との連
携について総合的に説明できる。 （知識・理解）
5.子育て支援における保育者の役割を総合的に説明
できる。（知識・理解）

1.地域子育て支援の意義とその機能について基本的
な事項を説明できる。 （知識・理解）
2.子育て家庭や地域を取り巻く社会的状況等につい
て基本的な事項を説明できる。 （知識・理解）
3.子育て支援の制度、支援体制等についてに基本的
な制度、支援体制について説明できる。（知識・理
解）
4.子育て支援の多様な支援の展開と関係機関との連
携について基本的な事項を説明できる。 （知識・理
解）
5.子育て支援における保育者の役割を基本的な事項
を説明できる。（知識・理解）

教育原理
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

価値観の多様化にともない、現代社会はどのような
教育が求められているのかが不透明な時代である。
そして教育や学校がどのような目的を持ち、機能し
ているのか、その全体像を見渡すことは非常に困難
な状況でもある。すなわち、“教育”するとはどうい
う行為なのか、“学校”とはどのような役割を持つ存
在なのか、という問いには、容易に解答を見出し得
ない難解さが含まれている。また教育という分野
は、自身の経験をもとに誰でも容易に（あるいは安
易に）語ることができるある種の危うさを持ってい
る。それゆえ、教育に関する原理的な考察が不可欠
であり、認識を共有する土台を築くことが求められ
る。そこで本授業では、教育の理念や歴史など、共
通認識の基盤となる基礎的な知識を習得すると同時
に、新しい時代状況に対応しうる教育を自律的に思
考する力を養うことを目標とする。

１．“教育”と何か“学校”とはいかなる役割を持つの
かについてその多義性を理解する。（知識・理解）
２．教育の理念・思想および歴史に関する事実や概
念について深く理解し、論理的に説明することがで
きる。（知識・理解）
３．現代の教育とその基底をなす近代社会の関係性
を、歴史的・思想的観点から深く考察し、未来の教
育を担う教員としての使命感を十分に身についてい
る。（関心・意欲・態度）
４．教育という営みが抱える諸課題について、自律
的に思考し本質的な側面について判断することがで
きる。（思考・判断・表現）

１．“教育”と何か“学校”とはいかなる役割を持つの
かについて基礎的な事項を理解する。（知識・理
解）
２．教育の理念・思想および歴史に関する基礎的な
事実や概念について理解し、説明することができ
る。（知識・理解）
３．現代の教育とその基底をなす近代社会の関係性
を、歴史的・思想的観点から考察し、未来の教育を
担う教員としての使命感を身についている。（関
心・意欲・態度）
４．教育という営みが抱える諸課題について、思考
し判断することができる。（思考・判断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

保育原理
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

保育・幼児教育とは、「育つ、育てる、育ち合う」
営みである。「育つ子ども」と「育てる大人」が出
会って、「共に育ち合う」活動を創っていくことで
ある。授業では、保育・幼児教育の意義について理
解し、子どもの発達に応じた保育者のかかわり、保
育所・幼稚園・認定こども園における多様な保育
ニーズについて理解することを目的とする。具体的
には、保育・幼児教育の歴史から得られる保育・幼
児教育の課題、乳幼児期の子どもを取り巻く環境の
重要性、乳幼児期の心身の発達のプロセス、家庭、
地域との連携の重要性、現在の保育制度と保育・幼
児教育を取り巻く今日的課題について学ぶ。

1.保育・幼児教育の意義について総合的に説明でき
る。（知識・理解）
2.保育所保育指針・幼稚園教育要領・認定こども園
教育・保育要領等における保育・幼児教育の基本に
ついて総合的に説明できる。（知識・理解）
3.保育・幼児教育の内容と方法について総合的に説
明できる。（知識・理解）
4.保育・幼児教育の思想と歴史的変遷について総合
的に説明できる。（知識・理解）
5.保育・幼児教育の現状と課題について総合的に考
察できる。（思考・判断・表現）

1.保育・幼児教育の意義について基本的な事項を説
明できる。（知識・理解）
2.保育所保育指針・幼稚園教育要領・認定こども園
教育・保育要領等における保育・幼児教育の基本に
ついて基本的な事項を説明できる。（知識・理解）
3.保育・幼児教育の内容と方法について基本的な事
項を説明できる。（知識・理解）
4.保育・幼児教育の思想と歴史的変遷について基本
的な事項を説明できる。 （知識・理解）
5.保育・幼児教育の現状と課題について基本的な事
項を考察できる。（思考・判断・表現）

保育内容総論
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 1

総合的な実践としての保育についての理解を深め、
各自が保育計画を具体的にデザインできるようにす
る。また、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保
連携型認定こども園教育・保育要領の理解を深める
とともに、実践を展開していくうえで必要な記録や
省察の方法およびそれらを支援するツール等の活用
法、事例分析の観点を身につける。以上を通して、
遊び・生活・環境を通して行われる保育実践の全体
像を把握し、今後の学習課題等の明確化することを
目指す。

1.保育・幼児教育実践の基本となる理念や理論につ
いて理解する。（知識・理解）
2.保育所保育指針・幼稚園教育要領・認定こども園
教育・保育要領等における保育・幼児教育の基本に
ついて総合的に説明できる。（知識・理解）
3.保育・幼児教育における５領域の内容と性質を理
解したうえで、それらの総合的な展開について説明
できる。（知識・理解）
4.保育の環境・教材・計画への理解を深め実践の構
築につなげることができる（知識・理解）

1.保育・幼児教育実践の基本となる理念や理論につ
いて理解する。（知識・理解）
2.保育所保育指針・幼稚園教育要領・認定こども園
教育・保育要領等における保育・幼児教育の基本に
ついて総合的に説明できる。（知識・理解）
3.保育・幼児教育における５領域の内容と性質を理
解したうえで、それらの総合的な展開について説明
できる。（知識・理解）
4.保育の環境・教材・計画への理解を深め実践の構
築につなげることができる（知識・理解）

保育者論
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

　幼稚園・保育所・認定こども園で保育を行う保育
者の免許および資格ならびに関連法規について学
び、その職務について概要を理解する。職務につい
ては、日々のルーティーンの理解から、あそび、あ
そびへの援助、家庭や地域との連携、同僚性、専門
性など多岐にわたる内容の理解を要する。子どもの
多様性への理解を基盤に、援助について事例をもと
に問いをたてて考察を行う力を養う。

１．免許・資格・関連法規について正しく理解し、
主要法規については解説が行える（知識、技能）
２．事例を読んで妥当な解釈を行う（知識・技能）
３．事例に対して自らの問いをたて、考察を展開
し、さらに記述によって文章表現できる（思考・判
断・表現）

１． 免許・資格・関連法規について理解する（知
識・理解）
２． 事例を読んで内容を理解する（知識・理解）
３． 事例に対して所定の視点で考察できる（思考・
判断・表現）

教職論
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

本講義の目的は、教職を目指す学生に対して、教職
の意義と役割、教員の職務・服務等に関する制度や
法令について総合的に学び、教師という職業への理
解と認識を深めることにある。また、幼稚園・小学
校や教員をめぐる諸課題についても取り上げ、教職
に就く意義と責任を自覚し、今日の教師に求められ
る資質について考察していく。さらに具体的な実践
事例についてグループワーク等を通して考察するこ
とにより、将来の教師としての児童理解及び実践理
解を深めていく。

1.教職の意義と役割、教師の職務・服務等に関する
制度や法令について理解し、説明することができ
る。（知識・理解）
2.教師という職業についての理解と認識を深め、自
身の教職観を述べることができる。（知識・理解）
3.グループ内でイニシアチブをとって実践事例の検
討を行い、児童理解を根底にした教師の役割につい
て考察することができる。（思考・判断・表現）
4.教師に求められる資質について、グループ内でイ
ニシアチブをとって議論し、教職に就く意義と責任
を明確に自覚することができる。（関心・意欲・態
度）

1.教職の意義と役割、教師の職務・服務等に関する
制度や法令についての概略を理解し、説明すること
ができる。（知識・理解）
2.教師という職業について理解し、自身の教職観を
述べることができる。（知識・理解）
3.グループ内で実践事例の検討を行い、教師の役割
について考察することができる。（思考・判断・表
現）
4.教師に求められる資質についてグループで議論
し、教職に就く意義と責任を自覚することができ
る。（関心・意欲・態度）

乳児保育Ⅰ
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

乳児保育が対象とする０～３歳未満の子どもたち
は、人生の中でも最も成長・発達が顕著な時期であ
る。その発達的特徴をふまえ、乳児保育の意義、理
念、目標、内容、方法、制度、専門性に関する基礎
的知識を、講義により理解する。また、寝かしつ
け、離乳食の介助およびオムツ替え等の実践的技能
の基本を身につける。

１．乳児期の発達について、現実の子どもの身体運
動、人間関係、食事、睡眠リズムなど多角的な観点
を統合した説明ができる。（知識・理解）
２．発達の理解を基盤として、乳児のあそびに対す
る保育者の応答、関与について、例を挙げながら望
ましいあり方を述べることができる。（思考・判
断・表現）
３．寝かしつけやオムツ替えの実技に主体的に参加
し（関心・意欲・態度）、実習開始時に必要な技術
を身につける。（技能）

１．乳児期の発達の概要を知っており、月齢による
身体運動能力の違いを説明できる。（知識・理解）
２．乳児のあそびについて例を挙げながら、保育者
の応答、関与を考察する。（思考・判断・表現）
３．寝かしつけやオムツ替えの実技に参加し（関
心・意欲・態度）、手順を身につける。（技能）

保育内容（人間
関係）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 1

幼稚園教育要領及び保育所保育指針において、保育
内容領域のひとつに「人間関係」がおかれている。
ここでは領域「人間関係」のねらいと内容を理解
し、乳幼児期の人とかかわる力の発達過程を理解し
つつ、豊かな人とのかかわりを育む保育者の援助に
ついて考える。

①領域「人間関係」のねらいと内容を、歴史的変遷
との対応を踏まえて説明できる（知識・理解）。
②乳幼児期の人とかかわる能力の基礎として、ア
タッチメント、自己の発達を説明でき、現代的課題
との関連を考えられる（知識・理解）。
③保育の様々な場面における子どもと保育者の関
係、子ども同士の関係、集団の関係の育ちについて
理解し、そこでの保育の意図や具体的な様相の例を
含めて説明できる。
④人とのかかわりを援助する保育者の役割について
探り、課題を見出すことができる（関心･意欲・態
度）。

①領域「人間関係」のねらいと内容を説明できる
（知識・理解）。
②乳幼児期の人とかかわる能力の発達について、ア
タッチメント、自己の発達を説明できる（知識・理
解）。
③保育の様々な場面における子どもと保育者の関
係、子ども同士の関係、集団の関係の育ちについて
理解し、説明できる。
④人とのかかわりを援助する保育者の役割について
探り、課題を見出すことができる（関心･意欲・態
度）。



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

保育内容（健
康）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

子どもの健康な生活と健全な発育発達を支える保育
者として、必要な知識と技術を習得する。また、社
会背景や子どもの体力データの推移などをもとに、
さまざまな遊具や道具を使った運動遊び、ルールの
ある遊びなどの実際を学び、健康な子どもを育成す
ることについて学ぶ。

１．健康について基本的知識および考え方を学び、
これを基礎に、乳幼児期の心と身体の健康に関わる
育ちについて理解し適切に説明することができる。
（知識・理解）
２．乳幼児期の発達に即した、具体的な遊びや生活
の援助について、適切に考察する力を身に付ける。
（思考・判断・表現）
３．乳幼児期にふさわしい育ちを促すことができる
よう、保育者として必要な実践力について意欲的に
考える。（関心･意欲・態度）
４．子どもの健康を守る保育者として必要な知識と
技術を習得し、それを活かして指導計画を立案した
り、積極的に模擬保育を実践したりする。（思考・
判断・表現）（態度）

１．健康について基本的知識および考え方を学び、
これを基礎に、乳幼児期の心と身体の健康に関わる
育ちについて理解し説明することができる。（知
識・理解）
２．乳幼児期の発達に即した、具体的な遊びや生活
の援助について、考察する力を身に付ける。（思
考・判断・表現）
３．乳幼児期にふさわしい育ちを促すことができる
よう、保育者として必要な実践力について考える。
（関心･意欲・態度）
４．子どもの健康を守る保育者として必要な知識と
技術を習得し、指導計画を立案し模擬保育を実践す
る。（思考・判断・表現）（態度）

保育内容（言
葉）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

乳幼児の言葉に関する現状や課題を踏まえた上で、
幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領に示された領域「言葉」の
ねらい及び内容について背景となる専門領域と関連
させて理解を深める。その上で、乳幼児の発達に即
して、具体的な指導場面を想定して保育を構想する
方法を身につける。

1.幼児教育・保育の基本を踏まえ、領域｛言葉」の
ねらい及び内容を理解することができる。また、小
学校の教科等との繋がりを含め説明することができ
る。（知識・理解）
2.子どもの心情、認識、思考、体験などを視野に入
れて、具体的な保育を想定した指導案を作成するこ
とができる。（技能）
3.模擬保育などを通して、反省的に指導案を改善
し、保育実践の向上に取り組むことができる。（関
心・意欲・態度）

1.幼児教育・保育の基本を踏まえ、領域｛言葉」の
ねらい及び内容を理解することができる。（知識・
理解）
2.具体的な保育を想定した指導案を作成することが
できる。（技能）
3.模擬保育などを通して、反省的に指導案を改善す
ることができる。（関心・意欲・態度）

現代社会福祉論
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

この授業では、社会福祉の基礎概念について概観
し、社会保障制度、障害者福祉、児童福祉、高齢者
福祉、地域福祉、ひとり親家庭の福祉、女性福祉の
各領域について、法制度などの仕組み、課題、問題
について理解を深め、その対応策、解決策について
学ぶ。また、これらの問題について受講者自身が知
識を深め実態を知り、ソーシャルワークの展開過程
を基に、適切な支援とは何かを考えることができる
ようになることを目標とする。

1.社会福祉の価値、実践について学び、理解できる
ようになる。（知識・理解）
2.社会福祉における重要な概念について理解を深
め、現状の課題・問題点を説明し、自身の言葉で対
応策、解決策を説明することができる。（理解・関
心・態度）
3.様々な困難を抱える人に対して、支援方法として
の法制度、支援技法について理解し、実践すること
ができる。（知識・理解・態度）

1.社会福祉の価値について学び、理解できるように
なる。（知識・理解）
2.社会福祉における重要な概念について理解を深
め、現状の課題・問題点を説明することができる。
（理解・関心・態度）
3.様々な困難を抱える人に対して、支援方法として
の法制度、支援技法について理解することができ
る。（知識・理解・態度）

子ども家庭福祉
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

「児童の権利条約」が国連で採択された後も、児童
の売買、児童貧困、家庭内暴力（DV、虐待）等、
児童の権利侵害の事例は依然として後を断たない。
「児童家庭福祉Ⅰ」では、子どもは家庭や社会との
相互関係の中で成長発達していくという基本的な考
えのもとに、児童家庭福祉の歴史的変遷、現状と課
題、動向と展望のほか、児童の権利や発達を保障す
るための児童福祉の仕組み、諸制度、援助の方法な
ど、保育士として必要となる児童福祉に関する内容
が体系的に学ぶ。また、福祉施設での実習も念頭に
置き、現場で役立つ知識の習得を目指す。

１．児童福祉の基本理念・変遷・法制度を理解し述
べることができる。（知識・理解）
２．子どもと保護者の養護・保育・障がい等への
様々なニーズに対して、その支援制度や支援方法を
理解し、説明できる。（知識・理解・関心・意欲）
３．子どもの権利を守る取り組みについて、様々な
視点から説明できる。（知識・理解・関心・態度）
４．多様な子育て支援について、特徴や効果につい
て説明できる。（知識・理解・関心・態度）
５．諸外国の子育て支援や子ども手当などについ
て、特徴や効果について説明できる。 （知識・理
解・関心・態度）

１．児童福祉の基本理念・変遷・法制度を理解でき
る。（知識・理解）
２．子どもと保護者の養護・保育・障がい等への
ニーズに対して、その支援制度や支援方法を理解で
きる。（知識・理解・関心・意欲）
３．子どもの権利を守る取り組みが説明できる。
（知識・理解・関心・態度）
４．多様な子育て支援について説明できる。（知
識・理解・関心・態度）
５．諸外国の子育て支援や子ども手当などについて
概要を説明できる。 （知識・理解・関心・態度）

保育内容（環
境）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 1

１．領域「環境」の指導に関連する、子どもを取り
巻く環境と、子どもの発達における環境の重要性や
意義について理解し、説明することができる。（知
識・理解）
２．環境をめぐるさまざまな現代的課題を理解し、
幼児期の教育の具体的実践をテキストを参照しなが
ら創造することができる。（知識・技能）
３．子どもの生物・自然との関わりや、物理的、数
量・図形との関わりの実際を知り、乳幼児期の思考
や科学的概念の発達を理解する。（知識・技能）
４．子どもを取り巻く標識・文字等との関わりや、
生活に関連の深い情報・施設とのかかわりの実際を
知り、標識・文字等、情報・施設との関わりの発達
を理解し、説明することができる。（知識・技能）
５．人間を取り巻く身近な環境に興味や関心をも
ち、環境に関わったり調べたりして、マップやレ
ポートを作成することができる。（思考・判断・表
現）
６．作成したマップやレポートをもとにグループ討
議に参加し、発表することができる。（態度）

領域「環境」の指導で必要となる感性を養い、教育
内容に関する知識・技能を身につける。特に領域
「環境」の指導の基盤となる、現代の子どもを取り
巻く環境とその現代的課題、子どもと身近な環境と
のかかわりの発達等について学ぶ。

１．領域「環境」の指導に関連する、子どもを取り
巻く環境と、子どもの発達における環境の重要性や
意義について理解し、それらを総合的に説明するこ
とができる。（知識・理解）
２．環境をめぐるさまざまな現代的課題を理解し説
明するとともに、その知識をもとに幼児期の教育の
具体的実践を創造することができる。（知識・技
能）
３．子どもの生物・自然との関わりや、物理的、数
量・図形との関わりの実際を知り、乳幼児期の思考
や科学的概念の発達を理解し、適切に説明すること
ができる。（知識・技能）
４．子どもを取り巻く標識・文字等との関わりや、
生活に関連の深い情報・施設とのかかわりの実際を
知り、標識・文字等、情報・施設との関わりの発達
を理解し、適切に説明することができる。（知識・
技能）
５．人間を取り巻く身近な環境に興味や関心をも
ち、自分の視点をもって環境に関わったり調べたり
したことを、創意工夫してまとめてマップやレポー
トを作成することができる。（思考・判断・表現）
６．作成したマップやレポートをもとに、積極的に
グループ討議に参加し、イニシアチブをとって集約
した意見をわかりやすく発表することができる。
（態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

教育課程論
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

カリキュラム（教育課程）をいかに編成するのか、
その内実によって教育現場における実践内容が大き
く左右される。言葉をかえれば、子どもの教育経験
を方向づける重要な位置づけにあるのが教育課程と
言えるだろう。また、現代日本における教育課程と
密接な関係性をもつ学習指導要領および幼稚園教育
要領の内容や論理、歴史的変遷などを把握すること
は、実践的指導力を有する教師を目指す上で不可欠
な学習内容となる。したがって、カリキュラムの基
本理念や意義、目的、方法などを理解し、その知識
を応用しうる力を培うことが、本授業の主たる目的
となる。

１．学習指導要領および幼稚園教育要領の構成･意
義･役割を十分に理解する。（知識・理解）
２．教育課程の編成原理および教育現場に即した編
成方法を原理的に深く理解し、積極的に表現でき
る。（思考・判断・表現）
３．カリキュラム･マネジメントの意義と役割を十
分に理解し、積極的に応用力を身につけようとする
意欲をもつ。（関心・意欲・態度）

１．学習指導要領および幼稚園教育要領の構成･意
義･役割を理解する。（知識・理解）
２．教育課程の編成原理および教育現場に即した編
成方法を理解し、表現できる。（思考・判断・表
現）
３．カリキュラム･マネジメントの意義と役割を理
解し、応用力を身につける意欲をもつ。（関心・意
欲・態度）

子どもと人間関
係

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

現代の乳幼児の人間関係の育ちに影響を与えている
社会的要因について理解し、幼児教育で保障すべき
教育内容に関する知識を身につける。特に領域「人
間関係」の指導の基盤理論として、関係発達論的視
点について学び、他者との関係や集団との関係の中
で乳幼児期の人と関わる力が育つことを理解する。

1. 乳幼児を取り巻く人間関係をめぐる現代的課題に
ついて理解し、歴史的変遷や社会的背景との関連を
踏まえて説明できる。（知識・理解）
2. 乳幼児期の人間関係の発達において、身近な大人
との関係性の重要性を具体的な姿を含めて説明でき
る。（知識・理解）
3. 遊びや生活の中で育つ人と関わる力の発達につい
て、教師との関係、友達との関係、集団の中での育
ちという観点で説明できる。（知識・理解・意欲・
関心）
4. 自立心の育ち、協同性の育ち、道徳性・規範意識
の芽生え、家族や地域との関わりと育ちについて、
発達の姿、保育の様子とあわせて説明できる。（知
識・理解・意欲・関心）

1. 乳幼児を取り巻く人間関係をめぐる現代的課題に
ついて理解し、説明できる。（知識・理解）
2. 乳幼児期の人間関係の発達において、身近な大人
との関係性の重要性を説明できる。（知識・理解）
3. 遊びや生活の中で育つ人と関わる力の発達につい
て、教師との関係、友達との関係、集団の中での育
ちという観点で説明できる。（知識・理解・意欲・
関心）
4. 自立心の育ち、協同性の育ち、道徳性・規範意識
の芽生え、家族や地域との関わりと育ちについて説
明できる。（知識・理解・意欲・関心）

子どもと健康

１．領域「環境」の指導に関連する、子どもを取り
巻く環境と、子どもの発達における環境の重要性や
意義について理解し、説明することができる。（知
識・理解）
２．環境をめぐるさまざまな現代的課題を理解し、
幼児期の教育の具体的実践をテキストを参照しなが
ら創造することができる。（知識・技能）
３．子どもの生物・自然との関わりや、物理的、数
量・図形との関わりの実際を知り、乳幼児期の思考
や科学的概念の発達を理解する。（知識・技能）
４．子どもを取り巻く標識・文字等との関わりや、
生活に関連の深い情報・施設とのかかわりの実際を
知り、標識・文字等、情報・施設との関わりの発達
を理解し、説明することができる。（知識・技能）
５．人間を取り巻く身近な環境に興味や関心をも
ち、環境に関わったり調べたりして、マップやレ
ポートを作成することができる。（思考・判断・表
現）
６．作成したマップやレポートをもとにグループ討
議に参加し、発表することができる。（態度）

１．領域「環境」の指導に関連する、子どもを取り
巻く環境と、子どもの発達における環境の重要性や
意義について理解し、それらを総合的に説明するこ
とができる。（知識・理解）
２．環境をめぐるさまざまな現代的課題を理解し説
明するとともに、その知識をもとに幼児期の教育の
具体的実践を創造することができる。（知識・技
能）
３．子どもの生物・自然との関わりや、物理的、数
量・図形との関わりの実際を知り、乳幼児期の思考
や科学的概念の発達を理解し、適切に説明すること
ができる。（知識・技能）
４．子どもを取り巻く標識・文字等との関わりや、
生活に関連の深い情報・施設とのかかわりの実際を
知り、標識・文字等、情報・施設との関わりの発達
を理解し、適切に説明することができる。（知識・
技能）
５．人間を取り巻く身近な環境に興味や関心をも
ち、自分の視点をもって環境に関わったり調べたり
したことを、創意工夫してまとめてマップやレポー
トを作成することができる。（思考・判断・表現）
６．作成したマップやレポートをもとに、積極的に
グループ討議に参加し、イニシアチブをとって集約
した意見をわかりやすく発表することができる。
（態度）

領域「環境」の指導で必要となる感性を養い、教育
内容に関する知識・技能を身につける。特に領域
「環境」の指導の基盤となる、現代の子どもを取り
巻く環境とその現代的課題、子どもと身近な環境と
のかかわりの発達等について学ぶ。

21
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

子どもと環境

１．領域「健康」の指導に関連する、身体諸機能の
発達や現代の子どもの運動機能の状況について理解
し、遊びを通して心と身体を育むことを説明する。
（知識・理解）
２．健康をめぐる現代的課題を理解し、生涯発達の
観点から幼児期にふさわしい健康教育について保育
者の役割を示すことができる。（知識・技能）
３．子どもの運動遊びの実際を知り、乳幼児期の発
達に応じた適切な環境の構成やふさわしい保育実践
をテキストを参照しながら創造することができる。
（知識・技能）
４．子どもの健康と安全教育について理解するとと
もに、食育や睡眠など基本的生活習慣の自立に向け
て取り組みを考えたり、調査したり、まとめたりす
る。（思考・判断・表現）
５．子どもの心身の育ちをめぐる諸問題について調
べたり考えをまとめたりして、レポートを作成する
ことができる。（思考・判断・表現）
６．作成したレポートをもとにグループ討議に参加
し、意見を発表することができる。（態度）

１．領域「健康」の指導に関連する、身体諸機能の
発達や現代の子どもの運動機能の状況について理解
し、遊びを通して心と身体を育むことの重要性を適
切に説明することができる。（知識・理解）
２．健康をめぐるさまざまな現代的課題を理解し説
明するとともに、生涯発達の観点から幼児期にふさ
わしい健康教育について保育者の役割を適切に示す
ことができる。（知識・技能）
３．子どもの運動遊びの実際を知り、乳幼児期の発
達に応じた適切な環境の構成やふさわしい保育実践
を創造することができる。（知識・技能）
４．子どもの健康と安全教育について理解するとと
もに、食育や睡眠など基本的生活習慣の自立に向け
て必要な取り組みを考えたり、調査したり、まとめ
たりする。（思考・判断・表現）
５．子どもの心身の育ちをめぐる諸問題について自
分の視点をもって調べたり考えをまとめたりして、
適切に考察したレポートを作成することができる。
（思考・判断・表現）
６．作成したレポートをもとに積極的にグループ討
議に参加し、イニシアチブをとって集約した意見を
わかりやすく発表することができる。（態度）

領域「健康」の指導で必要となる感性を養い、教育
内容に関する知識・技能を身につける。身体諸機能
の発達や、遊びのなかでの身体の育ちなどを理解
し、乳幼児期の健康について科学的根拠に基づく知
識を得ることで、乳幼児やその保護者に対して必要
な援助を行うことができるようになる。

21
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

子どもと言葉
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

領域「言葉」の指導の基盤となる、乳幼児が豊かな
言葉や表現を身につけ想像する楽しさを広げるため
に必要な基礎的知識について視聴覚教材を利用しな
がら講義する。具体的には、言葉の意義と機能、言
葉の発達過程について理解した上で、乳幼児の言葉
を育て、言葉に対する感覚を豊かにする教材や実践
に関する知識を獲得するようグループ討論などアク
ティブラーニングを取り入れた授業を行う。

1.言葉のもつ意義と機能について発達過程も含め説
明できる。（知識・理解）
2.言葉の感覚を豊かにする実践について構想し、幼
児の姿と合わせて説明することができる。（思考・
判断・表現）
3.子どもの発達における児童文化財の意義を説明で
きる。（知識・理解）
4.絵本、物語、紙芝居など自ら積極的に取り組み、
子どもに合わせて実践する技能を身に付ける。（関
心・意欲・態度）（技能）

1.言葉のもつ意義と機能について説明できる。（知
識・理解）
2.言葉の感覚を豊かにする実践について構想するこ
とができる。（思考・判断・表現）
3.児童文化財の意義を説明できる。（知識・理解）
4.絵本、物語、紙芝居など積極的に実践し、基本的
な技能を身に付ける。（関心・意欲・態度）（技
能）

保育内容（表
現）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

この授業は実際の表現活動を通して感性と技術を磨
き、自分の表現活動を省察することで、子どもの表
現活動にかかわる知識を深める事を目的とした授業
である。実際の表現活動を踏まえて、幼稚園教育要
領「表現」のねらいを読み取り、子どもの表現を充
実させていくために必要な知識を獲得し、表現活動
のための手立てについて考えていく。

1.幼稚園教育要領　領域「表現」について，その史
的展開を含め説明できるようになる。（知識・理
解）
2.造形表現・身体表現・音楽表現に関わる子どもの
発達について理解し，保育の展開を考えることがで
きるようになる。（知識・理解）
3.子どもが表現活動するために必要となる様々な方
法・技法について思考・表現でき，環境設定を行え
るようになる。（思考・判断・表現）
4.上記の知識、思考力、判断力を実際に活用できる
ようになる。（技能）

1.幼稚園教育要領　領域「表現」について理解でき
るようになる。（知識・理解）
2.造形表現・身体表現・音楽表現に関わる子どもの
発達について理解できるようになる。（知識・理
解）
3.子どもが表現活動するために必要となる様々な方
法・技法について思考・表現できるようになる。
（思考・判断・表現）
4.上記の知識、思考力、判断力を実際に活用できる
ようになる。（技能）

造形基礎
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

教育現場の指導者として造形作品の制作技法はもち
ろん、その素材や用具などにも精通した上で自ら発
案し改良を加え、より楽しい造形を積極的に提案す
ることが必要になってくる。そうした幅広い認識を
持ちながら、まず「造形基礎」では主に「紙」によ
る様々な造形表現と取り組む。紙を使った立体造形
から紙版画まで、基本的な表現技法に各自が創意工
夫を加えながらの制作実習を行う。また、近隣の美
術館等での作品鑑賞から、取材考察したレポートを
作成し発表する。

1.子どもの発育にとって大切な遊びに通じる手作業
を理解しながら、身近にある素材や用具を使った造
形表現を数多く実践演習することで、造形の体験と
知識を増やすことが出来ている。（知識・理解）
2.自分自身の創造力や感性を豊かに育むことができ
るようになっている。（関心･意欲・態度）。
3.教育現場において子どもが作ることに興味を持っ
て楽しく活動ができるように、授業計画をたてるこ
とが出来ている。（技能）
4.美術館等で様々な作品に触れることで観賞力を身
につけることが出来ている。（思考・判断・表現）

1.遊びに通じる手作業の大切さを理解し、身近にあ
る素材や用具を使いながらの制作で、造形の知識を
身に着ける事が出来ている。（知識・理解）
2.自分自身の創造力や感性に気付き、それを豊かに
育むことができている。（関心･意欲・態度）
 3.子どもが作ることに興味を持って楽しく活動がで
きるような造形活動が理解できている。（技能）
4.美術館等で様々な作品に触れることで観賞力を身
につける事ができている。（思考・判断・表現）

造形表現
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 1

「造形基礎」での基礎的学習を踏まえながら、より
具体的に子どもの養育に沿った造形活動を行う。教
育現場のグループ活動として実用的な「土粘土遊
び」から、個別表現としての「張子造形」や、ブ
ルーノ・ムナーリの造形デザインを参考にした「造
本」などを提案し、身近にある様々な素材を広範囲
に自主的に取り入れられる課題を設定して、学生の
創意工夫が生きる作品の制作演習を行う。

1.子ども達が楽しく取り組む事が出来る具体的な造
形活動を理解している。（知識・理解）
2.身近にある日常的素材等からの造形活動を発案出
来ている。（思考・判断・表現）
3.学生自らが企画・展開していくことが出来るよう
になっている。（関心･意欲・態度）
4.保育・教育現場を想定しながらの実践的な制作活
動を学習体験することが出来ている。（技能）

1.子ども達が楽しく取り組む事ができる具体的な造
形活動が理解できている。（知識・理解）
2.身近にある日常的素材等からの造形活動が出来て
いる。（思考・判断・表現）
3.学生自らが制作の中で工夫し展開していくことが
できている。（関心･意欲・態度）
4.保育・教育現場を想定しながらの実践的な制作活
動ができている。（技能）

教育方法論
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

現在の学校や幼稚園・保育所をめぐる環境は難しさ
を増している。保護者やメディアなどからの視線も
厳しくなる中で、社会からの信頼を得るためには、
教員・保育者が優れた知?にもとづく地道な実践
を、日々積み重ねなければならない。そのためにま
ず必要なことは、教育・保育の方法に関する基礎を
学生時代にしっかりと身につけることである。
本授業は、その基礎を身につけるための入口となる
科目である。具体的には、学習指導や保育実践に必
要な教育方法の基礎理論、教育・保育分野の最新動
向、小学校および幼児教育・保育の実践方法と計
画、実践の基盤となる子ども?解などを、様々な事
例を交えながら学び、実践的指導?の基礎を培うこ
とを目標とする。

１．教育方法の理論および技術に関する事項を総体
的に理解できる。（知識・理解）
２．教員および保育者として望ましい知見や態度お
よび技能を十分に習得できている。（技能）
３．新しい時代の子どもを育むよりよい教育・保育
実践を深く思考・表現し、自律的に追求することが
出来る。（思考・判断・表現）
４．情報機器を活用した指導法およびその課題を十
分に理解し積極的に実践できる。（技能）

１．教育方法の理論および技術に関する基礎事項を
理解できる。（知識・理解）
２．教員および保育者として望ましい知見や態度お
よび技能を習得できている。（技能）
３．新しい時代の子どもを育む教育・保育実践を思
考し表現することが出来る。（思考・判断・表現）
４．情報機器を活用した指導法およびその課題を理
解し実践できる。（技能）

子どもと児童文
化

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 1

児童文化の定義及び特色を理解し、児童文学、絵
本、紙芝居、人形劇、ペープサート、パネルシア
ターなどの児童文化財に実際に触れながら、それぞ
れの児童文化財の特色を理解し、子どもの育ちを支
えるためのそれらの活用の方法について学ぶ。また
子どもの文化としての遊びについて考え、子どもの
文化の伝承の問題を検討する。さらに、児童文化施
設や児童文化事業について理解し、子どもの育ちに
とって文化的環境がいかに関わり、どのような意味
を持つのかについて考察する。

（１）児童文化の定義、特色、意義について理解
し、説明できるようになる。
（２）さまざまな児童文化財に親しむ経験をし、子
どもの育ちを支える児童文化財の活用の方法や文化
的環境のあり方についての視点をもつようになる。

（１）児童文化の定義、特色、意義について理解で
きるようになる。
（２）さまざまな児童文化財に親しむ経験をし、子
どもの育ちを支える児童文化財の活用の方法を考え
実践できるようになる。



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

子どもの保健
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

子どもの健康が保たれることは、子どもの成長発達
に不可欠である。現代の子どもの現状をみると事
故、感染症、虐待など多くの問題が子どもの健康を
脅かしている。本科目ではそれらの問題の原因を理
解し問題解決の対策を考察する。

１．日本の出生と子どもの死亡に関する統計から現
代社会における子どもに関する現状を知り課題を考
察できる。（知識・理解・判断）
２．子どもの発育の知識を理解し時代に伴う変化を
説明できる。（知識・理解）
３．子どもの身体発育評価を理解し発育評価の結果
を考察できる。（知識・理解・判断）
４．子どもの生理機能の発達を理解し大人との違い
を説明できる。（知識・理解）
５．運動機能の発達を理解し現代社会における問題
点、対策を考察できる。（知識・理解・判断・態
度）
６．子どもの精神機能の発達を理解し発達に影響す
るものを考察することができる。（知識・理解・判
断）
７．子どもの虐待の現状を理解し虐待防止の取り組
みを考察できる。（知識・理解・態度）

１．日本の出生と子どもの死亡に関する統計から現
代社会における子どもに関する現状を知り説明でき
る。（知識・理解）
２．子どもの発育の知識を理解し説明できる。（知
識・理解）
３．子どもの身体発育評価を理解し発育評価でき
る。（知識・理解）
４．子どもの生理機能の発達を理解し説明できる。
（知識・理解）
５．運動機能の発達を理解し現代社会における問題
点を説明できる。（知識・理解）
６．子どもの精神機能の発達を理解し発達に影響す
るものを説明できる。（知識・理解）
７．子どもの虐待の現状を理解し虐待防止の取り組
みを説明できる。（知識・理解）

子どもの食と栄
養

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

子どもの発育・発達と栄養との関係について認識を
深め、栄養の基本を理解する。子どもの成長の各段
階における食事や栄養の問題点について理解を深
め、保育者としてのかかわりについて考察する。さ
らに、食育の意義を理解し、保育者として子どもの
健康的な発育・発達を支援するための食育について
考察する。

1. 子どもの栄養と食生活の意義、小児の発育・発達
と栄養についての基本的知識および発展的知識を説
明できる。（知識・理解）
2. 栄養、栄養素、食品の基本的事項について子ども
の発育・発達と関連づけて説明できる。（知識・理
解）
3. 子どもの成長段階に応じた必要栄養量に基づいて
1日の献立を作成できる。（技能）
4. 子どもの成長の各段階における食事や栄養の問題
点について具体例を引用しながら説明できる。（知
識・理解）
5. 現代社会における子どもの食生活の問題点を踏ま
え、子どもに対する食育について適切な専門用語を
用いて自分の考えを文章に表現することができる。
（思考・判断・表現）

1. 子どもの栄養と食生活の意義、小児の発育・発達
と栄養についての基本的知識を説明できる。（知
識・理解）
2. 栄養、栄養素、食品についての基本的事項につい
て説明できる。（知識・理解）
3. 子どもの成長段階に応じた必要栄養量に基づいて
1食の献立を作成できる。（技能）
4. 子どもの成長の各段階における食事や栄養の問題
点についてその概要を説明できる。（知識・理解）
5. 現代社会における子どもの食生活の問題点を踏ま
え、子どもに対する食育について自分の考えを文章
に表現することができる。（思考・判断・表現）

子どもの健康と
安全

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 1

子どもの成長発達と健康は時代の流れとともに変化
してきており、その背景にある家族関係・社会環境
を考慮していくことが重要である。本科目では具体
的事例の演習を通して子どもの健康を維持増進でき
る活動を保育の現場で実践できる技術・技能を身に
つける。

１．年間の保育活動の計画を健康管理・健康教育・
環境整備から立て、評価することができる。（知
識・理解・考察）
２．子どもの体調不良等に対する適切な判断・対応
ができ、保育者間での情報を共有することができ
る。（理解・技術・態度）
３．感染症の予防と適切な対応を理解し予防策を計
画的に集団生活に取り組むことができる。（理解・
技術・態度）
４．集団生活での環境管理・安全管理を理解し、子
どもの事故防止、災害への備えの対策を立て対応る
することができる。（理解・技術・態度）

１．年間の保健活動の計画を健康管理・健康教育・
環境整備から立てることができる。（知識・理解）
２．子どもの体調不良等に対する適切な判断・対応
ができる。（理解・技術）
３．感染症の予防と適切な対応を理解し予防策を集
団生活に取り組むことができる。（知識・理解・技
術）
 ４．集団生活での環境管理・安全管理を理解し、子
どもの事故防止、災害への備えの対策を立てること
ができる。（知識・理解・技術）

体育基礎
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

幼児期・児童期の発育・発達の基本的知識をふまえ
て、運動発達プロセス、運動を促す環境の意味を理
解し、運動あそびの実践に関する知識を身につけ、
幼児・児童の運動指導における基礎的な技能や指導
法について、実技や実践を通して学ぶ。

1.「からだ」の五感を養い、子どもの「からだ」の
変化や成長を感じ取るための、指導者に求められる
資質「他者視点」や「共感性」を身につけることが
できる。(技能)
 2.子どもの発育・発達に伴う運動機能の変化と、運
動あそびについて体育学的に理解できる。(知識・
理解)
 3.様々なあそびや運動の基礎的な技能を身につける
ことができる。(技能)
 4.子どもの主体性を生かした運動活動を援助するた
めの、指導技術や指導方法を習得できるようにな
る。 （思考・判断・表現）
5.子どもの成長や活動の目的に即した運動材料を工
夫し、安全に配慮した適切な運動指導の計画案の作
成とその実践ができるようになる。(思考・判断・
表現）（関心・意欲・態度）

1.「からだ」の五感を養い、子どもの「からだ」の
変化や成長を感じ取るための、指導者に求められる
資質「他者視点」や「共感性」の必要性が理解でき
る。(技能)
 2.子どもの発育・発達に伴う運動機能の変化と、運
動あそびについて理解できる。(知識・理解)
 3.様々なあそびや運動の基礎的な技能を身につける
ように努力できる。(技能)
 4.子どもの主体性を生かした運動活動を援助するた
めの、指導技術や指導方法を習得できるように努力
できる。 （思考・判断・表現）
5.子どもの成長に即した運動材料を工夫し、適切な
運動指導の計画案の作成とその実践ができるように
なる。(思考・判断・表現）（関心・意欲・態度）

身体表現
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 1

保育者は子どもの成長・発達・生活状況に応じて
様々な保育を行うことができなければならない。こ
の授業では幼児の実態について理解を深め、教材を
発達に応じた保育に活用・応用・発展でき、柔軟な
対応ができる力を身につける。

1.身近な教材を幼児や園の実態をふまえて、指導内
容にふさわしいものとして工夫し、活用した指導計
画を立てることができるようになる。（知識・理
解）（技能）
2.模擬実践を通して基礎的な指導内容を応用・発展
させることができるようになる。(思考・判断・表
現)（関心・意欲・態度）

1.身近な教材を幼児や園の実態をふまえて工夫し、
活用した指導計画を立てることができるようにな
る。（知識・理解）（技能）
2.模擬実践を通して基礎的な指導内容を実践するこ
とができるようになる。(思考・判断・表現)（関
心・意欲・態度）

社会的養護Ⅰ
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

子どもの最善の利益としての社会的養護のしくみを
理解し、子どもを取り巻く環境としての家庭、地域
の問題について学ぶ。今日の児童福祉施設の現状と
課題を概観し、これからの社会的養護のあり方、社
会的養護のもとで育つ子どもの支援の在り方につい
て学ぶことを目的とする。

1.社会的養護における理念、子どもの最善の利益に
ついて理解し、自身の言葉で説明できるようにな
る。（知識・理解）
2.社会養護における重要な概念について理解を深
め、現状の課題・問題点を説明し、自身の言葉で対
応策、解決策を説明することができる。（理解・関
心・態度）
3.社会的養護のもとで育つ子どもに対する知識、支
援技法について理解し、説明することができる。
（知識・理解・態度）

1.社会的養護における理念、子どもの最善の利益に
ついて理解する。（知識・理解）
2.社会養護における重要な概念について理解を深
め、現状の課題・問題点を説明することができる。
（理解・関心・態度）
3.社会的養護のもとで育つ子どもに対する知識、支
援技法について理解する。（知識・理解・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

社会的養護Ⅱ
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 1

社会的養護のもとで育つ子ども達の抱えている問題
について理解し、保育者として求められる姿勢、支
援技法について学び、支援技術を実践することがで
きることを目指す。また、子どもを育てる専門職と
しての倫理観を身につけ、自己省察できるようにな
ることを目指す。

1.社会的養護における保育者に求められる姿勢、子
どもの最善の利益を前提とした支援について理解
し、自身の言葉で説明できるようになる。（知識・
理解）
2.社会的養護のもとで育つ子ども達の実際について
学び、対応策や支援方法について理解し、適切に実
践することができる。（理解・関心・態度）
3.社会的養護のもとで育つ子どもに対する専門職と
して、自己覚知を行い、自らの実践について自己省
察することができる。（理解・態度・関心）

1.社会的養護における保育者に求められる姿勢、子
どもの最善の利益を前提とした支援について理解す
る。（知識・理解）
2.社会的養護のもとで育つ子ども達の実際について
学び、対応策や支援方法について理解することがで
きる。（理解・関心・態度）
3.社会的養護のもとで育つ子どもに対する専門職と
して、自己覚知を行うことができる。（理解・態
度・関心）

児童英語
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

本科目では、小学校教育における外国語学習の充実
を図るため、これからの国際化社会を見据えて児童
が外国語を学習することの意義や諸外国における外
国語教育の現状についての認識を深める。また、主
に英語を用いて外国語教育のための教材作成法や指
導法などを具体的に学び、小学校教育現場で必要と
される基礎的な授業構成力を身につける。

1.児童にとっての外国語教育の理念や意義を理解
し、説明することができる。（知識・理解）
2.外国語教育におけるカリキュラム、教材について
の基礎的概念を身につけ、活用することができる。
（思考・判断・表現）
3.外国語教育活動の立案、実施を主体的に行い、よ
りよい学習活動にするために省察することができ
る。（技能）
4.ALTとティームティーチングを行うために、コ
ミュニケーションスキルの向上に意欲的に取り組む
ことができる。（関心･意欲・態度）

1.児童にとっての外国語教育の理念や意義を理解
し、概略を説明することができる。（知識・理解）
2.外国語教育におけるカリキュラム、教材について
の基礎的概念の概要を把握し、用いることができ
る。（思考・判断・表現）
3.外国語教育活動の立案、実施を行うことができ
る。（技能）
4.ALTとティームティーチングを行うために、コ
ミュニケーションスキルの向上に取り組むことがで
きる。（関心･意欲・態度）

課題ゼミナール
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

児童学の各領域の中で、関心のある特定分野を専門
的に詳しく研究するとともに、少人数のゼミナール
において、各自の興味・関心に基づいたテーマを設
定し、論文購読や実践への参加観察、調査、制作な
どの方法を用いて、レポートあるいは作品をまとめ
ることができる。この授業の学びによって、分析能
力、問題解決能力、プレゼンテーション能力などを
身につけることができる。

1.学生が、関心ある児童学の特定の分野において、
基本的な知識を体系的に理解するとともに、その知
識体系の意味と自己の存在を、自分を取り巻く事象
と関連付けて理解できる。（知識・理解）
2.学生が、多様な情報を、収集・分析して適切に判
断し、自分の課題に沿って効果的に活用できる。
（技能）
3.学生が、文献講読などを通して、情報や知識を複
眼的、理論的に分析し、表現できる。（思考・判
断・表現）
4.心理学的手法を用いて、分析し、理解し、効果的
にプレゼンテーションすることができる。（思考・
判断・表現）

1.学生が、関心ある児童学の特定の分野において、
基本的な知識を体系的に理解できる。（知識・理
解）
2.学生が、多様な情報を収集・分析して適切に判断
することができる。（技能）
3.学生が、文献講読などを通して、情報や知識を、
複眼的、理論的に分析することができる。（思考・
判断・表現）
4.心理学的手法を用いて、分析し、理解することが
できる（思考・判断・表現）

卒業研究
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

4 4

３年次までの学修・研究の成果を踏まえ、児童学の
諸分野における特定の課題を選択、研究計画を立案
し、教員の指導のもとに研究を行う。その成果を論
文としてまとめ、発表して、課題解決能力やプレゼ
ンテーション能力を養うとともに、児童の育成やそ
の支援、子どもにかかわる諸サービスを提供する者
としてふさわしい認識と理解を確かなものにする。

1.各自が取り組む研究テーマを主体的に設定し、研
究計画を遂行する過程を理解することができる。
（知識・理解）
2.保育教育実践の現場で研究を行う場合は、研究倫
理規程に十分配慮することができる。（知識・理
解）
3.研究テーマを探究するために、主体的に、先行文
献・資料等収集、分析考察精査等を的確に行うこと
ができる。（技能）
4.分析考察等の結果を最終的に卒業研究の論文とし
て的確に表現し発表することができる。（思考・判
断・表現）(関心・意欲・態度）

1.取り組む研究テーマを設定することができる。
（知識・理解）
2．.研究倫理規程について基礎的な事項を理解して
いる。（知識・理解）
3.研究テーマを探究するために、先行文献・資料収
集、分析考察精査等を行うことができる。（思考・
判断・表現）（技能）
4.分析考察等の結果を論文の形式でまとめ、発表す
ることができる。（思考・判断・表現）（関心・意
欲・態度）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

保育・教職実践
演習（初等）

１．小学校での授業を想定した模擬授業を計画し、
意欲的に模擬授業を行う（関心・意欲・態度）。
２．教員倫理について知り、自らの生活改善の必要
性を認識する（知識・理解）。
３．子どもの安全が脅かされる場面を想定し、それ
を回避するための防止策を挙げることができる（思
考・判断・表現）。
４．指導計画および実践の記録について、書式にし
たがった記載ができる（技能）。
５．教育・保育現場と地域もしくは家庭の連携につ
いて、その必要性を知り（知識・理解）、おたより
等の作成を行う（技能）。
６．模擬授業またはロールプレイに参加する（関
心・意欲・態度）。

1．小学校での授業を想定した模擬授業を計画し、
的確な展開ができる（技能）。
２．教員の倫理とはどのようなことかを、教育現場
の実態に即して考察し、説明できる（思考・判断・
表現）。
３．子どもの安全が脅かされる事態を的確に想定
し、危険防止のために教員ができることを述べられ
る（知識・理解）。
４．指導計画および実践の記録について、その意義
と役割を知り、実践とのつながりを理解して実際に
書くことができる（技能）。
５．教育・保育現場と地域もしくは家庭との連携の
必要性を知り、どのような連携がなされているか、
どのような連携が今後求められるかを考察できる
（思考・判断・表現）。さらに、おたより等の作成
で主体的な取り組みがなされ（関心・意欲・態
度）、完成度の高い内容や書き方を身につける（技
能）。
６．模擬授業またはロールプレイに積極的かつ主体
的に参加し（技能）、その意義を考察できる（関
心・意欲・態度）。

教員として求められる「使命感や責任感」「社会性
や対人関係能力」「乳幼児・児童の理解」「幼児教
育・保育の実践力」を学ぶことを目的とする。講義
のほか模擬実践や事例研究、ロールプレイ通して幼
児教育、初等科教育を担う者としての専門性を高
め、実践力を養うことを目指す。授業内容には小学
校、幼稚園、保育所それぞれの実地に即したテーマ
を選び、教員養成教育の集大成となることを期して
いる。
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科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

教育制度論
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

本授業は、日本における教育制度の概要と成り立ち
を把握し、制度構造全体の見取り図を描くことを目
的とする。教師という職業に就く上で、教育内容・
方法、あるいは学級・学校運営といった日々の職務
内容を知り、実践するだけでは不十分である。教員
は国の教育制度に位置づけられ、その制度枠組みの
中で職務が行われる。したがって、教員の仕事や教
育という営みが、どのような制度的根拠をもとに実
施されているのかを知り、その知識を制度の利活用
やよりよい制度構想に活かす力を身につけることを
目標とする。
また、公教育の制度は人々が学び育つ権利を保障す
るという点でセーフティネットの機能を持つ。した
がって教育制度は福祉制度と折り重なり補うあう関
係であり、そのような視点から教育を理解できるよ
うに授業を構想している。

１．教育制度の構造についてその多面的な仕組みを
把握し、その本質的な意義や課題を理解する。（知
識・理解）
２．地域社会や福祉制度など社会的観点から俯瞰的
に教育制度の仕組みを十分に理解する。（知識・理
解）（関心・意欲・態度）
３．現行の教育制度を自明視せず、今後のあるべき
制度について複眼的な視点から自律的に考察でき
る。（思考・判断・表現）

１．教育制度の基本構造についてその仕組みを把握
し、その意義や課題を理解する。（知識・理解）
２．地域社会や福祉制度など社会的観点から教育制
度の仕組みを理解する。（知識・理解）（関心・意
欲・態度）
３．現行の教育制度を理解した上で、今後のあるべ
き制度について考察できる。（思考・判断・表現）

保育カリキュラ
ム論

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

教育課程及び全体的な計画の編成・長期短期の指導
計画の作成について、その意義や役割、作成方法を
理解し、子どもの生活や育ちにふさわしい指導計画
を立案できる力を身に付ける。また、実情に合わせ
てカリキュラムマネジメントを行なうことの意義を
理解する。

１．幼稚園教育要領、保育所保育指針等の内容を踏
まえて、保育における教育課程・全体的な計画の意
義と役割、構造、編成の方法について正しく理解し
説明できる。（知識・理解）
２．子どもや園、地域の実態を踏まえて、長期・短
期の指導計画を作成することの重要性を理解して、
基本原理に即した保育計画を立案することができ
る。（思考・判断・表現）
３．保育計画を立案するために必要な教材研究に積
極的に取り組み、グループ内でイニシアチブをとっ
て討議を進め、得られた知見を適切にレポートにま
とめることができる。（態度）（思考・判断・表
現）
４．発達をふまえた教育内容がわかり、実践につい
ての評価の基礎的な考え方を理解して、カリキュラ
ムマネジメントすることの意義を理解し説明するこ
とができる。（知識・理解）

１．幼稚園教育要領、保育所保育指針等の内容を踏
まえて、保育における教育課程・全体的な計画の意
義と役割、構造、編成の方法について説明できる。
（知識・理解）
２．子どもや園、地域の実態を踏まえて、長期・短
期の指導計画を作成することの重要性を理解して、
自分なりの保育計画を立案することができる。（思
考・判断・表現）
３．保育計画を立案するために必要な教材研究に取
り組み、グループ内討議から得られた知見をレポー
トにまとめることができる。（態度）（思考・判
断・表現）
４．発達をふまえた教育内容や評価の考え方を理解
して、カリキュラムマネジメントすることの意義を
理解することができる。（知識・理解）

保育実習Ｉ（事
前事後指導）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

事前指導では、オリエンテーションに始まる実習に
ついて、必要な事務的および実務的準備を行い、言
葉使いや服装、態度など具体的な心構えを形成す
る。また自分の実習課題を明確に自覚し、子ども達
と直接かかわる際の基本的な態度、応答のあり方、
記録の取り方などを理解する。 事後指導では、巡回
指導を担当した教員との面談を実施し、実習日誌の
記載と担当保育士による指導内容を振り返る。実習
で何を経験したのかを意識化すると共に、発見、疑
問、さらなる課題を認識して次の実習につなげる。

事前指導
1.期限を守って書類を正しく作成し提出する。
2.実習開始までに必要な服装、礼儀正しい言葉使い
や態度を身につけようとし、そのために必要な自己
課題を適切に同定できる。（思考・判断・表現）
3.保育日誌の書き方を正しく理解して適切な表現で
書き方の練習を行う。（技能）
4.指導計画の目的を理解した上で実際の表記を工夫
して行う。（技能）
事後指導
1.実習園との書類の受け渡しを円滑に進めることが
できる。（技能）
２．巡回指導担当教員の面談で日誌の内容および実
習園側の指導内容を反省的に理解し、自己課題の達
成度を評価する。（思考・判断・表現）

事前指導
１．期限を守って書類を作成し提出する。（技能）
２．日誌の記載すべき内容と記載方法を知り（知
識・理解）、エピソード記述を実際に行う。（技
能）
３．指導計画の考え方を知り（知識・理解）、書式
にしたがって書く練習を行う。（技能）
事後指導
１．自己課題に照らして実習全体を振り返り、自己
評価を行う。（思考・判断・表現）
２．ディスカッションに参加し、他者の経験を知っ
て改めて反省および課題の同定を行う。（関心・意
欲・態度）

保育実習Ｉ（保
育所）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

保育所での実習を体験することで、保育所の機能、
保育士の基本的な役割などを体験的に理解できるよ
うになる。具体的には、乳幼児の発達やあそび、園
生活の一日の流れや保育計画の内容、さらに保育士
の連携の取り方など職務内容に踏み込んだ理解と最
低限の実践的技能を身につける。

１．乳幼児期の発達について、授業で学んだことを
現実の子どもの身体運動、人間関係、食事、睡眠リ
ズムなど多角的な観察とつなげて説明ができる。
（知識・理解）
２．発達の理解を基盤として、乳幼児のあそびに対
する保育士の応答、関与を観察し、その意図を考察
できる。（思考・判断・表現）
３．経験したことを日誌に毎日書き、担任の指導を
受けて振り返りを行う。（関心・意欲・態度）
４．保育士の日々の業務を体験しながら知り（知
識・理解）、保育士の意図を踏まえて環境構成の仕
方と教材準備を行う。（技能）

１．乳幼児期の発達の概要を知っており、保育の場
で観察した子どもの姿と結び付けて説明できる。
（知識・理解）
２．乳幼児のあそびに対する保育士の応答、関与を
観察し、つながりを考察する。（思考・判断・表
現）
３．日誌を毎日所定の方法で提出し、担任の指導を
受けて改善する。（関心・意欲・態度）
４．保育士としての業務を体験し、環境構成や教材
準備に参加する。（技能）

保育実習Ｉ（施
設)

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

施設の実習では、施設と家庭、地域、社会との関
係、利用児・者を取り巻く社会資源や他機関との連
携、利用児・者への援助方法、施設職員の姿勢や態
度などを理解し、施設における保育士の職務と役割
を理解することが主な実習内容となる。利用児・者
への最善の利益の尊重をはじめとし、保育者に求め
られる倫理観、行動規範について学ぶ。

1.実習先の福祉施設の社会的役割と支援内容につい
て理解し、職員の指導のもとに支援を実践すること
ができる。（知識・理解・態度）
2.実習先の福祉施設における利用児・者への支援技
法について理解し、支援を実践することができる。
（理解・態度）
3.実習先指導者からスーパービジョンを受け、自身
の実践をふり返り、日誌にまとめることができる。
（態度・意欲）
4.実習先施設における保育者同士の連携、保育者以
外の他職種の理解と連携の実際について学び、チー
ムで利用児・者にアプローチする重要性を理解す
る。（知識・理解・態度）
5.施設における職員の倫理観や利用児・者への援助
感を理解し、自身の保育観と結びつけて考えること
ができる。（理解・態度・意欲）

1.実習先の福祉施設の社会的役割と支援内容につい
て理解することができる。（知識・理解・態度）
2.実習先の福祉施設における利用児・者への支援技
法について理解することができる。（理解・態度）
3.実習先指導者からスーパービジョンを受け、日誌
にまとめることができる。（態度・意欲）
4.実習先施設における保育者同士の連携、保育者以
外の他職種の理解と連携の実際について学び、理解
する。（知識・理解・態度）
5.施設における職員の倫理観や利用児・者への援助
感を理解する。（理解・態度・意欲）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

保育実習ＩＩ
（事前事後指
導）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

4 1

事前指導では、オリエンテーションに始まる実習に
ついて、必要な事務的および実務的準備を行い、言
葉使いや服装、態度など具体的な心構えを形成す
る。また自分の実習課題を明確に自覚し、子ども達
と直接かかわる際の基本的な態度、応答のあり方、
記録の取り方などを理解する。 事後指導では、巡回
指導を担当した教員との面談を実施し、実習日誌の
記載と担当保育士による指導内容を振り返る。実習
で何を経験したのかを意識化すると共に、発見、疑
問、さらなる課題を認識して次の実習につなげる。

事前指導
1.期限を守って書類を正しく作成し提出する。
2.実習開始までに必要な服装、礼儀正しい言葉使い
や態度を身につけようとし、そのために必要な自己
課題を適切に同定できる（思考・判断・表現）。
3.保育日誌の書き方を正しく理解して適切な表現で
書き方の練習を行う（技能）。
4.指導計画の目的を理解した上で実際の表記を工夫
して行う（技能）。
事後指導
1.実習園との書類の受け渡しを円滑に進めることが
できる（技能）。
２．巡回指導担当教員の面談で日誌の内容および実
習園側の指導内容を反省的に理解し、自己課題の達
成度を評価する（思考・判断・表現）。

事前指導
１．期限を守って書類を作成し提出する（技能）。
２．日誌の記載すべき内容と記載方法を知り（知
識・理解）、エピソード記述を実際に行う（技
能）。
３．指導計画の考え方を知り（知識・理解）、書式
にしたがって書く練習を行う（技能）。
事後指導
１．自己課題に照らして実習全体を振り返り、自己
評価を行う（思考・判断・表現）。
２．ディスカッションに参加し、他者の経験を知っ
て改めて反省および課題の同定を行う（関心・意
欲・態度）。

保育実習Ⅱ（保
育所）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

4 2

保育所において、概ね１２日間の実習を行う。将来
の保育士としての自覚をより確かなものにし、保育
士として必要な保育実践力を身につける。内容的に
は前回の実習内容に加え、家庭および地域と保育所
の連動にもふれて、家庭支援のニーズと実際をも学
ぶ。乳幼児の発達の個人差に対応した応答を実践
し、保育士としての判断力を養うとともに、保育士
にふさわしい実践的な能力を身につける。また指導
計画を立案し、計画に基づいた実践を行い、必要な
省察を行う。環境構成は保育士の意図に沿って年齢
による発達の違いを考慮して行う。

１．乳幼児の発達の個人差を知り（知識・理解）、
それぞれの必要に応じたかかわりを実践する（実
技）。
２．各年齢に適した指導計画を立案し、実践し、省
察ができる（思考・判断・表現）。
３．保護者と積極的にかかわり（実技）、家庭支援
のニーズを考察する（知識・理解）。
４．日々の目標が視野を広げる方向に展開するよう
留意して設定できる（実技）。
５．目標、実践、省察の内容が連動するよう意識的
に経験を構成する（知識・理解）。

１．乳幼児の発達の個人差を知り（知識・理解）、
それぞれの必要を考えながらかかわりを実践する
（実技）。
２．各年齢の発達を意識して指導計画を立案し、実
践し、保育士の指導を受ける（思考・判断・表
現）。
３．保護者とのかかわりに努め、保護者の心情を理
解しようとする（知識・理解）。
４．日々の目標が視野を広げる方向に展開するよう
留意して設定できる（実技）。
５．目標、実践、省察の内容が連動するよう意識的
に経験を構成する（知識・理解）。

保育実習ＩＩＩ
（事前事後指
導）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

4 1

事前指導では、保育実習Ⅰ（施設）での学びを踏ま
え、施設職員に求められる専門性についてふり返
り、自身の課題を明確化し、実習に臨む姿勢を整え
る。専門職として利用児・者に関わる態度や姿勢だ
けでなく、必要な知識や支援技術について学ぶ。事
後指導では、事後面談において保育者としての自身
の課題、強みについて振り返り、グループワークで
は、ピアスーパービジョンの場として、自身の実践
を振り返り、保育者としての専門性について学びを
深める。

事前指導
1.利用児・者と施設の特色・役割を理解し、保育実
習Ⅰでの学びを振り返ることができる。（態度・意
欲）
2.専門職として利用児・者に関わる態度や姿勢を理
解し、必要な知識や支援技術についても理解する。
（知識・理解・態度）
事後指導
3.保育者としての自身の成長、課題に目を向け、他
の学生にもピアスーパービジョンをすることができ
る。（理解・態度・意欲）

事前指導
1.利用児・者と施設の特色・役割を理解する。（態
度・意欲）
2.専門職として利用児・者に関わる態度や姿勢を理
解する。（知識・理解・態度）
事後指導
3.保育者としての自身の成長、課題に目を向けるこ
とができる。（理解・態度・意欲）

保育実習Ⅲ（施
設）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

4 2

保育実習Ⅲでは、保育所以外の児童福祉施設等でお
おむね11日以上の実習を行う。保育実習Ⅰ（施設）
での学びを前提として、施設職員に求められる専門
性と役割を理解し、利用児・者の主体性と自己決定
を尊重する姿勢や支援技術を学ぶ.また、利用児・者
だけでなく、その家族とも信頼関係を築き、関係機
関と連携してアプローチすることの重要性、地域に
おける施設の役割を理解し、施設単独で事業を行っ
ているのではなく、ネットワークが構築され、その
ネットワークが利用児・者支援につながっているこ
とを理解し、利用児・者への個別のアプローチだけ
でなく、コミュニティアプローチについても学ぶ。

1.利用児・者の主体性と自己決定を支援するアプ
ローチについて学び、社会福祉実践としての意味を
理解した実践をすることができる。（理解・態度・
意欲）
2.実習先施設の特色を理解し、地域における役割や
利用児者・者の家族との対応を学び、支援技術や概
念を前提とした支援を実践することができる。（知
識・理解・態度）
3.他機関との連携方法について理解し、実際の取り
組みについて学び、社会福祉におけるアプローチに
ついて説明することができる。（知識・理解）

1.利用児・者の主体性と自己決定を支援するアプ
ローチについて学び、実践することができる。（理
解・態度・意欲）
2.実習先施設の特色を理解し、地域における役割や
利用児者・者の家族との対応を学び、実践すること
ができる。（知識・理解・態度）
3.他機関との連携方法について理解し、実際の取り
組みについて学び、説明することができる。（知
識・理解）

幼稚園教育実習
II

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

幼稚園教諭として求められる実践力を高めることを
目指す。園の教育課程･指導計画の内容を理解し、
自らが部分実習・責任実習の指導計画を立案し、主
体的に保育を行う機会を得ながら学ぶ。さらに、家
庭や地域との連携、地域における園の役割について
も学ぶ。

１．環境を構成する力、幼児を理解する力、ふさわ
しい援助のあり方など、幼稚園教諭として必要な実
践力を身につける。（技能）
２．指導担当教諭の指導助言を適切に受け止め、反
省したことから自分なりに改善点を見出し、次の実
践に活かすことができる。（知識・理解）
３．十分に検討した指導計画を立案し、主体的に実
践することで、教育の営みを総合的に思考できる。
（思考・判断・表現）

１．環境を構成する力、幼児を理解する力、援助の
あり方など、幼稚園教諭としての実践力を身につけ
ようとする。（技能）
２．指導担当教諭の指導助言を受け止め、反省点を
次の実践に活かそうとする。（知識・理解）
３．自分なりに指導計画を立案し実践することで、
教育の営みを思考しようとする。（思考・判断・表
現）

小学校教育実習
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

4 2

小学校における２週間の教育実習を通し，児童理解
を深め，体験的総合的に小学校教諭の職務を知る。
また、学習指導案の作成，実際の授業体験により，
教科等の適切な指導方法を体得し，実践的な指導力
を培う。さらに、児童の個性や生活環境をふまえた
学級経営の実際を学ぶ。地域との連携にも注目し，
保護者や地域の人々との連携のあり方を知る。

1.小学校における教職について理解し、実習記録と
して具体的に記述することができる。（知識・理
解）
2.観察や授業実践を通して児童理解を深め、実習記
録として具体的に記述することができる。（知識・
理解）
3.学習指導、学級経営について、児童の発達段階や
実態をふまえた指導を検討し、よりよい指導の方策
を考察することができる。（思考・判断・表現）
4.教材研究を多角的に行い、学習指導案を作成する
ことができる。（技能）
5.授業展開に必要となる指導技術を用いて、児童の
実態に即した授業実践を行うことができる。（技
能）
6.児童や教職員と積極的にコミュニケーションを図
り、教職への認識を深めることができる。（関心･
意欲・態度）

1.小学校における教職について概略を理解し、実習
記録として記述することができる。（知識・理解）
2.観察や授業実践を通して児童を理解し、実習記録
として記述することができる。（知識・理解）
3.学習指導、学級経営について、児童の発達段階や
実態をふまえた指導を検討することができる。（思
考・判断・表現）
4.教材研究を行い、学習指導案を作成することがで
きる。（技能）
5.基本的な指導技術を用いて授業実践を行うことが
できる。（技能）
6.児童や教職員とコミュニケーションを図ることが
できる。（関心･意欲・態度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

幼稚園教育実習
Ｉ

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

家政学部児童学科の学生が幼稚園教諭としての基礎
を培うため、幼稚園の機能、幼児の発達や生活、園
の一日の流れや教育課程・指導計画、幼稚園教諭の
職務内容・基本的な役割などを体験的に学ぶ。
観察実習を中心として、適宜、部分実習を行う。

１．保育現場に積極的に身をおきながら、幼稚園の
役割や機能について具体的に理解できるようにな
る。（知識・理解）
２．実際の保育場面において適切な観察や幼児との
かかわりを通して、幼児理解を深めることができ
る。（知識・理解）
３．事前指導や既習の教科の内容を関連付けなが
ら、共感的受容的に幼児とかかわることができるよ
うになる。（技能）
４．実習を振り返り、教師の意図や幼児理解を適切
に日誌にまとめたり、自己評価等について具体的に
思考・判断したりできるようになる。（思考・判
断・表現）
５．幼稚園教諭の業務内容に積極的に参加するとと
もに、職業倫理について具体的に学び実践できる。
（関心･意欲・態度）

１．保育現場に身をおき、幼稚園の役割や機能につ
いて部分的にでも理解できるようになる。（知識・
理解）。
２．実際の保育場面において観察や幼児とのかかわ
りを通して、幼児を理解するようになる。（知識・
理解）
３．事前指導や既習の教科の内容を踏まえて、自分
なりに幼児とかかわることができるようになる。
（技能）
４．実習を振り返り、教師の意図や幼児の姿を日誌
にまとめようとしたり、自己評価について思考・判
断したりできるようになる。（思考・判断・表現）
５．幼稚園教諭の業務内容に参加するとともに、職
業倫理について具体的に学ぶことができるようにな
る。（関心･意欲・態度）

幼稚園教育実習
Ⅱ（事前以後指
導）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 1

幼稚園教育実習Ⅱは、二週間の観察実習・部分実
習・責任実習実習を通して幼児教育について理解を
深め、教育者としての資質と実践力を身につけるこ
とを目指す。その事前指導として、配属園の教育方
針を理解したうえでの実習目標、指導計画の立案の
方法等を指導する。また事後指導では、グループ
ディスカッションや事例検討を通して今後の課題を
明確化し、実習体験を深化させる。

 （１）事前指導においては、幼稚園教育実習Ⅰでの
成果と課題を踏まえて、さらに子どもの発達や各園
の教育方針を理解したうえでの実習目標、自己課題
を適切にもつことができる。また、実習のために必
要な手続きを滞りなく進めるとともに、自分の構想
した保育の指導計画を立案し実習に臨むことができ
る。
（２）事後指導においては、実習を踏まえての自己
の課題を明確化し、実習での体験をより深化させ、
教師を目指すものとしての振り返りを行うことがで
きる。

（１）事前指導においては、幼稚園教育実習Ⅰでの
成果と課題、子どもの発達や各園の教育方針を理解
したうえでの実習目標、自己課題をもつことができ
る。また、実習のために必要な手続きを進めるとと
もに、保育の指導計画を立案し実習に臨むことがで
きる。
（２）事後指導においては、実習を踏まえての自己
の課題を振り返り、実習での体験をより深化させる
ことができる。

小学校教育実習
（事前事後指
導）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 1

 小学校教育実習は、4週間の実習を通して、小学校
教育について理解を深め、教育者としての資質と実
践力を身につけることを目指す。その事前指導とし
て、配属校の教育方針を理解したうえでの指導計画
の立案や評価の方法、特別活動、課外活動等につい
て指導する。また事後指導では、グループディス
カッションや事例検討を通して今後の課題を明確化
し、実習体験を深化させる。

 （１）事前指導においては、子どもの発達および各
学校の教育方針を理解した上で実習目標、自己課題
を明確に立てることができる。また、教育実習に向
けて学習指導案の作成等が滞りなくできる。
（２）事後指導においては、実習を踏まえて自己の
課題を明確化し、実習での体験をより深化させ、教
師を目指すものとしての振り返りを適切に行うこと
ができる。

 （１）事前指導においては、子どもの発達および各
学校の教育方針を理解した上で実習目標、自己課題
を立てることができる。また、教育実習に向けて学
習指導案の作成等ができる。
（２）事後指導においては、実習を踏まえて自己の
課題を把握し、教師を目指すものとしての振り返り
を行うことができる。

保育実習Ⅰ（保
育所）事前事後
指導

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 1

保育実習Ⅰ（保育所）は、2週間の保育所実習を通
して、保育所保育についての理解を深め、保育士と
しての資質と実践力を身につけることを目指す。そ
の事前指導として、保育所保育指針を理解し、実習
計画・実習日誌の書き方等を指導する。また、事後
指導ではグループディスカッションや事例検討を通
して今後の課題を明確化し、実習体験を深化させ
る。

（1）事前指導においては、実習の目的や内容の理
解、子どもの人権と最善の利益の考慮・プライバ
シーの保護と守秘義務等についての理解を深め、実
習計画の立案と実践、観察と記録等ができるように
なる。
（2）事後指導においては、自己評価から自己の課
題を明確化し、保育者を目指すものとしての振り返
りを行うことができる。

（1）事前指導においては、実習の目的や内容の理
解、子どもの人権と最善の利益の考慮・プライバ
シーの保護と守秘義務等についての理解を深め、実
習計画の立案と実践、観察と記録等ができるように
なる。 （2）事後指導においては、自己評価から自
己の課題を明確化し、保育者を目指すものとしての
振り返りを行うことができる。

保育実習Ⅰ（施
設）事前事後指
導

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 1

保育実習Ⅰ（施設）は、2週間の施設実習を通し
て、保育所についての理解を深め、保育士としての
資質と実践力を身につけることを目指す。その事前
指導として、保育所保育指針を理解し、実習計画・
実習日誌の書き方等を指導する。また、事後指導で
はグループディスカッションや事例検討を通して今
後の課題を明確化し、実習体験を深化させる。

（1）事前指導においては、実習の目的や内容の理
解、子どもの人権と最善の利益の考慮・プライバ
シーの保護と守秘義務等についての理解を深め、実
習計画の立案と実践、観察と記録等の実習の準備を
主体的に行い、提出物等を遅滞なく提出できる。
（2）事後指導においては、自己評価から自己の課
題を明確化し、保育者を目指すものとして自己覚知
を行うと同時に、施設からの評価を踏まえた適切な
自己省察を行うことができる。

（1）事前指導においては、実習の目的や内容の理
解、子どもの人権と最善の利益の考慮・プライバ
シーの保護と守秘義務等についての理解を深め、実
習計画の立案と実践、観察と記録等ができるように
なる。 （2）事後指導においては、自己評価から自
己の課題を明確化し、保育者を目指すものとしての
振り返りを行うことができる。

教育実習（事前
事後指導）

１・教育実習に必要な書面の作成方法を知り、書面
作成をすることができる。（知識・技能）
２．社会人としてふさわしいルールやマナーを身に
つけ、実習校・園とのやり取りを進めることができ
る。（知識・技能）
３．実習校・園について調べたり質問したりして、
教育方針を理解して実習に行くことができる。（知
識・技能）
４．これまでの学びをふまえて、実習目標、自己課
題をもつことができる。（思考・判断・表現）
５．教材研究に取り組み、指導計画の立案や模擬授
業・保育に取り組むなど、教育実習に向けて準備を
することができる。（思考・判断・表現）（態度）
６．実習に取り組み、教師としての適正を判断し、
実践力の基礎を身につけることができる。（技能）
７．事後指導においては、実習を踏まえての自己の
課題を明確化し、実習での体験をより深化させ、教
師を目指すものとしての振り返りを行うことができ
る。（関心･意欲・態度）

１・教育実習に必要な書面の作成方法を知り、適切
に書面作成をすることができる。（知識・技能）
２．社会人としてふさわしいルールやマナーを身に
つけ、実習校・園とのやり取りを適切に進めること
ができる。（知識・技能）
３．実習校・園について積極的に調べたり質問した
りして、教育方針を理解して実習に行くことができ
る。（知識・技能）
４．これまでの学びの履歴を総合して、実習目標、
自己課題をもつことができる。（思考・判断・表
現）
５．教材研究に積極的に取り組み、指導計画の立案
や模擬授業・保育に取り組むなど、教育実習に向け
ての準備に意欲的に取り組む。（思考・判断・表
現）（態度）
６．積極的に実習に取り組み、教師としての資質を
向上させ、実践力の基礎を身につけることができ
る。（技能）
７．事後指導においては、実習を踏まえての自己の
課題を明確化し、実習での体験をより深化させ、教
師を目指すものとしての振り返りを行うことができ
る。（関心･意欲・態度）

幼稚園教育実習Ⅰ・Ⅱ・小学校教育実習を行うにあ
たって、必要な準備を進める。教育実習期間は社会
人として勤務する経験となるので、ふさわしいマ
ナーやルール、服装等の準備、実習の目標の立て
方、実習日誌の書き方、指導計画の作成、教材研究
など、教育実習に必要な知識や技能を身につける。
また、教育実習の事前面談、事後面談、事後指導を
行なうことから、実習への心構えをつくるととも
に、実習の学びを振り返り、免許取得に向けて必要
な自己課題に取り組むようにする。

12
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

幼稚園教育実習
Ⅰ（事前事後指
導）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 1

幼稚園教育実習Ⅰは、二週間の観察実習を通して幼
児教育について理解を深め、教育者としての資質と
実践力を身につけることを目指す。その事前指導と
して、幼稚園教育要領を理解し、実習目標、実習日
誌の書き方等を指導する。また事後指導では、グ
ループディスカッションや事例検討を通して今後の
課題を明確化し、実習体験を深化させる。

（１）事前指導においては、子どもの発達および各
園の教育方針を理解したうえでの実習目標、自己課
題をもつことができる。また、必要書類の準備、保
育教材の作成等を丁寧に行い、日誌の書き方などを
身に着け、積極的に実習に臨む準備ができる。
（２）事後指導においては、実習を踏まえての自己
の課題を明確化し、実習での体験をより深化させ、
教師を目指すものとしての振り返りを行うことがで
きる。

（１）事前指導においては、子どもの発達および各
園の教育方針を踏まえ実習目標、自己課題をもつこ
とができる。また、必要書類の準備、保育教材の作
成等を行い、日誌の書き方などがわかり、実習に臨
む準備ができる。
（２）事後指導においては、実習を振り返り自己の
課題を明確化し、実習での体験をまとめることがで
きる。

国語科教育
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

小学生の言語能力の内容と発達をふまえ、小学校国
語科学習指導要領の目標と内容について系統的に理
解するとともに、それらを学習指導としてどのよう
に具現化するか、指導事例に基づいて考察する。ま
た、教科書教材等をもとに「話す・聞く、書く、読
む」活動を実際に行い、小学校教諭として必要とな
る国語の力を高めるとともに、児童の側に立った国
語科学習指導のあり方、今日求められている国語学
力等について検討する。

1.学習指導要領の目標、内容、構造について、教科
書教材や指導事例と結んで理解し、系統をふまえて
説明することができる。（知識・理解）
2.小学校教諭として必要となる国語学力を向上させ
るため、「話す・聞く、書く、読む」活動に主体的
に取り組み、成果を発表することができる。（関
心・意欲・態度）
3.国語科授業における多様な言語活動を実際に行う
ことによって児童の学びを体験し、今日求められて
いる国語学力について考察を深めることができる。
（思考・判断・表現）

1.学習指導要領の目標、内容、構造について、概要
を理解し、説明することができる。（知識・理解）
2.小学校教諭として必要となる国語学力を向上させ
るため、「話す・聞く、書く、読む」活動を行い、
成果を発表することができる。（関心・意欲・態
度）
3.国語科授業における多様な言語活動を実際に行う
ことによって児童の学びを体験し、今日求められて
いる国語学力について考察することができる。（思
考・判断・表現）

社会科教育
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

小学校における社会科では、子どもたちが主体的に
学び、確かな学力を身に付けられるように指導して
いくことが大切である。このためには社会科の指導
内容や指導上の留意点等について深く理解する必要
がある。本講義では、小学校学習指導要領に示され
た、「地域社会の社会的事象」、「我が国の国土と
産業」、「我が国の歴史、政治及び国際理解」とい
う指導内容を理解する。また、社会科の教科として
の特質や社会科教育の果たすべき役割について理解
する。

1.小学校社会科の目標及び特質、各学年の指導内容
を理解できる。（知識・理解）
2.小学校社会科の現状と指導上の課題について、学
習指導要領の改定を踏まえて理解できる。（知識・
理解）
3.社会科教育の教科特性、及び内容構成について具
体的な例を挙げたり、適切な資料を活用したりして
説明することができる。（思考・判断・表現）
4.社会科教育に関心をもち、特質や指導上の課題に
ついて自分なりの考えをもち、積極的に話し合った
り、発言したりできる。（関心・意欲・態度）

1.小学校社会科の各学年の指導内容を理解できる。
（知識・理解）
2.小学校社会科の現状と指導上の課題について理解
できる。（知識・理解）
3.社会科教育の教科特性、及び内容構成について具
体的な例を挙げて説明することができる。（思考・
判断・表現）
4.社会科教育に関心をもち、特質や指導上の課題に
ついて自分なりの考えをもち、話し合ったり、発言
したりできる。（関心・意欲・態度）

算数科教育
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

小学校における算数科教育では、子どもたちが主体
的に学び、確かな学力を身に付けられるように指導
していくことが大切である。このためには算数科の
指導内容や指導上の留意点等について深く理解する
必要がある。本講義では、小学校学習指導要領に示
された、Ａ「数と計算」、Ｂ「図形」、Ｃ「測定
（変化と関係）」、Ｄ「データの活用」という領域
構成を踏まえ、系統的に算数科の指導内容を理解す
るとともに、数学的活動の特質について理解する。
また、授業実践につながる具体的事例から、算数科
の教科としての特質や意義、目的について理解す
る。

1.小学校算数科の目標及び特質、各学年の指導内容
を理解できる。（知識・理解）
2.小学校算数科の現状と指導上の課題について、学
習指導要領の改定を踏まえて理解できる。（知識・
理解）
3.算数科教育の教科特性、及び内容構成について具
体的な例を挙げたり、適切な資料を活用したりして
説明することができる。（思考・判断・表現）
4.算数科教育に関心をもち、特質や指導上の課題に
ついて自分なりの考えをもち、積極的に話し合った
り、発言したりできる。（関心・意欲・態度）

1.小学校算数科の各学年の指導内容を理解できる。
（知識・理解）
2.小学校算数科の現状と指導上の課題について理解
できる。（知識・理解）
3.算数科教育の教科特性、及び内容構成について具
体的な例を挙げて説明することができる。（思考・
判断・表現）
4.算数科教育に関心をもち、特質や指導上の課題に
ついて自分なりの考えをもち、話し合ったり、発言
したりできる。（関心・意欲・態度）

理科教育
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

小学校における理科教育では、子どもたちが主体的
に学び、確かな学力を身に付けられるように指導し
ていくことが大切である。このためには理科の指導
内容や指導上の留意点等について深く理解する必要
がある。本講義では、小学校学習指導要領に示され
た、Ａ「物質・エネルギー」、Ｂ「生命・地球」と
いう内容構成を踏まえ、系統的に理科の指導内容を
理解する。また、先進的な理科教育研究に携わって
いる外部講師の講話を聴き、これからの理科教育の
在り方について理解する。さらに、国立科学博物館
でのフィールドワークを通して、社会教育施設等と
の連携の在り方について理解する。

1.小学校理科の目標及び特質、各学年の指導内容を
理解できる。（知識・理解）
2.小学校理科の現状と指導上の課題について、学習
指導要領の改定を踏まえて理解できる。（知識・理
解）
3.小学校理科における効果的な科学館等の社会教育
施設の活用方法が理解できる。（知識・理解）
4.理科教育の教科特性、及び内容構成について具体
的な例を挙げたり、適切な資料を活用したりして説
明することができる。（思考・判断・表現）
5.理科教育に関心をもち、特質や指導上の課題につ
いて自分なりの考えをもち、積極的に話し合った
り、発言したりできる。（関心・意欲・態度）

1.小学校理科の各学年の指導内容を理解できる。
（知識・理解）
2.小学校理科の現状と指導上の課題について理解で
きる。（知識・理解）
3.小学校理科における科学館等の社会教育施設の活
用方法が理解できる。（知識・理解）
4.理科教育の教科特性、及び内容構成について具体
的な例を挙げて説明することができる。（思考・判
断・表現）
5.理科教育に関心をもち、特質や指導上の課題につ
いて自分なりの考えをもち、発言することができ
る。（関心・意欲・態度）

家庭科教育
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

小学校家庭科で取り扱う家庭生活、食生活、衣生
活、住生活、消費生活という学習内容の学びを通し
て、学校教育における家庭科教育の意義や目的を理
解する。さらに、少子高齢化や家庭の機能が十分に
果たされていないといった状況に対応し、児童や家
庭生活が直面する現代的な課題と家庭科教育とのか
かわりについて理解し、児童が自立して生きる基礎
を培うための実践的態度を身につける。

1．学校教育における家庭科教育の意義や目的、そ
の歴史的変遷について総合的に理解することができ
る。（知識・理解）
2．小学校家庭科の内容を構成する家庭生活、食生
活、衣生活、住生活、消費生活の基礎的な理論と教
育方法を総合的に思考することができる。（思考・
判断・表現）
3．現代社会における家庭科教育の現状と課題につ
いて総合的に理解し、課題解決のための実践的態度
を身につけることができる。（関心･意欲・態度）

1．学校教育における家庭科教育の意義や目的、そ
の歴史的変遷について基礎的事項を理解することが
できる。（知識・理解）
2．小学校家庭科の内容を構成する家庭生活、食生
活、衣生活、住生活、消費生活の基礎的な理論と教
育方法の基礎的事項について思考することができ
る。（思考・判断・表現）
3．現代社会における家庭科教育の現状と課題につ
いて基礎的事項を理解し、課題解決のための実践的
態度を身につけることができる。（関心･意欲・態
度）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

生活科教育
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

生活科教育は、スタートアップカリキュラムの中心
となる教科である。幼保小の連携を踏まえ、生活科
教育に位置付く９つの内容について深く理解する必
要がある。本講義では、生活科の内容の中から「身
近な人々、社会及び自然と関わる活動に関する内
容」に視点を当て、北の丸公園をフィールドにし
て、公園にある様々な素材を生かした単元構想に取
り組む。この取り組みによって、単元の学習におけ
る目標や評価基準の設定の仕方、目標を達成するた
めの必要な具体的な活動、支援方法、教材研究の在
り方等についてついて理解する。

1.生活科の目標及び特質、各学年の指導内容を理解
できる。（知識・理解）
2.生活科の現状と指導上の課題について、学習指導
要領の改定を踏まえて理解できる。（知識・理解）
3.生活科における子どもの発達に応じた効果的な地
域素材の活用方法を理解できる。（知識・理解）
4.生活科教育の教科特性、及び内容構成について具
体的な例を挙げたり、適切な資料を活用したりして
説明することができる。（思考・判断・表現）
5.生活科教育に関心をもち、特質や指導上の課題に
ついて自分なりの考えをもち、積極的に話し合った
り、発言したりできる。（関心・意欲・態度）

1.生活科の指導内容を理解できる。（知識・理解）
2.生活科の現状と指導上の課題について理解でき
る。（知識・理解）
3.生活科における地域素材の活用方法を理解でき
る。（知識・理解）
4.生活科教育の教科特性、及び内容構成について具
体的な例を挙げて説明することができる。（思考・
判断・表現）
5.生活科教育に関心をもち、特質や指導上の課題に
ついて自分なりの考えをもち、発言することができ
る。（関心・意欲・態度）

初等教科教育法
（算数）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校における算数科では、子どもたちが主体的に
学び、確かな学力を身に付けられるように指導して
いくことが大切である。このためには算数科教育で
学んだの指導内容や指導上の留意点等をもとに、具
体的な指導方法や指導技術を身に付けることが必要
である。本講義では、社会科教育の目標や指導内容
を踏まえ、教科書の活用の仕方、教材の作成と活用
方法、効果的な数学的活動のあり方、学習指導上の
留意点と対応方法について理解する。また、学習指
導案のもつ意味と実際の作成方法、授業評価のあり
方について理解する。さらに具体的な授業場面を設
定し、模擬授業を行うことで、実践的な指導力を身
に付け、教師として教壇に立つイメージをもつ。

1.教育課程における算数科教育の意義、子ども主体
の授業実践の方法、支援及び留意点について理解
し、算数科における課題解決的な授業展開の方法に
ついて理解できる。（知識・理解）
2.指導内容の目標を踏まえ、作成した学習指導案を
もとに本時のねらいを明確にした模擬授業を積極的
に行うことができる。（技能）
3.指導内容の目標を踏まえ、本時のめあてや学習活
動、教材選定、評価項目について、主体的に考えた
り、論点を明確にして話し合ったりして学習指導案
にまとめることができる（思考・判断・表現）
4.本時のねらいを達成するための様々な工夫が取り
入れられた詳細な学習指導案を作成したり、主体的
に模擬授業に取り組んだりできる。（関心･意欲・
態度）

1.教育課程における算数科教育の意義、授業実践の
方法、留意点について理解し、算数科における課題
解決的な授業展開の方法について理解できる。（知
識・理解）
2.指導内容の目標を踏まえ、作成した学習指導案を
もとに模擬授業を行うことができる。（技能）
3.指導内容の目標を踏まえ、本時のめあてや学習活
動、教材選定、評価項目について、考えたり、話し
合ったりして学習指導案にまとめることができる
（思考・判断・表現）
4.学習指導案を作成したり、模擬授業に取り組んだ
りできる。（関心･意欲・態度）

初等教科教育法
（理科）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校における理科教育では、子どもたちが主体的
に学び、確かな学力を身に付けられるように指導し
ていくことが大切である。このためには理科教育で
学んだの指導内容や指導上の留意点等をもとに、具
体的な指導方法や指導技術を身に付けることが必要
である。本講義では、理科教育の目標や指導内容を
踏まえ、教科書の活用の仕方、教材の作成と活用方
法、安全で効果的な観察・実験の方法、学習指導上
の留意点と対応方法について理解する。また、学習
指導案のもつ意味と実際の作成方法、授業評価のあ
り方について理解する。さらに具体的な授業場面を
設定し、模擬授業を行うことで、実践的な指導力を
身に付け、教師として教壇に立つイメージをもつ。

1.教育課程における理科教育の意義、子ども主体の
授業実践の方法、支援及び留意点について理解し、
理科における問題解決的な授業展開の方法について
理解できる。（知識・理解）
2.指導内容の目標を踏まえ、作成した学習指導案を
もとに本時のねらいを明確にした模擬授業を積極的
に行うことができる。（技能）
3.指導内容の目標を踏まえ、本時のめあてや学習活
動、教材選定、評価項目について、主体的に考えた
り、論点を明確にして話し合ったりして学習指導案
にまとめることができる（思考・判断・表現）
4.本時のねらいを達成するための様々な工夫が取り
入れられた詳細な学習指導案を作成したり、主体的
に模擬授業に取り組んだりできる。（関心･意欲・
態度）

1.教育課程における理科教育の意義、授業実践の方
法、留意点について理解し、理科における問題解決
的な授業展開の方法について理解できる。（知識・
理解）
2.指導内容の目標を踏まえ、作成した学習指導案を
もとに模擬授業を行うことができる。（技能）
3.指導内容の目標を踏まえ、本時のめあてや学習活
動、教材選定、評価項目について、考えたり、話し
合ったりして学習指導案にまとめることができる
（思考・判断・表現）
4.学習指導案を作成したり、模擬授業に取り組んだ
りできる。（関心･意欲・態度）

1.小学校国語科学習指導要領に示された国語科の目
標や内容の概略を理解する。（知識・理解）
2.小学校国語科の内容を構成する、知識や技能（言
葉の特徴や使い方、話や文章に含まれる情報の扱い
方、我が国の言語文化）、思考力、判断力、表現力
等（話すこと・聞くこと、書くこと、読むこと）の
指導ついて概略を理解する。（知識・理解）
3.小学校国語科の学習評価の考え方や評価方法につ
いて理解する。（知識・理解）
4.国語科教科書教材を分析し、説明することができ
る。（思考・判断・表現）
5.教材研究、指導計画の立案、学習指導案作成がで
きる。（技能）
6.グループで摸擬授業を実施することができる。
（技能）
7.実施した模擬授業について省察することができ
る。（関心・意欲・態度）

1.小学校国語科学習指導要領に示された国語科の目
標や内容、全体構造を理解する。（知識・理解）
2.小学校国語科の内容を構成する、知識や技能（言
葉の特徴や使い方、話や文章に含まれる情報の扱い
方、我が国の言語文化）、思考力、判断力、表現力
等（話すこと・聞くこと、書くこと、読むこと）の
指導のあり方、指導上の留意点について理解する。
（知識・理解）
3.小学校国語科の学習評価の考え方や具体的な評価
方法について理解する。（知識・理解）
4.国語教育学、国語学、国文学、古典文学等との関
わりをふまえ、国語科教科書教材を分析し、説明す
ることができる。（思考・判断・表現）
5.児童の発達段階や実態をふまえて、教材研究、指
導計画の立案、学習指導案作成ができる。（技能）
6.グループ内でイニシアチブをとって摸擬授業を実
施することができる。（技能）
7.実施した模擬授業について省察し、学習指導の改
善の方策について検討することができる。（関心・
意欲・態度）

小学校学習指導要領における国語科の目標及び内
容、全体構造についての理解をふまえ、授業設計の
実践的技能と態度を身につける。授業記録（録画）
を実際に視聴したり、一連の授業実践の流れにそっ
て模擬授業を実施したりすることを通して、児童の
実態把握、教材研究、教材・教具の活用、学習指導
案の作成、学習指導と評価等、児童の言語活動を活
性化する国語科学習指導のあり方について考察・検
討する。

23
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

初等教科教育法
（国語）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

初等教科教育法
（生活）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

生活科教育は、スタートアップカリキュラムの中心
となる教科であり、幼保小の連携を踏まえ、子ども
が主体的に取り組める学習を設定していくことが大
切である。このためには生活科教育で学んだの「公
園」をフィールドにした単元構想の方法や具体的な
指導方法の在り方をもとに、幅広い対象を取り入れ
た単元構想や具体的な指導方法、指導技術を身に付
けることが必要である。本講義では、生活科の目標
や指導内容を踏まえ、教科書の活用の仕方、教材の
作成と活用方法、地域社会との連携のあり方、学習
指導上の留意点と対応方法について理解する。ま
た、学習指導案のもつ意味と実際の作成方法、授業
評価のあり方について理解する。さらに具体的な単
元を構想することで、地域の特性を活かすことの大
切さを理解し、実践的な指導力を身に付け、教師と
して教壇に立つイメージをもつ。

1.教育課程における生活科教育の意義、幼保小の連
携を実現するスタートアップカリキュラムの意義、
具体的で充実した活動の設定、評価方法について理
解し、生活科における単元構想の方法について理解
できる。（知識・理解）
2.指導内容の目標を踏まえ、詳細で具体的な単元構
想案を作成し、発表することができる。（技能）
3.指導内容の目標を踏まえ、単元の目標や具体的な
学習活動、教材選定、評価項目について、主体的に
考えたり、論点を明確にして話し合ったりして単元
構想案にまとめることができる（思考・判断・表
現）
4.意欲的に単元構想案を作成したり、積極的に質
疑・応答に取り組んだりできる。（関心･意欲・態
度）

1.教育課程における生活科教育の意義、スタート
アップカリキュラムの意義、具体的な活動設定、評
価方法について理解し、生活科における単元構想の
方法について理解できる。（知識・理解）
2.指導内容の目標を踏まえ、単元構想案を作成し、
発表することができる。（技能）
3.指導内容の目標を踏まえ、単元の目標や学習活
動、教材選定、評価項目について、考えたり、話し
合ったりして単元構想案にまとめることができる・
（思考・判断・表現）
4.単元構想案を作成したり、質疑・嘔吐に取り組ん
だりできる。（関心･意欲・態度）

初等教科教育法
（音楽）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校教育における音楽科についての基本的知識を
得ると同時に、授業実践に必要な基礎的知識・技能
を身につける。 また、学習指導要領における音楽科
の目標や内容の変遷とその背景を知り、さらに音楽
科の現代的な課題を理解する。音楽をどのように感
じ、鑑賞し、表現するかについて、小学校音楽科の
教材や指導法に即した方法で、身体を使った実践を
取り入れながら理解を深める。

1.小学校音楽科について史的背景を含めその内容に
ついて説明できるようになる。（知識・理解）
2.歌唱、器楽、音楽づくり、鑑賞などの活動を指導
するための知識、技術を習得し、指導案の作成及び
授業の実施ができる。（技能）
3.音楽科の授業についてアカデミックな視点から考
察できるようになる。（思考・判断・表現）
4.実際に授業を展開する意欲が持てるようになる。
（関心･意欲・態度）

1.小学校音楽科についての基本的な知識について理
解できるようになる。（知識・理解）
2.歌唱、器楽、音楽づくり、鑑賞などの活動を指導
するための基礎的知識、技術を習得し、指導案の作
成及び授業の実施ができる。（技能）
3.音楽科の授業について学習指導要領を通して考察
できるようになる。（思考・判断・表現）
4.実際に授業を展開する意欲が持てるようになる。
（関心･意欲・態度）

初等教科教育法
（図画工作）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校教育における図画工作科についての基本的知
識を得ると同時に、授業実践に必要な基礎的知識・
技能を身につける為の制作演習を行う。 また、学習
指導要領における図画工作科の目標や内容及び美術
教育に於ける現代的な課題も理解していく。これら
を踏襲する形で小学校図画工作科の教材や指導法に
即した方法により、楽しく豊かな造形実践を身近な
素材の中から幅広く行い、また鑑賞することの楽し
さも含めその知識や感性を身につける。

1.小学校図画工作科についての知識や技術を総合的
に理解することができる。（知識・理解）
2.創造する喜びや、鑑賞する楽しさなどの活動を実
践的に指導するための総合的な思考が身についてい
る。（思考・判断・表現）
3.造形美術の基礎的知識や制作技術を生かし豊かに
表現することができる。（技能）
4.図画工作授業を積極的に実践展開する意欲を持つ
ことができる。（関心･意欲・態度）

1.小学校図画工作科についての基礎的な知識や技術
を理解することができる。（知識・理解）
2.創造する喜びや、鑑賞する楽しさなどの活動を実
践的に指導するための基礎的な思考が身についてい
る。（思考・判断・表現）
3.造形美術の基礎的知識や制作技術が身についてい
る。（技能）
4.図画工作授業を実践展開する意欲を持つことがで
きる。（関心･意欲・態度）

初等教科教育法
（家庭）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校教員養成課程における教科教育法のひとつと
して家庭科教育についてその意義や使命を理解した
上で、小学校家庭科を指導する際に必要な基礎的な
内容を理解する。さらに、教材研究を行い指導案の
立案、模擬授業等を行うことを通して小学校教育現
場での実践的態度を身につける。

1.子どもや社会の現況に対する理解と初等教育にお
ける家庭科教育の意義をとらえ、使命を抱くことが
できる。（関心･意欲・態度）
2.初等教育における家庭科の理念、目標や内容を総
合的に理解することができる。（知識・理解）
3.初等教育における家庭科の学習方法を理解したう
えで、指導計画の立案や模擬授業に豊かな想像力を
もって臨むことができる。（技能）（思考・判断・
表現）

1.子どもや社会の現況と初等教育における家庭科教
育の基礎的な位置付けや役割について考えることが
できる。（関心･意欲・態度）
2.初等教育における家庭科の理念、目標や内容を基
礎的に理解することができる。（知識・理解）
3.初等教育における家庭科の学習方法を理解したう
えで、指導計画の立案や模擬授業をすることができ
る。（技能）（思考・判断・表現）

初等教科教育法
（社会）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校教育における教科「体育」において、学習指
導要領をもとにその概要と理論を学び、実技と模擬
授業によって単元計画や指導案の作成、指導法など
の実践力を身につける。

1.小学校における体育の教育的意義について理解で
き、考察できる。(知識・理解)
2.小学校における体育の「体つくり運動、器械運
動、陸上運動、水泳、ボール運動、表現運動及び保
健」の各領域について理解でき、領域別の特性に
合った指導法を理解できるようになる。（知識・理
解）（思考・判断・表現）
3.小学校における体育の各領域についての技術と指
導法を習得できる。（技能）（思考・判断・表現）
4.学年や領域にあった単元計画や授業案を作成で
き、模擬授業の実践ができるようになる。（関心・
意欲・態度）

1.小学校における体育の教育的意義について理解で
きる。(知識・理解)
2.小学校における体育の「体つくり運動、器械運
動、陸上運動、水泳、ボール運動、表現運動及び保
健」の各領域について理解でき、体育の指導法を理
解できるようになる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）
3.小学校における体育の各領域についての技術と指
導法を習得できるように努力できる。（技能）（思
考・判断・表現）
4.学年や領域にあった単元計画や授業案を作成で
き、模擬授業の実践ができるように努力できる。
（関心・意欲・態度）

初等教科教育法
（外国語）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校における外国語教育に係る背景知識・主教
材、小・中・高等学校の外国語教育における小学校
の役割、多様な指導環境について理解する。
児童期の第二言語習得の特徴について理解する。
実践に必要な基本的な指導技術を身に付ける。
実際の授業づくりに必要な知識・技術を身に付け
る。

小学校における外国語活動（中学年）・外国語（高
学年）の学習・指導・評価に関する基本的な知識・
指導技術を身に付ける。

小学校における外国語活動（中学年）・外国語（高
学年）の学習・指導・評価に関する基本的な知識・
指導技術を理解できる。



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

初等教科教育法
（体育）

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校教育における教科「体育」において、学習指
導要領をもとにその概要と理論を学び、実技と模擬
授業によって単元計画や指導案の作成、指導法など
の実践力を身につける。

1.小学校における体育の教育的意義について理解で
き、考察できる。(知識・理解)
2.小学校における体育の「体つくり運動、器械運
動、陸上運動、水泳、ボール運動、表現運動及び保
健」の各領域について理解でき、領域別の特性に
合った指導法を理解できるようになる。（知識・理
解）（思考・判断・表現）
3.小学校における体育の各領域についての技術と指
導法を習得できる。（技能）（思考・判断・表現）
4.学年や領域にあった単元計画や授業案を作成で
き、模擬授業の実践ができるようになる。（関心・
意欲・態度）

1.小学校における体育の教育的意義について理解で
きる。(知識・理解)
2.小学校における体育の「体つくり運動、器械運
動、陸上運動、水泳、ボール運動、表現運動及び保
健」の各領域について理解でき、体育の指導法を理
解できるようになる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）
3.小学校における体育の各領域についての技術と指
導法を習得できるように努力できる。（技能）（思
考・判断・表現）
4.学年や領域にあった単元計画や授業案を作成で
き、模擬授業の実践ができるように努力できる。
（関心・意欲・態度）

道徳の指導法
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

“道徳”とは何か？“道徳”を“教育”するとはどういう
行為でありどのような意味を持つのか？これらの問
いに即答できる人がどれだけいるだろうか。
道徳は過去の規範の継承と同時に、未来へ向けた新
たな規範の構築という二面性を持つ。価値観の多様
化や技術革新が進む現代社会では、とくに後者の側
面が重要となる。さらに、現在の道徳教育で求めら
れている「考える道徳」を実現させるためには、子
どもだけでなく教員も道徳的な事柄について深く
「考える」必要がある。そこで本授業では、道徳教
育の実践的指導法だけでなく、教員自らが道徳に関
して自律的に考察・判断し、それを実践に反映させ
る力を養うことを目標とする。

１．道徳教育に関する理論・方法・歴史などの知識
を幅広く理解する。（知識・理解）
２．新しい時代における道徳教育を自ら考え構築し
うる論理的思考力を身につける。（思考・判断・表
現）
３．「考える道徳」を本質的な理解に基づき実現す
ることができる実践的指導力を十分に発揮できる。
（技能）
４．道徳教育を担う教員としての使命や倫理観を十
分に身につけ、意欲的に実践に取り組むことができ
る。（関心・意欲・態度）

１．道徳教育に関する理論・方法・歴史などの基礎
的な知識を習得する。（知識・理解）
２．新しい時代における道徳教育に関する論理的思
考力を身につける。（思考・判断・表現）
３．「考える道徳」を実現することができる実践的
指導力を発揮できる。（技能）
４．道徳教育を担う教員としての使命や倫理観を身
につけ、実践に取り組むことができる。（関心・意
欲・態度）

特別活動及び総
合的な学習の時
間の指導法

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

小学校における特別活動は、様々な構成の集団から
学校生活を捉え、主体的に課題の発見や解決を行う
ことで、よりよい集団形成や学校生活を充実をめざ
すものである。この活動の中で子どもたちは、より
よい人間関係を形成するとともに、社会参画の大切
さや自己実現のよさを学んでいく。本講義では、特
別活動の内容である、学級活動、児童会活動、クラ
ブ活動、学校行事について、目標や指導内容につい
て理解する。また、学級活動に視点を当て、議題選
定の方法や子ども主体の話合いの進め方、教材の作
成と活用方法、学習指導上の留意点と対応方法につ
いて理解する。また、学習指導案のもつ意味と実際
の作成方法、授業評価のあり方について理解する。
さらに具体的な議題を設定し、模擬授業を行うこと
で、実践的な指導力を身に付け、教師として教壇に
立つイメージをもつ。

1.教育課程における特別活動の意義、子ども主体の
実践方法、支援及び留意点について理解し、特別活
動の具体的な進め方について理解できる。（知識・
理解）
2.学級活動のの目標を踏まえ、作成した学習指導案
をもとに本時のねらいを明確にした模擬授業を積極
的に行うことができる。（技能）
3.学級活動の目標を踏まえ、本時のめあてや計画委
員の配置、話合い活動、事前・事後の活動、教材選
定、評価項目について、主体的に考えたり、論点を
明確にして話し合ったりして学習指導案にまとめる
ことができる（思考・判断・表現）
4.本時のねらいを達成するための様々な工夫が取り
入れられた詳細な学習指導案を作成したり、主体的
に模擬授業に取り組んだりできる。（関心･意欲・
態度）

1.教育課程における特別活動の意義、実践の方法、
指導上の留意点について理解し、特別活動の進め方
について理解できる。（知識・理解）
2.学級活動の目標を踏まえ、作成した学習指導案を
もとに模擬授業を行うことができる。（技能）
3.学級活動の目標を踏まえ、本時のめあてや計画委
員の配置、話合い活動、事前・事後の活動、教材選
定、評価項目について、考えたり、話し合ったりし
て学習指導案にまとめることができる（思考・判
断・表現）
4.学習指導案を作成したり、模擬授業に取り組んだ
りできる。（関心･意欲・態度）

生徒・進路指導
の理論と方法

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

2 2

生徒指導は、学習指導とともに学校教育の基本とな
る機能である。近年、児童の置かれている生活環
境、家庭環境、価値観が多様化し、生徒指導は複雑
化かつ困難の度を増してきている。本授業において
は、生徒指導の理論を理解するとともに、学級集団
において児童を指導・支援していくための諸方法に
ついて考察する。特に、児童理解の方法、学級集団
活動、児童の問題行動、学校の指導体制といった実
践的な課題を中心に取り上げ、適切な生徒指導のあ
り方について学ぶ。また、進路指導、キャリア教育
は、児童の望ましい勤労観・職業観の育成にかかわ
る重要な援助・指導であることから、小学校におけ
るキャリア教育の目的、内容、方法の基礎的理解を
深める。

1.生徒指導の意義・原理・生徒指導の進め方を理解
し、系統的に説明することができる。（知識・理
解）
2.進路指導、キャリア教育の目的、方法を理解し、
説明することができる。（知識・理解）
3.小学校教育現場で行われている学級づくりの活動
について、その目的や方法をふまえ、受講生間でイ
ニシアチブをとり実施することができる。（技能）
4.児童の問題行動等の具体的な事例について、留意
点を明確にして対応のあり方を検討し、述べること
ができる。（思考・判断・表現）
5.生徒指導の基本となる傾聴、共感的理解を常に意
識しながらグループワークを運営することができ
る。（関心・意欲・態度）

1.生徒指導の意義・原理・生徒指導の進め方の概略
を理解し、説明することができる。（知識・理解）
2.進路指導、キャリア教育の目的、方法の概略を理
解し、説明することができる。（知識・理解）
3.小学校教育現場で行われている学級づくりの活動
について、受講生間で実施することができる。（技
能）
4.児童の問題行動等の具体的な事例について、対応
のあり方を検討し、述べることができる。（思考・
判断・表現）
5.生徒指導の基本となる傾聴、共感的理解を意識し
ながらグループワークに参加することができる。
（関心・意欲・態度）

保育・子育て支
援実践演習I

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

3 2

幼稚園や保育所では、子どもの保育とともに子育て
支援が重要な役割となっている。しかし、従来の幼
稚園実習や保育実習の際に学生が実際の子育て支援
の場を経験する機会はあまりない。そのため、保
育・子育て支援実践演習Ⅰでは大学内の子育て支援
施設において、実際に乳幼児期の親子と関わること
を通して、親子関係や子ども同士の仲間関係の発
達、親同士の交流の実態について学ぶことを目的と
している。

1.保育者として、子どもの発達や個人差に応じた環
境構成を考えようとする意欲を常に持ち続けること
ができる。（関心･意欲・態度）
2.子どもの自発性を大切にしながら、子どもの発達
を促す関わりを継続的に実践することができる。
（技能）
3.安定した親子関係が形成されるような子育て支援
のあり方について総合的に理解することができる。
（知識・理解）
4.子育て支援の指導計画を自ら立案することができ
る。（思考・判断・表現）
5.子どもの遊びや親子関係の様子を観察し記録をも
とに考察することができる（思考・判断・表現）。

1.保育者として、子どもの発達や個人差に応じた環
境構成を考えようとする意欲を部分的に持つことが
できる。（関心･意欲・態度）
2.子どもの自発性を大切にしながら、子どもの発達
を促す関わりを部分的に実践することができる。
（技能）
3.安定した親子関係が形成されるような子育て支援
のあり方の基礎的事項を理解することができる。
（知識・理解）
4.子育て支援の指導計画の一部を立案することがで
きる。（思考・判断・表現）
5.子どもの遊びや親子関係の様子を観察し記録する
ことができる。（思考・判断・表現）



科目名称 科目区分 学年 単位 科目概要 到達目標（成績評価A） 単位修得目標（成績評価C)

音楽基礎
家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

1 2

子どもの表現を育くむために必要となる、音楽の知
識や技術を身につけることが音楽基礎・音楽表現の
目標である。 音楽基礎では、小学校教諭として子ど
もと音楽を共有する際に必要となる、楽典的な知識
と演奏技術を中心に学ぶ。 この授業ではレッスンと
クラス授業を並行して行う。 ピアノ・歌唱の実技は
少人数のグループで、学生一人ひとりのレベルに合
わせたレッスンを受ける。 クラス授業では、学生自
身が実際に動いたり、音を出したりする活動を中心
に行う。

1.五線譜が読めるようになる。（技能）
2.小学校共通教材の弾き歌いができるようになる。
（技能）
3.簡易な楽曲のピアノ演奏ができるようになる。
（バイエル80番程度以上）（技能）
4.長音階、主要三和音、コードネームについて理解
でき説明できるようになる。（知識・理解）

1.五線譜が読めるようになる。（技能）
2.簡易な楽曲の弾き歌いができるようになる。（技
能）
3.簡易な楽曲のピアノ演奏ができるようになる。
（バイエル60番程度以上）（技能）
4.長音階、主要三和音、コードネームについて理解
できるようになる。（知識・理解）

保育・子育て支
援実践演習II

家政学部　学科
専門教育科目
児童学科

4 2

「保育・子育て支援実践演習Ⅰ」で学んだことを生
かし、子育て支援活動の計画立案・実行・検討を通
して、保護者支援力を育成することを目的とする。
そのためには、子どもの年齢発達や個人差に応じた
年間計画を立案し、実行した後に、客観的な省察を
行うことが不可欠である。さらに、他の学生と協働
する活動を経験することによってチームワークの大
切さを学び、グループディスカッションの場では自
分の考えをプレゼンテーションする力を獲得した
り、他者の考え方を聞くことで柔軟性や複眼的な視
点を獲得することを目指すものである。

1.子どもの発達に応じた子育て支援の年間計画を理
解できる。（知識・理解）
2.年間計画の立案することができる。（技能）
3.他者と協働しながら子育て支援における保育者の
役割を総合的に学ぶことができる。（関心･意欲・
態度）
4.子どもの活動や親子の関わりの様子を観察し記録
をもとに考察を深めることができる。（思考・判
断・表現）
5.自ら活動内容をまとめ、プレゼンテーションをす
ることができる。（思考・判断・表現）

1.子どもの発達に応じた子育て支援の年間計画を基
礎的事項を理解できる。（知識・理解）
2.年間計画の一部を立案することができる。（技
能）
3.他者と協働しながら子育て支援における保育者の
役割の基礎を学ぶことができる。（関心･意欲・態
度）
4.子どもの活動や親子の関わりの様子を観察し記録
をもとに考察できる。（思考・判断・表現）
5.活動内容の一部をまとめ、プレゼンテーションを
することができる。（思考・判断・表現）
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